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はじめに 

 

1 本研究の目的と方法 

本研究は、日本の平安時代に編纂された漢字字書である『篆隷万象名義』を中心にして、

文字学と情報処理学との二つの観点から本文解読へアプローチする古辞書の研究である。 

『篆隷万象名義』は、9世紀前半、唐から日本に戻った弘法大師空海が、梁・顧野王撰

述の原本『玉篇』を抜粋した字書である。約 16,000字の掲出字に対して、字音・字義・字

体の記述を収録する。原本『玉篇』は、後の時代の日本古辞書編纂に大きな影響を与えた

が、現在では逸書となっており、日本に八分の一しか残存しない。ゆえに、『篆隷万象名

義』は、原本『玉篇』を再構するための重要な資料であると同時に、日本語学においても

字音・字訓・字体の成立・変遷を考察する基礎資料となる。しかし、『篆隷万象名義』は

永久二年（1114）に書写された高山寺本しか存せず、加えて誤写・誤脱が多いことが早く

から指摘されており、利用するには精密な本文校訂が要求される。 

本研究では、先行研究を踏まえた上で、玉篇系字書1（原本『玉篇』・『大広益会玉篇』［以

下宋本『玉篇』という］）、『篆隷万象名義』の近世写本、さらに『新撰字鏡』、『類聚名義

抄』等の日本古辞書を突き合わせ異同を見比べる。参照する関連資料を次の図 0-1に示す。 

A 関連資料 

         中 国                  日 本 

 説文解字（100） 

     原本玉篇（543） 

     切韻(601) 

      逸文           篆隷万象名義（830 以降）    逸文 

                    新撰字鏡（892） 

   広韻（1010） 

   宋本玉篇（1013） 

                      図書寮本類聚名義抄（1100） 

                                            観智院本類聚名義抄（1241） 

                              近世写本（1801 以降） 

図 0-1 篆隷万象名義本文研究の関連資料群 

	

 

                                                        
1 池田（2016c）: 顧野王の原本『玉篇』と同じ部首分類体系と判断される字書を玉篇系字書と呼ぶ。詳細後述。 
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B『篆隷万象名義』の構造・部首体系・内容 

	 本文の内容上、『篆隷万象名義』は原本『玉篇』の節略本であるが、書物の形態、全体

の構成、篆書掲出字の増加などの変更がある。『篆隷万象名義』自体の構成を把握するに

は、基本内容と構成上の識語の整理が重要になる。	

基本内容→	 掲出字、注文［音注（反切・類音注）、義注、字体注］	

構成識語→	 表題、帖記、巻記、	

	 	 	 	 	 	 総目録、巻首部首目、文中部首標識、部首字数注記	

	 	 	 	 	 	 （書物全体の仕組みを示す情報）	

	 『篆隷万象名義』は、原本『玉篇』と比べると、全体的に次のような特徴を有してい

る。（図 0-2）。 

①部首序列・掲出字配列は原本『玉篇』を比較的忠実に反映している。【忠実な部分】	

②本文では原典の書名、注釈家の明記、用例などが削られ、単字による意味注記のみ	

	 残されている。異体字に関する扱い方も異同が観察される。【節略の部分】	

③書物の形態（巻子本・冊子本）、内容のまとめ方（分帖・分巻の仕方）が異なり、さ	

	 らに篆書掲出字が加えられている。【変更の部分】	

	 上記の節略や変更は、編纂が行われた時代や実用的な用途の違いを反映していると考

えられる。『篆隷万象名義』を利用・研究する際には、上述の【忠実な部分】【節略の部

分】【変更の部分】、つまり玉篇系字書における内省的な観点からアプローチすることは

重要である。	

 

書物の形態  内容のまとめ方   部首体系    項 目  

                  

巻子本(写) 

 

巻 

  
原本『玉篇』 

  
掲出字(楷) 

  
注文(長文) 

              

冊子本(写) 

 帖・巻 

(1〜4 帖) 

   

万象名義(原) 

   

掲出字(篆・隷) 

   

注文(簡略) 

          

冊子本(写) 

 帖・巻 

(5・6 帖) 

   

万象名義(続) 

   

掲出字(篆・隷) 

   

注文(簡略) 

          

冊子本(版) 

 

篇・巻 

   

宋本『玉篇』 

   掲出字(楷) 

   (増補) 

  
注文(簡略) 

        

図 0-2 玉篇系字書の全体図	

＊原本『玉篇』の内容を忠実に継承した部分の右側に実線で示した。 
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C 先行研究との照合 

 上述のように、高山寺本『篆隷万象名義』では、誤写誤脱が多く、古い字体情報も保

存されている。写本の状況は複雑である。本文中の誤写がどの段階（編纂の段階か抄写

の段階か）で生じたかは不明である。また、平安初期に成立した漢字字書であるため、

中国の南北朝時代の字体が保たれており、現代の字体意識をそのまま適応することはで

きない。この問題に関しては、『篆隷万象名義』における掲出字の認定や本文解読につい

ての研究成果が参考になる。掲出字の認定に際しては、日中両側の学者の認定結果を照

合した上で、異同のあるものを見分けて、さらに内容・関連文献の記述を確認して総合

的に判断する必要がある。諸家認定意見の照合は不可欠なステップである。 

	 以上、『篆隷万象名義』の解読・本文研究を行うには、次の通りの三方面の文献資料・

内容と構成情報・研究成果を整合する必要がある。	

A 関連資料群の内容との照合 

B 『篆隷万象名義』の構造・部首体系・内容 

C 先行研究の成果との照合 

	 その際、課題となるのは適切な研究方法の選択である。 

	 従来型の古辞書研究は、書誌・校勘学による伝統的な文字学の手法に則ることが多

く、情報学からのアプローチが少ない。従来の研究方法では、特定の内容（例えば、字

音に関する説明の部分など）の抽出が難しく、追調査が困難になることがあった。情報

学の知見は、こういった難点を克服する上で大きな役割を果たす。一方で、古辞書研究

である以上、第一次資料を蒐集・確認するには、文字学的な手法によるほかはない。よ

って、従来型の方法論で、研究資料を確保、解読した上で、情報処理学の観点から内容

の整理、データの分析を行うべきである。文字学と情報処理学からのアプローチを組み

合わせることが重要である。	

	 したがって、本研究では、文字学的な手法と情報処理学的な研究方法の二つの観点か

ら『篆隷万象名義』の研究を進めた。	

 （1）文字学（書誌・校勘）的アプローチ 

	 	 ①『篆隷万象名義』の書物としての構成特徴の整理	

	 	 ②	高山寺本原本調査で、影印本に誤写・誤脱、符号類（転倒符・抹消符・補入記	

	 	 	 	号）等判然としない部分の確認	

	 	 ③	篆隷万象名義近世写本の調査を通して、これまで重視されていない資料の蒐集	

	 	 ④	関連資料群と照合し、本文内容の解読・校訂	
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（2）情報処理学的アプローチ 

①データベースの設計・作成	

②文字の包摂・翻刻方針の策定	

③入力済みのプレーンテキストを研究目的に応じた適合	

	 本研究ではこのように、文字学及び情報処理学の研究方法を総合して、『篆隷万象名

義』の本文研究に取り組む。さらに、データベースの構築によって、本文研究を画期的

に推進させるのが、本研究のねらいである。	

（筆者の所属する研究室では「平安時代漢字字書総合データベース(HDIC)」を構築する

プロジェクトを推進している。『篆隷万象名義』データベースは HDICの一環となすもの

である。筆者は篆隷万象名義データベースを担当するが、データベースの設計・本文入

力などは研究室の共同作業によるものである。データベースの構築及び役割分担などに

ついては後節で詳述する。なお、本論文で示す高山寺本『篆隷万象名義』の図版は高山

寺典籍文書綜合調査団代表の石塚晴通教授御所蔵の焼き付け写真による。また、画像掲

載の許可が得られない箇所は、掲載省略とする。） 

	

 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	



 

 5 

	

	

	

	

2 本研究の対象資料 

	 本研究では、『篆隷万象名義』に加え、玉篇系字書の原本『玉篇』および宋本『玉篇』

も資料として参照する。玉篇系字書とは池田（2016）で示された解説であり、原本『玉篇』、

『篆隷万象名義』、宋本『玉篇』の三書からなるとされる。 

	 池田（2016c）では、『玉篇』について、次のように「系統（genealogy）」と「体系（system）」

とそれぞれの意味用法を示し、さらに切韻系韻書と比べながら、玉篇系字書を説明してい

る： 

	 	 原本系『玉篇』と「系」を付けて系統（genealogy）の意味で使用することが最近は 

	 	 多くなっており、それでもよい。ただし、中国では「系」は体系（system）の意味 

	 	 で使用するので、『玉篇』系字書のように表現する。顧野王『玉篇』と宋本『玉篇』 

	 	 とは、同じ部首分類の体系を持つと判断されるので、『玉篇』系字書と呼ぶのであ 

	 	 る。『切韻』系韻書と言った場合にも、陸法言『切韻』の系譜の韻書という意味では 

	 	 なく、陸法言が立てた韻の分類体系を基本とする韻書という意味であり、『広韻』ま	 	  

	 	 で含めて『切韻』系韻書と呼ぶのである。 

	 上記の論文では、『篆隷万象名義』には触れられていないが、上の「同じ部首分類の体

系を持つ」という規準に従えば、『篆隷万象名義』も玉篇系字書と呼ぶことができる。逆

に言えば、古辞書に限定する場合、玉篇系字書は原本『玉篇』、『篆隷万象名義』、宋本『玉

篇』の三書を指すと言える。 

	 以下、本研究で活用する資料についての概要を簡潔に述べる。 

	 平安初期（830以降）に弘法大師空海によって編纂された『篆隷万象名義』は現存する

日本最古の字書である。六帖構成をとり、第一帖から第四帖までは空海撰述であるが、第

五帖と第六帖は別人の手によるものである。約 16,000字の掲出字に対して、字音・字義・

字体の記述を収録する。永久二年（1114）に書写された高山寺本が唯一の古写本である。

（明治三十二年（1899）に国宝に指定され、現在国立京都博物館に寄託）。他の転写本は

この伝本の系統を引くものである。内容は中国・梁の顧野王の原本『玉篇』から音注や義

注を簡略した字書である。原本『玉篇』は早く散逸し、日本では零本しか残っていない。

それゆえ、完本である『篆隷万象名義』は原本『玉篇』の元の姿を窺う資料として価値が

高い。 

	 原本『玉篇』は中国南北朝時代（543）に成立した典拠や用例を充実させた部首別の漢
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字字書であり、後世の字書に大きな影響を及ぼした。原本『玉篇』の字数は、唐・封演の

『封氏聞見記』に「梁朝顧野王撰玉篇三十巻、凡一萬六千九百一十七字」とある通り、

16,917字である。原本『玉篇』は中国では逸書となり、約八分の一の残巻が日本に存する。

原本『玉篇』を受け継ぐものとして今に伝わっているのが、前述の日本側の『篆隷万象名

義』と中国側の宋本『玉篇』である。両書の編纂の方針は類似しているが、相違点も少な

くない。 

	 宋本『玉篇』は、原本『玉篇』を唐の孫強が高宗の上元元年（674）に修訂・増字した

ものを、宋の大中祥符六年（1013）勅命により陳彭年等が重修したのである。注文内容は

原本『玉篇』にあった長文の訓注を略し、掲出字を増補したものである。約 22,000 字の

掲出字を収録する。 

	 顧野王の原本『玉篇』は漢字の訓詁の書物として、奈良平安時代の日本で広く利用され、

日本古辞書の主材料ともなった。零本となった原本『玉篇』の内容を知るには、原本『玉

篇』の残巻、逸文に加えて、11世紀に簡略化した宋本『玉篇』と『篆隷万象名義』を総合

する必要がある。中国語学はもちろんのこと、日本語学においても字音・字訓・字体の成

立・変遷を考察する基礎資料として利用されてきた。しかし、『篆隷万象名義』は古写本

しか存せず、これには誤写・誤脱が多いのは再三指摘した通りであり、その本来の価値を

見出すには、精確な校訂が要求される。	  

	 幕末以来、世の中に『篆隷万象名義』写本が多く流布した（近世写本という）。清末に

駐日公使の随員として渡日の学者楊守敬によって、その存在と文献の価値を中国に知ら

しめたものである。それを抄写したものが現在日本国内、中国大陸、台湾に所蔵している。 

	 これまで『篆隷万象名義』は、主に四種の複製本が刊行されてきた。最初の複製本であ

る『崇文叢書』第 1輯之 27-43（1926）は、国立国会図書館デジタルコレクションに登録

されその画像が公開されている。このほかの複製本としては、『篆隷萬象名義』（1966）、

『高山寺本古辞書資料第一』（1977）、『弘法大師空海全集』第七巻（1984）に収録された

影印テキストがある。崇文叢書のテキストは、海外で再度覆製され、中国大陸・台湾では

広く使われている。 
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3 本論文の構成 

	 本稿の構成は、次の通りである。 

	 第１章においては、本研究の考察対象とする玉篇系字書（原本『玉篇』・『篆隷万象名

義』・宋本『玉篇』）に関する先行研究を概観する。主に文字学的方法によるものと情報

処理学的な方法によるものとの二方面にわたる研究成果を確認する。 

	 第 2章においては、篆隷万象名義データベースの構築、包摂、翻刻方針及び情報処理

学的な研究方法を述べる。まず、筆者所属する研究室に推進する HDICプロジェクトの

要略、篆隷万象名義データベースとの関係を概説する。次に篆隷万象名義データベース

構築の詳細について論じる。最後に、データベースに整備済みのテキストデータ基づく

応用について、情報処理学的な研究方法を述べる。 

	 第 3章においては、書誌学的な観点から、まず、高山寺本原本調査と近世写本調査に

関する書誌情報を記述する。次に、高山寺本と近世写本とを比較することにより、錯簡

の問題を指摘する。さらに近世写本を利用した本文研究を報告する。 

	 第 4章においては、成立当初の『篆隷万象名義』、もしくは原本『玉篇』に存在した可

能性のある掲出字の全体像を描くために、記述構造の観点から高山寺本を整理し、説文

解字、原本『玉篇』残巻、宋本『玉篇』、『新撰字鏡』などを総合することによって、掲

出字を隷書掲出字・埋字・脱字との三種のカテゴリーに区分した上で、掲出字数として

認定できる範囲を提示する。 

	 第 5章においては、字体と字種との区別から『篆隷万象名義』における重出字を考察

する。まず先行研究を検討し、その成果と比較しながら重出字の実際を考察し、分類す

る。さらに原本『玉篇』における重出字についても検討し、翻って『篆隷万象名義』の

重出字の特徴を分析する。 

	 第 6章においては、篆隷万象名義データベースを利用して、原本『玉篇』残巻に対応

する掲出字についての諸家認定の結果を照合し、相違があるものを分類・分析する。そ

して、データベースにおける掲出字翻刻表現階層の設計を提言する。 

	 第 7章においては、平安初期に撰述した仏典音義『大乗理趣六波羅蜜経釈文』におけ

る原本『玉篇』の逸文を整理し、その逸文を利用した『篆隷万象名義』の本文校正の実

例を分析する。 

	 第 8章おいては、『篆隷万象名義』を中心にして、古写本の全文テキストの電子化とそ

の公開システムについて、その現状と課題を報告する。 
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	 「おわりに」では、全体の議論を整理し、現在まで研究の進捗状況を示し、あわせて

残された課題を述べる。	

4 用語の定義 

本稿で用いる漢字の書体・字体・字形・字種の定義は、石塚（1984）および石塚（2012）

により、次の通りとする。 

 書体：漢字の形に於て存在する社会共通の様式。多くは其の漢字資料の目的により 

       決まる。楷書・草書等。 

 字体：書体に於て存在する一々の漢字の社会共通の規準。 

 字形：字体に於て認識する一々の漢字の書写（印字）された形そのもの。 

 字種：社会通念上同一のものとして認識された、一般的に音訓と意味が共通する漢 

       字字体の総合。 
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第 1 章 玉篇系字書に関する先行研究 

 

1.1 文字学的な方法による先行研究 

	 『玉篇』に関しての研究は、岡井（1933）から始まるが、その逸文蒐集をさらに進めた

研究成果が馬淵（1952）である。貞苅（1958）は『篆隷万象名義』が原本『玉篇』を簡略

化したものであることを明確に論証したものである。胡（1989）は、宋本『玉篇』の掲出

字の配列を規準に、原本『玉篇』残巻を取り込み、さらに原本『玉篇』の出典にあたる典

籍と校勘を行って、原本『玉篇』の逸文も考証したものである。 

	 『篆隷万象名義』掲出字の翻刻について、白藤（1977b）と宮澤（1977）は『高山寺古

辞書資料第一』に収録され、影印テキストと照らし合わせ、利用に至便である。白藤（1977b）

は影印テキストの掲出字を検出するための索引である。検字が主目的であるため、通行字

体たる康熙字典体を用いながら、原本字形を重視する特徴がある。宮澤（1977）は『篆隷

万象名義』の骨組みとなる掲出字を解読したうえ、高山寺本の配列形式で一覧した研究成

果であり、原本『玉篇』残巻及び逸文、宋本『玉篇』の情報をまとめている。近年、中国

側も『篆隷万象名義』への関心が高まり、研究成果としては呂（2007）が挙げられる。そ

の『篆隷万象名義校釋』は中華書局写真版のテキストを基礎とし、『高山寺古辞書資料第

一』に収録されたテキストも参考に、『説文解字』、宋本『玉篇』、『干禄字書』などの文献

と照合し、校勘を加え、全文を翻刻したものである。なお、上田（1986）は、すべての反

切に厳密な校訂を加えており、掲出字の同定にも参考になるところが大きい。 

	 周（1966）と河野（1979）はほぼ同時期に出され、『篆隷万象名義』の反切を利用し、

原本『玉篇』の音韻体系を研究する優れた研究成果である。上田（1986）は、上記の二つ

の研究成果の上に、『玉篇』の反切に残巻、逸文及び『篆隷万象名義』の所在を記して、

声類・韻類に分別した著作である。 

	 孔（2000）は、玉篇俗字の類型、変遷に着目し、唐宋字書の俗字と比較研究を行い、玉

篇俗字の現象とその形成した源流を総合的に論じ、朱（2004）は、『玉篇』における文字

を類型化し、特に合併・新増などの現象を取り上げ、反切用字で六朝時代の常用字の状況

を調査している。 

	 大柴（2008・2009a・2011）は、後漢から魏晋まで、魏晋から隋唐までの書体・字体変

化の視点から、多くの実例を集め、『篆隷万象名義』の俗字の分析を行い、所用の俗字を

共通する文字ごとに 250種類に分類した。 

	 以上は現代における伝統的な文献学視点の先行研究をまとめた。それ以前の近代にお
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ける日中の書誌学・校勘学の学者も、玉篇系字書について多くの研究がある。後の 3.2

「篆隷万象名義の近世写本」において、ややその詳細を触れていく。 

1.2 情報処理学的な方法による先行研究 

	 Unicodeの普及・定着に伴い、版本資料による『説文解字』・『広韻』等主要な中国辞

書のWeb版がオープンアクセスで続々と公開されている。一方で、日本においては奈良

時代以来の古写本が数多く伝存するが、体例・難字・誤脱など、写本には避けられない

問題の影響で、データ化が遅れている。 

	 『篆隷万象名義』の電子化について、池田氏は一連の論考を発表している。池田（1994・

2003b・2011）は篆隷万象名義データベースの詳細について符号化の問題を中心に論じ、

掲出字データベースUCS対応版は 2011年において公開済みである。近時の池田（2014a）、

池田他（2016）は平安時代漢字字書総合データベース（HDIC）プロジェクトの構想と進

捗について詳しく解説したものである。その内容を要約すれば次のようになる。 

	 『篆隷万象名義』の電子テキストは、全掲出字を対象とするものが池田（1994）で公開

した暫定版データベースがある。篆隷万象名義データベースは、本文研究を主要な目的と

するものである。公開した暫定版を通して、『篆隷万象名義』に掲出される 16,000余字の

所在、諸橋大漢和辞典番号、玉篇巻数・部首番号、JIS区点番号等の情報を得ることがで

きる。 

	 池田（2003b）の調査により、『篆隷万象名義』の全掲出字のうち 46字のみが今昔文字

鏡（ver.3単漢字 10万字版）で未登録であり、今昔文字鏡を使えばほとんどの掲出字が処

理できるようになったのである。しかしながら、データ処理にはかなり制約があった。 

	 池田（2011）では、この論文発表時点での情報処理環境では、Unicodeの CJK統合漢字

は約 7万の漢字が使用可能であり、『篆隷万象名義』の掲出字について調査したところ、

ほぼすべてを扱うことが可能となったとした。 

	 池田（2014a）は『篆隷万象名義』全文テキスト入力の完成を機にその概要と課題をま

とめ、『新撰字鏡』と『類聚名義抄』に拡大する計画を述べた。 

	 一方、『篆隷万象名義』の解読釈文の公刊である呂（2007）が注目を集めたが、紙媒体

故に情報処理的な側面において、制約があった。それゆえ、全文データベース化が期待さ

れていた。また、王平（2005）と大柴（2008・2009a・2011）によれば、それぞれ『篆隷万

象名義』のデータベース化が進行中の模様であり、Webでは未公開である。また社会科学

文献電子音像出版社による『篆隷万象名義』と宋本『玉篇』の CD-ROMもあるようであ

るが、実見していない。 
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第 2 章 データベースの構築による情報処理学的な研究方法 

 

2.1 平安時代漢字字書総合データベース（HDIC）2 

2.1.1 HDIC の要略 

	 筆者の所属する北海道大学大学院文学研究科言語情報学講座池田研究室では、平安時

代漢字字書総合データベース（Integrated Database of Hanzi Dictionaries in Early Japan, 略称

HDIC）を構築するプロジェクトを推進している。HDIC は 7 万字を超える漢字のコード

化ができる Unicodeを用いて、平安時代を代表する部首分類体字書である『篆隷万象名義』

『新撰字鏡』『類聚名義抄』を総合した全文テキストデータベースを整備・構築して、日

本古辞書の研究基盤の確立を目指す。これらの漢字字書は、語彙・音韻・漢字字体等の日

本語史研究の重要な資料である。 

	 HDICの対象とする漢字字書は、次の 4点である。KTB等は各サブデータベースの略称

である。 

	 	 高山寺本『篆隷万象名義』（京都・高山寺所蔵）、KTB: Kozanjibon Tenrei Bansho meigi 

 	  天治本『新撰字鏡』（宮内庁書陵部所蔵）、TSJ: Tenjibon Shisen Jikyo 

    図書寮本『類聚名義抄』（宮内庁書陵部所蔵）、ZRM: Zushoryobon Ruiju Myogi sho 

	 	 観智院本『類聚名義抄』（天理図書館所蔵）、KRM: Kanchiinbon Ruiju Myogi sho 

	 これらの漢字字書に見える掲出字と注文とを電子テキスト化し、掲出字のリレーショ

ンシップを設定することによって、自在に検索するシステムを構築し、その公開によって

学術研究の発展に資することを意図している。 

	 また、このデータベースには、次の中国側の漢字字書・韻書等を含める計画である。 

	 	 原本『玉篇』残巻、YYP: Yuanben YuPian 

    原本『玉篇』逸文、YQF: Yuanben Yupian Quoted Fragments in other books 

    宋本『玉篇』（『大広益会玉篇』）、SYP: Songben YuPian 

    宋本『広韻』、SGY: Songben GuanYun 

    『切韻』残巻、QYF: QieYun Fragments 

    『干禄字書』、GZ: Ganlu Zishu 

    高麗版『龍龕手鏡』、GLS: Gaoliban Longkan Shoujing 

	 漢字字書の掲出字は、コンピュータで入力処理が可能な文字と、原本画像から一文字ご

とに切り出した画像と対象としてデータベース化を進める。発音・意味・字形を説明する

                                                        
2 HDICと KTBの説明は、主に池田他（2016）による。 
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注文の部分は、コンピュータで入力処理が可能な文字を入力する。 

	 HDIC プロジェクトの設計者及び総合責任者の池田氏は、日本古辞書の研究について、

次の観点を主張している。 

	 	 日本古辞書の研究では、その土台となった中国字書、特に玉篇系字書である原本『玉 

	 	 篇』、『篆隷万象名義』、宋本『玉篇』との対照作業が不可欠となっている。これまで 

	 	 の古辞書データベース化では、玉篇系字書のデータベース化を疎かにしていた。HDIC 

	 	 の全体は玉篇系字書データベースを基礎とした計画である。 

	 HDICの主に対象とした日本・中国の漢字字書、及びそのリレーションシップの設定を 

次の図 2-1で示す。黒い枠で示す三つの字書は玉篇系字書である。 

 

 

図 2-1 HDIC の主に対象とする漢字字書及びそのリレーションシップの設定 

 

2.1.2 リレーションシップの設定 

	 まず、中国側の漢字字書である原本『玉篇』残巻及び宋本『玉篇』をデータベース化し、

宋本『広韻』は「漢字データベースプロジェクト」による公開データを取り込む。次に 

それらと日本側の漢字字書とのリレーションシップを設定する。その上で、両者を照合し

ながら本文解読の作業を進める。リレーションシップ設定のキーは、ソフトウェアの

Unicode 対応の現状を配慮して掲出字の漢字を避け、掲出字の漢字を Unicode の 16 進文

字コードに変換したものを用いた。掲出字のリレーションシップを適切に設定すると、複

数の字書の情報を同時に呼び出して、参照・編集することが可能になる。 
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2.1.3 入力できない文字の処理 

2.1.3.1 Unicode における漢字の処理 

	 約七万字の漢字が現在のコンピュータで使用可能であり、構築中の平安時代漢字字書総

合データベースで入力できない漢字は僅少である。これで符号化できない字 は  IDS 

(Ideographic Description Sequence、漢字構成記述文字列)で表現する。IDS は、Unicode 

Standard 3.0 以降に採用され、漢字構成記述文字を用いて漢字の部品とその配列を指定す

るものである。CJK 統合漢字と IDS について、Unicode Standard 7.0 をもとに説明する。

Lunde (2008) は規格の概要や背景を理解するのに参考になる。 

 

2.1.3.2 CJK 統合漢字 

	 Unicode によって実装可能な漢字 74,605 字の内訳は、基本多言語面の CJK 統合漢字

が 20,941 字、CJK 統合漢字拡張 A が 6,582 字、追加漢字面の CJK 統合漢字拡張 B が 

42,711 字、拡張 C が 4,149 字、拡張 D が 222 字である。 

 
2.1.3.3 IDS 

	 漢字構成記述アルゴリズムの基礎は次の 2 点にある。まず、ほぼすべての CJK 漢字

はさらに小さな漢字部品に分解することができるということ。次に、Unicode では大多数 

の漢字符号化はすでに実現されているということ。これらの符号化された漢字と IDC 

(Ideographic Description Character、漢字構成記述文字)の組合せで、別の漢字を記述する。

その配列は IDSという。Unicode では 12 個の漢字構成記述文字 IDC(⿰⿰⿰⿰⿰⿰⿶⿶

⿶⿶⿶⿶、U+2FF0〜U+2FFB)を提供し、これらの IDC によって漢字部品の位置関係を示

すことができる。IDS は難字の多い漢字文献のデータ処理に有用と評価できる。IDSは漢

字を表現する方法の提示に過ぎない。よって、漢字を表現する IDS は確定しない。例え

ば、「語」の IDSによる記述は、⿰言吾と⿰言⿰五口とが可能である。複数の IDSがあり

得る場合は、Unicode 規格書では最短の文字列を採用することが推奨される。HDICデー

タベースでは、最短の文字列にこだわらず、運用上、適切と判断される IDS文字列を選択

している。運用上の適切さは、漢字部品の検索のしやすさと難字の視認性の高さから総合

的に判断する。 

 

2.2 篆隷万象名義データベース（KTB） 

この 2.2では篆隷万象名義データベース構築の成り立ちを紹介する。 

池田氏の研究グループは、1990年代から古辞書のデータベース化を目指して、Unicode
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等の漢字情報処理に関する研究と、日本古辞書が土台として中国古辞書の原本『玉篇』の

節略本である『篆隷万象名義』のデータベース化に関する研究に取り組み、高山寺本『篆

隷万象名義』全文テキスト入力を完成させた。 

筆者は主としてHDICの中の篆隷万象名義データベース（Kosanjibon Tenrei Bansho Meigi, 

略称 KTB）を担当している。関連して、玉篇系字書全般のデータ化作業にも関与してい

る。また、部分的に『新撰字鏡』、『類聚名義抄』の入力もかかわった。データベースの設

計は主に池田氏によるが、進行中適宜調整することはあった。 

修士課程では『篆隷万象名義』の本文データベースに注文を追加する作業に携わってお

り、研究室の共同作業として、原本『玉篇』残巻と対応する部分の注文を入力した。入力

済のデータに基づき、修士論文では、主に次の三つの方面から分析を行った。 

(1) 本文データベース化における翻刻方針や UCSによって『篆隷万象名義』の文字コ	  

	  ード化などの情報処理の問題を整理し、本文入力方法を策定した。 

(2) 漢字字体研究史の観点からデータベースを利用して、『篆隷万象名義』、原本『玉篇』 

	  残巻諸本の字体差を考察した。漢字字体から『篆隷万象名義』は初唐標準字体（古 

   い字体規範）を基本とするが、原本『玉篇』諸本には一部に開成標準（新しい字体 

   規範）を用いるテキストがあることを指摘した。 

(3) 『篆隷万象名義』を原本『玉篇』と宋本『玉篇』と照合し、帖、巻、部首レベルの 

   対照表を作成し、三者の帖、巻、部首レベルの対応関係を明らかにした。 

	 博士後期課程でも引き続き『篆隷万象名義』の注文を追加する作業にあたっている。研

究室のプロジェクトとしては、全文のテキスト化し終えた。共同作業として、筆者はその

三分の一程度の分量について入力した。『篆隷万象名義』の全文のテキストを 2016年 9月

に公開した。つぎ、原本『玉篇』残巻と対応する部分の本文データベース化を中心に、篆

隷万象名義本文データベースの構築を解説する。 

 

2.3 篆隷万象名義と原本玉篇残巻との対応 

2.3.1 原本玉篇残巻 

原本『玉篇』は中国ではすでに散逸したが、日本では巻 8、巻 9、巻 18、巻 19、巻

22、巻 24、巻 27の 7巻の残巻が存する。『篆隷万象名義』の編集方針を考察するため、

原本『玉篇』残巻にある部首を対象としてまず本文データベースの整備をはじめた。原

本『玉篇』残巻の 7巻は、書写年代や底本の相違から、それぞれに異なる性格を有す

る。上田（1970）は原本『玉篇』残巻の反切用字の特色から、各巻の性格を述べている

（詳細後述 p.31）。 

これらの残巻は、首尾完存、首尾欠、あるいは中間部が欠損するなど現存状況が異な
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る。このため、残された各部首の収字状態も異なっている。例えば、「心部」の場合、

『篆隷万象名義』では、450字の掲出字があるが、原本『玉篇』は巻 8の断片 17行のみ

であり、次に翻刻で示すものしか残っていない。全存する字は 4字であり、欠損する字

は 3字である。 

（愇）（前欠）与怨慽同為忿恨之恨也。 

𢞰 眉隕反。『説文』、古文、閔字也。閔、病也。存門部。 

𢙶 古顔反。『説文』、古文、姦字也。姦、私也、邪也、為也、賊、在外也。在女 

  部。 

愅 公翮反。『字書』、亦諽字。諽、更也、變也。飾也、謹也、戒也。在言部。 

愬 所革反。『周易』愬々終吉。王弼曰處多懼之地故曰愬々也。公羊傳愬而再拝。 

  何休曰愬、驚皃也。『説文』、亦𧦡字。野王案𧦡、告也、𧫭也。又音蘇故反。 

  在言部。 

惸 仇營反。『尚書』、無害惸獨、孔安国曰、惸單也、謂無兄弟也、無子曰獨。『周 

  礼』、凡遠近惸獨老幼之欲有復於上者、鄭玄曰、無兄弟曰惸。字書亦煢字、煢 

  々、無所依也。在卂部。或為嬛字。（以下欠） 

憥 力高反。『説文』、古文勞（以下欠）  

 
原本『玉篇』の残存する 7巻、63部首について、その存欠の状況をまとめれば、次の
通りである。 

 
巻 8 心部（首尾欠）（1 部首） 

巻 9 言部（首欠）、誩部、曰部、乃部、丂部、可部、兮部、号部（首欠）、亏
部、云部、音部、告部、凵部、吅部、品部、喿部、龠部、册部、㗊部、

只部、㕯部、欠部（中欠）、食部、甘部（中欠損）、旨部（中欠）、㳄部

（中尾欠損）、㚔部（中尾欠損）（27 部首） 

巻 18 放部、丌部、左部、工部（尾欠）、卜部（首欠）、兆部、用部、爻部、㸚

部、車部（中欠）、舟部（中欠）、方部（12 部首） 

巻 19 水部（首尾欠）（1 部首） 

巻 22 山部、屾部、嵬部、屵部、广部（ほぼ全存、虫喰欠損）、厂部、高部、

危部、石部（中欠）、磬部、𠂤部、阜部、𨺅部、厽部（14 部首） 

巻 24 魚部（首尾欠）（1 部首） 

巻 27 糸部（首欠）、系部、素部、絲部、黹部、率部、索部（7 部首） 

 

2.3.2 篆隷万象名義と原本玉篇との比較 

次に、『篆隷万象名義』、原本『玉篇』残巻、宋本『玉篇』の対応部首の字数を表 1に

示す3。 

（原本『玉篇』残巻に欠損のある字を統計から除く） 

                                                        
3 本文の点検・校正により数値は変動すると見込まれるので、一応の目安である。 
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表 2-1  原本『玉篇』残巻・『篆隷万象名義』・『宋本『玉篇』』対応部分の字数 

	  掲出字数 

（A） 

注文字数 

（B） 

平均注文 

字数（B/A） 

原本玉篇 2,049 80,614 39.3 
篆隷万象名義 3,279 21,928 6.7 
宋本玉篇 4,864 35,079 7.2 

	 表 2-1の通り、『篆隷万象名義』の掲出字 3,279字（延べ字数）の注文の字数は全 21,928

字である。平均一つの掲出字に約 7字の注文がある。実際の注文は最少 2字で、最も多い

のは 31字である。注文平均約 7字の内訳は、反切（音注）3文字で、意味注記（義注）4

字が基本となる。『篆隷万象名義』は、反切が一つ、意味注記に単字注の二つ付く注文様

式が最も一般的であると推測できる。一方、原本『玉篇』残巻には、集計対象掲出字 2,049

字に、注文字数 80,614字を存する。一つの掲出字に平均約 40字の注文がある。これらの

データにより、『篆隷万象名義』が顧野王の原本『玉篇』の長文の注文を 2割程度にまで

簡略化した字書であるという性格が認定できる。 

下記の例でも簡略化の程度が確認できる。（対応する箇所に下線を施した） 

託  a 他各反、b 寄也、c 依也、d 累也。（『篆隷万象名義』3 帖・11 丁・裏）注文 9字 

託  a 他各反、『公羊傳』、託不得已、何休曰因託以也，『論語』可以託六尺之孤，野王 

  案『方言』託 b 寄也，凡寄爲託，『廣雅』託 c 依也，託 d 累也，或爲佗字在人部。 

    （原本『玉篇』巻 9）注文 54字 

	 託  a 他各切、b 寄也、c 依憑也。（宋本『玉篇』上篇・83 丁・裏）注文 8字 

 

2.4 本文データベース化における情報処理上の問題 

2.4.1 翻刻について 

2.4.1.1 包摂 

包摂（unification）とは、複数の字体を区別せず一つの区点位置を与えることをいう4。 

この概念を翻刻するときの文字同定に適用し、同じ抽象化の字体について、具象化の字

形は違っても、同じ字と認める字体の範囲が存在する。一つの漢字が視覚的に実現する際、

特に手書き文献において、それぞれの実現形は、筆画や角度に揺れが現れやすい。しかし

ながら、コンピュータで情報処理をする上で、そのような揺れは整理せざるを得ない。そ

のため、写本の字形から離れた字形をコンピュータで扱うことになる。そのようなときの

規準として包摂規準が必要となる。例えば、「しんにょう」は 1点「辶」に書かれても、

2点「辶」に書かれても、文字の同定上区別しない。このようなものを文字同定の「包摂
                                                        
4 JIS X 0208：1997（p.4）包摂規準を用いている。 
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規準」という。 

漢字の書写は、筆画の角度や長さなどの手書きの影響で、個人差が出るものである。古

辞書の写本も例外でなく、字形の揺れが生じる。そして漢字を処理し、符号化するときに、

手書きの揺れの要素をなるべく排除する。故に、古典文献を翻刻する際に、文字コードと

写本の字形のずれが生じる。このずれを情報処理の障りにならないように、上記の「包摂

規準」を運用する必要がある。 

豊島（1999）は文字計量研究における「明示的で操作可能な文字の同定規準」の重要性

を強調し、文字調査では「暗黙の文字包摂を排除出来ない」と指摘した。さらに、池田

（2003a）は「明示的で操作可能な文字の同定規準」について、「字形・字体を異にしても、

同じ文字（字種）と認める文字の一覧表を作成し、それによって文字同定を行うものであ

る」とし、「暗黙の文字包摂」に関して、「文字調査者が漢字の常識を働かせて、異なる字

形・字体の文字を同じ文字として処理してしまうことである」と定義する。 

	 大柴（2011）は、『篆隷万象名義』の俗字の分析を行い、所用の俗字を共通する文字ご

とに 250種類に分類している。この研究成果は『篆隷万象名義』文字同定の一種の明示的

で操作可能な規準となり、可能な限り暗黙の文字包摂を排除する有力な手段としても利

用できるものである。 

 

2.4.1.2 翻刻の方針 

古写本を電子テキスト化するときに、異体字の処理は避けられない問題である。例え

ば、「於」と「扵」、「因」と「囙」のような通行字体と古い字体は、両方とも Unicodeに

よって区別できる。翻刻方針により、どちらかの字体で文字コード化することとなる。

古い字形情報を保つ方針だと、古写本に近い字体「扵」・「囙」で表現すべきであるが、

古典文献を解釈した結果を広く提供する方針では通行字体「於」・「因」に改める方がよ

い。	

また、データ検索を考慮すれば、異体字の翻刻には一貫した方法をとることが求めら

れる。実際の古写本をデータベース化の作業を進めながら、上記の翻刻方針の問題の深

刻性を感じる。古典文献を如何に分かりやすく紹介できるかを特に考慮して、古写本に

忠実翻刻する方針（古い字形情報を保つ観点）より現行字体に直す方針（古典文献を解

釈する角度）を採ることとした。	

掲出字の場合は字体を示す役割を担うため、注文とは異なり、字形が大きく異なる場

合、現行字体と写本に近い字体の二通りで対応する必要もあるが、これは当面の例外的

処理としておく。	

	 通行字体を基本とする翻刻と、古写本に近い字体を基本とする翻刻の二つの方法があ



 

 18 

る。検索の便を考慮して、当面は前者とするが、将来後者を併用することも視野に入れ

ている。	

 

2.4.2  Unicode における漢字の扱い 

2.4.2.1  CJK 統合漢字 

古辞書はその時代の漢字体系を示す書物であり、現代の視点からみると常用性の低い

漢字の比率が高く、翻刻や文字コード化の作業にさまざまな難点をもたらす。しかしな

がら、近年 Unicodeの拡張により、扱える漢字が数量的に増加し、古典文献の文字コー

ド化についてもより対応しやすくなった。 

Unicode 6.2では、漢字を扱う文字のブロックは基本多言語面5と追加漢字面6に配置さ

れる。詳細は次の通りである。 

CJK統合漢字 

○基本多言語面	

CJK統合漢字 CJK Unified Ideographs U+4E00～U+9FFF 20,941字 

CJK統合漢字拡張 A CJK Unified Ideographs Extension A U+3400～U+4DBF 6,582字 

○追加漢字面	

CJK統合漢字拡張 B CJK Unified Ideographs Extension B U+20000～U+2A6DF 42,711字 

CJK統合漢字拡張 C CJK Unified Ideographs Extension C U+2A700～U+2B73F 4,149字 

CJK統合漢字拡張 D CJK Unified Ideographs Extension D U+2B740～U+2B81F 222字 

上記を合わせると 74,605個の漢字が利用できる。後から追加されたものほど使用頻度

は低い。一方、Unicodeでは次のように符号化されていない漢字を表現する手段が用意

されている。 

 

2.4.2.2 IDS 漢字構成記述文字列 

	 Unicode 6.2では次の 12個の漢字構成記述文字 IDC（Ideographic Description Character）

が定義されている。 

IDC 内容 Unicode番号    
IDC 内容 Unicode番号 

⿰ 左→右 	 U+2FF0 ⿶ 下→囲む 	 U+2FF6 
⿱ 上→下 	 U+2FF1 ⿷ 左→囲む 	 U+2FF7 
⿲ 左→中央→右 	 U+2FF2 ⿸ 左上→囲む 	 U+2FF8 
⿳ 上→中央→下 	 U+2FF3 ⿹ 右上→囲む 	 U+2FF9 
⿴ 四方→囲む 	 U+2FF4 ⿺ 左下→囲む 	 U+2FFA 

                                                        
5 Basic Multilingual Plane、BMP、Unicodeの第 0面。最初の 65536の符号位置である 000016〜FFFF16からなる。 
6 Supplementary Ideographic Plane, SIP、基本多言語面に入りきらなかった漢字を収録する補足面の一つ。補助漢 
字面とも呼ばれる。	
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⿵ 上→囲む 	 U+2FF5 ⿻ 重ねる 	 U+2FFB 

漢字構成記述文字は、任意の漢字の構成要素を表す複数の漢字に使用され、漢字を構

成する各部分の要素の位置関係を示す。この方法により、符号化されていない漢字の構

造を示すことが可能になる。IDS を使って漢字を表現した例について、『篆隷万象名義』

における実例は次の通りである。						

		 ⇒⿺辶家	 	 	 ⇒⿰亻⿱左月			 ⇒⿳艹辟米	

			（2帖 83丁表）     （2帖 86丁表）       （3帖 33丁表） 

	 これらの IDC「漢字構成記述文字」を利用し、漢字の「部品」の合成により符号化さ

れていない漢字を表現する手段が IDS方式であり、そのコード列は IDS「漢字構成記述

文字列」（Ideographic Description Sequence）という。 IDSで漢字を表現する場合、その

漢字の構造を考慮しなければならない。一般的な規則としては、形声構造の形の旁と音

の旁を分けて記述すべきである。記述の順序は左から右へ、上から下にするのがよく、

文字列は短いのが好ましい。古典文献の場合、符号化できない漢字が出現する比率が比

較的高く、IDS方式によって、符号化されていない漢字の図形的な構造を示すことが可

能になる。 

 

2.4.2.3 翻刻方針と包摂の具体例 

	 Unicodeで扱える漢字数は膨大な数にのぼり、古典文献を翻刻する際に、利用できる字

体は豊富である。現在、日本では新字体と旧字体（康熙字典体）があり、中国では簡体字

と新体字が共存し、韓国や台湾などもそれぞれ違う字体が使われている。これらの諸国・

地域の文字集合は Unicodeの CJK統合漢字に統合され、多くの漢字の種類が利用できる。

ただ、すでに述べたように、古写本の字体の細部まで精確忠実に表現するのは、無理があ

る。翻刻方針として、古写本の漢字を符号化する規準を立てないと、混乱をもたらす。そ

こで、まず康熙字典体を規準とすることを翻刻方針として、入力作業を行う。次に、実例

を挙げ、写本の字形と符号化された文字のずれについて検討する。実例は、写本字形＿「符

号化字形」/ 翻刻用例（該当字に下線）の順に示す。 

①	写本の字形と康煕字典体と極く僅かな違いがある場合、Unicode の包摂の範囲とみな

して、康煕字典体で入力する。 

	 	 ―「詰」/詰 去質反。治也、謹也、責也、無也。（3帖・16丁・裏）	

②	写本の字形が康煕字典体と明らかに異なり、ほかの新字体などでも写本の字形に近い

字体がない場合、康煕字典体の字体に改める。	
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	 ―「對」/潰 胡對反。乱也、漏也、遂也。（5帖・91丁・表）	

③	写本の字形が簡略字体（日本の新字体や中国の現行簡体字など）に近い場合、これら

の簡略字体で対応する。	

	乱―「乱」/潰 胡對反。乱也、漏也、遂也。（5帖・91丁・表）	

④	写本の字形と康煕字典体の漢字の構成要素が一致するが、構成の位置が違う場合、康

煕字典体の字体で翻刻する。	

	蘓―「蘇」/𠻖	 蘇庭反、辰也。（3帖・26丁・裏）	

⑤	符号化できない漢字の場合、IDS 方式で表現する。	

	 －「⿰黹⿱台丰」/⿰黹⿱台丰 子内反、繒也。（6帖・143丁・裏）	

現在のデータベースでは、この方針を取るが、それ以前は入力者が複数であり原本通り

の字体を表現しようとした部分もある7。	

	

2.4.3  篆隷万象名義データベース化における文字コード化の処理状況 

2.4.3.1 篆隷万象名義・原本玉篇・宋本玉篇の項目の構造 

Unicodeで『篆隷万象名義』を文字コード化し、項目構造の各部分のコード化された

状況を確認したい。そのため、まず、符号化対象の『篆隷万象名義』と対照する原本

『玉篇』、宋本『玉篇』の項目の構造を確認する。 

漢字の三要素は、形、音、義であり、字書はこれらの三要素について説明を行う。字

書の項目の各構成部分は形、音、義によって分類すると、次のようになる。 

	 形…掲出字・字体注記	

	 音…反切・直音注	

	 義…意味注記	

掲出字、反切、意味注記は、それぞれ形、音、義を解釈する役割を担う。字体注記は

形、直音注は音の説明を補足する。	

		原本『玉篇』の構造は、まず反切を示し、次いで多くの儒家経典や訓詁書を網羅引用

するのが基本である。さらに必要に応じて、著者顧野王の案語、異体注記、部首の違う

異体字を参照する注記を加える。「託」を例にその項目の構造と内容を示せば、次の通り

                                                        
7 そのため、「於」と「扵」、「因」と「囙」のような同字種異体字について、原文に合わせて、通行字体「於」・

「因」と「扵」・「囙」とを混在させて翻刻してきた。以前の方針の問題点としては、検索の用として一字種のも

のを二度検索しなければならない効率上の問題が挙げられる。 
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である。	

	 ○原本『玉篇』の項目の構造	

A 託  B 他各反。D『公羊傳』託不得已、E 何休曰因託以也。D『論語』可以託六尺之

孤。F 野王案『方言』託寄也、凡寄爲託。G『廣雅』託依也、託累也、a 或爲佗

字在人部。（原本『玉篇』巻 9） 

構造： 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

         	 	 	 	 	 	 	   

	 	 	 	 	 	 	  

	  

内容： 

形 A 掲出字 a 字体注記 

音 B 反切 b 直音注 

義 D 経典正文 E 注釈家の訓注 F 野王案語 G 出典付の意味注 

	 原本『玉篇』のこのような特徴を有するため、項目構造も『篆隷万象名義』と宋本

『玉篇』より複雑である。 

	 『篆隷万象名義』と宋本『玉篇』は、いずれも、原本『玉篇』の注文を縮約した字書

であり、それぞれ「㤎」、「言」を例にその項目の構造と内容を示す。 

	 ○『篆隷万象名義』の項目構造 

  A㤎 B 古多反。C 法也、範也。a 柯字。（『篆隷万象名義』3 帖 5 丁表）  

	 	 構造：                                 	 	  

                                       

 

	 	 	 	 	 	 	    	   

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   

 

内容： 

形 A 掲出字 a 字体注記 

音 B 反切 b 直音注 

義 C 意味注記 

 

掲出字 A	 注文	

反切 B	 	 直音注 b	 経典正文 D	 注釈家の訓注 E	 野王案語 F	 出典付の意味注 G	 字体注記 a	

項目	

項目	

掲出字 A	 注文	

反切 B	 直音注 b	 意味注記 C	 字体注記
a	
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○宋本『玉篇』の項目の構造 

A 言 B 魚鞬切。C 言辭也、我也、問也。D『説文』云直言曰言、論難曰語。 

（宋本『玉篇』上篇 82 丁裏）  

	 	 	 	 構造：     	 	                  

 

	 	 	 	 	 	   

 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	    

内容： 

形 A 掲出字 a 字体注記 

音 B 反切   b 直音注 

義 D 経典正文 C 意味注記 

	 意味注記の主体は両書とも単字注によるが、『篆隷万象名義』の方が網羅的で、単字注

の数が多い。一方、原本『玉篇』に反切が二つか三つある場合、『篆隷万象名義』は一つ

しか採らないことが多いが、宋本『玉篇』は全部を採ることが多い。 

	 『篆隷万象名義』の原本『玉篇』を簡略化した様相を見ると、形、音、義それぞれの

抄出のしかたは大略次のようになる。 

形	 字体注記の部分には異体字だけを挙げる。「古文」「同上」のような字体注記だけ 

	 	 のものもある。部首の違う異体字を参照する注記は省略する。 

音	 原本『玉篇』で反切が二つ以上の場合、原則一つしか採らない。 

義	 意味注記のうち、経典の正文、注釈家の名前は省略し、訓注と野王案語では単字 

	 	 注を網羅的に載せる。 

 
2.4.3.2 各構成部分の Unicode による符号化率  

『篆隷万象名義』の各構成部分は担う機能が異なり、それらの用字の特徴も異なること

から、符号化の状況が異なると推測される、この点を確かめるために、次に、『篆隷万象

名義』の原本『玉篇』残巻に対応する部分の各構成部分の Unicodeによる符号化率を掲出

字、注文、反切、意味注記、字体注記に分けて表 2-2から表 2-6に示す。 

 

文字コード 字数 CJK 統合漢字 拡張 A 拡張 B IDS 

延べ字数 3,279 
2,406 

（73.4%） 
373 

（11.4%） 
495 

（15.1%） 
5 

（0.2%） 

異なり字数 3,256 
2,391 

（73.4%） 
372 

（11.4%） 
493 

（15.1%） 
5 

（0.2%） 
表 2-2 掲出字の符号化率 

項目	

掲出字 A	 注文	

反切 B	 直音注 b	 意味注記 C	 字体注記 a	経典正文 D	
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文字コード 字数 CJK 統合漢字 拡張 A 拡張 B IDS 

延べ字数 21,928 
21,644 

（98.6%） 
90 

（0.4%） 
123 

（0.6%） 
71 

（0.3%） 

異なり字数 3,932 
3,674 

（93.4%） 
80 

（2.0%） 
112 

（2.8%） 
66 

（1.7%） 
表 2-3 注文の符号化率 

 
文字コード 字数 CJK 統合漢字 拡張 A 拡張 B IDS 

延べ字数 9,430 
9,376 

（99.4%） 
11 

（0.1%） 
28 

（0.2%） 
15 

（0.2%） 

異なり字数 1,413 
1,365 

（96.6%） 
8 

（0.6%） 
27 

（1.9%） 
13 

（0.9%） 
表 2-4 反切の符号化率 

 
文字コード 字数 CJK 統合漢字 拡張 A 拡張 B IDS 

延べ字数 11,596 
11,409 

（98.4%） 
66 

（0.6%） 
76 

（0.6%） 
45 

（0.4%） 

異なり字数 2,221 
2,054 

（92.5%） 
59 

（2.7%） 
66 

（3.0%） 
42 

（1.9%） 
表 2-5 意味注記の符号化率 

 
文字コード 字数 CJK 統合漢字 拡張 A 拡張 B IDS 

延べ字数 922 
879 

（95.2%） 
13 

（1.9%） 
19 

（2.8%） 
11 

（1.6%） 

異なり字数 298 
255 

（85.6%） 
13 

（4.8%） 
19 

（7.0%） 
11 

（4.1%） 
表 2-6 字体注記の符号化率 

 

以上の『篆隷万象名義』の項目の各構成部分を、CJK統合漢字で処理できる割合の小

さいものから大きいものの順にならべると次の通りである8。 

	 掲出字（73.4%）＜字体注記（85.6%）＜意味注記（92.5%）＜反切（96.6%）＜直音注（100%） 

掲出字の延べ字数と異なり字数からは、重複字が少ないことが窺える。これは、掲出

字は字書の骨組みであり、説明対象であるため、ユニークな存在である性格を反映す

る。また、注文部分の符号化率と比較すると、掲出字は CJK統合漢字で処理できる割合

が低く、拡張 Aと拡張 Bが高い。掲出字は字形を示す役割を担うので、認識度の低い難

字や異体字が多いことが反映されたものである。 

注文の、CJK統合漢字、拡張 A、拡張 B、IDS方式で処理できる割合について、掲出

字データと見比べると、違う傾向が見える。また、延べ字数は 21,928字があるに対し、

異なり字数は 3,918字であり、重複字が多いことが分かる。字書の注文部分は比較的理

                                                        
8 また字音の説明に直音注を含む項目は、今回の調査範囲で 11項目があり、直音注に使われる文字コードはすべ
て CJK統合漢字に含まれるものだった。 
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解しやすい文字を利用して掲出字を解釈するという性格が窺える。 

	 IDS方式によるものは、いずれの場合も僅少である。康熙字典体を基本とする翻刻方

針によったため、僅少となったのであり、古写本の字形に忠実に翻刻しようとすれば、

この数値は大きく変わると考えられる。 

 

2.5 本文データベース化から見た文字情報学的な研究方法 

	 古辞書のデータベース化は、文字情報学的な文献研究の基礎を形作る。池田（2016c）

は、近年の国語学・文献研究分野における主要なデータベース、検索サイトに触れながら、

XML 化データ・検索・古辞書収録字の範囲や文献における掲載語彙の使用など、新たな

研究の視点・方法について論じている。HDIC については、次のように指摘されている。 

	 	 HDICデータベース構築にあたっては、このデータベースを利用して、これまでの 

	 	 研究の成果を確認すること、さらにそれにとどまらず、新たな研究の視点や方法、 

	 	 思いがけない研究のアイディアを生み出すことが期待される。 

	 HDICの一環をなす篆隷万象名義データベース KTBは、全文テキスト化が完了した。 

	 すでに入力済みのプレーンテキストを、いかに工夫して利用するかが喫緊の課題であ

る。研究目的に応じて、プレーンテキストの加工・運用の方法も変わってくる。例えば、

具体的な運用方法としては、次の三つがあげられる。このうち、（1）と（2）は実際に本

研究で試みたアプローチである。（図 2-2）。	

	 （1）単漢字レベルの検索【2.5.1】 

（2）漢字部品レベルの検索（単漢字の下位）【2.5.2】 

（3）文字列レベルの検索（単漢字の上位） 

    Database 化のテキスト     

単漢字の上位  ↓  単漢字の下位  

XML タグ付け ← プレーンテキスト → IDS データ記述 

↓  ↓  ↓ 

<fanqie> ○○反 </fanqie>  ［於］  ［部⇨⿰咅⻏］  

文字列レベルの検索   単漢字レベルの検索   部品レベルの検索 

図 2-2 データベース化のテキストを利用する検索 

 （1）について、文献の中の同一字種の使用字体について考察を行い、『篆隷万象名義』 

      と原本『玉篇』諸本の字体差を観察した。 

 （2）について、IDSデータで漢字を記述することによって漢字の部品レベルの検索を実 

      現した。例えば：［⿰咅⻏］CHISEの IDSデータを取り込んで、HDICに収録さ 
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    れた古辞書掲出字の原本画像・翻刻テキストを利用することにより、部品レベルで宋 

    本『玉篇』における漢字字体のバリエーションを考察した。 

（3）について、XML言語でプレーンテキストをマックアップ（タグ付け）することに 

    より、文字列レベルの検索が実現するだろう。例えば：<fanqie >○○反</fanqie>。こ 

    のような形式でタグ付けを行うことにより、特定の内容（字音・字義を説明する部分 

    など）の検索や抽出ができるようになる。この方法による分析は今後の課題とし、こ 

    の論文では具体的に展開しないことにする。 

 

2.5.1 篆隷万象名義と原本玉篇の漢字字体史研究へのアプローチ 

2.5.1.1  HNG9を利用した篆隷万象名義の字体研究 

	 字体に関する研究は通時的な視点による研究と共時的な視点による研究の二つがある。

通時的な研究は、各時代・各地域の標準的な文献の中の相違を明らかにしようとする。そ

れに対して、共時的な視点からの研究は、同時代の文献の字体を見比べることになる。一

つの文献の同一字種を検討すると、その文献の字体の体系的な特徴を把握できる。古典文

献をデータベース化すると、大量のデータの集約や検索などの作業ができるため、同じ文

献の中の同一字種の使用字体を把握しやすくなり、字体研究に進展をもたらすものとな

る。 

石塚字体変遷モデルに基づき、斎木・池田（2011）は「開成標準」と「初唐標準」が一

致しない 60字種を指摘した。本章では、その中の 12字種を取り上げ、『篆隷万象名義』

（原本『玉篇』残巻との対応部分）、原本『玉篇』残巻諸本での使用実態の調査を試みる。 

調査対象は「事・流・来・定・所・礼・悪・土・説・能・於・為」の 12字種とする。

篆隷万象名義本文データベースで所在情報を確定したうえで、そして高山寺本の画像で

確認する。12 字種について、開成標準と初唐標準のそれぞれの画像を対照して、調査し

た結果は次の通りである。字種、「開成標準」−「初唐標準」の順に示す。 

                                                        
9 漢字字体規範データベース（HNG）は、漢字の字体には時代・地域（国）による標準が存し、その標準は時
代・地域（国）により変遷することを示すものである。このデータベースは、漢字字体の変遷について次のよう

な考え方によっている。中国では、初唐期（618-712）に、異体字が強く意識されるようになり、「正俗通訛」の
規準が生まれ、「初唐標準」と呼ぶことのできる標準字体が形成される。「開成標準」は開成石経（837）において
示された字体を指し、宋版において実践され、普及していく。一方、日本では「初唐標準」を受容、そして定着

する。宋版の影響は部分的であり、近世初期以降の版本から「開成標準」の影響が大きくなる。この漢字字体変

遷に関する見解は「石塚字体変遷モデル」と呼ばれる。 
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12字種について『篆隷万象名義』と対照した結果をまとめれば表 2-7となる。例えば、

「事」は第 2帖に 2例あり、その字体は A初唐標準であることを示す。表 2-7から『篆隷

万象名義』はすべて初唐標準であることが分かる。 

万象名義	 事	 流	 来	 定	 所	 礼	 悪	 土	 説	 能	 於	 為	 	

第 2帖	 2 A 1 A 2 A 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 20 A 1 A 

第 3帖	 2 A 1 A 6 A 0 - 11 A 2 A 4 A 1 A 3 A 2 A 54 A 9 A 

第 5帖	 2 A 39 A 4 A 5 A 19 A 8 A 12 A 3 A 0 - 1 A 34 A 10 A 

第 6帖	 6 A 2 A 3 A 1 A 19 A 3 A 3 A 6 A 0 - 1 A 50 A 10 A 

表 2-7 『篆隷万象名義』の字体調査 

 
2.5.1.2  HNG を利用した原本玉篇残巻諸本の字体研究  

次に、同じ手順で原本『玉篇』残巻の字体の状況を確認する。詳細は表 2-8に示すと

おりである。Aは初唐標準、Bは開成標準を示す。 

原玉	 事	 流	 来	 定	 所	 礼	 悪	 土	 説	 能	 於	 為	 	

巻 8	 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 1 A 0 - 0 - 4 A 0 - 1 A 3 A 

巻 9	 10 A 9 A 11 A 5 A 29 A 116 A 22 A 5 A 74 A 18 A 74 A 105 A 

巻 18	 19 A 6 A 3 A 3 A 20 A 27 A 1 A 2 A 9 A 7 A 26 A 43 A 

巻 19	 14 A 13 A 1 A 2 A 15 A 37 A 0 - 4 A 4 A 6 A 19 A 39 A 

巻 22	 14 A 4 A 7 A 7 A 54 A 71 A 4 A 52 A 74 A 7 A2 
B5 58 A 20 A 

巻 24	 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 0 - 6 A 0 - 2 A 0 - 

巻 27	 28 A 5 A 7 A 1 A 61 A 102 A 4 A 5 A 8 A 5 A 33 A17 
B16 158 A 

表 2-8 原本『玉篇』残巻の字体調査10 

調査対象の 12字を原本『玉篇』残巻の巻ごとに確認すると、「事・流・来・定・所・礼・

悪・土・説・為」の 10字種の字形は「初唐標準」に類似する。字体の揺れの見られる字

種は「能」と「於」である。「能」の場合、巻 22の 7箇所に確認され、「初唐標準」の字

                                                        
10 原本『玉篇』残巻の字体調査用例を付した。 
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体は 2例、「開成標準」の字体は 5例ある。「於」の場合、巻 27の 33箇所に揺れが確認さ

れ、「初唐標準」の字体は 17例、「開成標準」の字体は 16例ある。 

ところで、原本『玉篇』残巻は、書写年代や底本の相違から、それぞれ異なる性格を有

する。これについて上田（1970）は原本『玉篇』残巻の反切用字の特色から、各巻の性格

について、「総合して玉篇の残巻を大別すると、A巻十八・十九が古い姿を示すもの、B巻

九・二二・二七を新しい姿を示すものと二つに分ち、さらに後者を、b万象名義に最も近

いものとして巻二七、c名義にやや近いものとして巻二二、d名義に最も差のあるものと

して巻九と、三分することができる」ことを指摘した。 

調査で確認した「能」と「於」の字体の揺れからは、巻 22と巻 27が開成標準字体を用

いる新しいものであることが窺え、上記の上田（1970）の指摘と一致する。『篆隷万象名

義』は、調査範囲では、字体の揺れが観察されず、用いられた字体は「初唐標準」に近い

と言える。 

 

原本『玉篇』残巻の字体調査用例 

 

【能】 

A初唐標準 

破 普餓反。毛詩矢舍而破、戔云發矢即中、如推破物也、礼記孔子曰君子語小天下莫 破

焉、説文破碎也、廣雅破壞也。（原本『玉篇』巻 22） 

B開成標準 

隑 渠鎧午哀二反。司馬如賦臨回江之隑州、漢書音義曰隑長也、方言隑仚立也、東齊海伐燕

之郊謂委⿸广委而跪謂之隑仚、郭璞曰脚躄不能行者也、又曰隑倚也、郭璞曰江南人呼梯爲

隑、所以倚物而攻者。（原本『玉篇』巻 22） 

 

【於】 

A初唐標準 

縈 扵 宮
（ママ）

反。毛詩葛虆縈之、傳曰縈旋也、説文縈收韏也。（原本『玉篇』巻 27） 

B開成標準 

縛 扶矍反。左氏傳襄公縛秦囚、野王案説文縛束也、又曰許男面縛、杜預曰縛手於後見其面

也。（原本『玉篇』巻 27） 
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2.5.2 IDS データによる古辞書の漢字字体研究 

	 ここでは、宋本『玉篇』を中心に、IDSデータと HDICに収録された古辞書掲出字原本

画像・翻刻テキストを利用し、部品レベルで古辞書の字体状況を調査・考察するものであ

る。守岡知彦氏による CHISE の多粒度漢字構造モデルに基づき、漢字字体規範データベ

ース HNGに収録された標準文献の字体を整理した研究成果である。この研究成果に対し

て、本研究は、漢字部品レベルで、標準文献と性質の異なる古辞書について調査を行うも

のである。 

 

2.5.2.1  漢字字体研究から見た古辞書掲出字 

古辞書は、数多くの掲出字を収録する。漢字字体研究において、HNGに収録された標

準文献に比べて、次の二つの特徴が指摘できる。 

	 ①掲出字は古辞書の説明対象としての骨組みであり、少数の重複字以外、ユニークな 

	 	 存在である。一方で、個々の掲出字そのもののバリエーションが僅少であるが、掲 

	 	 出字を網羅的に収録し、異体字も併記するため、漢字字体の多様性を備える。 

  ②同じ辞書、あるいは異なる辞書において、異なる掲出字の間に、同一漢字部品が持 

	 	 つものが多く存在する。漢字部品レベルでは、字体の同一性（単一パタン）と多様 

	 	 性（複数パタン）が観察できる。 

  次に、やや詳しく説明してみる。 

  ①について、例えば、宋本『玉篇』では、掲出字として「伴」が上巻二十五丁表の一箇

所しか存せず、「伴」の字自体は唯一の存在である。しかしながら、宋本『玉篇』は 22,804

の掲出字が収録される。「伴」の旁の「半」を含む掲出字は、「半」・「畔」・「伴」などの 21

字がある。原本画像では、「半」/「	 」/「	 」との字体があることも確認できる。 

②は、古辞書において漢字部品レベルで、字体の同一性と多様性とを観察することであ

る。同一性について、同じ辞書、あるいは異なる辞書の間に、単一パタンだけ存在する部

品がある。これらの部品の字体は、同一性があると言える。多様性について、部品によっ

て、二種類の状況がある。一つは、同じ辞書の中バリエーションがあるものである。例え

ば、「糸」の字体は、高山寺本『篆隷万象名義』の中、「纟」・「  」が共存する。もう一つ

は、一つの辞書では同一パタンであるが、異なる辞書の間バリエーションが観察できる。

例えば、「⺼」の字体は、高山寺本『篆隷万象名義』の中、「⺼」の単一パタンであるが、

天治本『新撰字鏡』の中、「肉」に近い字体である。高山寺本『篆隷万象名義』と天治本

『新撰字鏡』とでは、「⺼」の多様性が確認できる。 

さらに、HDICに収録された古辞書は、古写本と古版本とがある。古写本は、字体のバ

リエーションが豊富であり、同時に誤写や誤脱を含むものである。原本『玉篇』、高山寺



 

 29 

本『篆隷万象名義』、天治本『新撰字鏡』、図書寮本『類聚名義抄』、観智院本『類聚名義

抄』はいずれも古写本である。古版本は、字体のバリエーションが少なくなり、写本より

印刷が鮮明である。掲出字の解読が写本よりしやすい面がある。宋本『玉篇』は古版本で

ある。HDICの作業は、宋本『玉篇』の掲出字テキストデータベースを作成し、これを土

台として古写本の辞書の作業を進める方針をとっている。また、字体が翻刻する際に用い

る康熙字典体も宋本『玉篇』に近い。そこで、本研究は古版本である宋本『玉篇』を取り

上げ、その漢字字体の実態を考察する。そして、宋本『玉篇』データベースにおける掲出

字符号化する際の包摂の実際を整理する。 

 

2.5.2.2 IDS データ 

	 IDS は部品レベルで漢字を記述する方法である。Unicode では 12 個の漢字構成記述文

字 IDC（Ideographic Description Character、⿰⿱⿲⿳⿴⿵⿶⿷⿸⿹⿺⿻、U+2FF0〜U+2FFB）

を提供し、これらの IDCによって漢字部品の位置関係を示すことができる。CHISEでは、

Unicode統合漢字の約 7万字の IDSデータが公開されている。IDSは、翻刻の際に、符号

化できない難字を表現する手段である。一方で、大多数の漢字が IDS データによる記述

があるため、IDSデータによって、漢字の部品検索ができる。原本画像と併用することに

よって、部品レベルの原本字体の確認を実現することが可能となっている。 

 

2.5.2.3 HDIC 原本画像・翻刻テキスト 

	 HDICでは、原本画像から一文字ごとに切り出した画像を対象としてデータベース化し

た。掲出字画像データベースは、漢字字体史研究に利用することを目的として作成しはじ

めたものである。掲出字画像データベースを構築して、掲出字のテキスト入力の効率化を

はかる。そして、掲出字画像データベースによって、掲出字の字形の細部を観察できる。

宋本『玉篇』データベースについて、HDICのプロジェクトでは、2014年にその掲出字と

注文とを入力済みである。その後、一次点検・校正の上、宋本『玉篇』のテキストを試行

公開中11であり、筆者は担当者である。今回の調査は、試行公開中の掲出字テキストを利

用したものである。宋本『玉篇』データベースの原本画像は宮内庁書陵部に所蔵する宋版

テキストによった。 

 

2.5.2.4 漢字部品リストの抽出 

	 調査手順は、まず上述の CHISEでは公開された IDSデータによって、漢字を構成する

部品を整理する。次に、抽出した漢字の部品を手がかりにして、HDICの掲出字原本画

                                                        
11 http://hdic.jp 
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像・翻刻テキストに基づき、宋本『玉篇』における漢字字体のバリエーションを考察す

る。 

	 CHISEで公開する Unicode統合漢字・基本多言語面の IDSデータを利用し、Excelで繰

り返してマッチング作業を行う。この手順によって、534個のもう分割できない基本漢字

部品12が得られた。ただし、これらの部品の中に、簡体字による部品も混在し、選別する

抽出作業が必要となる。これらの部品を対象として、宋本『玉篇』の掲出字の原本字体の

調査を行う。 

	 HDICの掲出字原本画像・翻刻テキストによって、次の三種の漢字部品、計 96個を選

別し、字体調査の対象外とする。これ以外 438個の漢字部品の調査結果を次節で示す。 

	 ・簡体字による部品（27個） 

	 ・原本字体に含まれない部品（44個） 

	 ・原本字体に孤例である部品（25個） 

 

2.5.2.5 漢字部品から見た字体のバリエーション 

	 対象となる 438個の部品を調査したところ、原本字体により、字体の同一性を示す単

一パタンの部品（237個）と多様性を示す複数パタンの部品（201個）とに分けられるこ

とが分かった。次に、実例を示しながら説明する。 

	 ・単一パタン 

	 （1）  3⺅ 

IDS Entry IMG 

⿰⺅司 伺  

⿰⺅童 僮  

⿰⺅二 仁  

⿰⺅虒 傂  

⿰⺅丕 伾  

 

 

                                                        
12) なお今回の調査，「咅」のような中間部品や符号化されていない CDP外字（台湾中央研究院）などを対象外
とした． 
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 （2） 6⺉ 

IDS Entry IMG 

⿰𠮠⺉ 別  

⿰萠⺉ 蒯  

⿰茾⺉ 荆  

⿰肖⺉ 削  

⿰奇⺉ 剞  

	 一部の原本字体しか示さないが、「⺅」と「⺉」の字体は、宋本『玉篇』ではすべて

異同がない。原本字体のレベルでは、単一パタンであることが確認できる。単一パタン

であることが確認できた漢字部品は次の 237個がある。宋本『玉篇』において、これら

の部品は、字体の同一性が確認できた。 

 

 

3 6 9 10 14 15 16 20 21 22 

⺅ ⺉ ⺖ ⺘ ⺧ ⺨ ⺩ ⺮ ⺯ ⺲ 

25 27 28 29 30 31 32 36 39 45 

⺼ ⻃ ⻊ ⻌ ⻏ ⻖ ⻗ 凹 𡗜 宀 

50 52 53 55 57 58 59 64 65 67 

比 㡀 畢 髟 秉 疒 癶 艸 刂 册 

68 72 73 81 82 83 85 86 87 88 

𠕋 镸 長 乗 乘 尺 齒 彳 斥 赤 

89 91 92 94 100 102 103 104 108 109 

虫 豖 川 舛 寸 歹 亻 卩 电 弔 

111 112 114 116 117 120 122 124 129 130 

丁 鼎 東 斗 豆 𠂤 噩 而 匚 方 

132 133 134 136 137 145 149 152 154 155 

非 飛 丰 風 𦈢 父 干 革 艮 𧰨 

156 157 160 161 162 166 168 173 180 181 

更 工 谷 骨 瓜 毌 广 果 戶 户 
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184 185 187 188 194 197 201 203 209 211 

火 灬 及 亟 㡭 甲 見 糹 斤 金 

215 218 225 226 229 232 233 234 236 237 

九 韭 夬 𢇍 㐄 來 耂 老 了 耒 

239 240 246 247 248 249 250 252 254 258 

立 吏 龍 鹵 鹿 率 麻 馬 毛 門 

260 263 264 265 268 269 270 272 273 277 

糸 民 皿 黽 木 目 乃 内 年 鳥 

281 282 283 285 286 287 290 291 298 300 

牛 牜 女 皮 片 丿 冖 平 欠 青 

304 305 306 311 312 316 317 318 319 325 

曲 犬 隺 日 禸 三 彡 色 山 申 

326 327 328 330 331 333 334 336 337 338 

𦥔 身 生 𠃜 十 石 史 豕 士 氏 

339 340 341 344 346 347 351 353 356 359 

礻 示 世 事 手 𦣻 疋 黍 束 氺 

361 362 367 374 375 381 382 384 387 389 

巳 罒 夊 土 屯 亡 王 囗 為 爲 

393 394 395 396 397 399 409 411 413 417 

我 巫 无 毋 㐅 五 下 乡 心 熏 

419 421 426 428 430 431 432 433 435 436 

牙 襾 言 央 幺 爻 也 业 曳 頁 

437 439 441 443 444 445 446 447 450 451 

一 衣 夷 乙 已 𠂆 乂 弋 乚 音 

453 455 460 466 470 473 475 479 483 489 

乑 尹 尢 于 禺 羽 禹 曰 龠 乍 

491 496 497 499 500 501 502 503 505 509 

丈 氶 之 止 黹 豸 中 重 州 隹 

511 512 513 514 515 516 517 519 520 521 

自 辶 𠂇 阝 充 者 龰 龵 龶 龷 

523 525 528 529 530 532 533       

䒑 𤰔 具 冗 刃 旣 直    
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・複数パタン 

（3） 38巴 

 

IDS Entry  IMG 

⿰⺼巴 肥 
 

⿰ 巴 𣥘 
 

⿰立巴 𥩙 
 

⿸戶巴 𢨴 
 

⿰木巴 杷 
 

 

（4）148甘 

IDS Entry  IMG 

⿱弋甘 𤮼 
 

⿰甘覃 㽑 
 

⿰甘兼 㽐 
 

⿱ 甘 甞 
 

⿱干甘 𤮻 
 

	 	

	 「巴」と「甘」の字体は、宋本『玉篇』ではそれぞれ二つのパタンが観察される。

原本字体レベルでは、複数パタンであることが確認できた。 

	 複数パタンであることが確認できた漢字部品は次の 201個がある。宋本『玉篇』に

おいて、これらの部品は、字体の多様性が確認できる。 
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2 5 7 8 11 12 18 19 23 24 

⺄ ⺇ ⺊ ⺌ ⺡ ⺢ ⺫ ⺭ ⺳ ⺶ 

26 37 38 40 41 43 44 47 48 49 

⻀ 八 巴 犮 白 半 勹 貝 本 匕 

51 54 60 61 62 63 66 70 74 76 

必 釆 卜 不 才 艹 冊 臿 厂 車 

77 78 79 90 93 95 96 99 101 105 

屮 臣 辰 丑 巛 串 垂 朿 大 丹 

106 107 115 118 119 121 123 125 126 128 

刀 丶 兜 鬥 𠁁 歺 儿 耳 二 攵 

138 140 141 143 144 146 147 148 151 153 

缶 乀 巿 甶 甫 阜 丐 甘 戈 鬲 

158 159 163 164 165 170 171 172 174 175 

弓 廾 冎 乖 卝 龜 鬼 𠃌 禾 黑 

176 177 179 182 183 186 189 190 191 192 

乎 虍 互 黄 黃 丌 几 己 彐 彑 

193 196 199 204 205 206 207 208 213 214 

旡 夾 柬 角 孑 疌 丯 巾 井 丩 

216 219 220 221 222 227 228 230 238 241 

久 臼 𦥑 巨 亅 丂 口 巜 力 隶 

242 253 255 256 259 261 266 267 271 275 

冫 𦣝 矛 戼 米 丏 末 母 內 廿 

280 284 288 289 292 293 295 296 297 299 

帇 爿 朩 𣎳 攴 七 齊 千 凵 且 

302 303 307 308 309 313 314 320 323 324 

丘 求 冄 冉 人 肉 入 㚒 上 舌 

329 335 348 349 354 355 357 358 360 363 

尸 矢 首 𠘧 鼠 丨 爽 水 厶 四 

366 368 369 370 371 373 376 377 383 388 

肅 𣥂 田 㐁 冂 凸 瓦 丸 网 韋 

390 391 392 400 401 402 404 408 410 412 

未 亠 文 兀 戊 夕 西 丅 㔾 小 
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414 415 416 429 438 440 442 449 452 454 

辛 玄 穴 羊 衤 乁 𦣞 邑 冘 𠃊 

457 458 459 461 462 463 464 465 467 468 

廴 永 用 尤 由 酉 丣 又 㬰 臾 

471 472 474 476 477 481 482 485 486 487 

魚 予 雨 玉 聿 月 戉 𢦏 兂 夨 

492 493 494 495 498 504 506 510 518 531 

爪 爫 兆 乛 夂 舟 竹 子 龴 叟 

534                   

𥄳          

	 CHISE で公開する Unicode 統合漢字・基本多言語面の IDS データを利用し、さらに分

割できない基本漢字部品リストが得られた。簡体字による部品、宋本『玉篇』に含まれな

い部品、宋本『玉篇』では孤例である部品以外、438個のものを対象にし、部品検索によ

って、HDICに収録された宋本『玉篇』の原本画像を利用し、宋本『玉篇』の漢字字体の

実態を考察した。 

 

2.6 まとめ 

	 本章では、篆隷万象名義データベースの構築による情報処理学的な研究方法について

報告した。まず、筆者の所属する研究室が推進する HDICプロジェクトの要略、篆隷万

象名義データベースとの関係を概説した。次に、原本『玉篇』残巻と対応する部分を中

心に、篆隷万象名義データベースの構築、包摂問題、翻刻方針の詳細を検討した。最後

に、データベースに整備済みのテキストデータを研究目的に応じ、如何に適合させるか

について、つまり情報処理学的な研究方法を論じた。具体的には、単漢字レベルの検索

に関する「『篆隷万象名義』と原本『玉篇』の漢字字体史研究へのアプローチ」[2.5.1]と

漢字部品レベルの検索に関する「IDSデータによる古辞書の漢字字体研究」[2.5.2]を例

にとり考察を行なった。本章では 2.5.2の IDSデータによる部品レベルの漢字字体研究

について、研究手順として、字体が翻刻する際に用いる康熙字典体に近い、版本である

宋本『玉篇』を取り上げた。この研究方法を書写された状況が複雑である『篆隷万象名

義』やほかの古辞書に適用することと、さらに XML言語によるタグ付けテキストを利

用する文字列レベルの検索とは課題となっている。 
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第 3 章 書誌学的研究 

 

3.1 高山寺本篆隷万象名義 

	 	

	

	

	

	

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 高山寺本『篆隷万象名義』総目録・本文の冒頭の部分 

	 『篆隷万象名義』は、弘法大師空海の著作であるため、しばしば複製本が刊行されてき

た。『崇文叢書』第 1輯之 27-43（1926）、『篆隷萬象名義』（1966）、『高山寺本古辞書資料

第一』（1977）、『弘法大師空海全集』第七巻（1984）に収録された影印テキストがある。

崇文叢書本は、海外で再度複製され、中国大陸・台湾では広く使用されている。このよう

に影印テキストは容易に利用可能である。ただし、一般に、影印本の複製テキストの使用

には次のような限界がある。 

	 ①	 別筆、修正痕跡の確認 

	 ②	 抹消符・転倒符・補入記号などの記号類の確認 

	 ③	 虫喰・欠損箇所の判読 

 しかし、国宝である『篆隷万象名義』（図 3-1）については、今までの研究ではすでに原

本調査による書誌データが多く記録、刊行されている。例えば、山田（1928）、川瀬（1955）、

神田（1966）、白藤（1977a）、築島（1984）、高田（1995）などである。複製本としては、

高山寺典籍文書綜合調査団編『高山寺古辞書資料第一』に所収本が最善とされ、研究に広

く使われている。その解説である白藤（1977a）に高山寺本の書誌について次のように記

している。 

	 	 大きさが、縦二六・八糎、横一四・六糎の、やや竪長大版の粘葉装で、六帖より成 

	 	 る。料紙は、薄黄味がかった白楮紙で、各葉は、六行四段に押界を施してあり（但 
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	 	 し、第五帖の四丁より六帖末まで上下二段）、界高は二二・九糎、各行の幅は一・九 

	 	 糎である。掲出字は、各行に、上下二項目収めることを原則とし、各行第一段と第 

	 	 三段（四段の部分のみ）に篆體を、第二段・四段は、隷體の見出しと、割行しての 

	 	 音注と義釈を原則としている。全帖一筆と認められ、その書写は、第六帖の奥書に 

	 	 （但し、朱で抹消されている）、「永久二年六月以敦文王之本書写之了」とある、永 

	 	 久二年（西暦一一一四年）、院政期のものと考へられる。敦文王については未詳。丁 

	 	 数は、第一帖百二（表紙共、以下同）、第二帖九四、第三帖九一、第四帖八六、第五 

	 	 帖一五三、第六帖一九〇で、第一・二・四・六帖の後表紙外の綴際に各々、「五十 

	 	 一」「卌七」「四十三」「九十五」と小書されているものと符合する。 

	 筆者は 2016年 9月 17日から 20日まで、高山寺典籍文書綜合調査団が行った現地調査

に加わり、高山寺本『篆隷万象名義』の原本調査に参加する機会に恵まれた。この原本調

査において書誌を確認したが、先行研究の記述との大きな齟齬は見つからなかった。しか

し、押界については先行研究に詳細な報告がないため、次に筆者による調査結果を記す。	

       表 3-1 高山寺本『篆隷万象名義』における押界の寸法         [cm] 

帖数 押界分段/紙数 一 段 二 段 三 段 四 段 界 高 

一   四 / 102 4.51  5.21  5.90  5.76  11.81 x 22.79 

二   四 / 94 3.89  7.29  4.02  7.50  11.89 x 22.78 

三   四 / 91 3.87  7.21  3.06  7.51  12.43 x 22.75 

四   四 / 86 3.91  7.24  4.13  7.54  12.15 x 22.92 

五 
  四 / 4 3.85  7.29  3.18  6.52  11.75 x 22.83 

  ⼆ / 149 11.31  11.65  ‒ ‒ 11.67 x 22.93 

六   四 / 190 3.89  7.28  4.01  7.53  11.89 x 22.84 

 

	 押界は基本的に四段に分かれている。上述の白藤（1977a）には四段に納められる内容

について、「掲出字は、各行に、上下二項目収めることを原則とし、各行第一段と第三段

（四段の部分のみ）に篆體を、第二段・四段は、隷體の見出しと、割行しての音注と義釈

を原則としている」との記述がある。したがって、表 3-1のデータを確認すると、一段と

三段は比較的短く、二段と四段は長い傾向が見て取れる。これは、白藤の記述と符合する。 

	 このように、『篆隷万象名義』における項目の基本な形式は「篆	 隷	 ○○反。○也、

○也。」である。篆書・隷書掲出字は原則としてそれぞれ一字である。統計データ13から反

                                                        
13 本稿の第 2章「データベースの構築による情報処理学的な研究方法」における「2.3 篆隷万象名義と原本玉篇
残巻との対応」を参照されたい（p.20）。 
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切一つにつき三字、義注二つにつき四字があてられていることが推測される。この基本形

式を例に分段は原則的に、次の図 3-2で示すような形で行われている。 

 

	 	 	 約 3.90cm            約 7.50cm	 	 	 	     約 3.90cm            約 7.50cm 

	 	 	 	 一段	 	 	 	 	 	 	 	 二段	 	 	 	 	 	    	 三段	 	 	 	 	 	 	 	 四段 

	 	 	 	 篆	 	 	 	  隷 ○○反。○也、○也。	 	     篆	 	 	  隷 ○○反。○也、○也。 

	  

図 3-2 『篆隷万象名義』における押界の四段構成 

	 しかし、表 3-1のデータで確認できるように、第一帖と第五帖は、他の帖と比べ異質で

ある。 

（1）まず、分段において、第一、二、三、四、六帖はすべて四段構成である。これに対

し、第五帖の押界は、１丁表〜4丁表においては四段に分段されているものの、4丁裏以

降は二段均等の形式になっている（図 3-3）。他の帖において四段の押界がなされているの

は、篆書掲出字を記すスペースの確保のためであると考えられる。対して、第五帖が二段

押界を取るのは、篆書掲出字を書く意図がなくなり、隷書掲出字と注文内容のみを書写し

ているからであろう。 

	 	          	 約 11.00cm	 	 	 	                        約 11.00cm 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 一段	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	    	 二段	 	 	 	 	 	 	 	  

	 	 	 	 隷 	 	 	 	 ○○反。○也、○也。	 	 	    隷 	 	 	 	 ○○反。○也、○也。 

 

図 3-3 第五帖における押界の二段構成 

（2）次に、押界が四段構成の他の帖のデータと比べれば分かるように、第一帖の四つの

分段は比較的圴一である（図 3-4）。これは、次のような事情に起因すると考えられる。

第一帖の冒頭には約 15丁分の総目録がある。例えば、一列目は「一於逸反 上時讓反 示

允至反 二如至反」であるが、これは部首字とその字の反切を示している。各葉は六列四

段の押界が押されており、その枠内（四段）に内容がおさめられている。字数が均等で

あるため、押界の寸法もそれに合わせてほぼ圴一となっている。16丁表から本文が始ま

るが、第一帖の最後まで押界の分段は総目録と同じである。故に、第一帖本文の部分

は、一段・三段には篆書・隷書掲出字が納められ、二段・四段には注文の内容のみが記

されている。要するに、第一帖において押界の作業を行った時、内容に応じて押界の分

段を調整するのではなく、最初の総目録の形式を踏襲したものと判断できる。 
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  約 5.00cm           約 5.00cm	 	 	 	      約 6.00cm             約 6.00cm 

	  一段	 	 	 	 	 	 	 二段	 	 	 	 	 	      	 三段	 	 	 	 	 	 	   	 四段 

	 篆	 	  隷     ○○反。○也、○也。	 	    篆	  隷         ○○反。○也、○也。 

	  

図 3-4 第一帖における押界の四段構成 

	 なお、白藤（1977a）では「但し、第五帖の四丁より六帖末まで上下二段」と述べられ

ているが、今回の調査で、第五帖は 4丁裏から末尾まで上下二段の分段であり、第六帖

は前半と同じく四段構成であることを確認できた。「……六帖末まで上下二段」との記述

は誤認であると思われる。 

 

3.2 篆隷万象名義の近世写本 

	 筆者は 2015 年度の文献調査で、宮内庁書陵部図書寮（東京）、国立故宮博物院文献館

（台北）、国家図書館善本書室（台北）、中国国家図書館古籍館（北京）、京都大学附属図

書館（京都）に所蔵される『篆隷万象名義』の近世写本を閲覧できた。調査に基づき、以

下篆隷万象名義の近世写本について報告する。 

	

3.2.1 近世写本の研究価値 

	 高山寺本『篆隷万象名義』の研究価値が高いことと誤脱が多いことについて、早くから

清末の学者楊守敬の『日本訪書志』では指摘があった。楊守敬は光緒六年（1880）清の駐

日公使の随員として東京に渡った。日本の蔵書家である森立之、向山黄村、島田重禮と親

交を深めた。『経籍訪古志』を手掛かりにして、日本で大量の古書を入手し得て、その多

数を後の『古逸叢書』に複製した。訪書の成果は多岐にわたるが、小学書における原本『玉

篇』残巻、『篆隷万象名義』、『新撰字鏡』についての蒐集は注目すべきところである。

阿部（1983）では、楊守敬蒐集した古辞書の近世写本の海外での所蔵状況や基本的な書誌

情報が記述されている。 

	 高田時雄「篆隷万象名義解説」（1995）では、楊守敬による原本『玉篇』残巻の発見、

『篆隷万象名義』の高山寺本及びその転写本について詳しく解説されている。近世写本

（転写本：『篆隷万象名義』の転写本の書写年代は幕末明治にかかるため、以下近世写本

という）について、日本国内では宮内庁書陵部図書寮をはじめ、京都大学附属図書館、群

馬県立文書館、高野山三寶院、尊経閣文庫などに所蔵されると記す。そして、『篆隷万象

名義』は資料として、誤字、脱字がすこぶる多いことが弱点になっており、有効な利用の

ために、『玉篇』残巻や逸文の存するものを利用し、さらに『説文解字』などの中国字書
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をも参考し、誤謬を正す厳密な校定作業が必要であることが指摘されている。また、楊守

敬の蒐集した『篆隷万象名義』の近世写本は海外では主に国立故宮博物院文献館（台北）、

国家図書館善本書室（台北）、中国国家図書館古籍館（北京）に所属される。 

	 前述のように、阿部（1983）では、楊守敬蒐集の古辞書の近世写本、特に台湾に所蔵す

る四種類の『篆隷万象名義』の近世写本が紹介されている。ただし、近世写本の内容を利

用し、『篆隷万象名義』の本文研究を行うものは管見の限りはない。これらの近世写本は

日本国内、台北、北京で分散して所蔵されているため、それぞれの所蔵館で文献調査を行

うことが容易ではない。 

	 『篆隷万象名義』について、従来本文研究、音韻、文字などの方面では、数多くの研究

成果がある。また、近年日本や中国では『篆隷万象名義』に関しての研究が進展し、異体

字や本文についての研究成果が注目されている。ただし、『篆隷万象名義』の近世写本と

の比較対照に関する研究はほとんど見られない。 

	  

3.2.2 楊守敬蒐集の篆隷万象名義の近世写本 

3.2.2.1 楊守敬の日本訪書 

	 楊守敬は中国清末の学者である。地理歴史学、版本目録学、金石学、書道等の方面で

卓越した成果を収めた。先行研究の郗（1997）、黄（1995）では楊守敬の生涯、学術経

歴、著述等の方面について詳しく紹介されている。楊守敬の日本訪書に関連する部分の

要点を次のようにまとめる。 

	 楊守敬、字は惺吾であり、星吾とも作り、号は隣蘇老人である。湖北宜都の出身であ

る。清の道光十九年生まれ、民国四年（1915年）に歿。終年七十六歳である。かつて七

回上京会試に参加したがうまく行かず、功名を求める心を絶え、著述に専念した。 

	 光緒六年（1880）四月、清の駐日公使何如璋の誘いで、楊守敬は、随員として日本に

渡った。日々東京の書肆をまわる楊守敬は、書肆には大量の漢文古籍が比較的低価で販

売されており、その中には中国では早く散逸した貴重な典籍も存することに気がつい

た。私財を投じて、一年未満の間に三万巻余りの本を購入した。したがって、日本所蔵

の漢籍の種類、特色及び分布状況を徐々に把握してきた。 

	 その後、書肆をまわって本を探すのでは満足できなくなって、日本の蔵書家との交際

をはじめた。さらに珍しい古籍を求める。まずは森立之と知り合った。森立之は、字立

夫、号枳園である。江戸後期の考証医家であり、蔵書家でもある。森立之は本草学に精

通し、蔵書に富む。楊守敬は森立之と澀江全善等で共著した『経籍訪古志』を獲た。こ

の本は日本所蔵の漢籍善本の解題目録である。収録された本について、その成立年代、

所蔵館、闕筆、旧蔵書印などを記載し、楊守敬の日本訪書の手がかりとなった。後に、
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『日本訪縁起条例』を起草し、後任の公使である黎庶昌に支持され、高い評価を受け

た。その頃彼が友人に送った手紙では、蔵書がすでに数十万巻に登り、中でも秘本が数

万巻におよび、宋版のものだけでも五、六千冊を入手できたという。これで楊守敬の訪

書の成果の豊富さを窺える。 

	 楊守敬の日本訪書を達成させたのは次のいくつかの契機があった。まずは、明治維新

の影響で、儒家経典等の漢文書籍はそれまでと同様に重視されていない。楊守敬はちょ

うどその時期に日本に渡った。次に、先人に啓示されたことである。楊守敬以前、すで

に多くの人が日本では、中国で早く散逸した古籍を入手できる可能性があることに気づ

いていた。宋代の欧陽修が「日本刀歌」で「徐福行時書未焚、逸書百篇今尚存」と書い

た。また、駐日公使黎庶昌の支持を獲たことも一つの契機である。 

	 楊守敬の日本訪書は主に四種の方法があった。一つ目の手段は購買であった。金で手

に入れられる本はすべて入手した。二つ目の手段は交換であった。金銭で購入できない

本は、渡日した時に携帯した漢魏六朝の金石碑や古銭等で古籍を交換した。残り二つの

手段は日本友人による寄贈であり、抄写であった。 

	 楊守敬の日本訪書では、古籍の購入以外に、日本所蔵の善本漢籍を紹介した著述を撰

述した。主に『留真譜』、『日本訪書志』及び『古逸叢書』である。この三種類の著書

は、はじめて日本所蔵の漢籍について中国の学界に紹介した。 

	 楊守敬訪書の成果は多岐にわたるが、小学書では、原本『玉篇』残巻、『篆隷万象名

義』、『新撰字鏡』についての蒐集は注目すべきところである。筆者は 2015年度の文献

調査を通し、日本国内や海外に所蔵される『篆隷万象名義』の近世写本を拝見し、資料

も入手できた。次から『篆隷万象名義』の近世写本と文献調査による詳細を中心に触れ

てみる。 

 

3.2.2.2 近世写本の序文と跋文 

	 830年頃に成立した『篆隷万象名義』の当時の原本または平安時代の古い写本は残っ

ておらず、永久二年（1114）に書写された高山寺本が唯一の古写本である。他の転写本

はこの伝本の系統を引くものである。先述のように、日本で伝わる原本『玉篇』残巻と

『篆隷万象名義』は、楊守敬の日本訪書によって、その存在と文献の価値を中国に知ら

しめたものである。台北国家図書館善本書室に所蔵されている『篆隷万象名義』の近世

写本では、楊守敬による次の序文が付されている。 
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篆隸萬象名義三十卷 舊鈔本 日本東大寺沙門大僧都空海撰 空海入唐求法、兼善詞

翰、歸後遂為日本聞人之冠。今世彼國所傳假字即空海所創造也。此書蓋據顧野王玉

篇為本、而以一篆一隸配之（隸即今之真書）。其注文則如大廣益本玉篇、但舉訓

詁、不載所引經典。唯所載篆書每部中或有或無、當是鈔胥省之。又自卷首至面部分

析為十二卷、而總目則仍顧氏原卷、此不可解。今古鈔原卷子本尚在高山寺、余曾於

紙幣局見之。原卷雖古亦非空海親筆。此又狩谷棭斎所藏其籤題、尚是棭斎親筆、據

跋則源弘賢不忍文庫中物也。按野王玉篇一亂於孫強、再亂於陳彭年、其原本遂不可

尋。今得古鈔卷子本五卷、刻入古逸叢書中、可以窺見顧氏真面目。然亦只存十分之

一二。今以此書與五殘卷校之、則每部所隸之字一一相合、絕無增損凌亂之弊。且全

部無一殘缺、余以為其可寶當出玉篇五殘卷之上、蓋廣益本雖刪顧氏所引經典原文、

而經典義訓大抵尚存。唯顧氏上承説文、其所增入之字皆有根據、而其隸字次第亦多

與説文相合、其有不合者正足與今本説文互相證驗、則此中之原流升降、有關於小學

者匪淺。況空海所存義訓較廣益本亦為稍詳（顧氏原書於常用之字往往列四五義、廣

益本概存二三義而已）。若據此書校刻餉世、非唯出廣益玉篇上、直當一部顧氏原本

『玉篇』可矣。唯鈔此書者草率之極、奪誤滿紙、此則不能不有待深於小學者理董

焉。 

 

	 この序文で、楊守敬は高山寺本『篆隷万象名義』の研究価値が高いことと誤脱が多いこ

とを指摘した。また、「又自卷首至面部分析為十二卷、而總目則仍顧氏原卷、此不可解。」

とあるが、これは楊守敬が『篆隷万象名義』原撰部分の分巻状況、さらに前載の総目録と

の対応問題について気づいたの上で述べられた箇所と思われる。序文の内容から、楊守敬

は『篆隷万象名義』と原本『玉篇』とを比較対照し、本文や構成に問題意識を持ったと思

われる。 

	 『篆隷万象名義』の近世写本について、高田（1995）では「幕末以来世の中に流布し

た『篆隷万象名義』写本の多くは、高山寺の原本から出たものではなく、屋代弘賢所蔵

写本から出たものと想像される。楊守敬が近代における「篆隷万象名義」再発見の功労

者であったことは間違いないが、その再発見も不忍文庫の本とその転写本の流通がなけ

ればありえなかったに違いない。」と指摘されている。近世写本の後ろに弘賢の跋文が

多く掲載され、また楊守敬によって『日本訪書志』にも移録された。 

 

弘賢嘗讀弘法大師作書目錄有篆隸萬象名義卅卷、而不知其存亡。余固勤于小學、求

之有年于茲矣。享和元年冬、稻山秋月二公以寫本見寄云原本蔵于山城國高山寺、首
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始一終亥。一依說文玉篇至於音訓、與二書互有出入、不知當時據何書。數十年聞其

名而不得見者、一旦獲之、吾不忍文庫之榮莫加焉。十襲以蔵源。弘賢踴躍歡喜識。 

	 楊守敬はこれに「按ずるに弘賢の玉篇と出入ありと謂うは、蓋し見る所の広益本に據

りて言えるならん」と注釈する。この跋文に対して、高田（1995）は、弘賢が「万象名

義」写本を獲た享和元年（1801）を初めとして「万象名義」は次第に学者間に転々鈔写

され、伝本を増やしていくこととなったことを指摘した。これは『篆隷万象名義』近世

写本の年代性についての明確な指摘である。 

 

3.2.2.3 近世写本の書誌 

	 高田（1995）では、『篆隷万象名義』の近世写本が、日本国内では宮内庁書陵部図書

寮をはじめ、京都大学附属図書館や群馬県立文書館などの六箇所に、海外では台北の国

立故宮博物院文献館・国家図書館善本書室に所蔵されていることを紹介した。これ以外

に、筆者の調査により、北京の中国国家図書館古籍館にも所蔵本が二種あることを確認

できた。詳細を次の表 3-2にのせる。 

表 3-2『篆隷万象名義』近世写本文献調査概況 

番号 調査状況 所蔵機関 年代 分冊 
入手

状況 

1 調査済 

国立故宮博物院文献館（台北） 

江戸写本 八冊 部分 

2 調査済 江戸写本 六冊 − 

3 調査済 江戸写本 一冊 − 

4 調査済 国家図書館善本書室（台北） 光绪癸未 1883 六冊 全巻 

5 調査済 
中国国家図書館古籍館（北京） 

清光緒年間 八冊 − 

6 調査済 日本鈔本 二冊 部分 

7 調査済 宮内庁書陵部図書寮（東京） 江戶写本 四冊 − 

8 調査済 
京都大学附属図書館（京都） 

天保二年 1831 六冊 部分 

9 未調査 弘化三年 1846 − − 

10 未調査 富岡鉄斎旧蔵本（不詳） − − − 

11 未調査 群馬県立文書館（群馬） − − − 

12 未調査 高野山三宝院 文政十三 1830 − − 

13 未調査 尊経閣文庫（東京） − − − 

	  

 



 

 44 

	 九箇所の所蔵機関に 13種の『篆隷万象名義』近世写本がある。筆者は 2015年度の文献

調査にわたって、上記の五箇所の 8種の『篆隷万象名義』の近世写本を調査してきた。 

	 『篆隷万象名義』は六帖の構成で、第一帖から第四帖までは空海撰述であるが、第五・

六帖は別人の手による。量的に第五帖と第六帖は多く、前半の四帖分に相当する。各半丁

を上下二段、左右六列に書写する体例を基本とする。近世写本は左右八列に書写されるも

のが多い。高山寺本と同じく六冊とするものもある。そして分量の多い第五・六帖は各二

分して八冊とするものもある。 

	 調査済みの 8 種の近世写本では、六冊構成のものは 3 種あり、八冊構成のものは 3 種

あり、零本となるものは 2種ある。さらに、掲出字だけが掲載されたものは 1種あり、上

下二冊の構成である。 

	 次に、文献調査による書誌情報を記述する。 

1所蔵者	 故宮博物院文献館（台北） 

	 請求番号	 天字〇二五三號	 経部小学類 

	 外題	 篆隷萬象名義	 三〇巻	 八冊	 27.0 x 19.5cm 

	 観海堂旧蔵	 紺表紙冊子本	 見返しに楊守敬の写真あり	 無界	 上下二段	 八行	  

  書き込みあり 

 

2所蔵者	 故宮博物院文献館（台北） 

	 請求番号	 故観 001031-001033	 経部小学類 

	 外題	 篆隷萬象名義	 三〇巻	 六冊	 28.0cm x 20.0cm 

	 観海堂旧蔵	 紺表紙冊子本	 見返しに楊守敬の写真あり	 無界	 上下二段	 八行	  

  書き込みあり 

 

3所蔵者	 故宮博物院文献館（台北） 

	 請求番号	 観字二百十九號	 経部小学類 

	 外題	 萬象名義	 	 一冊	 28.7cm x 17.5cm 

	 観海堂旧蔵	 茶表紙冊子本	 零本	 無界	 上下二段	 八行	 書き込みあり 

 

4所蔵者	 国家図書館善本書室（台北） 

	 請求番号	 01062-03823	 経部小学類字書之属 

	 外題	 篆隷萬象名義	 三〇巻	 六冊	 27.6cm x 19.7cm 

	 紺表紙冊子本	 見返しに楊守敬の写真あり	 無界	 上下二段	 八行	 書き込みあり 
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5所蔵者	 中国国家図書館古籍館（北京） 

	 請求番号	 字 431/433.1 

	 外題	 篆隷萬象名義	 三〇巻	 八冊	 27.2cm x 19.6cm 

	 紺表紙冊子本	 見返しに楊守敬の跋文あり	 無界	 上下二段	 八行	 書き込みあり 

 

6所蔵者	 中国国家図書館古籍館（北京） 

	 請求番号	 字 431/433.2 

	 外題	 篆隷萬象名義	 	 二冊	 27.5cm x 17.1cm 

	 観海堂旧蔵	 紺表紙冊子本	 見返しに楊守敬の写真あり	 無界	 上下二段	 八行	  

  書き込みあり 掲出字の一覧	 茶表紙冊子本	 朱子欄	 末尾に弘賢の跋文あり 

 

7所蔵者	 宮内庁書陵部図書寮（東京） 

	 請求番号	 119函-315號 

	 外題	 篆隷萬象名義	 	 二冊	 27.6cm x 18.6cm 

	 浅茶表紙冊子本	 見返しに書き込みなし	 無界	 上下二段	 八行	 書き込みあり 

 

8 所蔵者	 京都大学附属図書館 

	 請求番号	 4-87||テ||1（屋代弘賢ノ抄本ヨリ写ス） 

	 篆隷万象名義（天保二年百々俊太郎贈）六冊	 27.9cm x 21.4cm。 

	 上下二段	 八列の書写	 上欄に問題箇所に対する書き込みあり。 

 

3.3 高山寺本と近世写本とから見た錯簡の問題 

	 『篆隷万象名義』の高山寺本と近世写本との対照調査において、「第一帖・巻第十一・

頁部」の中で、双方の字順が一致しない箇所があることに気づいた。筆者の調査した八種

の近世写本における字順はすべて同じである。つぎに、全巻を入手することができた台北

国家図書館所蔵の六冊本を例にこの問題を考察する。	

	

	 問題箇所の所在	

高山寺本（第 1帖 81丁裏…第 1帖 82丁表〜第 1帖 83丁裏…第 1帖 84丁表） 

近世写本（第 1帖 61丁表…第 1帖 61丁裏〜第 1帖 62丁裏…第 1帖 63丁表） 
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問題点の記述 

 

表 3-3 「頁部」における字順の不一致（高山寺本と近世写本）14 

字順(近)① - - - - - - - - 33 34 35 36 37 38 39 40 41 

字順(高)② 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 

掲出字 頁 頭 顏 𩑒 顱 䫳 頂 頟 䫟 䫡 碩 頒 䫞 顒 顝 願 顤 

所在（高） 81b 81b 81b 81b 81b 81b 81b 81b 82a 82a 82a 82a 82a 82a 82a 82a 82a 

所在（近） - - - - - - - - 83a 83a 83a 83a 83a 83a 83a 83a 83a 

字順(近)① 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 9 10 

字順(高)② 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 

掲出字 䫨 頎 𩓥 䫶 𩒳 𩓞 𩖊 頨 顗 𩔀 頑 𩓠 顆 頢 頲 𩕾 願 

所在（高） 82a 82a 82a 82b 82b 82b 82b 82b 82b 82b 82b 82b 82b 82b 82b 83a 83a 

所在（近） 83a 83a 83a 83b 83b 83b 83b 83b 83b 83b 83b 83b 83b 83b 83b 82a 82a 

字順(近)① 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 

字順(高)② 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 

掲出字 顚 顙 題 頞 頯 頬 䫀 頜 𩔞 顄 頤 頸 項 領 䪴 顀 䪹 

所在（高） 83a 83a 83a 83a 83a 83a 83a 83a 83a 83a 83b 83b 83b 83b 83b 83b 83b 

所在（近） 82a 82a 82a 82a 82a 82a 82a 82a 82a 82a 82b 82b 82b 82b 82b 82b 82b 

字順(近)① 28 29 30 31 32 - - - - - - - - - - - - 

字順(高)② 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 

掲出字 顩 頇 䪳 頵 䫟 頲 頠 頷 𩔃 頍 頍 𩑦 顧 䪾 䫰 顉 顓 

所在（高） 83b 83b 83b 83b 83b 84a 84a 84a 84a 84a 84a 84a 84a 84a 84a 84a 84a 

所在（近） 82b 82b 82b 82b 82b - - - - - - - - - - - - 

	

	 以上のデータは、次のようにまとめられる。（近世写本は毎葉 8列の書写であるため、

高山寺本の丁数を規準に説明を行う。） 

	 ①近世写本の字順は［81裏・83丁（表裏）・82丁（表裏）・84丁裏］ 

	 ②高山寺本の字順は［81裏・82丁（表裏）・83丁（表裏）・84丁裏］ 

	 前述のように、筆者の調査した八種の近世写本での配置はすベて同じである。高山寺

本は『篆隷万象名義』の唯一の古写本で、近世写本はいずれも高山寺本の系統を引くも

のである。しかしながら、上の通り、該当箇所について両写本のページ配置は異なって

いる。近世写本の作成にあたっては高山寺本が参照されたはずであるが、にもかかわら

ずこういった不一致が生じたのはなぜであろうか。 

	 高山寺本と近世写本の問題箇所の紙面の様子は次の図 3-5と図 3-6の通りである。（a

は表、bは裏を示す） 

 

 

                                                        
14「-」で表記する部分は、高山寺本と近世写本と字順が一致する。 
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        83a         82b   82a           81b 

 

 

 

 

 

 

	 	  

 

        85a        84b   84a           83b 

図 3-5 高山寺本における問題箇所の紙面 

 

 

 

 

 

 

	 	 	 	 	 	 	  

 

 

 

 

 

 

 

図 3-6 近世写本における問題箇所の紙面（台北国家図書館六冊本） 

�

�

�

�

�

�����	��
��
����
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	 高山寺本の装丁は左図 3-7 のような粘

葉装である。二つ折りにした紙の山の部分

に細く糊をつけ、それを綴じ代として重ね

貼り合わせることにより本の形にする。こ

の装丁は本を開いたときに紙が平らに開

き切るところと開き切らないところが交

互に現れることになる。上記の高山寺本の

画像でみると、問題箇所の第 1帖の 82丁 

       図 3-7 粘葉装の図示               表・裏、83丁表・裏は一紙の両面に書写

されていることが分かる。図示すると次の図 3-8になる。 

 

 

 

 

 

 

 

                   裏                        表 

図 3-8 一紙の表裏に書写された 82 丁表裏と 83 丁表裏 

	 ＊ここの「表裏」は説明の便宜のため用いる用語で、所在の表裏と異なるものである。 

	 高山寺本における錯簡は、このような見開きのページを綴じる際に折る向きを誤った

ことに起因すると考えられる。すなわち、元々山折であった見開きを、次に述べるように

修繕の際に谷折で綴じたことにより、ページ順が逆転し 83 丁に対して 82 丁が先行して

しまったのである。 

	 このように製本上の誤りが高山寺本には見受けられるが、この間違いは近世写本の成

立にかかわっていると考えられる。 

	 高山寺本は虫損等が進んでいたため、近世写本の作製後に修繕されたと推測する。筆者

による原本調査では、虫喰いや闕損のある箇所に対して紙の裏打ち修繕がなされている

ことを確認した。裏打ちの処置を行うときは、元の状態から紙を剥がす必要がある。近世

写本が作製された理由の一つは、修繕後再製本を行う際に生じる乱丁を防ぐためであっ

たと考えられる（高山寺本には丁数の記載がないため、解体作業を行うとページの順番が

不明になる恐れがあった。）ただし、この仮説は、高山寺本の修繕と近世写本の作成が同

時期であったことが確認された場合にのみ成立する。 

	 	 	 	  

	 	 	 	 Ⅲ	 	 	 	 	 	 	 	 Ⅱ 

	 	 	 	 Ⅰ	 	 	 	 	 	 	 	 Ⅳ 

	 	 	  

83b 82a 82b 83a 
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	 前にも引いた通りに、近世写本の年代性について、高田（1995）は「弘賢が「万象名義

名義」写本を獲た享和元年（1801）を初めとして「万象名義」は次第に学者間に転々鈔写

され、伝本を増やしていくこととなった」と指摘している。今回の筆者の調査した範囲で

は、それら近世写本の書写年代は 1830〜1883年の間であることが分かった。上記の仮説

が成り立つとすると、高山寺本の修繕の時期は近世写本の成立以降であると想定できる。

ただし、現在高山寺本の修繕の時期ははっきりしていない。また、残り五種の近世写本は

まだ未調査である。よって、仮説の検証は今後の課題にしたい。最後に、高山寺本の紙質

の変容は現在も進行中であるため、近世写本は、今の高山寺本では確認できない部分を参

照できるという点で、研究資料として価値の高いことを附言しておく。 

 

3.4 近世写本による本文研究 

3.4.1 掲出字判読 

	 近年日中両国では、ともに『篆隷万象名義』についての研究が盛んに行なわれている。

音韻、字体、本文内容などの多方面に研究成果が挙げられている。なかの本文内容の研究

について、今まで利用された資料は主に原本『玉篇』残巻、宋本『玉篇』、原本『玉篇』

に所引された多くの経典籍及び日本の古辞書などに集中している。一方で、『篆隷万象名

義』の近世写本の利用は重視されていない。 

	 筆者の文献調査の結果に基づき、近世写本は『篆隷万象名義』の本文内容の研究上、近

世写本の形態や書写年代等の影響で、次の三つの方面の応用ができる。 

	 1	 掲出字判読（北京中国国家図書館古籍館所蔵二冊本） 

	 2	 書き込みによる校正（台北故宮博物院文献館所蔵八冊本） 

	 3	 近世写本の依拠本（台北国家図書館善本書室六冊本）。 

	 以下、入手した資料を分析しながらこの三方面の内容を展開する。 

（参考に入手した近世写本の資料の一部を附録に載せる） 
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	 近世写本の中、中国国家図書館古籍館に所蔵している二冊構成の一種は、注文の内容

を載せず、『篆隷万象名義』の掲出字を全部一覧してある（図 3-7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-7 北京中国国家図書館古籍館所蔵二冊本 

	 高山寺本『篆隷万象名義』の書写の際、あるいはそれ以前に、掲出字の脱落、誤写、重

出、さらに掲出字が注文に繰り込まれるといった問題が生じており、『篆隷万象名義』の

掲出字を体系的に整理、研究する必要がある。後述の第 4章では掲出字の形式に着目し、

『篆隷万象名義』における注文に繰り込まれた掲出字、脱落した掲出字を整理した。結果

として掲出字全体を隷書掲出字・埋字・脱字に体系的に分類した。主に掲出字認定に関す

る先行研究［宮澤（1977）・白藤（1977）・上田（1986）・工藤（2002）・呂（2007）・

柳・劉・李（2013）］を踏まえた。 

	 北京近世写本二冊本は上述のように、掲出字のみを一覧したものであり、注文内容の面

では参考にできないが、掲出字字体の解読上や掲出字体系を研究する上で非常に価値が

ある。都合で次に示す範囲の部分複製を申請し入手した。 

初頁 

本文の初頁 

本文 21部首 

「一部」「上部」「示部」「二部」「三部」「言部」「誩部」「水部」「沝部」 

「𡿨部」「巜部」「阜部」「𨺅部」「厽部」「韋部」「糸部」「未部」「申部」「酉

部」「酋部」「亥部」 

跋文 

�

�

�

�

�

�����	��
��
����
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	 入手した部分は全部で 21部首が含まれる。字数の少ないものは「一部」「上部」「二

部」「三部」「誩部」「沝部」「𡿨部」「巜部」「𨺅部」「厽部」「未部」「申部」「酋

部」「亥部」などの 14部首がある。字数の多いものは「示部」「言部」「水部」「阜部」

「韋部」「糸部」「酉部」の 7部首がある。中では、原本『玉篇』残巻のあるものは「言

部」「水部」「阜部」「糸部」の 4部首となる。次は、言部を例にして、北京近世写本二

冊本の掲出字一覧と篆隷万象名義データベースの翻刻結果と比較してみる。 

言部（高山寺本『篆隷万象名義』隷書掲出字 360字、原本『玉篇』現存 329字、宋本『玉

篇』482字） 

	 調査方法は、北京本近世写本の言部の掲出字を篆隷万象名義データベースの解読した

掲出字と比較し、字形が異なるものが 50字存在することを確認した。この字形の差異が

ある 50字をさらに原本『玉篇』、宋本『玉篇』と比較すると、北京本近世写本の字形は

次の五つのグループに分けられる。 

A高山寺本『篆隷万象名義』の字形と一致するもの：10字 

 

          訊 思各反。問也、訊也、辞也。（高山寺本第 3 帖 9 丁裏） 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 高山寺本では、「訊」の旁は「丸」に作り、北京本も高山寺本に	 	 	 	  

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 一致する。 

  高山寺本	 北京本 

AB高山寺本篆隷万象名義と原本『玉篇』の両者字形一致するもの：11字 

 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 詶 之救反。詛也、咒也、詛也。譸字。（高山寺本第 3 帖 14 丁表） 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 高山寺本と原本『玉篇』では、「詶」の旁は三つの「习」の並びで 

	 高山寺本	 北京本	 あり、北京本と一致する。 

 

 

	 原本『玉篇』 

B原本『玉篇』の字形と一致するもの：15字 

 

	 	 	 	 	               𧫢 莫放反。相責望也。（高山寺本第 3 帖 17 丁裏） 

	  高山寺本 	 北京本	 	 高山寺本と原本『玉篇』との字形が異なって、北京本は原本 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 『玉篇』の字形と一致する。 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

	  原本『玉篇』 
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C宋本『玉篇』の字形と一致するもの：8字 

 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 譬 匹臂反。喩也。（高山寺本第 3 帖 8 丁裏） 

高山寺本	  北京本	 	  高山寺本と宋本『玉篇』との字形が異なり、北京本は宋本	 	 	 	 	 	  

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 『玉篇』の字形と一致する。 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

 

宋本『玉篇』 

D規準不明のもの：6字 

 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 諝 相旅反。長也。（高山寺本第 3 帖 10 丁表） 

  高山寺本	 北京本	 	 高山寺本の旁部分の字形は「胥」の異体字となり、北京本では 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 「骨」と誤認されたが、規準は不明である。 

	 対照比較した結果、北京近世写本二冊本の一覧にある掲出字は、高山寺本『篆隷万象名

義』にある掲出字字形をそのまま書写したものではなく、近世写本の作者が判読した上で

作成した掲出字の一覧であることが分かった。作者の基づいた当時の資料は不明である

が、高山寺本、原本『玉篇』、宋本『玉篇』と比較し、原本『玉篇』と高山寺本と字形が

異なる場合、原本『玉篇』に近い字形で翻刻するように見える。その次は高山寺本自体に

近い字形を採用するものが多い。さらに宋本『玉篇』に近い字形を取る場合もある。また、

判読規準不明なものもある。言部を比較した結果から見る限り、北京近世写本二冊本の掲

出字の判読は原本『玉篇』と高山寺本の字形を重視しているように思われる。なお、北京

近世写本二冊本だけではなく、ほかの近世写本の解読した掲出字を利用すれば、高山寺本

の字体認定に参考になる。 

 

3.4.2 書き込みによる校勘 

	 近世写本では欄外や本文中に、本文校訂の書き込みが付くことが多い。筆跡からする

と、楊守敬によるものがほとんどである。これらの書き込は、本文解読上に大変参考に

なる。台北故宮博物院文献館に所蔵されている八冊本の写本（図 3-8）は、特に本文の

冒頭から十九丁の表までに朱や墨により書き込みが多くある。 
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図 3-8 台北故宮博物院文献館所蔵八冊本 

	 入手した資料によって、次に十九丁の表までの近世写本の書き込みの内容を確認して

みる。これらの書き込みは、書かれた位置や示した内容によって、おおよそ次の 6種類が

確認できた。 

 

（1）冒頭に部首リストの追加 

 

	 本文冒頭に高山寺本『篆隷万象名義』と

同様、「篆隷万象名義巻第一	 東大寺沙門

大僧都空海撰	 一部第一	 上部第二	 示部

第三」とあり、その下に朱による「二部第

四	 三部第五	 王部第六	 玉部第七	 珏部

第八」との部首リストを追加する書き込み

がある（図 3-9）。 

       図 3-9 部首リスト 
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（2）部首の冒頭に掲出字数確認の注記 

	 本文十三丁表に「示部第三凡一百十二字」

の下に朱による「除重文不計今按正文九十四

字」との書き込みがあり、示部の重文を除い

た隷書掲出字の字数を示した。実際に数えた

ところ示部の隷書掲出字は 94 字であり、こ

この書き込みに一致する 

   図 3-10 部首冒頭の掲出字数の記述     （図 3-10）。 

 

（3）注文における圏点、実点（主に義注字や字体注記に付される） 

	 この種の書き込みが最も多く、これは参考

文献と対照しながら注文内容を確認した注

記のように思われる。しかし、どの文献を参

照したかは不明である。また、義注字・字体

注記の横に加えられている圏点・実点の符号

類の使い分けも不明である。例えば、十二丁

表本文にある「元」の注文「魚園反大也始也

首也元（篆書）古文」では、「大」と「元」 

  図 3-11 圏点・実点（篆書）       の横に朱の「○」が付されている（図 3-11）。 

 

（4）判然としない字に判読字（掲出字と注文と両方ともに存する） 

	 十三丁表の「示」の掲出字の横に朱による

「示」が書かれている。北京本近世写本の「示」

の字形は高山寺本の字形と一致し、「禾」の

形に見える。「示部」の最初の掲出字であり、

注文「時志反語也見也𥘅古文」の内容も「示」

の解釈である。したがって、ここの書き込み

は「示」を明示する判読である（図 3-12）。 

	 	 	 	 	 	 	 図 3-12 判読字 
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（5）注文に繰り込まれる埋字の提示 

	 篆隷万象名義の掲出字は主に隷書の大字

で掲げられるが、ほかの項目の注文に繰り込

まれる埋字もある。この種の埋字は書き込み

によって示されている。十四丁表の「禨」の

注文「居依反祥也又禠思離反福也」では、「又

禠思離反福也」が朱によって括られ、「禨」

を説明する部分と区別されているように見

える。これ以外に「示部」での埋字も何箇所

か同様に示される（図 3-13）。 

	 	 	 	 	 図 3-13 埋字の提示	 	 	 	 	  

 

（6）欄外の書き込みによる本文校訂 

	 十五丁表の「𥚩」の注文「使旅反祠神米也

作糈字」における「米」の横に補入記号があ

る。これと対応した、上欄に朱による「𥚩 説

⽂⽟篇並祭具注⽶字疑是具字」書き込みがあ

る。これは『説文解字』と宋本『玉篇』の内

容に基づき、注文の「米」の字に対する校訂 

	 	 	 	 図 3-14 欄外の書き込み	 	 	  	 である（図 3-14）。 

	 調査済みの近世写本では、程度は多少異なるが、すべて書き込みがあることが確認でき

た。書き込みの中では、文字の異同を注記する書き込みが最も多い。上述の台北故宮博物

院⼋冊本の書き込みは全体的な分量が少ないが、十九丁の表までかなり具体的に記入さ

れている。楊守敬による本文校勘の方法が窺える。資料を入手した上で、本文解読に応用

する一例としてここで示した。ほかの近世写本における書き込みによって、当時の書写ま

たは校勘者の意見を参考できるため、『篆隷万象名義』本文校勘の一つの有効な方法であ

ると考えられる。 
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3.4.3 近世写本の依拠本 

	 近世写本の依拠本は高山寺本『篆隷万象名義』であると言われるが、その点今までの先

行研究を見る限り、実証されていない。本調査にあたって、台北国家図書館善本書室に所

蔵する『篆隷万象名義』近世写本六冊本写本（図 3-15）の全巻を入手した。入手した資料

を高山寺本のテキストと比較してみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-15 台湾国家図書館善本書室所蔵六冊本 

	  

 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 高山寺本では、「莅」の注文は「力⿰忄秀反。 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 衆也、視也、位、何□」となり、「何」以下の義 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 注字は虫損となる。何字欠損したかは不明であ 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 り、義注字の形も確認できない状態である。対応 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 する箇所を台湾国家図書館近世写本六冊本で確 

	 	 高山寺本	 	 	 台国六冊本	 	 	 	 認したところ、「何」以下「也臨也」の三字とし	 	 	 	  

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 たことが確認できた。 
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	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 高山寺本では、「蠇」の注文は「力制反。水□ 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 也。」となり、「水」以下の義注字の右半分が虫 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 損となり、字形が確認できない状態である。対応 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 する箇所を台湾国家図書館近世写本六冊本で確 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 認したところ、「水」以下の義注字は「⿰虫忩(䗓)」 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 であることが確認できた。 

	 	 	 高山寺本	 	 	 台国六冊本 

	 上述の「莅」と「蠇」との二例を確認した。いずれも高山寺本『篆隷万象名義』では虫

損で判然としない箇所であるが、近世写本でははっきり書写されたことを確認できた。こ

れはいくつかの可能性が考えられる：①近世写本の依拠本は高山寺本『篆隷万象名義』で

はない；②近世写本で確認できた内容は、高山寺本の虫損や紙質の変容が進む前の段階で、

高山寺本を書写・校勘した近世学者の判読である；③近世写本を作成された時にもすでに

高山寺本は判読できない状態であったが、考証した結果を記入した。①も否定はできない

が、高山寺本『篆隷万象名義』は現存する唯一の古写本であり、その可能性は高くない。

①より②と③の方がより合理的な解釈になる。 

	 研究で一般に用いる『篆隷万象名義』の覆製本は高山寺本に基づくものである。主に崇

文叢書（1926）、『篆隷萬象名義』（1966）、『高山寺本古辞書資料第一』（1977）、『弘

法大師空海全集』（1984）に収録されたテキストが利用されている。表 3-2の『篆隷万象

名義』近世写本文献調査概況で示すように、近世写本の書写年代は 1830〜1883年の間と

なる。したがって、高山寺本の覆製本はいずれも、楊守敬の日本訪書の時期に遅れている

ため、高山寺本の虫損や紙質の変容が進む前の段階の写本を覆製したものと考えられる。 

	 従来の研究では、このような原本が虫損で判読できない箇所は、先行文献、逸文、ほか

の古辞書類の内容を参考にして推測するしかなかった。近世写本の内容は絶対的に正確

であると言い切れないが、近世写本で確認できた内容は、高山寺本の虫損や紙質の変容が

進む前の段階で、高山寺本を実見・書写した近世学者の判読になる。この意味で、高山寺

本『篆隷万象名義』の内容を知る上には非常に参考になる。さらに、近世の日本や中国の

学者による古書校勘の態度や内容を検討する方法などについても確認できると考えられ

る。 
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3.5 まとめ 

	 以上、本章では高山寺本『篆隷万象名義』の原本調査と近世写本の調査に基づき、書誌

情報や本文内容について検討した。 

	 『篆隷万象名義』はこれまで複製本が出版されており、容易に利用可能となっている。

しかし、写本の常として誤写が避けられない。体例の不統一、難字、異体字、誤字、脱字、

衍字、顛倒、錯簡、符号類（抹消符、補入記号等）のほか、押界も影印本では判然としな

い部分が多いため、学術的利用には原本調査が不可欠である。 

	 また、これまでに近世写本は書誌研究以外にはほとんど重視されず、近世写本を利用し

た本文研究はほとんど皆無であった。筆者の調査により、近世写本の内容、高山寺本の虫

損や紙質の変容が進む前の段階で高山寺を実見・書写した近世学者の判読であり、『篆隷

万象名義』の本文研究に非常に参考になることが明らかになった。 

	 高山寺本は明治三十二年（1899）に国宝に指定され、容易に原本調査できる書物ではな

い。さらに、近世写本も近現代のさまざまな歴史的な原因で、日本国内、中国大陸、台湾

に分散して所蔵されているため、全所蔵機関の蔵本をすベて調査、資料入手するのは容易

ではない。 

	 このように、困難は多いが、高山寺本原本の調査、近世写本の調査は『篆隷万象名義』

の研究を推進する上では非常に重要である。文献調査による本文研究も肝要なテーマで

あるため、本章では実例の指摘にとどまったものの、今後も調査を続行したい。 
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第 4 章 埋字と脱字 

 

4.1 掲出字数をめぐる問題 

高山寺本『篆隷万象名義』の掲出字数は、おおよそ 16、000字と言われる。しかしなが

ら、具体的な字数について、先行研究の集計では、15,657 字から 16,917 字までの開きが

ある。これはなぜかというに、高山寺本の書写の際、あるいはそれ以前に、掲出字の脱落、

誤写、重出、さらに掲出字が注文に繰り込まれるといった問題が生じており、その取り扱

いのちがいが掲出字数の認定に現われたものと考えられる。 

高山寺本『篆隷万象名義』までの書写過程において各種の問題が生じたことを考えれば、

『篆隷万象名義』の掲出字を認定、整理する際に、『玉篇』残巻と突き合わせることが必

要となる。一方で、現存する『玉篇』残巻諸本は、書写年代や底本の相違から、それぞれ

異なる性格を有する。貞苅（1958）は、反切、部首内掲出字の配列、部首配列の考察によ

って、『玉篇』残巻諸本と『篆隷万象名義』の親近性を論じており、貞苅（1989）は『篆

隷万象名義』によって残巻『玉篇』相互の異本性が確認されると指摘した。上田（1970）

はさらに反切用字の特色から、『玉篇』残巻諸本の新古の階層を究明した研究成果である。

したがって、『篆隷万象名義』の掲出字数をめぐる問題を整理することは、掲出字数を数

えることにとどまらず、掲出字の観点から、『説文解字』・『宋本『玉篇』』・『玉篇』残巻な

どと照合することによって、成立当初の『篆隷万象名義』や依拠した原本『玉篇』の収録

字として認定できる範囲を限定することを意味する。 

『篆隷万象名義』の掲出字を整理し、総字数を検討するには、高山寺本『篆隷万象名義』

における繰り込み・脱落・重出・誤写の諸問題を段階的に整理することが必要となる。本

章では、その一段階として、掲出字認定に関する研究成果を踏まえ、掲出字の形式に着目

して、万象名義における注文に繰り込まれた掲出字、脱落した掲出字を整理する。最後に、

この整理の結果として、掲出字数として考えられる範囲を提示したい。 

本章では、次のように用語を定義する。まず掲出字が注文に繰り込まれたものを「埋字」

と呼ぶ。埋字には 2種類がある。一つは、音注・義注が備えられており、本来掲出字であ

ったと考えられるもので、これを埋字 Aとする。もう一つは、音注や義注が備えられず、

本来は掲出字として存在したが、異体関係を示すことに重点が置かれたと思われるもの

であり、これを埋字 Bとする。脱字にも 2種類がある。一つは、掲出字が脱落するが、注

文のあるものであり、これを脱字 Aとする。もう一つは、『説文解字』及び『玉篇』残巻
15・逸文、『新撰字鏡』の玉篇引用部分、宋本『玉篇』（増補部分を除く）に本文が存する

                                                        
15 調査は東方文化叢書の複製本により、これに欠ける部分は古逸叢書本による。	

うめ	じ	
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ため『篆隷万象名義』にも本文があったと考えられるものであり、これを脱字 Bとする。 

以下、まず先行研究を検討する。次に、集計の方針を述べ、埋字 A・埋字 B、脱字 A・

脱字 B のそれぞれについて認定の規準と問題点を検討する。最後にこれらの集計結果を

示し、『篆隷万象名義』の掲出字数を考える基礎とする。 

 

4.2 掲出字についての先行研究 

4.2.1 掲出字数について 

	 『篆隷万象名義』の掲出字数は原本『玉篇』に相当するとされる。原本『玉篇』の掲出

字数は、唐封演の封氏聞見記に 16,917 字と記録される。それに従えば、『篆隷万象名義』

の字数もそれに相当することになる。 

吉田（1954）では、15,657字と具体的な数が示されるが、その詳細な言及はない。 

宮澤（1977）は掲出字の全体を翻字した研究成果である。掲出字についての考察と説文

解字、『玉篇』残巻、宋本『玉篇』、『新撰字鏡』などとの対照調査の結果も整理されてい

る。ただし、集計の数値は示していない16。 

	 呂（2007）は万象名義全文の翻字である。集計した掲出字数は、「掲出字及び重文を合

わせて 16,429 字あり、重複の 152 字を除外すると、16,277 字である」（「重文」とは異体

字を指す）とする。 

	 また、中国での近年の『篆隷万象名義』の掲出字数に関する注目すべき成果として、柳・

劉・李（2013）がある。説文解字と対照し、『篆隷万象名義』の巻（前 4帖は 50巻、後 2

帖は 15 巻）ごとに掲出字を集計したもので、結果として 16,275 字（掲出字：15,925 字、

重文：630字、重複字：280字）あったとする。 

	 これらの研究で掲出字数が異なるのは、それぞれの集計の規準に起因すると考えられ

る。その規準については、ほとんど明記されるところがなく、相違点を明確にすることは

困難である。やみくもに異なる研究成果を積み重ねないためにも、今後は集計規準を明ら

かにし、結果の詳細を示したうえで掲出字数を論じる必要があると考える。 

 

4.2.2 玉篇系字書における掲出字の認定についての研究 

4.2.2.1 宮澤（1977） 

宮澤（1977）は『篆隷万象名義』の掲出字を一覧しただけでなく、『篆隷万象名義』

                                                        
16 平成 26年 11月 2日、訓点語学会第 111回研究発表会において本章の概要を口頭発表した際、発表会の席上、宮
澤氏の集計による篆隷万象名義の字数について、ご教示を賜った。その詳細は次の通りである。篆隷万象名義の掲

出字数 15,629字、他項へ繰込の親字 175字、親字へ繰込の異体字 316字、合計 16,120字。篆隷万象名義にないも
の、説文・宋本の両方にある親字 156字、説文・宋本の両方にある異体字 307字、宋本にのみある親字（増補部分
を除外）185字、合計 16,768字。 
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で注文に繰り込まれている掲出字（本章のいう埋字に相当するもの）なども示される。

そして、『篆隷万象名義』を『説文解字』、『玉篇』残巻、宋本『玉篇』、『新撰字鏡』など

とも対照し、本章のいう脱字 Bに相当するもの、つまり『篆隷万象名義』で脱落してい

ると認められる字、宋本『玉篇』に存する字（増補部分を除く）、『新撰字鏡』または

『説文解字』にも見られ、『玉篇』に本来存した可能性の高い字を一覧表に反映させた。 

宮澤（1977）について、馬淵（1978）は、『篆隷万象名義』の資料的価値のひとつ

は、原本『玉篇』の骨格をかなり忠実に伝えているため、原本『玉篇』及び宋本『玉

篇』との比較作業は絶対に必要であること、「掲出字一覧表」はその前段階の研究と認め

るべきであることを指摘した。 

 

4.2.2.2 工藤（2002） 

工藤（2002）は、原本『玉篇』の重文について、『篆隷万象名義』・宋本『玉篇』にお

ける受容の状況を考察し、宋本『玉篇』の重文は、伝統的な注記として継承されたた

め、原本『玉篇』の重文の代替として用いることが可能であることを示した。対象字書

の異体の表示の様式について、「Aある掲出字に続けて異体関係にある文字を掲出する様

式」と「Baある掲出字の注文内に、異体関係にある文字を「○字」・「作○」等によって

示す様式」とに分ける。本章の埋字 Bは Baに相当する。工藤（2002）は、「古文」・「籀

文」などの特徴的な形式を中心に調査したものであり、網羅的全体的な調査には及んで

いない。 

	

4.2.2.3 臧（2004） 

	 臧（2004）では、玉篇の掲出字について、「項目構造」と「字体・字種」との二方面か

ら論述する。「項目構造」について、宋本『玉篇』において、掲出字は見出しと注文との

二つの部分に含まれ、注文レベルに収録される異体掲出字が多いが、従来の研究に見落

としがあると指摘する。そして、「字体・字種」について、異体字をすべて異なる掲出字

として集計する方法と異体を考慮せずに字種で集計する方法があると述べる。宋本『玉

篇』を実例とし、この二種類の方法で集計すると、それぞれ 22,794字と 20,493字の結果

になり、おおよそ 2,000字の差があると指摘する。 

 

4.2.2.4 呂（2007） 

呂（2007）は中華書局写真版のテキストを基礎とし、『高山寺古辞書資料第一』に収録

されたテキストも参考に、『説文解字』、『玉篇』残巻、宋本『玉篇』などの文献と照合

し、校勘を加え『篆隷万象名義』の全文を翻刻したものである。掲出字は大字で翻刻さ
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れており、参考になる。 

	

4.2.2.5 大柴（2009b） 

大柴（2009b）は『篆隷万象名義』の部首字一覧についてまとめたものである。『篆隷

万象名義』の全文の解読も終了しているようであるが、まだ公開されていないため、本

章は特に言及しない。	

 

4.2.2.6 柳・劉・李（2013） 

柳・劉・李（2013）では、『篆隷万象名義』の掲出字を正字頭17、釈文字頭、箋注字頭

に分類する。正字頭は注釈の対象となる大字で掲出された掲出字であり、一方の釈文字

頭は注文の中に示された掲出字であるが、大多数は正字頭の重文である。箋注字頭は刊

修者により、補充的な注釈の中に示された掲出字である。いずれも具体例が示されず、

判断規準として不明なところがあり、また掲出字数を集計した際にも、分類ごとの数字

は示されていない。 

	

4.2.2.7 池田（2014a） 

池田（2014a）は、平安時代の日本の古辞書の総合データベース(HDIC)を構築するプロ

ジェクトとして、日本の古辞書からは『篆隷万象名義』・『新撰字鏡』・『類聚名義抄』の

データベース化に取り組んでいる。『篆隷万象名義』に関しては、UCS（Universal Coded 

Character Set; 国際符号化文字集合）の範囲で掲出字・所在情報などを整理した UCS対

応版が完成し、公開済である18。さらに、本文データベースの構築が進められている。 

 

4.3 篆隷万象名義における掲出字の種類及び掲出字数の集計について 

漢字字書は、その時代の漢字を収録し、収録された漢字について、さらに字音・字義・

字体の記述を加えたもので、漢字学習や社会生活の漢字基準として参考になる書物であ

る。収録された漢字は、字書が説明する対象であり、骨組みであるが、国や研究者によっ

て異なる名称が用いられている。例えば、掲出字のことを中国では主に「字頭」と呼び、

日本では「標字」「標出字」「親字」「掲出字」「見出字」などと呼ぶ。本章で議論する内容

は、宮澤俊雅「掲出字一覧表」（1977）を踏まえたうえで修正、発展させるものであるた

め、本章ではこれに倣い、「掲出字」という用語を「漢字字書における説明の対象となる

漢字」の意味で使用し、考察の中心とする。 

                                                        
17	中国側の研究では掲出字を「字頭」とする。 
18 http://rose.hucc.hokudai.ac.jp/~o16404/shikeda/kojisho.html 
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高山寺本『篆隷万象名義』の掲出字に関して原本『玉篇』との関係を見ると、楊（1901）、

張（1934）、周（1935）、貞苅（1958）、上田（1970）、宮澤（1998）は、『篆隷万象名義』

は原本『玉篇』を抜粋し、現存の『玉篇』残巻とは細部な違いがあるものの、基本的には

原本『玉篇』を忠実に継承するものと考えている。一方で、『篆隷万象名義』を『玉篇』

残巻と比較した場合に観察される部首順、反切、字義の相違点については、山田（1928）、

岡井（1933）、川瀬（1955）は、『篆隷万象名義』が編纂されたときに、撰者独自の見解が

加えられたとする。このように『篆隷万象名義』と原本『玉篇』との関係については研究

者によって意見が分かれていることから、字書としての骨組みである掲出字を精査する

必要があると考える。 

本章では『篆隷万象名義』は原本『玉篇』を忠実に継承していると仮定し、『篆隷万象

名義』及び原本『玉篇』に存在した可能性のある掲出字を網羅的に考察しようとするもの

であるが、考察に入る前に「掲出字」について規定しておく。『篆隷万象名義』の掲出字

は、その体裁や先行する字書である説文解字、原本『玉篇』から受け継がれていることを

考慮すると、狭義のものと広義のものがあると考える。狭義の掲出字は『篆隷万象名義』

における隷書大字の掲出字を指し、広義の掲出字は隷書大字の掲出字以外のものも含め、

この中に「埋字」と「脱字」を設定する。 

高山寺本『篆隷万象名義』は各葉を上下二段、六列に書写する体裁を基本とする。この

枠内に篆書（全体の約 6%の部分にしか篆書掲出字が付かない）と隷書19の大字で掲出字

が掲げられ、下に注文が付される。高山寺本の体裁から判断して、隷書の大字で記された

ものを狭義の掲出字（隷書掲出字）とする。 

一方、『玉篇』残巻では大字の掲出字であるが、『篆隷万象名義』では隷書掲出字として

掲げず、注文に繰り込まれるものがある。宮澤（1977）ではこのようなものを、「篆隷万

象名義で注文に繰り込まれた掲出字」と認定し、掲出字一覧表の該当位置に一字下げ挿入

している。本章ではこれを広義の掲出字の中の「埋字」と定義する。この埋字には 2種類

がある。 

一つは、音注または音注・義注を備え、本来掲出字であったと考えられるもので、本章

ではこれを埋字 Aとする。埋字 Aに該当するものは、周（1935）では「名義の正文は他

の字の下に付すものが多く、例えば玉部における珸の下にある理、瑠の下にある璃、土部

における坒下にある墢などがそれである。」20との指摘がある。 

もう一つは、音注や義注を備えず、異体関係だけを示すものであり、本章ではこれを埋

字 B とする。埋字 B に該当するものは、原本『玉篇』では異体掲出字として存在する。

                                                        
19	書名及び唐代の用法に従って「隷書」を用いる。現在一般に楷書と呼ぶものをさす。 
20 周（1935: p.202）「且名義正文附於他字之下者甚多，如玉部珸下之理，瑠下之璃，土部坒下之墢，是也」	  
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上田（1970）ではこれを「重文」と称し、「古文・籀文・或体等、玉篇で標出字としてい

るが、その上の字と同字で、反切を記していない字の総称として用いる」と定義した。本

章では、『篆隷万象名義』の注文に繰り込まれている原本『玉篇』の異体掲出字を埋字 B

として扱う。 

これに対して、『篆隷万象名義』に脱落した掲出字を「脱字」と呼ぶ。脱字にも 2種類

があり、一つは、掲出字が脱落するが、注文のあるものであり、これを脱字 Aとする。も

う一つは、説文解字及び『玉篇』残巻・逸文、『新撰字鏡』の玉篇引用部分、宋本『玉篇』

（増補部分を除く）に本文が存するため『篆隷万象名義』にもあったと考えられるもので

あり、これを脱字 Bとする。この種のものは、宮澤（1977）では『篆隷万象名義』で脱落

していると認められた字、宋本『玉篇』に存する字（増補部分を除く）、『新撰字鏡』、ま

たは『説文解字』にも見られ、『玉篇』に本来存した可能性が高い字として認定し、「掲出

字一覧表」に反映させている。 

本章では、高山寺本『篆隷万象名義』の掲出字を上記のように分類・認定する。まず、

隷書の大字で記載された掲出字を集計する。次に、注文に繰り込まれた埋字21を、その性

質の違いにより埋字 Aと埋字 Bとに分類・認定した上で、さらに、『篆隷万象名義』に脱

落したと考えられるものを、その根拠によって、脱字 Aと脱字 Bとに分類する。分類の

基準については以下の節に述べる。 

 

4.4 埋字と脱字についての分析 

4.4.1 篆隷万象名義埋字と脱字の問題を通した原本玉篇の原貌の復元 

本章では掲出字数を確定するために、埋字と脱字の概念を設定し、これらを整理する作

業を行うが、それは、高山寺本『篆隷万象名義』までの書写過程で生じた問題を念頭に置

きながら、可能な限り『篆隷万象名義』が依拠した原本『玉篇』の原貌を復元したいから

である。特に埋字 Bを整理するのは、『篆隷万象名義』の掲出字とその字体の検討を通し

て、原本『玉篇』における異体字の状況を把握するのに必要な作業である。 

埋字と脱字の問題を重視する研究は従来少なく、特に埋字については、十分な扱いを受

けてこなかった。埋字 A については、掲出字とほとんど区別されずに集計されることが

多く、埋字 Bは、掲出字として認定せず、集計の対象外にされることが多かった。 

以下、埋字 A・B、脱字 A・Bについて、それぞれ検討を加えていく。 

 

                                                        
21	ある掲出項目の注文に繰り込まれる埋字という現象は、万象名義のみならず、ほかの古辞書や音義類にも存在

する。埋字という概念は、この種の問題を整理するための便宜となる。 
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4.4.2 埋字 A 

4.4.2.1 埋字 A の認定と分析 

埋字 Aの認定の方法を述べる。まず、項目の注文に、主字（埋字が繰り込まれた項目の

掲出字）と異なる字の記述にかかわる部分を確定する。次に、音注・義注の両方またはそ

のいずれかを備えるものは埋字 A と認定する。全部で 150 項目が該当する。その帖ごと

の内訳は、第 1帖 105項目、第 2帖 1項目、第 3帖 1項目、第 4帖 2項目、第 5帖 40項

目、第 6 帖 1 項目である。次に例を示す。埋字、主字（埋字が繰り込まれた項目の掲出

字）、主字の注文（埋字とその注文を含む）、所在の順で示す。埋字 Aとその注文を〔〕で

くくり下線を施す。句読点は筆者による。 

（1） 柴 祡 仕佳反。 祭天曰焚、祡也。〔柴:仕佳反。燔。〕𥚨、柴文。

（第 1帖 17丁表） 

（2） 玘 琠 湯典反。 古文。玘也。𤩴、古文。〔玘:去理反。〕（第 1帖
21丁裏） 

（3） 理 珸 魚胡反。 
〔理:力紀反。正也、吏也、分也、性也、事也、
道也、從也、治 
也、媒也〕。（第 1帖 27丁表） 

（4） 邥 鄀 如灼反。 〔邥:舒甚反。〕（第 1帖 48丁裏） 
（5） 𡅻 吅 詡煩反。 驚呼也。〔𡅻:火元反。〕驚也。（第 3帖 26丁表） 
（6） 泛 汵 或㝡也。 〔泛:孚劒反。舟流皃。〕（第 5帖 93丁裏） 
（7） 澱 𣿍 上同。 〔澱:徒見反。滓也、澤也。〕（第 5帖 97丁裏） 

 

埋字Aと対応する主字との関係を検討してみると、大きく四つのタイプに分けられる。 

	  ・注文用字を注釈するタイプ：(1) (2) の「柴」・「玘」ように、主字の注文に用い 

   る字の音・義が難解である場合、それについてさらに説明を加えたもの。 

 	 ・地名用字を合併するタイプ：(4)のように、主字の「鄀」と埋字 Aの「邥」につ 

   いて、『篆隷万象名義』では反切のみが記述される。宋本『玉篇』で確認すると、 

 	 鄀	 如灼切。左氏傳曰秦晉伐鄀、秦楚界小國也。（宋本『玉篇』上 22丁表） 

 	 	 	 邥	 舒甚切。左氏傳曰敗戎於邥垂。杜預云周地河南新城縣北有垂亭。 

	 	 	 	  (宋本『玉篇』上 22丁表) 

   との記述があり、いずれも中国の地名であり、宋本『玉篇』では詳しい説明がある。 

	  このような中国の地名を示す字は、『篆隷万象名義』では、字義を省き、字音を表す反 

   切しか残しておらず、「邥」の項目が「鄀」の項目の注文に繰り込まれ、一つの項目に 

   統合したと考えられる。このような例は「邑部」では 17例が確認できる。これらは万 

   象名義では、実用の面を考慮し、義注が省かれた地名用字を一項目に統合したと考え 

   られる。 

  ・脱落掲出字を補うタイプ：(6) (7)の「泛」と「澱」は、原本『玉篇』で確認すると、 
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主字の「汵」と「𣿍」の次項にある独立した掲出字である（詳細は後述する）。 

『篆隷万象名義』では最初脱落した項目を順次に前項の注文に補われたと考えられる。 

  ・主字と無関係のタイプ：(3)(5)の「理」・「𡅻」のように、主字の「珸」と関連や共 

    通するところがなく、単純に主字の注文に繰り込まれたと考えられる。 

埋字 Aのうち、（6）と（7）に対応する『玉篇』残巻（巻 19水部）の内容は次の通りで

ある。（『玉篇』残巻での出現順に示す。）  

	 （8）（淦） □欠部。又音古暗□…□□□曰淦、水所出西入湖漢。 

  （9） 汵   説文或淦字也。廣雅汵㝡也。	  

（10）泛   孚劔反。國語泛舟于河、賈逵曰泛浮也。毛詩泛彼栢舟、傳曰泛〻流皃也。 

           又曰泛〻其景、傳曰泛〻駃疾而不疑也。説文從之聲也、此亦汜字、相似而 

           不同。漢書或以爲覂字、覂覆也。音方隴反。覂駕之馬是也。在西部。 

（11）漉   理屋反。考工記清其灰而漉之。野王案漉猶瀝也。尓雅漉竭也。郭璞曰 

           月令無漉陂〻池是也。方言漉涸也、漉極也、郭璞曰漉滲極盡也。廣雅 

           漉盡也。 

  （12）𣿍   字書亦漉字也。或𣸪為盝字、在皿部 。 

（13）澱   達見反。尓雅澱謂之垽、郭璞曰澱滓也、江東呼垽。或為𪑩字、在黑部。 

「汵」と「泛」は原本『玉篇』では連続して掲出され、類似形字とは考えられるが、内

容上関連しない。「汵」は前項目の「淦」の異体字である。『篆隷万象名義』において、「泛」

が埋字 A の形式で「汵」の注文にあるのは、編纂あるいは書写の段階で脱落した掲出字

を補うものと考えられる。第 5 帖では、このように脱落した掲出字を順次補うものは 27

項目が確認できる。（原本『玉篇』残巻に存しない項目については、宋本『玉篇』にて確

認した。） 

埋字 Aが、原撰部分22において、第 1帖に集中するのは、字書編纂の最初の段階で、体

裁上底本となる原本『玉篇』の掲出字をどのように取り入れるか、その方針がまだ固めら

れていないため、隷書掲出字のほかに、埋字 A のかたちで注文に繰り込まれるものが多

くなったと考えられるが、続撰部分では第 5 帖に埋字 A の例が多いことは、第 1 帖と同

様に、編纂方針が固まっていないことが想定される。 

 

 

 

                                                        
22 万象名義は 6帖の構成で、第 1帖から第 4帖までは弘法大師空海の撰述によるもので、原撰部分といい、第 5
帖・第 6帖は他の撰者によるもので、続撰部分という。 
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4.4.2.2 埋字 A の詳細 

埋字 Aと認定する 150項目について、宮澤（1977）と呂（2007）と対照すると、収録し

ないものはそれぞれ次の 8字と 5字である。 

宮澤（1977）で収録しないもの：柴、𠄢、𠆩、頷、顠、䁊、眐、𥿡 

呂（2007）で収録しないもの	 ：柴、𠄢、瑚、頷、𥿡 

上記の「柴」・「𠄢」・「𥿡」の部首は、それぞれ主字と異なっているが、『玉篇』残巻の

掲出字が該当部首と異なる部首に掲出されているものは、次の 18字ある（説文解字、字

書などで古文とする異体字が 14字含まれる）。 

𢨋（言部）・𤔪（言部）・ （言部）・ （欠部）・ （欠部）・猒（甘部）・𤞣（甘部）𠯕（甘

部）・𣶙（㳄部）・𣢭（㳄部）・𣄻（水部）・𦦼（水部）・𠤙（广部）・𣍔（石部）𠳋（阜部）・

（糸部）・𣧩（糸部）・𤽘（糸部） 

『篆隷万象名義』において、これらの中の猒・𣢭・𣄻・𠤙・𠳋・ ・𣧩・𤽘の 8字は隷

書掲出字となっており、これは部首が異なっても掲出字項目として成立する傍証になる。

𢨋・𦦼・𣍔の 3 字は後に述べる埋字 B となっており、いずれも説文解字や字書による古

文や籀文としての異体字である。𤔪・ ・ ・ ・𤞣・𠯕・𣶙の 7字は脱字 Bとなって

いる。 

以上のように、同一の部首の中に、異なる部首の字も掲出字項目として成立する例が確

認でき、したがって、「柴」・「𠄢」・「𥿡」三字は埋字 Aと認定し、『篆隷万象名義』では掲

出字として単独の項目を立てず、弁似を目的として増訂され、注文レベルで収録された字

と考えられる。 

 

4.4.3 埋字 B 

4.4.3.1 埋字 B の認定 

	 埋字 B は、注文に繰り込まれた掲出字であり、音注や義注を備えず、異体関係だけを

示すものである。全部で 561項目が該当する。帖ごとの内訳は、第 1帖は 183項目、第 2

帖 11項目、第 3帖 29項目、第 4帖 58項目、第 5帖 269項目、第 6帖 11項目である。次

の例で確認してみよう。（埋字 B の部分を〔〕でくくり下線を施す。対応する原本『玉篇』

残巻と宋本『玉篇』の内容も示す。） 

（14）廟	 靡召反。皃。〔庿：古廟。〕（第 6帖 9丁裏） 

（15）廟	 靡召反。尚書七世之庿可以觀德、孔安國曰天子七庿、有德之主則爲宗其庿干 

不毀。尓雅室有東西廂曰廟。韓詩鬼神所居曰庿神。礼記夫子七庿、三昭三穆 

与大祖之庿而五、大夫三庿、一昭一穆与大祖之庿而三、士一庿、鄭玄曰此同 

制也、殷即六庿之也。白虎通曰先祖之尊皃所在也。 

ママ	
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（原本『玉篇』残巻 巻 22广部） 

	 	 庿	 説文古文廟字也。（原本『玉篇』残巻 巻 22广部） 

（16）廟	 靡召切。宗廟也。（宋本『玉篇』下 15丁裏） 

	 	 庿	 古文。（宋本『玉篇』下 15丁裏） 

（17）廟	 尊先祖皃也。从广朝聲。庿、古文。（説文解字巻 9广部） 

上記の例では、「庿：古廟」は「庿」と主字「廟」との異体関係を記述する部分であ

る。原本『玉篇』でその点が確認される。この「庿」は、工藤（2002）の「ある掲出字

に続けて異体関係にある文字を掲出する様式」にあたるものであり、重文あるいは異体

掲出字ともいう。『篆隷万象名義』では、「庿」は埋字 Bとして処理され、説文解字の重

文の形式に類似する。 

埋字 B を認定する際、原本『玉篇』の対応項目と比較することが必要であるが、原本

『玉篇』は大部分が散逸しているため、他の関連文献で確認し、判断しなければならない。

埋字 Bを認定する手順は次の通りである。 

①	 項目の字体の記述にかかわる部分を確定する。 

②	 『新撰字鏡』の重文や宋本『玉篇』の重文を確認できる場合、埋字 Bと認定する。

宋本『玉篇』の重文は原本『玉篇』の重文の代替として用いることが有効である

とする工藤（2002）の見解に従うものである。また、『新撰字鏡』や宋本『玉篇』

の重文との対照調査の結果を整理する宮澤（1977）も参考にする。 

③	 『新撰字鏡』の玉篇引用部分の重文や宋本『玉篇』の重文を確認できない場合、

該当字が籀文・古文に相当するか説文解字で確認し、相当する場合、埋字 Bと認

定する。 

④	 籀文・古文に相当しない場合、該当字が『篆隷万象名義』のほかの掲出字項目で

あるかを確認し、該当字が主字と同部首で、そして掲出字項目でない場合は、埋

字 Bと認定する。 

⑤	 該当字が『篆隷万象名義』のほかの掲出字項目である場合は、埋字 Bでないと認

定する。 

なお、原本『玉篇』では異体関係を示すのは、同部首の場合、異体掲出字として立項し

て説明する。異部首の場合、「為◯字」などの字体注記として注文の中で記し、これはす

でにほかの部首で独立の項目として成立するため、本章では埋字 Bとして認定しない。	
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4.4.3.2 原本玉篇と対応する部分の埋字 B 

埋字 Bは『篆隷万象名義』の依拠した原本『玉篇』の重文を掲出字と注文の両方に入れ

る方針にかかわる。項目構造の観点から、注文レベルにある異体掲出字に注目する。 

『篆隷万象名義』と『玉篇』残巻を比較してみると、38 個の埋字 B を見出すことがで

きる（表 4-1）さらに、宋本『玉篇』、説文解字とも対照すると、次のことが分かる。 

①	 原本『玉篇』の重文項目は主に説文解字、字書、聲類の三つの先行文献から取り入れ

ている。 

②	 原本『玉篇』の項目ごとの注文は平均約 40 字であり、さまざまな典拠や用例によっ

て意味を記述するが、重文項目の注文は平均約 9字であり、異体関係を示すことに重

点をおいている。 

③	 『玉篇』残巻で確認でき、工藤（2002）で指摘された「ある掲出字に続けて異体関係

にある文字を掲出する様式」の異体掲出字の一部は、『篆隷万象名義』の第 3 帖、第

5帖と第 6帖では埋字 Bとして処理される。（前掲例（14）） 

④	 説文解字で確認できる対応項目は 21 個あり、いずれの重文項目も主字の注文に繰り

込まれる。原本『玉篇』ではある掲出字に続けて、異体関係にある文字を掲出する様

式であるのに対して、『篆隷万象名義』の方は埋字 Bであり、説文解字の形式と類似

する。『篆隷万象名義』の編纂段階で、重文については、部分的に説文解字の形式を

参照しながら、取り入れた可能性がある。次の例で確認する。埋字 Bの部分を〔〕で

くくり下線を施す。 

（18）漉	 里屋反。竭也。〔淥：同上。〕（第 5帖 97丁表） 

（19）漉	 理屋反。考工記清其灰而漉之、野王案漉猶瀝也、尔雅漉竭也、郭 

璞曰月令無漉陂々池是也、方言漉涸也、漉極也、郭璞曰漉滲極盡 

也、廣雅漉盡也。（原本『玉篇』残巻 巻 19水部） 

	 	 	 淥 説文或漉字也。（原本『玉篇』残巻 巻 19水部） 

 （20）漉 浚也。从水鹿聲。一曰水下皃也。淥、漉或从彔。 

     （説文解字巻 11水部） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 70 

表 4-1 『篆隷万象名義』における原本『玉篇』と対応のある埋字 B 

番

号 

埋

字

B 

主

字 

主字 

注文 

原本 

注文 

宋本 

注文 

説 

文 

第 三 帖 

1 譮 話	
朝快反。謂也、調

也。〔譮也話字。〕	

説文籀文話字也。聲

類或儈字也、儈合儈

市也。音古會反。在

人部。人部。字書古

文為𦧵字、在舌部

也。	

許界切。

怒聲。説

文云籀文

䛡。	

籀文䛡

从會。	

2 謻 誃	
直移反。離也、別

也。〔謻：誃字。〕	
聲類亦誃字也。	 同上。	 無	

3 𢨋 誖	
補潰反。乱也、逆

也。〔𢨋古。〕	
説文籀文誖字也。 同上。	

籒文誖

从二

或。	

4 𢋀 訾	
子移反。量也、思

也。〔𢋀：訾字。〕	
字書或爲訾字也。	 無 	 無	

5 䛌 䛬 

道力反。小兒未能

正語也、祝也。	

〔䛌：䛬字。〕	

説文或䛬字也 同上。	
䛬或从

包。 

6 𧥻 訇	
胡蠲反。音大。	

〔𧥻：訇字。〕	
説文籀文訇字也。 籀文。	

籒文不

省。	

7 𧧴 譀 

胡濫反。誕也、話

也、調也。〔𧧴：譀

字。〕	

説文俗譀字也。 同上。	
俗譀从

忘。	

8 誚	 譙	

似醮反。譲也、踧

也、訶也、嬈也、煞

也。〔誚：譙字。〕	

聲類亦譙字也。	 無	

古文譙

从肖。

周書曰

亦未敢

誚公。	

9 𧮈 謇	
居展反。難也、吃

也。〔𧮈：謇字。〕	
聲類亦謇字也。	 同上。	 無	

第 五 帖 

10 巽 巺 
助臠反。撰字。	

〔巽：古文數。〕	
説文古文巺字也。 古文。	

古文

巽。	

11 亓 其	
渠基反、辞也、豈

也。〔亓：古其。〕	
亦古其。	 古文。	 無	

12 𠁡 卜	
補祿反。〔𠁡：古

文。〕赴也。	
説文古文卜字也。 古文。	

古文

卜。	

13 較	 䡈 
古學反。見也、明

也。〔較：同上。〕	
字書亦䡈字也。	

古學切。

兵車也。

又 古 孝

切。	

無	

14 䡼 軨	
力庭反。門橫木。

〔䡼：同上。〕	

説文司馬相如説軨

字如此。 
同上。	

軨或从

霝、司

馬相如

説。	

15 輲 輇	
視專反。无輻曰轉。

〔輲：同上。〕	
聲類亦輇字也。	 同上。	 無	

16 𨌵 輗	
魚鷄反。轅端橫木。

〔𨌵：同上。〕	
説文亦輗字也	 同上。	

輗或从

宐。	

17 𨋱 𨌴 
他同反。盛皃。	

〔𨋱：同上。〕	
字書亦𨌴字也。	 同上。	 無	
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18 轏	 輚 
仕澗反。載柩車。

〔轏：同上。〕	
聲類亦輚字也。	 同上。	 無	

19 𨊷 輷	
呼荀反。〔𨊷：同

上。〕	
字書亦輷字也。	 同上。	 無	

20 𦨗 般	

菩安反。樂也、施

也、大也。〔般：同

上。〕	

説文古文般字也。	 無	
古文般

从支。	

21 濿 砅	

力𦋺反。度也、水至

心為砅。〔濿：同

上。〕	

説文亦砅字也。 同上。	
砅或从

厲。	

22 㴴 湛	

直斬反。水不流、安

也、沒也、露盛皃。

〔㴴：古文。〕	

説文古文湛字也。 古文。	 古文。	

23 滖 浽 
思微反。小雨。	

〔滖：同上。〕	
淮南雨䨘瀼溦、則埐	

先悲切。

同上。	
無	

24 涵	 𣹢 
胡躭反。水澤多。	

〔亦涵。〕	

胡躭反。説文水澤名

也。毛詩僭始既𣹢。	

同上。又

下啗切。

沒也。	

無	

25 洳	 𣹤 
如鹿反。漸濕也。

〔洳：同上。〕	
亦𣹤字也。	 同上。	 無	

26 濕	 溼 

尸立反。水流就幽

也、詩也、遲也、潤

也、主也。〔濕：或。〕	

字書亦溼字也。	

同上。説

文：他合

切。	

無	

27 𦦼 溲 
所留反。清汰也、小

便也。〔𦦼：古文〕。	
字書古文溲字也。	 無	 古文。	

28 瀝	 𤃹 
里激反。清酒也、

沃。〔瀝：今同上。〕	
聲類今瀝字也。	 同上。	 無	

29 淥	 漉	
里屋反。竭也。	

〔淥：同上。〕	
説文或漉字也。	

説文與漉

同。又音

綠。水

也。 

漉或从

录。	

30 𣽊	 浚	

思閏反。須也、取

也、深也。〔𣽊：同

上。濬：古文。〕	

説文古文𣽊字也。 同上。	

古文。

从水、

从睿	

31 濬 浚	

思閏反。須也、取

也、深也。〔𣽊：同

上。濬：古文。〕	

説文古文䜭字也、䜭

谷深也、在谷部。聲

類亦浚字也。 

古文。	
或从

水。	

32 𤕯 漿	
子楊反。飲。	

〔𤕯：古〕。	
説文古文漿字也。 古文。	 無	

33 𣻏 澆	

公堯反。薄也、沒

也、沃清也。〔𣻏：

或也。〕	

字書或澆字也。	 同上。	 無	

34 沬 頮	
呼憒反。洗面。	

〔沬：篆文。〕	

説文此篆文頮字也、

沬洒面也。廣雅沬洗

也。 

同上、又

莫貝切、

水名	

無	

第 六 帖 

35 嶩 巎	
同上字。〔嶩：同

上〕。	
聲類亦峱字也。	 同上。	 無	

36 庿 廟	
靡召反。皃。	

〔庿:古廟。〕	
説文古文廟字也。 古文。	 古文。	

37 𣍔 碣	
渠桀反。時立。	

〔𣍔：同上古文。〕	
説文古文碣字也。 古文。	 古文。	

38 𥕴 礫	
力的反。小石。	

〔𥕴、同上。〕	
字書亦礫字也。	 同上。	 無	
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4.4.3.3 埋字 B の先行研究との比較 

本章で埋字 Bと認定する 561項目を宮澤（1977）と対照したところ、宮澤（1977）では

収録しないものは 94字ある。その中、篆書、古文、籀文などの古い形で記述されるもの

は 22字あり、高山寺本で字形を確定できないものは 35字ある。これらの 57字について

は簡単に整理出来ない。これら以外、宮澤（1977）に未見のものは 37字ある。その詳細

は次の通りである。 

第 1帖 㫄、㝑、 、 、埅、件、佌、𠉦、𠘽、毑、妤、𩕔、䫐、𥅘 

第 3帖 殗 

第 4帖 、様、 、柝、樊、蒷、韰 

第 5帖 𠎤、兾、 、𥁔、 、𠟱、𠜔、𨦴、𨊴、𨎌、 、䑣、溙、 、𣵣 

呂（2007）は、埋字 Bについてほとんど注文内字として処理し、新たに立項しない。 

 

4.4.4 脱字 A 

	 掲出字は脱落するが注文のあるものは、全部で 15項目（㘳・坹・𡏮・里・噣・喘・右・

𦧭・控・譁・𨙟・柈・样・𥳓・𢧱）ある。帖ごとの内訳は、第 1帖 4項目、第 2帖 5項目、

第 3帖 2項目、第 4帖 3項目、第 5帖 1項目である。具体例を次に示す。（脱字 A、注文、

所在の順で示す。） 

 （21）（坹）呼玦反。深也、空也。（第 1帖 36丁裏） 

 坹	 呼玦反。深也、空也。⿱穴高字。（新撰字鏡 巻 5・22丁裏） 

 坹	 呼決切。深也、空也。亦作䆷。（宋本『玉篇』 上 15丁裏） 

	 「坹」の項目について、『篆隷万象名義』では、掲出字が脱落し、反切上字「呼」が掲

出字の位置にある。『新撰字鏡』と宋本『玉篇』では上記の記述を確認できた。『新撰字鏡』

では「坹」の項目が玉篇引用部分であり、その音注・義注が『篆隷万象名義』と一致する。 

 （22）（里）旅擬反。（第 1帖 38丁表） 

『篆隷万象名義』では「里部」に「□→野→釐」（最初の掲出字が脱落）という掲出字

順である。宋本『玉篇』では「里部」に属する掲出字は 3字であり、「里→野→釐」の順

番になっている。ゆえに、『篆隷万象名義』の「里部」の部首字である「里」が脱落した

と考えられる。 

 

4.4.5 脱字 B 

宮澤（1977）と池田（2014a）を踏まえて、説文解字及び『玉篇』残巻・逸文、『新撰

字鏡』の玉篇引用部分、宋本『玉篇』（増補部分を除く）に本文が存し、元来『篆隷万象

名義』にもあったと考えられるものを整理すると、全部で 476項目が該当する。帖ごと
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の内訳は、第 1帖 34項目、第 2帖 92項目、第 3帖 110項目、第 4帖 132項目、第 5帖

35項目、第 6帖 73項目である。脱字 Bについて、『玉篇』残巻と対応する箇所を確認す

ると、『玉篇』残巻で異体掲出字として掲載されたものの多数は、『篆隷万象名義』に見

えない。原本『玉篇』の掲出字項目は主に一般掲出字項目と異体掲出字項目に分けられ

る。異体掲出字は、前述のようにある掲出字に続けて異体関係にある文字を掲出する様

式である。一般掲出字項目は、典拠や用例によって意味を記述するに対して、異体掲出

字項目は、異体関係を示すことに重点をおいている。 

『玉篇』残巻の巻 9を例にすると 693掲出字項目がある。内訳は、一般掲出字項目が

637項目、異体掲出字項目が 56項目である。『玉篇』残巻の巻 9の範囲で『篆隷万象名

義』が『玉篇』残巻の異体掲出字と対応しないものは 47項目ある（表 4-2）。これに対

して宋本『玉篇』が原本『玉篇』残巻の異体掲出字と対応しないものは 5項目しかな

い。脱字 B全体の 476項目のうち、295項目の異体掲出字は『篆隷万象名義』では見え

ないことが確認できる23。 

表 4-2 篆隷万象名義における原本玉篇の異体掲出字の採録状況（原本玉篇残巻・巻 9） 

番 

号 

異体 

掲出字 

上

字 

原本『玉篇』 

の注文 

万象 

名義 

宋本 

玉篇 

1 譮 話	

説文籀文、話字也。聲類或儈字

也。儈合儈市也。音古會反。在人

部。人部字書古文為𦧵字、在舌部

也。	

○	 ○	

2 謻 誃	 聲類亦誃字也。	 ○	 ○	

3 𢨋 誖	 説文福文誖字也。	 ○	 ○	

4 𤔪 䜌	 説文古文䜌字也。 ×	 ○	

5 𢋀 訾	 字書或爲訾字也。	 ○	 ×	

6 䛌 䛬 説文或䛬字也。	 ○	 ○	

7 𧥻 訇	 説文籀文訇字也。	 ○	 ○	

8 𧧴 譀 説文俗譀字也。	 ○	 ○	

9 𧥡 誕	 説文籀文誕字。 ×	 ○	

10 𧮚 䜕 字書或䜕字也。	 ×	 ○	

11 𧪘 𧪰 聲類亦嗟字也。	 ×	 ○	

12 𧮩	 讋	 説文籀文龍字不省。 ×	 ○	

13 䜑 䛩 字書亦䜑字也。	 ×	 ×	

14 𧧗/訩 詾	 説文亦詾字也。/説文亦詾字也。 ×	 ○	

15 𧧡 訟	 説文古文訟字也。 ×	 ○	

16 誚	 譙	 聲類亦譙字也 ○	 ×	

17 𧮈 謇	 聲類亦謇字也 ○	 ○	

18 𧪜 訴	 説文亦訴字也 ×	 ○	

19 誳	 詘	 説文亦詘字也。 ×	 ○	

                                                        
23 『玉篇』残巻と対応する部分は例示した巻 9と同手順で確認し、『玉篇』残巻と対応しない部分は、原本『玉
篇』の重文の代替として宋本『玉篇』の重文を用いて確認した。	
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20 譋 讕	 説文亦讕字也。 ×	 ○	

21 𧮢 讄	 説文亦讄字也。 ×	 ○	

22 䜁 謑	 説文亦謑字也。 ×	 ○	

23 訽	 詬	
説文亦詬字也、聲類或爲㖃字、在

口部。 
×	 ○	

24 䛻 誘	 説文亦誘字也。 ×	 ○	

25 𧫧 諳	 字書亦諳字也。	 ×	 ○	

26 𧩫 詫	 字書亦詫宅也。	 ×	 ○	

27 曹	 𣍘 字書今爲𣍘字也。	 ×	 ○	

28 𠄎/𠄕 乃	
説文古文乃字也。/説文籀文乃字

也。 
×	 ○	

29 𠨅 𠧟 説文古文𠧟字也。 ×	 ○	

30 于	 亏 字書今爲亏字也。	 ×	 ○	

31 𠹣 𤕦 説文籀文𤕦字也。 ×	 ○	

32 𡅔 嚴	 説文古文嚴字也。 ×	 ○	

33 /  次	
聲類古文次字也。/字書亦古文次

字也。 
×	 ○	

34 𩞑/餴 饙	 説文或饙字也、𩞑、𢕦飯也。/説文

亦饙字也。 

×	 ○	

35 𩛛 饔	 説文籀文饔字也。 ×	 ○	

36 𩞫/䬮 飴	 説文亦飴字也。/字書亦飴字也。 ×	 ○	

37 䭣 餈	 説文或餈字也。 ×	 ×	

38 饌	 籑	 説文彑䉵䉵字也。 ×	 ○	

39 䬤 𩟪 字書古文饡字也。	 ×	 ○	

40 𩞃 𩞧 説文或𩞃字也。 ×	 ○	

41 湌	 餐	 説文今湌字也。 ×	 ○	

42 𩚩 餬	 字書亦為餬字。	 ×	 ○	

43 𩜏 飫	 字書亦為飫字。	 ×	 ○	

44 𩛞/𩜕 飽	
説文古文飽字也。/説文亦古文飽

字也。 
×	 ○	

45 𩞂 饕	 説文籒文饕字也。 ×	 ○	

46 餮	 飻 亦飻字也。	 ×	 ○	

47 䬥 饐	 字書古文饐字也。	 ×	 ○	

48 𩚮 飢	 字書古文飢字也。	 ×	 ○	

49 䭨 䬽 方言䭨餽也、字書亦為䬽字。	 ×	 ○	

50 䭊 䭘 聲類亦䭘字也。	 ×	 ○	

51 飦	 䭈 
穀梁傳、惟哭飦粥。廣雅飦、饘

也。説文亦䭈字也。	
×	 ○	

52 𩚜 飲	 説文古文飲字也。	 ×	 ○	

53 𤞣/⿱甘瓦 猒	
説文亦猒字也。/字書古文猒字

也。 
×	 ×	

54 𠯕 甚	 説文古文甚字也。 ×	 ○	

55 𤮻 旨	 説文古文旨字也。 ×	 ○	

56 𣶙 㳄 字書籀文㳄字也。	 ×	 ○	
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4.5 本研究における篆隷万象名義の掲出字の集計 

本章の結果を表 4-3に示す。表 4-3には、巻ごとに隷書掲出字、埋字 A・B、脱字 A・B

の字数と合計の結果を示す。比較対照として、柳・劉・李（2013）の結果も掲げる。 

柳・劉・李（2013）の掲出字は、脱字 Aに相当するものは含むが、注文に繰り込まれた

掲出字、つまり埋字 Aを隷書掲出字と区別せずに集計する。重文は埋字 Bに相当するも

のである。ただ、柳・劉・李（2013）では、重文の認定規準が明記されないため、詳細に

比較することは難しい。柳・劉・李（2013）の認定した掲出字 15,925 字に相当する本章

の隷書掲出字・埋字 A・脱字 Aの字数の合計は 15,962字である。埋字 B（重文）を加え

ると、本章の集計結果は 16,523字となり、柳・劉・李（2013）のものは 16,555字となる。

さらに、脱字 Bを加算すると、本章における掲出字数の合計は 16,999字になるが、誤写、

重出の問題を整理すると、『篆隷万象名義』の掲出字数はこの結果よりいくぶん少なくな

ると推測される。 

 

表 4-3 『篆隷万象名義』の掲出字数表〔柳・劉・李（2013）と対照〕 

本研究 柳・劉・李（2013） 

巻数 隷書 
掲出字数 

埋字 A 脱字 A 埋字 B 脱字 B 巻数 字頭 重文 

1 103 5 0 57 2 1 111 48 

2 93 1 0 21 2 2 100 22 

3 94 20 0 13 0 3 110 14 

4 163 18 0 21 3 4 183 19 

5 121 19 4 21 7 5 143 22 

6 199 21 0 1 5 6 220 2 

7 174 9 0 11 1 7 193 10 

8 217 4 0 3 1 8 222 6 

9 351 0 0 4 11 9 353 2 

（10） ー ー ー ー ー 10 ー ー 

11 167 8 0 11 1 11 172 9 

12 264 0 0 21 1 12 273 20 

13 156 0 0 4 5 13 156 3 

14 320 0 3 2 13 14 323 1 

（15） ー ー ー ー ー 15 ー ー 

16 187 1 1 0 8 16 189 0 
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17 107 0 1 1 8 17 108 0 

18 121 0 0 0 11 18 121 0 

19 226 0 0 0 3 19 226 0 

20 87 0 0 0 12 20 86 0 

21 198 0 0 0 5 21 199 0 

22 123 0 0 0 8 22 123 0 

23 206 0 0 2 4 23 206 1 

24 139 0 0 0 6 24 140 0 

25 152 0 0 0 6 25 152 0 

26 130 0 0 0 3 26 130 0 

27 158 0 0 1 1 27 158 1 

28 206 0 1 10 8 28 206 6 

29 186 0 0 3 26 29 187 1 

30 165 1 0 0 17 30 166 0 

31 155 0 0 0 29 31 155 2 

32 213 0 0 0 4 32 213 0 

33 189 0 1 4 1 33 187 5 

34 88 0 0 1 1 34 89 0 

35 96 0 0 1 11 35 96 1 

36 161 0 0 1 4 36 161 1 

37 194 0 0 4 2 37 195 2 

38 173 0 0 3 8 38 173 4 

39 179 1 0 14 3 39 176 12 

40 117 0 0 3 7 40 113 3 

41 119 0 2 4 67 41 118 5 

42 192 0 0 0 2 42 192 8 

43 176 0 0 6 15 43 167 6 

44 157 0 0 10 5 44 154 10 

45 181 1 0 5 2 45 178 5 

46 226 0 0 5 3 46 223 3 

47 133 0 1 6 7 47 132 7 

48 153 0 0 1 8 48 152 3 
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49 132 0 0 3 8 49 129 4 

50 205 0 0 3 0 50 205 12 

15 313 2 0 17 8 
15 之

下 
319 21 

16 345 11 0 32 3 16 385 37 

17 347 9 1 52 9 17 327 53 

18 733 5 0 57 5 18 737 60 

19 633 4 0 44 3 19 636 46 

20 512 9 0 26 5 20 516 42 

21 465 0 0 41 5 21 464 52 

22 616 0 0 7 7 22 609 14 

23 712 0 0 0 5 23 708 10 

24 625 0 0 1 6 24 626 2 

25 598 0 0 1 13 25 594 3 

26 427 0 0 0 7 26 429 0 

27 413 0 0 0 10 27 411 2 

28 431 0 0 1 11 28 427 2 

29 275 0 0 0 8 29 573 6 

30 300 1 0 1 8 (30)     

合計 

15,797 150 15 561 476 

 合計  
15,925 630 

15,947 15 561 476 

15,962 561 476 

16,523 476 

16,999 16,555 

* 巻数(10)・(15)は『篆隷万象名義』の原文に記載なし、巻(30)は柳・劉・李（2013）に脱け

ている 

 

4.6 まとめ 

	 成立当初の『篆隷万象名義』、もしくは原本『玉篇』に存在した可能性のある掲出字の

全体像を描くために、本章では記述構造の観点から高山寺本を整理し、説文解字、宋本『玉

篇』、原本『玉篇』残巻、『新撰字鏡』などを総合することによって、考察対象の広義掲出

字を三つのカテゴリーに区分したうえで、その範囲を限定したい。 
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次の図 4-1で示しているように、隷書掲出字は 15,797字あり、脱字 Aは 15字あり、埋

字 Aは 150字あり、埋字 Bは 561字あり、脱字 Bは 476字ある。これらは a・b・cのカ

テゴリー別に分けられ、『篆隷万象名義』、もしくは原本『玉篇』に掲出字として収録され

た可能性の順序は次の通りである。	 a	 ＞	 b	 ＞	 c 

 

a    

隷書掲出字 	 	 	 	

15,797 脱字 A b 	

 15 埋字 A  	

  150 埋字 B c 

   561 脱字 B 

    476 

15,812 711 476 

16,523 476 

16,999 

図 4-1 篆隷万象名義における掲出字の階層について 

	 a	 ：隷書掲出字と脱字 Aは『篆隷万象名義』では独立した項目である。体裁上、 

      『篆隷万象名義』の掲出字として収録されていることを確認できた。 

	 b	 ：埋字 Aと埋字 Bとはほかの項目の注文に繰り込まれる項目である。埋字 A 

について、宮澤（1977）と呂（2007）では主字と別に立項した。埋字 Bに 

ついて、宮澤（1977）は主字と以外に立項したが、呂（2007）はほとんど 

注文内字として処理し、新たに立項しない。 

	 c	 ：説文解字及び原本『玉篇』残巻・逸文、『新撰字鏡』の玉篇引用部分、宋本『玉篇』 

      （増補部分を除く）に本文が存するため、『篆隷万象名義』にも存在した可能性が 

       高い項目である。宮澤（1977）は脱字 Bについて、『篆隷万象名義』や原本『玉 

       篇』に本来存した可能性が高い字として認定し、「掲出字」一覧表に反映させてい 

       る。 

	 以上、主に『篆隷万象名義』の項目の記述構造に着目し、埋字と脱字を整理することに

よって、隷書掲出字以外に、『篆隷万象名義』の注文レベルに存した可能性のある掲出字

と脱落したと考えられる掲出字を考察した。本章では、a・b を合わせ、つまり高山寺本

『篆隷万象名義』にその存在を確認できる掲出字として、隷書掲出字・埋字 A・埋字 B・

脱字 Aを認定し、16,523字とした。そして、cの脱字 Bを加えると、16,999字になる。現
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在、誤写、重出の問題を整理するまえの段階であり、脱字 Bすべてが『篆隷万象名義』に

あったかどうかは確言できない。現段階では、本来『篆隷万象名義』の掲出字数を想定で

きる範囲は 16,523字から 16,999字である。 

本章はまず準備段階として、『篆隷万象名義』の隷書掲出字、埋字、脱字を整理した。

次に、掲出字中の誤字・重複字を確実に指摘整理した。この二つの分析によって、『篆隷

万象名義』の掲出字を明らかにするとともに、本文の増訂と脱落を検討する基礎とする。

さらに、説文解字から原本『玉篇』、原本『玉篇』から宋本『玉篇』への増字の状況の把

握をも目的としている。これらの問題の解明は今後の課題にしたい。 
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附表 1 埋字 A リスト 

埋字 A 主字 主字注文 宮澤(1977) 呂(2007) 

第 一 帖 

䃾 祀	
徐理反。祭也、歳也。禩β、上文。

〔䃾:俾利反〕。禩γ。	
○	 ○	

柴	 祡 
仕佳反。祭天曰焚、祡也。〔柴:仕佳

反。燔〕𥚨、柴文。	
×	 ×	

禠 禨	
居依反。祥也。又〔禠:思離反、福

也〕。	
○	 ○	

祽 祱 
始鋭反。祭也。〔祽:力内反。月祭

也〕。	
○	 ○	

𢛢 二	 耳異反。〔𢛢:恒字。常也〕。	 ○	 ○	

𠄢 恒	
何登反。久也、猛也、常也。𠄨、古

文。恒β、同上。〔𠄢:求宣也〕。	
×	 ×	

玘	 琠 
湯典反。琠β、古文。玘也。𤩴、古

文。〔玘:去理反〕。	
○	 ○	

璵	 瑜	
翼(玉反)。珠也、玉美也。〔璵:翼居

反、美玉〕。	
○	 ○	

琳	 球	
渠周反。玉磬。〔琳:力金反。玉

名〕。	
○	 ○	

珙	 瑭	
徒當反。玉名。〔珙:居庸反、玉

名〕。	
○	 ○	

㻽 琛	
勅林反。重也。〔㻽:似瞻反。玉

名〕。	
○	 ○	

瑚	 珊	
珊、瑚也。〔瑚:后都反。璉也、簠簋

也〕。	
○	 ×	

理	 玼	
且礼反。鮮明也。〔理:力紀反、分

也、事也、治也、媒〕。	
○	 ○	

𤥛 㺿 翼之反。五色石也。〔𤥛:五巾反〕。	 ○	 ○	

理	 珸	

魚胡反。〔理:力紀反。正也、吏也、

分也、性也、事也、道也、從也、治也、

媒也〕。	

○	 ○	

𤫚 瑠	 九鳩反。〔𤫚:力支反、瑠也〕。	 ○	 ○	

珬 珂	
枯何反。馬瑙也、螺屬也、白也。

〔珬:同上。思律反〕。	
○	 ○	

玹	 𤪎 餘照反。〔玹:胡蠲反〕。	 ○	 ○	

璯	 璗	 達黨反。金美也。〔璯:苦話反〕。	 ○	 ○	

玹	 𨌥 
扶福反。〔玹:胡蠲反〕。〔珝:吁羽

反〕。	
○	 ○	

珝	 𨌥 
扶福反。〔玹:胡蠲反〕。〔珝:吁羽

反〕。	
○	 ○	

琙 班	

補姦反。別次也、賦也、徧也、位也、

列也、賜也、布也、還。〔琙:胡恤

反〕。〔璯:苦話反〕。	

○	 ○	

璯	 班	

補姦反。別次也、賦也、徧也、位也、

列也、賜也、布也、還。〔琙:胡恤

反〕。〔璯:苦話反〕。	

○	 ○	
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玨	 瑟	

所眤反。閇也。〔玨:古樂反〕。〔𨌥:

扶福反、皮篋〕。〔班:補姦反。還也、

次也、賜也、布也〕。	

○	 ○	

𨌥 瑟	

所眤反。閇也。〔玨:古樂反〕。〔𨌥:

扶福反、皮篋〕。〔班:補姦反。還也、

次也、賜也、布也〕。	

○	 ○	

班	 瑟	

所眤反。閇也。〔玨:古樂反〕。〔𨌥:

扶福反、皮篋〕。〔班:補姦反。還也、

次也、賜也、布也〕。	

○	 ○	

土	 地	

題利反、易也、辟也、底也。墬、古

文。埅、上地文。〔土:達扈反、度也、

居也、田也〕。	

○	 ○	

堄	 塹	
七艶反。坑也。〔堄:魚礼反、女廧

(墻)也〕。	
○	 ○	

壘	 壁	
補歴反。壘文。〔壘:屢揆反、重

也〕。	
○	 ○	

垛 塾	
殊鞠反。門側堂也。〔垛:徒果反。上

字〕。	
○	 ○	

圣	 㙷 
除立反。汙也。〔圣:口骨反〕。〔𡊞:

捕京反〕。	
○	 ○	

𡊞 㙷 
除立反。汙也。〔圣:口骨反〕。〔𡊞:

捕京反〕。	
○	 ○	

坻	 填	
徒堅反。加也、塞也、滿也、定也。

〔坻:直飢反、小渚〕。	
○	 ○	

坺	 𡊉 
摩墢反。塵也、壤也。〔坺:扶厥反。

治〕。	
○	 ○	

墢	 坒	 毘利反。相連也。〔墢:非發反〕。	 ○	 ○	

塓 壝	 欲鬼反。〔塓:莫歷反。塗也〕。	 ○	 ○	

𡐨 㙀 力救反。隴也。〔𡐨:餘緒反。野〕。	 ○	 ○	

垕	 𡋯 
蒲忽反。塵也、壤也。〔垕:胡狗反。

厚〕。	
○	 ○	

堥 𡊻 
力析反。塍也。〔堥:汝問反。前高後

下丘也〕。	
○	 ○	

㘲 墥 
敕管反。鹿所踐。〔㘲:居育反。西岸

也〕。	
○	 ○	

墆 壂	
徒晛反。堂也。〔墆:達計反。久也、

停也、貯也、止也〕。	
○	 ○	

㙇 壛 
与瞻反。閭里、門也。〔㙇:丑足反。

牛馬所蹈也〕。	
○	 ○	

𡎻 堋	
補鄧反。崩去。下棺也。〔𡎻:才山

反〕。	
○	 ○	

墟	 㘳 
區遊反。丘也。〔墟:去餘反。邑也、

居也、㘳〕。	
○	 ○	

𡏮 堜 力見反。墟名也。〔𡏮:壮交反〕。	 ○	 ○	

墋	 埿	
蒲鑒反。塗也。〔墋:楚締反。三靈

改〕。	
○	 ○	

壏 塲	
如羊反。坁也、鼠壤也。〔壏:何𪒠

反〕。	
○	 ○	
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塔	 㙱 胡道反。土釜也。〔塔:物聲〕。	 ○	 ○	

墿 埫 
⿱兀工冢反。不安也。〔墿:餘石反、

道也〕。 
○	 ○	

埋	 墁	
莫且反。杵也。〔埋:莫階反、𤷄

也〕。	
○	 ○	

坭	 堯	
堯β、古文。𡋰、古文。五彫反。高、

遠也。〔坭:乃礼反〕。〔埭:達載反〕。	
○	 ○	

埭	 堯	
堯β、古文。𡋰、古文。五彫反。高、

遠也。〔坭:乃礼反〕。〔埭:達載反〕。	
○	 ○	

釐	 甾	
側飢反。業也。〔釐:力之反。理

也〕。	
○	 ○	

𤲬 町	 達鼎反。區也。〔𤲬:仁緣反〕。	 ○	 ○	

甽	 畛	
諸亥反。場也。〔甽:古泫反。畎

字〕。	
○	 ○	

畂 畊	
居箏反。耕字。〔畂:力敕反。耕

字〕。	
○	 ○	

畺	 畕 说良反。比田也。〔畺:记良反〕。 ○	 ○	

疊	 黄	
胡光反。𡕛β、古文。〔疊:徒協反。

懼也〕。	
○	 ○	

𪎵 虚	
去餘反。〔𪎵:口浪反〕。〔黅:居吟

反。黃〕。	
○	 ○	

黅 虚	
去餘反。〔𪎵:口浪反〕。〔黅:居吟

反。黃〕。	
○	 ○	

𪏓 屔 奴⿰奚鳥反。〔𪏓:胡觥反〕。	 ○	 ○	

㐀 京	
居貞反。倉也。〔㐀:去留反。丘、同

上〕。	
○	 ○	

屔 冂	
苦勞反。遠界也。〔屔:奴⿰奚鳥反。

張字〕。𡎿、屔字。	
○	 ○	

鄰	 酇	 子管反。聚也。〔鄰:力臣反〕親也。	 ○	 ○	

鄋 郅	 諸逸反。登也。〔鄋:所留反〕。	 ○	 ○	

郷	 𨝴 胡光反。〔郷:虛良反。方也〕。	 ○	 ○	

䣆 𨝌 公安反。〔䣆:胡經反〕。	 ○	 ○	

䣀 𨟏 与金反。〔䣀:渠詭反〕。	 ○	 ○	

邖 𨞾 欣陵反。〔邖:所間反〕。	 ○	 ○	

邤 䣘 殆郎反。〔邤:黑言反〕。	 ○	 ○	

邥	 鄀	 如灼反。〔邥:舒甚反〕。	 ○	 ○	

䢵	 鄟 諸緣反。〔䢵:禹君反〕。	 ○	 ○	

䣎 䣔 胥果反。〔䣎:莊𨤲反〕。	 ○	 ○	

𨙽 䣟 才含反。〔𨙽:渠今反〕。	 ○	 ○	

𨚖 𤜡 胡灰反。〔𨚖:子移反〕。	 ○	 ○	

𨛌 𨟠 空縛反。〔𨛌:莫郎反〕。	 ○	 ○	
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𨜔 郰	 似矩反。〔𨜔:胡光反〕。	 ○	 ○	

䣅 鄯	 時戰反。〔䣅:時真反〕。	 ○	 ○	

𨜵 郀 口孤反。〔𨜵:烏魂反〕。	 ○	 ○	

𨛒 𨛎 下卑反。〔𨛒:蒲故反〕。	 ○	 ○	

𨛶 𨜶 於尺反。〔𨛶:人丘反〕。	 ○	 ○	

郰	 𢔴 魚家反。〔郰:知矩反〕。	 ○	 ○	

詞	 𤔲 似資反。〔詞:似茲反〕。	 ○	 ○	

伺	 墫	
七旬反。喜也。〔伺:⿱秋厘胥反、光

志反〕。	
○	 ○	

佂	 𠋴 
徒闞反。安也、靜也。〔佂:之成反。

㩴〕	
○	 ○	

份	 侅	
胡來反。䀭字。〔份:彼反陳〕。斌

字；彬字。	
○	 ○	

佖	 儠 
理攝反。〔佖：皮筆反〕。〔𠊩:仕巻

反。具也〕。	
○	 ○	

𠊩 儠 
理攝反。〔佖、皮筆反〕。〔𠊩:仕巻

反。具也〕。	
○	 ○	

儦 儺	 奴可反。節、度也。〔儦:徒鴞反〕。	 ○	 ○	

仜 俁	
疑輔反。〔仜：胡東反。大腹〕。

〔健:渠建反。伉〕。	
○	 ○	

健	 俁	
疑輔反。〔仜：胡東反。大腹〕。

〔健:渠建反。伉〕。	
○	 ○	

佳	 僩	
下板反。猛也、武也。〔佳:革崖反。

善〕。	
○	 ○	

仸 僂	
力矩反。傴也、疾也、尫也、典也。

〔仸:乚反。尫也〕。	
○	 ○	

傖	 𠊷 丈利反。會也。〔傖:仕行反〕。	 ○	 ○	

𠆩 㒓 敕剌反。逃也。〔𠆩:扶嚴反〕。	 ×	 ○	

僒 𠊵 都柯反。〔僒:求敏反。㮯〕	 ○	 ○	

軆	 躯	
去迂反。身也、體也。〔軆:𦔺礼反。

形也〕。	
○	 ○	

頷	 頜	 公答反。〔頷:口也〕。	 ×	 ×	

顠 顠 孚紹反。〔顠:受仟反〕。	 ×	 ○	

眈	 眓 呼達反。嗔視也。〔眈:當含反〕。	 ○	 ○	

䢥 睎	
欣衣反。望也、䀎也。〔䢥:餘運

反〕。	
○	 ○	

䁊 䁊 
一活反。滿也、塞。〔䁊:一活反。滿

也〕。	
×	 ○	

眐 瞺 於外反、眉目間。〔眐:之盈反〕。	 ×	 ○	

䁅 𥉾 
口苞反。面不平也。〔䁅:亡幸反〕。

〔睕:一活反。媚〕。	
○	 ○	
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睕 𥉾 
口苞反。面不平也。〔䁅:亡幸反〕。

〔睕:一活反。媚〕。	
○	 ○	

第 二 帖 

𪙑 齩	
胡狡反。齧骨也。〔𪙑:魏結反。齹

也、切也〕。	
○	 ○	

第 三 帖 

𡅻 吅 
詡煩反。驚呼也。〔𡅻:火元反。驚

也〕。	
○	 ○	

第 四 帖 

柊	 楑 
渠惟反。木也、大椎也、度也。〔柊:

之戎反。椎也〕。	
○	 ○	

茞	 蓶 
云揆反。似馬韭黃蓶也。〔茞:時鄰

反。草也〕。	
○	 ○	

第 五 帖 

䍤 𦌱 同上。〔䍤:子礼反。後酒也〕。	 ○	 ○	

𦊓 罥	 古泫反。罿。〔𦊓:力鼎反。𦉬〕。	 ○	 ○	

甌	 甕	 同上。〔甌:於侯反。盌〕。	 ○	 ○	

瓪	 㼲 
力頰反。踏瓦破也。〔瓪:布綰方但二

反。瓦〕。	
○	 ○	

甊 𤬯 
胡躭反。甖有耳。〔甊:力口反。甖

也、罌也〕。	
○	 ○	

𤬷 𤭗 
女刮反。𤭧皆也。〔𤬷:同上。都秋

反〕。	
○	 ○	

䍍 缻	 同上。〔䍍:無尤反。未燒瓦〕。	 ○	 ○	

缾	 𦉥 
同上。〔缾:菩丁反。器也、汲水器

也〕。	
○	 ○	

䍊 𦉩 籀文。絞。〔䍊:公的反。吹也〕。	 ○	 ○	

𩰱 𧖓 籀文。〔𩰱:式羊反。煑〕。	 ○	 ○	

𩰳 𩰹 (無)。〔𩰳:胡圭反。甑空也〕。	 ○	 ○	

𠤼 𠥐 古文。〔𠤼:徒弔反。田器〕。	 ○	 ○	

匥	 ⿷匚既 古。〔匥:皮變反。笥〕。	 ○	 ○	

㫏 𣄧 同上。〔㫏:於鳥反。旗也〕。	 ○	 ○	

㫍 旜 同上。〔㫍:与堯反。旗〕。	 ○	 ○	

㢻 㢵 虚葉反。弓弽。〔㢻:女志反。㢰〕。	 ○	 ○	

𣂞 斬	
俎减反。斷也、滅也、伐也、裂也、破

也。〔𣂞:力可反〕。	
○	 ○	

𥍴 𥎞 
子莢(筭)反。金。𥎥、同上。〔𥍴:丈

置反。矛〕〔𥍹:魚偃反。矛〕。	
○	 ○	

𥍹 𥎞 
子莢(筭)反。金。𥎥、同上。〔𥍴:丈

置反。矛〕〔𥍹:魚偃反。矛〕。	
○	 ○	



 

 85 

𥎂 𥍮 
扶庸反。矛。𥎌、同上。𥎂、上。

〔𥎂:如客反。同上〕。	
○	 ○	

𠜓 剔	
他狄反。〔𠜓:同上。記歷反。屠也、

刳治也〕。	
○	 ○	

𠜓 剔	
他狄反。〔𠜓:同上。記歷反。屠也、

刳治也〕。	
○	 ○	

𨦃 鍥	 可結反。缺也。〔𨦃:丁果反。缺〕。	 ○	 ○	

𥿡 鈮	 同上。〔𥿡:奴礼反〕。	 ×	 ×	

覡	 𢍮 古文。〔覡:胡的反。巫〕。	 ○	 ○	

甫	 𤰆 用古。〔甫:弗禹反、男子美始稱〕。	 ○	 ○	

𨍯 𨏺 籀文。〔𨍯:儿足反。直⿰車表車〕。	 ○	 ○	

潯	 𣴱 
同上。亡尒反。〔潯:字林反。旁深

也〕。	
○	 ○	

瀬	 𣲓 
説文。〔瀨:力大反。水上沙也。沙

字〕。 
○	 ○	

泛	 汵 或㝡也。〔泛:孚劒反。舟流皃〕。	 ○	 ○	

澱	 𣿍 上同。〔澱:徒見反。滓也、澤也〕。	 ○	 ○	

𡿿 𠛱 𡿪字。〔𡿿:胡国反。水流〕。 ○	 ○	

𡿧 𡿩 上文。〔𡿧:子来反。害也。今災〕。	 ○	 ○	

𡿧 𡿷 籀文。〔𡿧:子来反。害也〕。	 ○	 ○	

州	 𣧓 
古文。〔州:止由反。殊也、浮也、聚

也〕。	
○	 ○	

豁	 谿	
苦奚反。〔豁:呼活反。同上。空也、

大也〕。	
○	 ○	

𩆵 䨘 同上。〔𩆵:思反。小雨。霰字〕。	 ○	 ○	

𩂣 零	
同上。〔𩂣:力各反。雨零也、落

也〕。	
○	 ○	

䰠	 𩲡 古文。〔䰠:始仁反。神〕。	 ○	 ○	

幹	 朝	

同上。𦩻。〔幹:柯旦反。强也、貞固

也、安也、本也、事也、主也、體也、犮

也〕。	

○	 ○	

第 六 帖 

辢 辞	 上字。〔辢:力反。瘌字〕。	 ○	 ○	
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附表 2 埋字 B リスト 

埋字 B 主字 主字注文 宋本 

第 一 帖 

弌 一	 於逸反。少也、初也:同也。〔弌:古文〕。	 古文。	

𠀡 天	
秦堅反。顛也、顯也、君也。〔𠀡:古文〕、

〔𠀘:古文〕、〔兲:古文〕、〔𠕹:古〕	
並古文	

𠀘 天	 " 並古文	

兲 天	 " 無 

𠕹 天	 " 無 

元 元 
魚園反。大也、始也、首也、長也。〔元(seal):

古文〕。	
無 

吏 吏 
理致反。使也、君所使也。〔吏(seal):古文〕。

三吏、三公也。	
無 

丄 上	
時讓反。前也、遠也、君也、登也。〔丄:古

文〕。	
古文	

𢂇 帝 
都麗反。君也、諦也、天也。〔𢂇:古文〕、

〔𠫦:古文〕。	
古文	

𠫦 帝 " 無 

雱 旁 
薄唐反。側也、方也。〔雱：古文。〕〔㝑、

㫄、𣃙、𣃟、⿳宀二方：皆古文𢂇(帝)旁。〕 
無 

㝑 旁 " 無 

㫄 旁 " 無 

𣃙 旁 " 籀文。	

㝑 旁 " 歩忙切。古文旁。	

𣃟 旁 " 並古文。	

⿳宀二方 旁 " 並古文。	

𢂇 旁 " 無 

丅 下	
遐嘏反。去也、後也、賤也、落也、底也、服

也、降也。〔丅:古文〕、〔下 β:古文〕。	
無 

下 β 下	 " 無 

𥘅 示	 時志反。語也、見也。〔𥘅:古文〕。	 古文	

神 β 神 
視仁反。鬼也、治也、慎也、重也、引也。〔神

β〕、〔神 γ〕、古文。	
無 

神 γ 神   無 

𪗒 齋 
側階反。洗心曰齋、防患曰戒、敬也、㽵莊也。

〔𪗒:古文〕、〔⿰𧆞眞:齋文也〕	
無 

⿰𧆞眞 齋   無 
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祗 β 祗 諸時反。敬也。〔祗 β:古文〕。	 無 

祭 β 祭 
子〓反。察也、至也、薦也、享也、祀也。〔祭

β:古文〕。	
無 

禩 祀 
徐理反。祭也、歳也。〔禩 β:上文〕。䃾:俾利

反。〔又禩 γ〕。	
同上	

禩 γ 祀 " 無 

𥛛 禋 於神反。燎柴、祭也、敬也。〔𥛛:古文〕。	 同上	

𥚨 祡 
仕佳反。祭天曰焚、祡也。柴、仕佳反。燔。

〔𥚨:柴文〕。	
古文	

𥛱 祊 補衡反。門祭也。〔𥛱:上文〕。〔𥛻:上文〕。	

布庚切、祭、說文

曰、門內祭先祖、所

以徬徨也、亦作𥛻	

𥛻 祊 " 無 

禴 礿 餘灼反。夏祭也。〔禴:上文〕。	 同上	

禘 β 禘	 徒計反。大祭。〔禘 β:古文〕。	 無 

祐 β 祐	
胡救反。助也、從也、信也。〔祐 β:古文〕。作

佑字。	
無 

祺 β 祺 
勤基反。祥也、吉也。〔祺 β〕、〔禥〕、上

文。	
無 

禥 祺 " 籀文	

福 β 福 

甫伏反。昨也、〓也。〔福 β:古文〕。五福:一
壽、二富、三康寧、四彼徳、五孝終命、鬼神所祐

也、三人道所吉、又二天所貴二。	

無 

祿 β 祿 旅穀反。福也、録也。〔祿 β:古文〕。	 無 

祥 β 祥 
似陽反。善也、象也、吉也、告也、恠也。祥

β、〔古文〕。	
無 

祼 β 祼 古換反。灌也。〔祼 β:古文〕。	 無 

𥜹 禱 
都道反。請也、謝也。〔又作𥜹〕。〔又作

𥛇〕。	
籀文。	

𥛇 禱 " 古文。	

禮 β 禮 
力底反。履也、理也。〔禮 β:古文〕。〔禮 γ:古

文〕。〔礼:上文〕。	
無 

禮 γ 禮 " 無 

礼 禮 " 無 

䄂 𥛅 徐留反。祝𥛅也。〔袖:古文〕。	 恥霤切。古文𥛅。	

𥙲 社 時野反。封也、母也、稷也。〔𥙲:古文〕。	 古文。	

𥜔 祧 
吐堯反。遠祖之廟也。〔𥜔:古文〕、〔祧 β

字〕。	
古文	

祧 β 祧 " 無 

𥜱 祟 思遂反。神禍也。〔𥜱:同文〕。	 籀文	
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祅 䄏 於驕反。殀害物也。〔祅:同上〕。	

於驕切、天反時為

災、地反物為祅、說

文作䄏	

𥙮 𥜦 思踐反。煞也。〔𥙮:同上〕。	
思淺切、秋田祭

也、与獮同	

𥙰α 𥙰 
時柳反。久也。壽字也。〔𥙰β:古文〕、〔𥙰γ:

古文〕、〔𥙰δ:古文〕。	
無 

𥙰γ 𥙰 " 無 

𥙰γ 𥙰 " 無 

𠄨 恒 
何登反。久也、猛也、常也。〔𠄨:古文〕。〔恒

β:同上〕。𠄢、求宣也。	
古文	

恒 β 恒 " 無 

𠙻 王 
禹方反。往也、大也、君也、姓也、威也。〔𠙻:

同上〕。	
古文	

𤽙 皇 
胡光反。大也、匡也、天也、君也、正也、主

也、美也。〔𤽙:古文〕。	
無 

玉β 玉 魚録反。〔玉 β:古文〕。〔𤣪:古文〕。	 無 

𤣪 玉 " 古文	

琠 β 琠 
湯典反。〔琠 β:古文〕。玘也。〔𤩴:古文〕。

玘、去理反。	
無 

𤩴 琠 " 古文	

璚 瓊 
求營反。玉樹也。〔璚:同上〕。〔瓗:同上〕。

〔璇:同上〕。	
同上	

瓗 瓊 " 
同上、又音畦、又

羊水切、美皃	

璇 瓊 " 
似宣切、美石次

玉、亦作琁	

璿 β 璿 
辞縁反。玉名。〔璿 β:古文〕。〔𤫀:同上〕。

〔𤩅:同上〕。	
無 

𤫀 璿 " 籀文	

𤩅 璿 " 古文	

玠 β 玠 柯薤反。〔玠 β:同上〕。	 無 

𤣽 瑁 瑁、莫戴到反、冒也。〔𤣽:同上〕。	 古文	

瑱 β 瑱 他見反。塞耳玉也。〔瑱 β:古文〕。	 無 

㻫 珌 俾蜜反。刀上餝也。〔㻫:同上〕。	 古文	

⿰王⿱立豕 璏 雉例反。劒鼻也。〔⿰王⿱立豕(瑑):同上〕。	 無 

珎 珍 張陳反。寶也、獻也、重也。〔珍 β:古文〕。	 無 

璞 𤩂 力高反。璞者真也。〔璞:上同〕。	

普角切、玉未治

者、老子曰、璞散則

為器、王弼曰、璞眞

也	
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琗 璱 所眤反。〔琗:同上〕。	 廣蒼、同上	

瑻 琨 居魂反。〔瑻:同上〕。	 說文同上 

瓀 瑌 如兗反。〔瓀:同上〕。	 無 

玪 瑊 古咸反。〔玪:字也〕。	 無 

玏 𤨕 力徳反。〔玏:同上〕。	 同上	

璓 琇 思救反。美石也。〔璓:同上〕。	 說文、琇 

璟 璄 於景反。〔璟:字〕。光也。	 無 

琕 玭 蒲蠲反。〔琕:同上〕。	 同上	

瓌 瑰 古廻反。珠也、圓玉也。〔瓌:同上〕。	 同上	

𤥚 玕 柯寒反。〔𤥚:古文〕。	 無 

䥅 琴	 渠林反。〔䥅:古文〕。〔琴 β:又作〕。	 無 

琴β	 琴	 " 無 

墬 地 
題利反、易也、辟也、底也。〔墬:古文〕。

〔埅:上地文〕。	
籀文	

埅 地 " 
扶方切、說文與防

同	

𡋮 墺 於報反。四奧地也。〔𡋮:上文〕。	 並古文	

堞 𡑢 徒頬反、垣也、〔又堞字〕	 無 

堂 β 堂 
達當反。殿也。〔堂 β〕、〔堂 γ〕。又作殿

也。〔㙶:堂文〕。	
無 

堂 γ 堂 " 無 

㙶 堂 " 並古文	

𡓴 𡊅 甫墳反。糞也、除也。〔𡓴:上文〕。	 古文	

塤 壎 
旴園反。萌也、坎也。〔塤:上字〕。〔坃〕、

〔壦〕、上字。	
同上	

坃 壎 " 並古文	

壦 壎 " 並古文	

𡊆 壐 胥紫反。印也。〔𡊆:坵字也〕。	 同上	

𡎯 壞 胡惟反。敗也。〔𡎯:壞字〕。	 古文	

壅 𡓱 紆恭反。敝也、隄也、障也。〔壅:同上〕。	 同上	

𡍏 垔 於仁反。塞也。〔𡍏:古文〕。	 古文垔	

𡊎 坐 徐果反。守也、止也。〔𡊎:古文〕。	 無 

䵺 𡍨 徒古反。塞也、冒也、閑也。〔䵺、古圢字〕。	 古文	

𡓐 堭 胡光反。合殿也。〔𡓐、咢字也〕。	 五各切、圻𡓐也	
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瘞β	 瘞 
猗例反。埋也、幽也。〔瘞 β:古字〕。燔柴祭地

也。	
無 

塌 𡓲 徒闔反。墮也。〔塌:同上〕。	 古文	

𧷎β 𧷎 胡八反。囚突出也。〔又𧷎β字〕。	 無 

𡍮 垂 時規反。遠、邊也。〔𡍮:同上〕。	 說文垂 

塠 堆 都廻反。高也、𨺙也。〔塠:同上〕。	 同上、又塠落也	

堯 β 堯 
〔堯 β:古文〕。〔𡋰:古文〕。五彫反。高、遠

也。坭、乃礼反。 
無 

𡋰 堯 " 古文	

堇 𡏳 
姑隱反。〔堇:古文〕；〔又䒺:古文〕；〔菌:古

文〕。	
同上	

䒺 𡏳 " 並古文	

菌 𡏳 " 奇隕切。地菌。	

艱β	 𦫒 居閑反。難也。〔𦫒β:古文〕；〔囏:艱字〕。	 無 

囏 𦫒 " 無 

𡐨 野 
餘者反。〔𡐨〕、百里郊、二百里州、三百

〔里〕野也。	
無 

畭 畬 与居反。〔畭:同上〕；〔𤰩:同上〕。	 無 

𤰩 畬 " 古文	

畞 畮 莫走反。畝也。〔畞:同上〕。	 說文與畮同 

㽜 畹 於遠反。卅畝為畹。〔㽜:同上〕。	 同上	

界 畍 耕薤反。境也。〔界:同上〕。	
耕薤切、爾雅云疆

界、垂也	

𤱥 畷 豬衛反。表也。〔𤱥:𤱏字也〕。	 古文	

𤲸 畜 許陸反。養也。〔𤲸:同上〕。	
說文云同上、魯郊

禮畜、从茲、茲益也 

𡕛 黄 胡光反。〔𡕛:古文〕。疊、徒協反。懼也。	 無 

丘 京 居貞反。倉也。㐀、去留反。〔丘:同上〕。	 同上	

𡎿 冂 
苦勞反。遠界也。屔、奴⿰奚鳥反。張字。〔𡎿:

屔字〕。	
無 

𨙼 郢 以井反。〔𨙼:同上〕。	 同上	

𧾺 企 去豉反。望也。〔𧾺:古文〕。	 古文。	

儁 俊 子殉反。絕異也。〔又儁〕。	 同上俗作隽。	

仲 β 仲 廚諷反。中也。〔仲 β:古文〕。	 無 

𠈽 伊 於時反。〔𠈽:古文〕。辞也。因、惟也、侯也。	 無 

𠊫 侚 詞駿反。疾也。〔𠊫:同上〕。	 字書侚字。	
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㑂 仿 芳往反。不諦也。〔㑂:同上〕。	 籀文。	

𠋱 僁 桑截反。聲也。〔𠋱:同上〕。	 字書同上。	

件 侔 莫侯反。均、齊也。〔件:同上〕。	

其輦切、説文云、

分也、从人从牛、牛

大物、故可分。	

傫 儽 
力追反。〔傫:同上〕。兵也、望也、疲也、重

也。	
同上。	

佀 傍 蒲當反、近也、輔也。〔佀:聲類似字〕。	
二同、祥里切、像

也。	

佌 𠈈 且紫反、小也、細陋也。〔佌字也〕。	 七紙切、小舞皃。	

𠑗 仙 僊也。〔或𠑗〕。	 説文、僊。	

㒧 儷 
呂諸反。耦也、數也、伴也、侶也。〔㒧:同

上〕。	
字書上同。	

𠉦 㒅 口礼反。開衣領也。〔𠉦:夙字〕。	
思育切、並古文夙

字。	

𠘽 民 弭申反。宜也、眠也。〔古𠘽〕。	 無 

羛 義 魚琦反。理也、善也、宜也。〔羛字〕。	
墨翟書、義字從

弗。	

毑 姐 子我反。子倚反。〔毑:古文〕。	 無 

妤 孁 力丁反。女字。〔妤:嬩字〕。	 以諸切、婕妤。	

𩕢 頂 丁泠反。㒹也、上也。〔𩕢:頂字〕。	 籀文	

䫨β 䫨 吾高反。〔䫨β:也:同上〕。	 無 

𩓸 𩓠 季卑反。畫也、〓也。〔𩓸:同上〕。	 同上	

𩔞β 𩔞 胡𨈣反。頤、為頸。〔𩔞β:同上〕。	 無 

𩓦 𩑦 於骨反。〔𩓦:同上〕。	 無 

𩕔 䫰 來軫反。恥也。〔𩕔:同上〕。	 無 

𩔴 頊 虛玉反。縮也。〔𩔴:同上〕。	 同上	

𩑔 𩑡 口本反。禿也。〔𩑔:同上〕。	
口本口沒二切、禿

也。	

䫐 䫴 距錦反。怒也。〔䫐:同上〕。	 無 

𩔜 頌 与恭反。容也。〔𩔜:頌字〕。	 籀文。	

𩉊 𩈍 靦字也:同上。〔𩉊:同上〕。〔𡆎:同上〕。	 同上	

𡆎 𩈍 " 字書靦字	

𠙷 囟 先晉反。頭會腦蓋也。〔𠙷:古文〕。	 古文	

䶍 𪖣 都計反。啑也。〔䶍:同〕。	
二同、都計切、鼻

噴氣、本作嚏。	

𦣹 自 
徐利反。由也。用也、率也、從也、大。〔𦣹:古

自〕。	
古文	
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𡇡 目 莫鹿反。眼也、見也、視也。〔𡇡:古文〕。	 古文	

𥅝 ⿰目幵 口系奚反。直視也。〔𥅝:同上〕。	
⿲目干干目或在

下。 

䀏 眴 胡遍反。目搖也。〔䀏:同上〕。	 胡絹切、目搖也。	

𡻲 睦 莫轂反。和也、厚也、信大也。〔𡻲:古文〕。	 古文	

𥅣 眱 与之反。竊視也。〔𥅣:古文〕。	 古眱字。	

𥅜 瞋 昌真反。怒也。〔𥅜:同上〕。	 同上	

𥉏 看 苦安反。見也。〔𥉏:同上〕。	 同上	

瞬 瞚 尸潤反。〔瞬:同上〕。	 同上	

䀟 𥄱 普未反。目不明也。〔䀟:同上〕。	 同上	

𥄺 眣 達結反。目露也。〔𥄺:同上〕。	 古文。	

𥄵 瞲 呼出反。𥅛。驚視也。〔𥄵:同上〕。	 同上	

𥅰 睵 千才反。目不正也。〔𥅰:同上〕。	 同上	

𥅘 眡 時指反。瞻。〔𥅘:古文〕。	 無 

𥸑 𥍊 古桓反。觀字也。〔𥸑:同上〕。	 同上	

第 二 帖 

眉 𥇮 莫飢反。老也。〔眉:同上〕。	 今睂字。	

省 β 省 
思井反。善也、察也、審也。〔省 β:古文〕。

〔𡮀〕。	
無 

𡮀 省 " 古文	

見 β 見 居薦反。見也、禾也。〔亦見 β〕。	 無 

𦕐 耼 奴甘反。耳曼也。〔𦕐:同上〕。	 說文、聃同。 

㖶 咽 於見反。吞也。〔㖶:古文〕。	 同上。	

撜 抍 助也、取也、收也、升也。〔撜字〕。	 同上。	

𦚡 𦞚 先結反。臆中脂也。〔𦚡字〕。	 同上	

第 三 帖 

𧭺 諄 
之純反。然也、佐也、罪也、憎也、苦也。〔𧭫:

也諄也字也〕。	
同上	

訔 誾 魚巾反。和悅而爭也。〔訔:誾字也〕。	 同上	

𧪱 詢 思導反。問親戚之議訪也。〔𧪂:詢字〕	 無 

譮 話 朝快反。謂也、調也。〔譮:也話字〕。	
許界切。怒聲。說

文云：籀文䛡。	

謻 誃 直移反。離也、別也。〔謻:誃字〕。	 同上	

𢨋 誖 補潰反。乱也、逆也。〔𢨋古〕。	 無 
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𢋀 訾 子移反。量也、思也。〔𢋀:訾字〕。	 無 

䛌 䛬 道力反。小兒未能正語也、祝也。〔䛌:䛬字〕。	 同上	

𧥻 訇 胡蠲反。音大。〔𧥻:訇字〕	 籀文	

𧧴 譀 胡濫反。誕也、話也、調也。〔𧧴:譀字〕。	 同上	

誚 譙 
似醮反。譲也、踧也、訶也、嬈也、煞也。〔誚:

譙字〕。	
才妙切、責也	

𧮈 謇 居展反。難也、吃也。〔𧮈:謇字〕。	 無 

𨒪 迹 
子亦反。跡也、理也、步遽也、道也。〔𨒪:迹

字〕。	
籀文	

递 遞 達礼反。失也、更易也。〔递:遞字〕。	 同上	

遒 逎 
徐留反。固也、終也、迫也、忿也、近也、逎

也。〔遒字也〕。	
同上	

䢚 𨒆 
胡郎反。迹也、長也、短也、道也。𨁈字。〔䢚:

𨒆字〕。	
同上	

嵗β 嵗 古文。〔嵗 β:古文〕。	 無 

寮 β 寮 力條反。官也。僚字。〔寮 β:古〕。	 無 

疣 𤴨 尤富反。顫、搖頭也。〔疣:𤴨字〕。	
羽求切。結病也。

今疣贅之腫也。	

㿒 疛 除又反。腹疾也。〔㿒字〕。又□也。	
同上。又覩老切。

病也。	

癕 癰 行恭反。漂疽疾𤻕也。〔癕字〕。	 同上	

癤 𤻵 子結反。𤻕也。〔癤:𤻵字〕。	 同上	

疧 㿆 古和反。禿也。〔疧也〕。	
古禾切。瘡也。又古

花切。	

殄 㱚 
在安反。䏼字。禽獸所食餘也、多。〔殄字:古

文〕。絶盡。	
徒典切。絕也。	

殗 殜 
餘攝反。⿰歹景也、病也、久病也。〔殗殜字。

病也〕。	
同上	

第 四 帖 

櫾 柚 瑜售反。似橘酢也。〔櫾:柚字也〕	 余舟切。木名。	

杍 李 力子反。行李、譯也、非也。〔杍:李字〕	
古文李。又音子。

木工也。	

𣡷 栗 力質反。〔𣡷字〕。	 無 

橬 𣠟 梣字。〔橬:梣字〕。病。	 並同上。	

⿰木虗 㯉 敕於反。惡木也。⿰木虗字。	 無 

𣡺 蘽 力隹反。蔓也、𦽦也。〔𣡺字〕。	 籀文。	

橡 樣 
辞両反。實也、實橡也。〔橡〕。櫟子。〔様

字〕。	
同上。	

様 樣 " 無 
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柠 楮 都古反。榖木。〔柠字〕。	 同上。	

⿰木𣎽 𣛺 先栗反。〔⿰木𣎽字〕。可爲杖也。	 無 

梥 松 聚恭反。〔梥:榕字〕。	 無 

槑 某 莫後反。酸果也。〔槑字〕。	 古文。	

楍 本 
補衮反。舊也、基也、根也、幹也。〔楍:古

文〕。始也、下也。	
古文。	

柝 𣔳 橽各反。判也。〔柝字〕。又剫也。 無 

棬 桊 棬字。	

去權切。屈木盂

也。又居媛切。拘牛

鼻。亦作桊。	

棒 棓 蒲講反。大杖也、杭也、破也。〔棒字〕。	 無 

東 β 東 都公反。動也。〔東 β:古文〕。	 無 

樊 棥 〔樊字〕。 無 

薑 䕬 居良反。菜也。〔薑字〕。	 同上。	

荻 藡 達歷反。𦼉也。〔荻字〕。𩉜字。	 同上。	

𦵻 茜 此見反。芳蒐也。〔𦵻字〕。芊字。	 同上。	

莑 蓬 蒲功反。〔莑字〕。非真達者也。	 籀文。	

莔 β 莔 
馬衡反。貝母。〔莔 β:古文〕。筞也。白華似韭

也。	
無 

𦸇 𦬸 儲⿰彳䢖反。术字。〔𦸇字〕。似葪。	 同上。	

䔮 菥 思貲反。生水中、華可食。〔䔮字〕。	
思移切。草生水

中、其花可食。	

荇 莕 何梗反。菨荼也。〔荇字〕。	 同上。	

𦼺 苵 徒結反。蕛也。〔𦼺字〕。	 同上。	

菰 苽 古胡反。蔣也。〔菰字〕。	 同上。	

𦮓 荊 景貞反。楚木也。〔𦮓字〕。	 古文。	

藻 薻 績道反。〔藻字〕。	 同上。	

茟 芛 惟畢反。葟華也。〔茟字〕。榮也。	 古文。	

茡 芓 祥利反。枲也。莩提也。〔茡:芓字〕。	 同上。	

𧅈 藋 徒叫反。蓬蒿。藜董也。〔𧅈:藋字〕。	 同上。	

𦭯 蔞 
力俱反。蒿也、香草也、蘢也、天瓜也。〔𦭯:蔞

字〕。水草也。	
力主切。小蒿草。	

蒷 芸 右軍反。香草也、苔也。蒷字。〔蒷:芸字〕。	 同上。	

䓯 𦺇 部毒反。茿反。毒也。〔䓯:𦺇字也〕。	 同上。	

𧄶 䖂 力九反。鳧葵也、茆也。〔𧄶:䖂字也〕。	
力官力卷二切。𦽏

葵也。	
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𦽘 䓜 或𦽘字。	 同上。	

葊 菴 猗廉反。菴䕡蒿也。〔葊字〕。	 古文。	

蘛 萮 萸句反。榮也。〔𧃠字〕。	 同上。又音育。	

𦿑 葬 子浪反。藏也。〔𦿑:古字〕。	 無 

簵 簬 力故反。美竹也、楛箭也。〔簵字〕。	 同上。	

䉒 籓 逋園反。大箕也、蔽也。〔䉒字〕。	 同上。	

籩 籩 補堅反。竹噐也。〔籩字〕。	 補堅切。竹器也。	

䉰 筊 胡交反。竿也、竹索也。〔䉰字〕。	 同上。	

䈉 箑 所洽反。扇也。〔䈉:翣字〕。	 同上。	

籤 𥮒 子田反。絮簀也。〔籤字〕。	 同上。	

𥴲 簢 眉隕反。竹中空也。〔𥴲字〕。	 同上。	

韰 䪥 胡戒反。菜也。〔韰字〕。	 無 

𤫰 㼎 蒲卓反。雹。小瓜也。〔𤫰也〕。	 同上。	

瓝 瓞 徒結反。〔瓝字〕。小也。	 同上。	

䅌β 䅌 公玄反。麥莖也、稾也。〔䅌β字〕。	 無 

𪛁 秋 且丘反。斂也、白藏也。〔𪛁、秋字〕。	 籀文。	

第 五 帖 

䑔 𦦈 同上。〔䑔:上字〕。麥舂。	 孚穢切。舂也。	

𠎤 侖 力旬反。思也。〔𠎤:上字〕。	 無 

舍 β 舍	 式夜反。宮也、處也、執也。〔舍 β:上字〕。	 無 

罔 𦋟 古文。〔罔〕、〔𠕃〕、〔𦉯〕皆古文。	 并同上	

𠕃 𦋟 " 并同上	

𦉯 𦋟 " 古文	

𥹄 𦌔 先卷反。網。〔𥹄:同上〕。	 同上。	

𦊑 𦌁 〔𦊑:同上〕。 同上。	

𦊠 罦 扶尤反。同上。〔𦊠:同上〕。	 同上。	

罘 𦊾 扶流反。免網。同上。〔罘:同上〕。罘。	 同上。	

𦋾 𦋽 同上。〔𦋾:籀文〕。	 籀文。	

兾 冀 居致反。州。〔兾:同上〕。	 同上	

卥 西 恩奚反。〔卥:古文〕。	 古文。	

栖 卤 籀文。〔栖、鳥宿〕。	 無 

䴜 𪊉 胡乖反。〔䴜:同上〕。	 同上。	
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鹻 鹼 公咸反。鹵。〔鹻:同上〕。	 同上。	

盬 β 盬 公都反。地也、且也、如也。〔盬 β字〕。	 無 

𡚉 瑟 所眤反。樂。〔𡚉:古文〕。	 古文。	

⿰⿱喜心否 嚭 普鄙𨟰反。大。〔⿰⿱喜心否:上字〕。	 無 

𣅣 豆 徒鬭反。〔𣅣:古文〕。大豆云尗。	 無 

𧯮 豔 余贍反。美色也。〔𧯮:古文〕	 無 

𥁓 䀁 余九反。甌。〔𥁓:同上〕。	 同上。	

𥃈 盧 力胡反。飲器也。〔𥃈:籀文〕。	 同上	

䀆 盡 辞引反。竭。〔䀆:同上〕。	 同上。	

𥁔 䀀 扶淹反。盃。杯也。〔𥁔:同上〕。	 并同上。	

𤭐 甍 莫耕反。棟。〔𤭐:上字〕。	 同上。	

㼙 甃 側冑反。脩井:同上、縮小也。〔㼙:古文〕。	 古文。	

𤮅 甈 丘帶反。破甖。〔𤮅:上字〕。	 同上。	

𤭪 㼽 所丙反。半瓦。〔𤭪:同上〕。	 同上。	

𤮊 㼹 口郎反。瓠。〔𤮊:同上〕。	 同上。	

𤬿 𤮰 胡圭反。甑、下空。𤬿、同上。	 同上。	

𤭓 㼛 
胡經反。酒器。〔𤭓:同上〕。〔⿰圣瓦:上

字〕。	
同上。	

⿰圣瓦 㼛 " 無 

𦉈 䍋 時䂓反。明。〔𦉈:古文〕	 無 

䰛 鬲 旅激反。釜屬。〔䰛:同上〕。	 同上。	

𩰫β 𩰫 公利反。土釜也。〔𩰫β:同上〕	 無 

𩱧β 𩱧 柯衡反。五味和也。〔𩱧β:上文〕。	 無 

且 β 且 
千野反。兼辞、〔且 β(seal):古文〕、復也、辞

也、將也、薦也、調。〔𠀇:古且字〕。	
無 

𠀇 且 " 古文。	

𠥓 匚 甫王反。受物器。〔𠥓:籀文〕	 籀文。	

𠥬 匛 匛。渠救反。棺。〔𠥬:古上文〕	 籀文。	

𠥫 𠥣 補堅反。〔𠥫:同上〕	 籀文。	

曲 β 曲 丘玉反。不直也。〔曲 β:古曲〕。	 無 

𠙾 𠙹 
側治反、又与周反。〔𠙾:古〕、〔𠚀:古〕、

〔甾:今𠙹〕。	
並古文。	

𠚀 𠙹 " 並古文。	
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甾 𠙹 " 

側飢切、與葘同、

爾雅曰田一歲曰葘、

郭璞云今江東呼初耕

地反草為葘	

疀 𦦘 千廉反。〔疀同〕。疌、上上甾文。	 同上。	

𣓩 畚 補昆反。盛粮器。〔𣓩:同上〕	 同上。	

𧈕 𧆣 力胡反。飲器。〔𧈕:籀文〕	 籀文。	

𣱏 於 憶閭猗居明二反。〔𣱏:古於文〕〔𤋬古〕。	 並古文。	

𤋬 於 " 並古文。	

𠂕 矢 尸旨反。〔𠂕:同上〕	 同上、俗。	

矦 侯 侯。胡溝反。䠶。〔矦:古文〕、〔𥎦:古文〕。	 無 

𥎦 侯 " 古文。	

矧 矤 尸忍反。〔矧:同上〕。况也、長也。	 同上。	

彌 瓕 
亡支反。廣也、偏也、終也、遠也、合也。〔彌:

同上〕。	

亡支切。大也、偏

也。	

𢐋 弛 
詩紙反。弓解也、離也、易也、度也、量也、舍

也。〔𢐋:同上〕、〔㢮:同上〕。	
同上。	

㢮 弛 " 無 

彍 彉 同上。張也。〔礦同上〕。張也。 同上。	

𢏨 㢼 卑討反。弓戻。〔𢏨:同上〕。	 同上。	

𢐡 𢐈 
皮蜜反。輔也。〔𢐡:同上〕、〔弼:今。重也、

高也、上也、備也〕。〔㢸:同上古弼也〕。	
同上。	

弼 𢐈 " 今文。	

㢸 𢐈 " 古文。	

𣃂 斲 竹角反。削。〔𣃂:同上〕。	 同上。	

𣂢 斷 徒管反。〔𣂢:古文〕、〔籪:上文〕。	 古文。	

籪 斷 " 無 

𨥨 矛 莫候反。〔𨥨:古文〕	 古文。	

𥎥 𥎞 
子莢(筭)反。金。〔𥎥:同上〕。𥍴:丈置反。矛。

𥍹:魚偃反。矛。	 同上。	

𥎌 𥍮 
扶庸反。矛。〔𥎌：同上。𥎂、上。〕〔𥎂：如

客反。同上。〕 
同上。	

𢧟 𢦧 莫候反。〔𢧟:同上〕。	 無 

𣫐 𣪐 時尤。懸物撃也。〔𣫐:同上〕。	
市流切。懸物𣫐撃

也。	

殺 β 殺 
所黠反。〔殺 β:古伇〕。死也、截也、賊也、咸

也、抒也、疾也。〔𢁛:上古文〕。	
無 

𢁛 殺 " 並古文。	
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㗉 㓵 五各反。劔刃。〔㗉:籀文〕。	
力灼切。今作略、

又籀文剠。	

𠚽 剞 居蟻反。刀。〔𠚽:同上〕。	 同上。	

劂 𠜾 九勿反。鏤刀。〔劂:同上〕。	 同上。	

𠟻 則 

子勒反。法也、視也、常也、辞也、即也、式。

〔𠟻:古文〕、〔則 a:上文〕、〔𠟭:上文〕、〔則

b:古文〕。	

古文。	

則 a 則 " 無 

𠟭 則 " 籀文。	

則 b 則 " 無 

𠞫 刻 去則反。鏤。〔𠞫:古文〕。病也、貧也、識也。	 古文。	

剸 剬 之兗反。切也、漸。〔剸:同上〕。	
徒官切。截也。又

旨兖切。	

疈 副 普逼反。〔疈:同上〕。析也、䨱也。	 籀文。	

⿰音刂 判 叵旦反。分。〔⿰音刂:同上〕。破也。	 無 

𠛭 剈 於玄反。挑取。〔𠛭:古〕。〔𠜟:上〕。	 無 

𠜟 剈 " 古文。	

𠚩 剥 補角反。〔𠚩:上同〕傷也、削也、割也、落也。	 同上。	

剓 剺 力咨反。利也、書也。〔剓:同上〕	 同上。	

劃 β 劃 胡馘反。刀頭破物。〔劃 β:古〕、〔𠟱:上〕。	 無 

𠟱 劃 " 古文。	

𠜔 㓠 都忝反。缺也。〔𠜔:古制〕。	 古文。	

刺 刾 
且致且賜且亦三反。煞也、賣也、非也、授也、

怨也、書。〔刺:同上〕。	

且利切。殺也。又

七亦切。針刺也。	

劓 㓷 魚噐反。截去鼻。〔劓:同上〕	
魚器切。割也、𢧵

鼻也。	

𠜒 𠞉 力一反。斷也、削。〔𠜒:同上〕	 同上。	

刟 𠚥 都條反。斷取穂。〔刟:同上〕	 同上。	

𢁛 𣪩 
所黠反。宰。〔𢁛𣪩β𢽅:古〕、〔煞:今作〕、

〔𠮁:籀文〕。	
並古文。	

𣪩β 𣪩 " 無 

𢽅 𣪩 " 並古文。	

煞 𣪩 " 無 

𠮁 𣪩 " 籀文。	

𨤾 金 居琴反。陰始方物禁止。〔𨤾:古金〕。	 古文	

鑑 鑒 古儳反。察。〔鑑:同上〕。	 同上	
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𠁁 𨪐 大口反。酒器。〔𠁁:古文〕。	 無 

銕 鋊 余鍾反。銅屑也。〔銕:䥫字〕。	 古文。	

鍓 鏶 才入反。鍱。〔鍓:同上〕。	 祖立切。鐵鍱也。	

鋙 䥏 魚距反。鉏也、錡也。〔鋙:上文〕。	 同上。	

針 鍼 之諶反。刺。〔針:今鍼〕。	 同上。	

𨥍 鏨 辞斂反。小⿱殹金。〔𨥍:同上〕。	 無 

鋑 鐫 子全反。琢金石。〔鋑:同上〕。	 七桓切、鋑刀也	

鐮 鎌 力兼反。刈器。〔鐮:同上〕。	 力詹切、刈𠛎也	

鑷 銸 女輒反。鉆。〔鑷:同上〕	 同上、又車綦也	

鋁 鑪 力鹿反。錯也、摩也。〔鋁:上文〕。	 同上。	

𨥌 銖 時朱反。一黍重也。〔𨥌:鉹字〕。	 同上	

𨫏 鋝 所劣反。量名。〔𨫏:古文〕。	 同上	

銞 鈞 居脣反。卅斤名。〔銞:古文〕。	 古文	

銿 鐘 之容反。酒器。〔銿:同上〕。	
同上。說文與鐘

同。	

鍦 鉈 時耶反。短矛。〔鍦:上文〕。	 無 

䤸 鏦 楚江反。矛。〔䤸:同上〕。	 同上。	

鏠 𨦟 季恭反。刃。〔鏠:同上〕。	 無 

銲 釬 伊旦反。臂鎧。〔銲:同上〕。	 同上。又銲器也。	

鍚 鐊 余章反。〔鍚:同上〕。	 同上	

釫 鏵 胡瓜反。鍫也。〔釫:上文〕。	 同上	

𨦴 鋽 大弔反。〔𨦴:古文〕。鉎鋽。	 無 

鋀 鍮 他候反。石似金。〔鋀:同上〕。	 同上	

銵 鏗 口耕反。鏘。〔銵:同上〕。	 同上。	

鉨 鑈 奴協反。〔鉨:同上〕。	 同上	

⿰金属 钃 竹足反。〔⿰金属:上文〕。	 無 

𢖉 徹 
直列反。通也。〔𢖉:古文〕。道也、通也、明

也、列也、去也、除也、治也、取也、壞也。	
古文。	

軙 敶 除珍反。列也。〔軙:上文〕。	 無 

𢼜 赦 舒夜反。放也、置也。〔𢼜:同上〕。	 同上。	

⿰⿱㕛子⿱

耳丂 
斅 胡教反。教。〔⿰⿱㕛子⿱耳丂:上文〕。	 無 

⿰孝音 ⿰孝孚 
攷。〔⿰孝音:古文〕。〔𤕝:上文〕。〔𧧿:上

文〕。	
無 

𤕝 ⿰孝孚 " 並古文。	
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𧧿 ⿰孝孚 " 並古文。	

𢻴β 𢻴 都鈍反。頓字。〔𢻴β:上文〕	 無 

巽 巺 助臠反。撰字。〔巽:古文數〕。	 古文。	

亓 其 渠基反。辞也、豈也。〔亓:古其〕。	 古文	

𢀑 巨 渠舉反。大也。〔𢀑:古文〕、〔㠪:上文〕。	 古文	

㠪 巨 " 無 

𠁡 卜 補祿反。〔𠁡:古文〕。赴也。	 古文	

輠 䡴 充庸反。戰車。〔輠:巢字〕。	 同上。	

較 䡈 古學反。見也、明也。〔較:同上〕。	
古學切。兵車也。

又古孝切。	

䡼 軨 力庭反。門橫木。〔䡼:同上〕。	 同上。	

䡋 軝 渠支反。長轂。〔軙:同上〕。	 同上。	

軎 轊 侯嵅反、車軸頭。〔軎:同上〕。	 同上。	

𨎌 輊 〔𨎌字〕。竹利反。至也。 無 

輲 輇 視專反。无輻曰轉。〔輲:同上〕。	 同上。	

𨌊 輗 魚鷄反。轅端橫木。〔𨌵:同上〕。	 無 

⿱非桒 輩 古文。〔⿱非桒:上文〕。	 無 

𨋱 𨌴 他同反。盛皃。〔𨋱:同上〕。	 同上。	

⿰車㐌 䡐 徒多反。駈疾皃。〔軳(⿰車㐌):上文〕。	 無 

轏 輚 仕澗反。載柩車。〔轏:同上〕。	 同上。	

𨊷 輷 呼荀反。〔𨊷:同上〕。	 同上。	

𦨗 般 菩安反。樂也、施也、大也。〔𦨗:同上〕。	 無 

䑣 𦨴 徒東反。舩舷。〔䑣:同上〕。	 無 

𦩺 舼 渠恭反。小艇。〔𦩺:同上〕。	 同上。	

㵄 漢 呼爛反。〔㵄:古文〕。達也、懣也。	 古文。	

𢒐 漆 且栗反。池也、木汁。〔𢒐:古文〕。	 古文。	

漞 汨 莫暦反。〔漞:同上〕。	 同上。	

溙 潧 胾銀反。〔溙字〕。	 無 

汍 洹 胡端反。〔汍:同上〕。	 同上。	

浸 寖 子社反。漸也、清也。〔浸:同上〕。	 同上。	

𣲩 洍 才里反。又洍。〔𣲩:同上〕。	 詳子切。水名。	

潮 𣶃 達驕反。〔潮:同上〕。	 無 
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滮 淲 被彪反、扶彪反。流皃。〔滮:同上〕。	 同上。	

渢 汎 扶弓反、又孚劒反。美哉。〔渢:同上〕。	 扶弓切。水聲。	

湧 涌 俞種反。盡也、滕也、泉白。〔湧:同上〕。 同上。	

瀓 澂 置陵反。清湛也。〔瀓:同上。澄:同上〕。	 同上。	

澄 澂 " 同上。	

㵓 湜 視力反。清見底、特正皃。〔㵓:同上〕。	 同上。	

㵏 漼 千罪反。深皃。〔㵏:或〕。	 同上。	

囦 淵 於玄反。深也。或渕。〔囦:古文〕。	 古文。	

㵒 沸 不謂反。湯。〔㵒:或〕。出也、波涌。	 同上。	

洈 派 普𢢣反。水別流。〔洈、上文〕。	 無 

㶅 澩 胡角反。有水冬無水。〔㶅:或〕。	 同上。	

沃 𣵽 於吉反。灌也、美也。〔沃:同上〕。	 同上。	

𣻜 泭 
撫夫反、凶隅反。編木渡水、水名。〔𣻜:同

上〕。	
無 

𣹫 泝 蘇故反。逆流上洄也。〔𣹫:同上〕。	 無 

濿 砅 力𦋺反。度也、水至心為砅。〔濿:同上〕。	 同上。	

㴴 湛 
直斬反。水不流、安也、沒也、露盛皃。〔㴴:古

文〕。	
古文。	

滖 浽 思微反。小雨。〔滖:同上〕。	 先悲切。同上。	

涵 𣹢 胡躭反。水澤多。〔亦涵〕。	
同上。又下啗切。

沒也。	

洳 𣹤 如鹿反。漸濕也。〔洳:同上〕。	 同上。	

濕 溼 
尸立反。水流就幽也、詩也、遲也、潤也、主

也。〔濕:或〕。	

同上。《說文》：

他合切。	

𦦼 溲 所留反。清汰也、小便也。〔𦦼:古文〕。	 無 

瀝 𤃹 里激反。清酒也、沃。〔瀝:今同上〕。	 同上。	

淥 漉 里屋反。竭也。〔淥:同上〕。	
《說文》與漉同。

又音綠。水也。	

濬 浚 
思閏反。須也、取也、深也。〔𣽊:同上。濬:古

文〕。	
同上。	

𣽊 浚 " 古文。	

𤕯 漿 子楊反。飲。〔𤕯:古〕。	 古文。	

𣻏 澆 公堯反。薄也、沒也、沃清也。〔𣻏:或也〕。	 同上。	

沬 頮 呼憒反。洗面。〔沬:篆文〕。	
同上、又莫貝切、

水名	

浣 澣 胡管反。濯也。〔浣:同上。⿰水皃:上文〕。	 同上。	

濺 濽 子旦反。相汙。〔濺:同上〕。	 子賤切。濺水也。	
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沜 泮 
普旦反。去也、脫也、隱也、水宮。〔沂:同

上〕。〔𣵣:上文〕。	
古文。	

𣵣 泮 " 無 

瀕 濱 
補民反。渥也、卑辰反、水涯。〔瀕:同上〕。处

也、屋也。	

蒲民切。《說文》

本作𩕘。水厓也、人

所賔附頻蹙不前而

止。亦同上。	

灋 法 
甫乏反。則、數也、常也。〔合(佱)・灋:古文、

法β:古文〕。	
古文。	

法β	 法 " 無 

𣺱 潷 補蜜反。〔𣺱:同上〕。	 同上。	

𠛏 𠃕 古州。尻也、脉也。〔𠛏:或〕。	 同上。	

⿲冫白白 凜 力甚反。寒也。〔⿲冫白白:古文〕	 無 

𠗧 凘 斯奚反。解氷。〔𠗧:古文〕。	 古文。	

𠕒 雨 雨詡反。雲中下水。〔𠕒:古文雨〕。	 古文。	

䨡 𩄙 胡耽反。久雨。〔䨡:同上〕。	 同上。	

䨛 𩄜 所責反。雪下。〔䨛:同上〕。	
色麥切。雨。又山

責切。	

侌 霒 
於林反。雲覆日。〔侌:古文〕。〔⿵勾土：古

文〕。	
古文	

⿵勾土 霒 " 無 

凬 風 
甫融反。〔凬:古文〕。〔飌:古文〕。〔𠙈:古

文〕。教也、放告也、衆也、聲也。	
並古文。	

飌 風 " 並古文。	

𠙈 風 " 並古文。	

𦣺 白 
菩格反。明也、告也、土也、語也。〔𦣺:同

上〕。	
古文。	

晢 晣 之逝反、虛殷反。明也、察也。〔晢:同上〕。	 同上	

晃 晄 胡廣反。明。〔晃:同上〕。	 乎廣切。光也。	

暤 晧 胡老反。光也、明。〔暤:同上〕。	 無 

晉 㬜 子吝反。進也、晝。〔晉:今作〕	 同上。	

㬗 晛 那見反。日氣。〔㬗:同上〕。	 同上。又燠也。	

昵 暱 女慄反。親近也。〔昵:也、同上〕。	 同上。	

暞 曒 公鳥反。如也、明也。〔暞:上文〕。	 同上。	

晴 暒 徐盈反。明也、不雨、无雲。〔晴:同上〕	 無 

𠔸 𣅆 渠基反。古期也。〔𠔸:古基也〕。會也、當也。	 亦古文期。	

朗 朖 力儻反。明也。〔朗:同上〕。	
力儻切。明也。亦

作㫰。	
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𡖸 夤 余仁反。進也、大也、出也。〔𡖸:古〕。	 籀文	

𡖄 外 
呉會反。表也、疏也、遠也、乖也。〔𡖄:古

文〕。	
古文	

𡖇 多 怛何反。衆也、重也。〔𡖇:古〕。	 古文	

𡖇 㚌 胡果反。多也。〔𡖇:古、多字〕。	 古文	

𢆯 玄 胡蠲反。天也、妙也。〔𢆯:古文〕。	 古文	

𤌋 𤈦 麾詭反。火也。〔𤌋:同上〕。	 並同上。	

燃 然 如仙反。燒也、成。〔燃：同上。〕	 俗爲燒然字。	

焫 爇 而悦反。燒。〔焫:同上〕。	 同上。	

𤎦 烄 公倒反。木燃。〔𤎦:同上〕。	 並同上。	

熺 熹 虚疑反。蒸博也、熾也。〔熺:同上〕。	 同上。	

煾 𤇯 於根反。微火温肉。〔煾:同上〕。	 同上。	

炰 炮 薄交反。裏燒。〔炰:同上〕。	 同上。	

㷶 煏 皮逼反。火乾物。〔㷶:同上〕。	 同上。	

爛 爤 力旦反。熟。〔爛:同上〕。	 同上。	

灺 炨 待可反。〔灺:同上〕。	 囚者切。燭㶳也。	

燼 㶳 似進反。火餘木。〔燼:同上〕。	 同上。	

燌 焚 扶云反。燒。〔燌〕、〔炃〕、同上。	 同上。	

炃 焚 " 同上。	

𤓪 𤐫 匹姚反。飛火。〔𤓪〕、〔焦〕、同上。	
子姚切。火燒黒

也、又炙也。	

焦 𤐫 " 同上。	

烖 灾 
子來反。病也、害也。〔烖〕、〔災〕、

〔𤆎〕、皆同上。	
同上。	

災 灾 " 籀文。	

𤆎 灾 " 古文。	

烟 煙 於賢反。火气。〔烟:同上〕、〔𤎟:同上〕。	 同上。又音因。	

𤎟 煙 " 籀文。	

燖 燂 許林反。爛湯浴。〔燖:同上〕。	 同上。	

炤 照 之曜反。燭也、明也、曉也。〔炤:同上〕。	 同上。	

焴 煜 余祝反。盛也、煴、燿也。〔焴:同上〕。	 同上。	

熿 煌 胡光反。光明。〔熿:同上〕。	 同上。	

炗 灮 古光反。明也。〔炗:古文〕。	 古文。	

𤎷 熾 齒志反。火盛。〔𤎷:古文〕。	 古文。	
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𤈰 燠 於六反。煖也。〔𤈰:同上〕。	 同上。	

炔 炅 古惠反。見也。〔炔:同上、吞字〕。	 古惠切。煙出皃。	

㸂 燧 慈醉反。墜。〔㸂:同上〕。	 同上。	

𤌉 焣 創狡反。火乾物。〔𤌉:同上〕。	 並同上。	

𤎱 㷷 子規反。臛也。〔𤎱:同上〕。	 同上。	

𤑗 爒 力照反。炙。〔𤑗:同上〕。	 同上	

𤏷 爨 且礼反。炊。〔𤏷:同上〕。	 籀文	

窗 囱 千公反。竈突。〔窗〕、〔匆〕、古文。	 同上	

匆 囱 " 無 

𧹝 赤 昌亦反。朱。〔𧹝:同上〕。	 同上。	

𧹚 赬 〔𧹙〕、沬、並上。 無 

𡗿 呉 牛胡反。国名。〔𡗿:古文〕。	 無 

𡴗 叀 古字。〔𡴗:古文〕。	 並古文。	

第 六 帖 

嶩 巎 同上字。〔嶩:同上〕。	 同上	

庿 廟 靡召反。皃。〔庿:古廟〕。	 古文。	

礦 磺 孤並反。強也。〔礦:同上〕。	 同上	

𣍔 碣 渠桀反。時立。〔𣍔:同上、古文〕。	 古文	

𥕴 礫 力的反。小石。〔𥕴:同上〕。	 同上	

𢒗 馬 
莫雅反。武也、怒也。〔𢒗:古馬也〕、〔𢒠:馬

字〕。	
籀文。	

𢒠 馬 " 古文。	
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附表 3 脱字 A リスト 

脱字 A 注 文 

第 一 帖   

㘳 區遊反。共字也。虚也、空也。	

坹	 䦼反。深也、空也。 

𡏮 扗交反。 

里	 旅擬反。	

第 二 帖   

噣	 竹又反。	

喘	 充兖反。轉也、疾息也。	

右	 禹九反。助也、道也、亮也。	

𦧭 𡄤字。犬食。 

控	 枯同反。引也、赴也、弦也。	

第 三 帖   

譁	 呼瓜反。化也、然也。	

𨙟 字。造次忿遽也、就也、內也、即至也。	

第 四 帖   

柈	 普半反。判字也。	

样 餘章反、縋(槌)也。	

𥳓 所交反。竹噐反、黍稷麥也。	

第 五 帖   

𢧱 居桃反。古札反。持撃也、常也、礼也。	
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附表 4 脱字 B リスト 

脱字 B 宋本『玉篇』注文 

第 一 帖   

弍	 古文	

弎	 古文	

琁	 同上、又徐宣切	

璂 同上、見説文	

坣 並古文	

塖 水埒、亦同上	

堲 
在力切、疾也、虞書曰、龍朕堲讒説殄行、又音唧、火塾曰、堲檀弓曰夏

后氏堲周、又古文垐字	

垚	 五幺切、説文云土高也	

田	
徒堅切、土也、地也、説文云陳也、樹穀曰田象四口、十阡陌之制也、易

曰見龍在田、王弼易通曰龍於地故曰田也	

黊 胡卦戶圭二切、鮮明黃色	

丠 

去留切、虛也、聚也、冢也、夏書曰是降丘宅士、孔安國云吐高曰丘、周

禮曰四邑為丘、四丘為甸、漢書云高祖過其丘嫂食丘孔也、廣雅云小陵曰

丘、丘居也	

坰	 説文：同上。	

冋	 説文曰：古文冂从口、象國邑。	

冘	 余針切、説文云淫、淫行皃、从人出冂	

鄛 助交切、南陽棘陽鄉名	

邔 丘紀渠紀二切、南郡有邔縣	

䢳 居里切、地名	

𨟐 同上、出説文	

士	
事几切、事也、傳曰通古今辯不然謂之士、數始於一終於十、孔子曰推一

合十為士	

俻 同上俗。	

㑄 古文。	

𡒉 籀文。	

𢦓 古文我。	

𪔈 籀文。	

𡖀 籀文。	

婣	 籀文。	

㚢 古文。	

𡢓 籀文。	

𡞦 同上。	

妗	 許兼説、𡝫妗美笑皃也。	

𡛝 同上、見説文。	

㛔 同上。	

順	 食潤切。從也。	
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𥅛 同上。	

第 二 帖   

覔	 同上	俗。	

𧡋 牛買切、視也。	

𦖫 並古文	

𥹢	 並古文	

聵	 五怪切。説文云、聾也、國語曰、聾聵不可使聽。	

喆	 同上	

嚞	 古文。	

咊	 古文。	

嚖 同上。	

啺 古文。	

𠱒 同上。	

㕤 同上。	

𡀽 同上。嗑噎也。	

𠲲 古文。	

𠻛 倉候切。或與嗾同。	

咟	 同上。	

唭 丘吏切。唭㘈、無聞見。	

𠽶 同上。	

𠶸 同上。	

㐁 他念切。舌皃。从谷省、象形。一曰竹上皮。音他感切。	

𦧇 並同上。	

𠚒 並古文。	

齫 同上。	

齚	 同上。	

𤘈 古文。	

𩇕 徐井切。説文云、淸飾也。	

𢪸	 同上。	

㩒 同上。	

抔	 步侯切。手掬物也。	

𢰂 或摕字。又兩指急持人也。	

擿	 雉戟切。投也。莊子曰、擿玉毀珠。	

擲	 同上。	

摺	 力合之涉二切。敗也、折也。	

㩉 同上。	

拯	 同上。	

𢹭 同上。	

㨣 古文。	
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摭	 之石切。取也、拾也。	

抽	 同上。	

擵	 同上。	

𢪏 逸搰字。穿也。	

抈 午厥切。折也。	

𢷶 同上。	

𨘈 古文。	

拼 同上。	

㧨 古文。	

挸 同上。	

㨯 同上。	

𢍔 古文。	

𦦉 且延切。説文云、升髙也。	

𦧂 古文。	

𤔍 古文。	

𠨭 居玉切。説文云、亦持也。从反丮。	

𠫔 古文。	

𡨎 籀文。	

𠬡 古文。	

𢎜 古文。	

𠬺 古文。	

𦐮 古文。	

𠭊 同上。	

䠱 同上	

𨅥 字書云、亦䠊字。	

𧿁 同上	

𧿒 同上。	

躙	 同上	

𩪦 同上。	

𧗜 同上。	

肌	 居夷切、肌膚也。	

肤	 同上	

䫃 古文	

臆	 同上	

肘	 張柳切、臂節也。	

肪	 府防切、脂肪。	

肢	 同上。	

𦞩 古文	

𦜵 同上	
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䐌 古文	

䏤 同上。	

勛	 古文。	

𠢻 同上。	

𠣁 古文。	

𠡫 同上。	

𡬑 籀文。	

𢥠 同上、又所江切。	

愳 古文。	

𢛤 古文。	

㤅 於代切、説文惠也、今作愛。	

𢘅 同上。	

怢	 並、同上。	

𢘈 古文。	

𢛋 籀文。	

𢜷 奴的切。憂皃。	

第 三 帖   

𢡤 公厄切、智也。	

謩 同上	

䚱 古文又作㐰	

訑	 弋支切。訑自得也。	

𤔪 無	

𧥡 籀文	

𧮚 同上	

𧪘 同上。	

䜐 無	

䜑 無	

𧧗 同上	

訩 同上。	

𧧡 古文	

𧪜 同上。	

⿰⿳爪一子肖 無	

誳	 同上	

譋 同上。	

𧮢 同上。	

䜁 同上。	

訽	 同上。	

䛻 同上、亦作。	

𧪤 同上	
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訞	 於嬌切、災也、又巧言皃	

䛔 無	

𧫧 同上。	

𧩫 同上。	

𧧒 七賜切。數諫也。	

譱	 是闡切。大也。説文曰：吉也。	

𧫘 渠慶切。彊語也。一曰：逐也。	

汨	 同上、見説文。	

曹	 同上、今文	

乃	 奴改切、大也、往也、説文曰曳離之難也	

𠄕 籀文	

𠨅 古文	

于	 同上、今文	

虧	 去爲切、毀壞也、説文曰气損也、俗作⿰虛兮	

𠹣 古文	

𡅔 古文	

笧	 古文	

𡅚 古文	

噐	 俗、同上。	

𥫐 無	

𡃬 籀文	

𠹧 並古文	

歀 同上	

欻	 呼物切、忽也	

㰹 同上	

𣣢 同上	

𣥁 同上	

⿱⿱小小⿱冖

比 
無	

⿳艹冖死 無	

𩞑 同上	

餴	 並同上	

𩞫 同上	

𩛛 籀文	

䬮 古文	

䭣 無	

饌	 士卷切、飯食也	

䬤 古文	

飯	 扶晚切。餐飯也。又符萬切。食也。	

𩞃 同上	
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湌	 同上。	

𩚩 同上。	

𩜏 同上	

𩛞 並古文	

𩜕 並古文	

𩞂 籀文	

餮	 同上	

䬥 古文	

𩚮 古文	

䭊 同上	

飦	 同上	

𩚜 古文亦作㱃	

𤞣 無	

⿱甘瓦 無	

𠯕 古文	

𠮛 古文	

𤮻 古文	

𣶙 籀文	

𥲩 同上	

𨒰 古文	

𢓇 同上	

夆	 赴恭扶恭二切。爾雅曰、甹夆掣曳也。	

㐄 口化口瓦二切。跨步也。與跨同。	

趄	 七余切。趑趄也。	

暜 同上。亦作㬱。	

𠖔 古文。	

𡧪 音紛。芬芳。	

寂	 並同上。	

𡧘 並同上。	

㝐 古文。	

寚	 古文。	

𡪤 古文。	

𡩠 籀文。	

惌 説文：同上。又周禮注云：惌小孔貌。	

𠬚 並古文。	

𡧫 並古文。	

開 古文。	

𨵨 古文。	

𨳢 古文。	
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𡲃 籀文	

𤸇 同上	

㽸 同上	

𠹨 並古文。	

歾	 同上	

殨	 胡對切。爛也。	

殔 羊至切。説文曰、瘞也。	

竈	 子到切、炊竈也。	

𠁧 並古文	

𡴫 籀文	

第 四 帖   

𣜅 並同上。	

杉	 同上。	

㯉 同上。	

𡬾 籀文。	

栞	 同上。	

𣓗 呼骨切。高也。	

𣞕 同上。	

檼 於靳切。棼也、棟也。	

槏	 去減切。戸也。	

㯰	 同上。	

㭒 詳里切。臿也。與耜同。	

𨐠 籀文。	

㮐 同上。又思井切。	

棏	 同上。	

𣚅 古文。	

棅	 同上。	

𣐉 同上。説文女几切。	

樐 力古切。彭棑也。亦同上。	

朾	 徒丁切。橦也。又音汀。	

枼	 與渉切。薄也。亦同上。	

椈	 居六切。栢椈也。	

㮯 胡本切。木未破也。	

櫬	 楚鎭切。親身棺也。	

㰎 遵爲子遂二切。左氏傳曰越敗呉於㰎李。	

杽 同上。	

𣔱 先刀切。船緫名。或作艘。	

㮴 同上。	

橃 補達切。海中大船也、泭也。亦作𦪑。	
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楫	 才立子葉二切。行舟具也。	

欐	 力底力計二切。小船也、又梁棟名。又所宜切。	

欚 力底切。江中大船也。又作𦫈。	

横	 胡觥胡孟二切。閑木也。	

梜	 公洽切。檢柙也。	

械	 亥誡切。器仗也、又桎梏也。	

槎	 仕雅切。國語山不槎蘗、槎斫也。亦與査同。	

桎	 之實切。在足曰桎。	

椓	 都角切。撃也、詩云椓之橐橐。	

柧	 古胡切。柧棱木也。	

梏	 古篤切。在手曰梏。	

棱	 力増切。柧棱。	

枰	 皮兵皮柄二切。枰仲木名、上林賦曰華楓枰櫨、又博局也。	

校	 胡教切。械也。周禮校人掌王馬之政。又古效切。	

蘖	 魚割切。楬也。	

采	 且在切。色也、事也、又取也。	

杮	 蒲會孚吠二切。削朴也、枝附也。	

𣡌 並同上。	

𣎴 並同上。	

櫪	 力狄切。櫪㯕椑指也。	

㮆 並同上。	

㯕 先奚切。櫪㯕也。	

柮	 當骨切。榾柮木頭。説文五滑切。斷也、一曰給也。	

槍	
千羊切。岠也、木兩頭鋭也。荘子槍猶抵也。漢書云見獄吏則頭槍地。又

楚庚切。欃槍也。	

櫳	 力東切。檻也、牢也。	

柙	 胡甲切。檻也。	

檮	 徒勞切。斷木也。	

析	 思狄切。分也。	

檻	 下𪒠切。闌也、櫳也。楚辭云檻楯也。	

棷	 叉垢側九二切。木也、柴也。	

棺	 古丸切。棺椁之言完、所以藏屍令完也。又古亂切。棺斂也。	

梡	 口管胡管二切。木名、又束薪。	

楪	 餘渉切。牖也、又楪楡、縣名。	

槥	 爲綴才芮二切。漢書曰給槥櫝葬埋、師古云槥櫝謂小棺。又音歳。	

椁	 古莫切。棺椁也。	

楄 扶田切。左氏傳曰唯是楄柎、謂棺中苓牀也、又方木也	

楬	 渠列切。有表識謂之楬櫫也。	

楅	 甫六切。持牛不令觝触人也。説文又彼力切。以木有所逼束也。	
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槨	 同上。	

㮓 古鄧切。竟也。今作亘。	

樔	 仕交切。澤中守草樓也。	

休	 虚鳩切。息也、定也。	

㮪 瞿龍切。小舟也。亦作𦩺。	

栱	 居冢切渠恭二切。爾雅曰杙大者謂之栱。	

檓 欣詭切。大椒也。	

橭 古胡切。木名、木四布也。	

櫰	 古回户乖二切。槐別名。	

橜 巨月居月二切。門梱也。	

橧	 才陵切。豕所寢也。又子登切。	

㭡 思計切。㭡陽山。	

㯟 古文。	

𠭚 籀文。	

𦱙 同上。	

萹	
布緬切。萹，竹草。爾雅曰竹萹蓄。郭璞云似小藜，赤莖節，好生道旁，

可食，又殺蟲。	

茖	 音格。山葱也。	

𦵹 同上。	

葱	 且公切。葷菜也、又淺青色。	

𧂄 同上。	

𧂇 徒含切。𧂇、莐藩。	

蒯	 同上。	

𦸃 同上。	

薟	 力檢切。白薟也。	

菳 同上。	

虉 魚激切。小草有雜色、似綬。詩曰邛有旨虉。	

𧁽 同上。司馬相如説蔆从遴。	

䔖 同上。亦作菱。	

茤 同上。説文云杜林説芰从多。	

菊	 居六切。説文云大菊、蘧麥。	

蘜 居六切。治蘠也。爾雅注云今之秋華菊。	

𧀵 同上。	

莝	 且卧切。斬草。	

蒸	 章繩切。麤曰薪、細曰蒸、又炬也、衆也、君也、塵也。	

萱	 同上。	

𦺒 莫候切。説文云毒艸也。	

䓱 仕街切。	

𦶘 古文。	

𦵢 籀文。	
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篠	 同上。	

𥸀 同上。	

簛	 同上。	

筥	 九呂切。盛米器也、方曰筐、圎曰筥。	

箓 同上。	

籱 同上。	

𥮠 同上。	

籞	 同上。	

笇	 同上。亦竹器。	

簭 同上。	

𥱵 古文篲。	

䈐 同上。	

䈇	 陟孝貞角二切捕魚具	

𠀠 並古文。	

𦋊 並古文。	

𠔝 籀文。	

𢏒 古文。	

對	 同上。漢文帝以𤔡責對而𤔡言多非誠故去其口以從土。	

僕	 歩穀切。馭車也。	

䑑 古文。	

𣡼 籀文。	

𥾄 古文。	

齏	 同上。	

𦔐 禹軍切。除草也。	

𥠎 古文。	

穗	 同上。	

秆 同上	

𥞝 籀文。	

第 五 帖   

舂	 舒庸切。雍父作舂、黃帝臣也、又擣也。	

𦎧 市倫切。熟也。	

㒰 同上。	

塩	 同上、俗。	

㰻 古文、出説文。	

㪷 俗。	

匵	 徒鹿切。匱也。	

弲 火玄切。角弓也。	

弨	 尺遥切。弓弛皃。	

弧	 戸都切。木弓也。	
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𢑆 渠貟切。弓曲也。	

強	 同上。	

彉 古鑊切。張也、説文滿弩也。	

𢿹 並古文。	

刊	 口干切。削也、定也、除也。	

鏌	 靡各切。鏌釾劔名。	

鎁	 同上。	

鑸 力罪切。或作礧。	

攵	 同上。	

巽	 無	

䡮 子龍切、車跡也。	

𣸁 同上、出説文。	

溢	 弋質切。盈也、器滿也、餘也。	

湏	 古文。	

𠕲 亦、古文、出説文。	

𤳳 無	

皂	 無	

𣅸 同上。	

暡 於孔切。暡曚天氣不明也。	

暶 似縁切。美皃。	

農	 同上。	

夥	 無	

𤓞 籀文。	

𤐬 籀文。	

怱	 千公切、怱怱多遽也	

第 六 帖   

𡶓 古文出説文	

崈 同上	

岪	 扶勿切、山皃	

礙	 五代切、止也、亦作閡	

𥓋 亦與研同	

磟	 力竹切、磟碡田器	

䧁 呼矩切、郷名	

羔	 古刀切。羊子。	

𤟫 所留切。犬名、又秋獵也。亦作蒐。	

𤡴 二古文。	

犾	 牛斤切。兩犬相齧也。	

麃	 白交普表二切。獸似鹿。	

鵞	 午何切。鴚屬。亦作鵝。	



 

 117 

𪈚 同上。	

鴛	 於元切。鴛鴦匹鳥。	

𪄹 市羊切。䳯𪄹。	

鯜 七接切。魚名。	

𩺃 仄下切、藏魚也。	

𪕯 胡的胡姪二切。似鼠而白也。	

𪕹 徒當切。䶈𪕹鼠名。	

𪖂 力知切。小鼠也。	

𧉄 同上。	

蜾	 同上。	

蛺	 古協切。蛺蝶也。	

蝕	 時力切。日月触也。	

𧎮 子老切。𧎮蝨也。亦作蚤。	

𧓎 邲移切。𧓎蛸。亦作蜱。	

𧖅 同上。	

𧶳 使呂切。以賣財卜問也。	

𧵌 於兩切。無貲。	

𧶆 力振切。貪也、難也。或作遴。	

𦒇 並同上。	

習	 似立切。飛也、串也、又詩云、習習谷風。	

翫	 午亂切。習也、衆也、又貪悦也。	

㲥 大當切。㲥毦罽、曲文者。	

毦	 仁志切。以毛羽爲飾。	

𧣉 仕角切。説文角長皃。	

𥬖 古文。	

織	 之力切、作帛布之緫名、又之異切、織文錦綺之屬、	

𥿮 並古文	

綕 並古文	

縪 布一布結二切、止也、冠縫也、	

𦇲 始移切、又思移切、粗細經緯不同者、	

䋺 同上	

絆	 補畔切、羈絆也	

𦃇 力奚切、繫𦃇也、一曰、絓𦃇也	

𥿲 同上	

䋸 自遵切、繞䋸也	

幂 同上。	

𢅼 奴回奴昆二切。著也、塗也。	

𢂺 七旦七見二切。幧頭也、㡋也。	

㡗 大兮切。㦦㡗、又㡗帷也。	
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帺 巨其巨記二切。巾也。亦作⿱其中。	

𧚨 且立切。裙縁上也。	

𧝵 同上。	

䙕 子蒙切。禪衣也。	

𠨒 皮筆切。輔信也。今作弼。	

勼 居流切。聚也、解也。今作鳩。	

旬	 似均切。十日也、徧也、均也。	

晝	 無	

之	 止貽切、是也、至也、往也、發聲也、出也	

𡉚 古文封字、説文云草。	

𠆦 士嫁切、暫也、止也	

无	 同上。虚无也。	

匸	 下體切。衺徯有所挾藏也。	

匹	 普謐切。配也、四丈爲匹、又一馬也、輩也、二也。	

𢍍 籀文。	

丈	 除兩切。十尺也、又丈夫也、長也、扶也、長扶萬物也。	

𣈡 他禮切、横首杖也	

巴	
布加切。國名、又巴蛇呑象三年而後吐其骨服之無心腹病、又三巴記云閬

白水東南遶如巴字。	

醋	 才各切。報也、進酒於客曰獻、客荅主人曰醋。今音措。	

䣸 而琰切。䤔䣸。	

醛 叉劣切。鹹葅也。	
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第 5 章 字体と字種との区別から見た重出字 

 

5.1 重出字の問題 

	 本章は字体と字種との区別から『篆隷万象名義』における重出字を考察するものである。

重出とは、同じ掲出字が二回以上出現することであり、その掲出字を重出字と呼ぶ。部首

分類体の字書の出発点に位置する説文解字において既に、この重出の現象は見られると

ころである。また、原本『玉篇』、さらに日本で編纂された『篆隷万象名義』、『新撰字鏡』、

『類聚名義抄』にも観察できる。これらの重出字は、同じ部首にともに存在する場合と異

なる部首に存在する場合とがある。これらには、編纂時に意図的に配置したものと、転写

の過程で生じた誤りの結果として重出されるに至ったものとが混在する。類形別字も存

在する。 

	 重出字の形態には、異なる項目の掲出字として掲載されるもの（①別項目掲出）、同一

項目の複数掲出字として併記するもの（②同一項目掲出）、または注文に繰り込まれるも

の（③同一項目内注記）の 3通りがある。『篆隷万象名義』、『新撰字鏡』、『類聚名義抄』

の三者における重出字のありようを観察すると、『篆隷万象名義』の重出字は、形態上で

比較的単純で、整理しやすいが、『新撰字鏡』と『類聚名義抄』は上記の①②③が複雑に

混在している。そこで、まずは『篆隷万象名義』を対象として、古辞書における重出字分

析の方法を論じてみたい。また、この考察は、以前に論じた『篆隷万象名義』の掲出字数

の問題を解決する上でも必要なものである。 

	 重出字は、説文解字について、清代から考証があり、玉篇系字書の『篆隷万象名義』と

宋本『玉篇』についても先行研究で検討されている。以下では、まずそれらの先行研究を

検討し、次に先行研究と比較しながら『篆隷万象名義』の重出字の実際を考察し、分類を

行う。さらに原本『玉篇』における重出について検討し、『篆隷万象名義』の重出字の特

徴を分析する。 

	 重出字を考察する際には、翻刻本文と原本画像との両方を用いて判断する。まず、HDIC 

の入力済の本文データをもとに、情報処理の手法によって重出字の抽出と確認とを行い、

その後、原本画像によって『篆隷万象名義』掲出字を比較し、字形が全同のものを字体レ

ベルの重出字と認定し、字形のわずかに異なるものを字種レベルの重出字と認定する。 

 

5.2 重出字に関する先行研究 

5.2.1 説文解字の重出字についての先行研究 

	 張・孫（2007）は、説文解字の重出字に関する研究である。それによれば、清代までの

説文解字の重出字に関する研究には、王鳴盛の「説文重出字」、胡秉虔の「重文見説解中」、
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許瀚「與菉友論説文異部重文」があり、また王筠の「説文釋例・刪篆」の中で詳しく整理

されているという。そして、張・孫（2007）は、説文解字における重出字について次のよ

うに定義する：「重出字とは、両者の字の篆書・古文・籀文・或体・俗体中のどれか二つ

が完全に同じもの、つまり、両者の字（隷定後の字体ではない）の形が一致するもので、

かつ同じ部首或いは異なる部首で二度出現するものである。」そのうえで、説文解字にお

ける重出字の分類とその判定規準として具体的に次の 4 点を挙げている：①両者の篆書

が同じもの、②一方の篆書が重出対象の篆書の或体と同じもの、③両者の古文が同じもの、

④一方の篆書が重出対象の古文・籀文・俗体と同じもの。この判定規準についてくわしく

検討すると、後の時代の楷書体字書では字体レベルの重出字になるもの、同様に字種レベ

ルのもの（異体字の一部）、さらに異なる部首間で相互に字体注記とされるものの一部、

これら三種のタイプを重出字と認定している。 

 

5.2.2 玉篇系字書の重出字についての先行研究 

	 玉篇系字書については、これまで主に字体・字種レベルで掲出字が二回以上立項される

ものを重出として判定されてきた。次に玉篇系字書の重出字についての先行研究を概観

する。 

 

5.2.2.1 呂（2003） 

	 呂（2003）は、『篆隷万象名義』に、重出字が 156組のあることを指摘した。そのうち

音義全同のもの 21 組、包括関係となるもの 35 組、それ以外のもの 100 組である。この

100組の重出字のそれぞれに考証をしている。重出字となる項目を比較することによって、

結論を 3点にまとめている。①『篆隷万象名義』の中に誤写が多くあり、転写によって生

じたことを指摘した。②義注の選別には恣意性が見られるが、転写の際に抄出されたもの

とし、『篆隷万象名義』の編纂された当初の義注はより多かったと推測した。③一部の重

出字に対して、同じ発音を表記する異なる反切用字を用いたことから、それぞれ異なる先

行文献を参照した可能性が高いとし、『篆隷万象名義』の編纂では顧野王の原本『玉篇』

以外の資料も参照したと推測した。 

	 しかしながら、挙げられた 100組の重出項目は紙幅の関係であろうか、具体的な所在を

示さず、所属部首のみを示している。また、論文全体は簡体字表記であるため、翻刻上さ

まざまな問題が生じた。呂（2003）で示された 100組の重出項目は重要な材料であり、の

ちにその詳細を確認する。 
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5.2.2.2 何（2005） 

	 何（2005）は、宋本『玉篇』における重出字について行った調査で、284組 569字の重

出字があり、同部重出 62組 125字、異部首重出 222組 444字と報告している。さらに、

宋本『玉篇』の重出字の詳細と成因を詳細に分類して検討している。 

 
5.2.2.3 池田（2016a） 

	 池田（2016a）は、大広益会玉篇（宋本『玉篇』玉篇）データベースの構築と利用を示

した研究成果である。その一環として、宋本『玉篇』の重出字を考察した。宋本『玉篇』

では、270組 540字の重出字があり、そのうち同部重出 65組 130字、別部重出 205組 410

字であることを指摘した。さらに、説文解字・原本『玉篇』残巻・『篆隷万象名義』・宋本

『玉篇』での部首内出現順位を具体的に指摘しながら、重出字は宋本『玉篇』の増補字や

『篆隷万象名義』の脱字を検討する材料となることなどを指摘した。 

 

5.3 篆隷万象名義の重出字についての実際 

5.3.1 篆隷万象名義データベースを利用する研究方法 

『篆隷万象名義』の重出字の判定について、隷書掲出字の字形を相互に直接的に比較す

るのが有効な方法である。ただし、異体字の時代差の影響で、現存本転写までの過程で誤

写もあるため、高山寺本『篆隷万象名義』では字形が同じかあるいは類似するが、実は別

字であるという項目が存在する。それゆえ、翻刻した掲出字と掲出字原本画像、そして注

文も合わせて判断すべきである。このような作業は、データ化されていない場合、非常に

手間がかかる。また、のちに検証する際に困難になる面がある。 

池田（2014a）の篆隷万象名義データベースは一回目の本文入力が終わり、現在点検校

正中である。本研究では、すでに入力済みのデータを利用し、重出字調査用のサブデータ

ベースを作成して行うこととした。すなわち、情報処理の手法によって重出字の抽出と確

認をする試みである。作成の手順およびその詳細は次の通りである。 

まず篆隷万象名義データベースのデータを利用し、文字コード上同一の掲出字を抽出し、

エクセルファイルで左右両側に、所在・部首・掲出字・注文の順で並列してリストアップ

する。次に、ファイルメーカーで重複字調査用のデータベースを作成した。 

・Excelによる文字コード化掲出字が同じ項目の抽出 
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表 5-1 同じ文字コード化された掲出字項目リスト 

Location1 Radical1 Entry1 Def1 Location2 Radical2 Entry2 Def2 

第 1帖 16丁	 上	 雱	 雱：古文。	 第 5帖 114丁	 雨	 雱	 普唐反。雪盛也。	

第 1帖 17丁	 示	 禩	 裸衣(禩 β)：上文。	 第 1帖 17丁	 示	 禩	 裸大(禩 γ)：上文。	

第 1帖 17丁	 示	 䃾 䃾：俾利反。 第 1帖 17丁	 示	 䃾 
俾利反。祭伺

（祠）命名也。	

第 1帖 18丁	 示	 祉	
勅理反。福也、禄

也。	
第 1帖 57丁	 人	 祉	

丘基反。舞不止

也。	

第 1帖 18丁	 示	 禠 禠：思離反。福也。 第 1帖 18丁	 示	 禠 思離反。福也。	

第 1帖 19丁	 示	 祽 
祽：子内反。月祭

也。 
第 1帖 19丁	 示	 祽 子内反。月祭也。	

第 1帖 20丁	 示	 𥛲 
咨肖反。醮也、祭酒

酬酢也。	
第 6帖 185丁	 酉	 𥛲 醮字。	

…	 …	 …	 …	 …	 …	 …	 …	

第 6帖 149丁	 巾	 幨	 昌瞻反。絶。	 第 6帖 149丁	 巾	 幨	 昌瞻反。絶起。	

第 6帖 178丁	 皕	 奭	
式亦反。盛也、驚

皃。	
第 6帖 178丁	 皕	 奭	 上字古文。	

	  

Excelの対照表（表 5-1）を用いて、コード化された掲出字、注文データの比較作業ができ

るが、掲出字の原本画像の参照ができない。そこで表 5-1のデータに基づき、次のように

ファイルメーカーで重出字調査用のサブデータベースを作成し、掲出字画像を取り込み、

原本画像の字形の比較ができるようにした。 

・ファイルメーカーによる篆隷万象名義の重出字調査用のサブデータベース 

 
図 5-1 篆隷万象名義の重出字調査用のサブデータベース 

  

 

	  

 Aエリア	 →文字コード上 

            同じ掲出字の 

            情報 

 

Bエリア →判定 

 

Cエリア →凡例 
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	 図 5-1に示されているように、『篆隷万象名義』の重出字調査用のサブデータベースの

インターフェースでは A・B・Cとの三つのエリアがある。Aエリアには、データベー

スの文字コード上同じ掲出字について、『篆隷万象名義』における記述の情報（掲出字、

掲出字原本画像、所在、データベースの ID、部首、注文）を示す。Bエリアには、Aエ

リアでの項目情報に基づき重出字に関する判定を記入する。Cエリアには、重出字の判

定を行うつぎの凡例を表示する。 

P1:一字目の画像	 	 	 P2:二字目の画像 ×:翻字字形と不一致	 ◯:翻字字形と一致 

E1:一字目の掲出字	   E2:二字目の掲出字 

T1:一組の重出字と判断する（字体レベル） T2:重出字と判断する（翻字によった：異形

同字→字種レベル） F:重出字ではないと判断する 

R_diff: S same D different O out of scope（S同じ部首	 D異なる部首	 O対象外） 

	 そして、両者の掲出字の項目情報から、単純重出・両部首所属・多音多義字分項・類形

同字などの重出字となった原因を判定する。重出字の判定の例を「讒」によって示す。 

 

（1） 「讒」の例  

 

 讒 仕咸反。譖也。（篆隷万象名義 第 3 帖 13 丁裏 ⾔部） 

 讒 仕咸反。譖也。（篆隷万象名義 第 3 帖 16 丁裏 ⾔部） 

 

	「讒」は、両方の掲出字の原本画像が一致し、注文内容も完全に同じである。それゆえ、

この組は同部首言部の重出字と判定する。また、掲出字の原本画像が一致するため、字体

レベルの重出字 T1 に分類する。『篆隷万象名義』の重出字についての調査の詳細を次に

述べる。 

5.3.2 本研究における篆隷万象名義の重出字の調査 

	 以上の調査手順と方法によって、重出字について調査したところ、文字コード上同じ掲

出字は 311 組 622 字あった。個々の例をまず非重出字と重出字とに分け、さらに重出字

は、字体レベルの重出字、字種レベルの重出字のように分類した。詳細は次の通りである。 

 

5.3.2.1 非重出字と判断した項目 

非重出字と判断した項目は 83組 166字である。高山寺本『篆隷万象名義』のテキスト

と翻刻の内容と比較すると、次の三つに分類できた。①は同形異字・類形異字のものであ
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る。②は異字を同じ文字コードの文字としたものであり、③は篆隷万象名義データベース

の入力ミス、あるいは符号化できない関係の項目である。以下に詳細を示す。 

①同形異字・類形異字（7組 14字） 

 （2） 「屮」の例  

 

⼬ 作可反。左⼿。（篆隷万象名義 第 2 帖 51 丁表 ⼬部） 

⼬ 雉烈反。草字。（篆隷万象名義 第 3 帖 89 丁表 ⼬部） 

 

篆隷万象名義データベースでは両方を「屮」と翻刻している。それに対して、宮澤（1977）

は、第一字を「屮」とし、第二字を「屮」に翻刻しており、呂（2007）はそれぞれ「𠂇」

と「屮」と翻刻している。「屮」・「屮」の相違については、大漢和辞典では「屮 ひだりの

手（7826）」と「屮 めばえ（7825）」とする。JIS X 0213では［屮 U+FA3C］と［屮 U+5C6E］

と区別されるが、Unicode3.2では同一の漢字として統合された。それゆえに、Unicodeで

は、フォントによって表示される形が変わることはあるが、文字コードとして区別されな

い。第一字の判読について、「𠂇」は字義に相応しい判読であり、「屮」は原本字形を反映

する判読である。この組はデータベースの処理上の影響で、符号化の際に同一とされた同

形異字と考えられるため、非重出字と判定する。 

（3）  「槮」の例  

  

   槮 所錦反。⽔積柴補魚也、網林又森也。（篆隷万象名義 第 4 帖 9 丁表 ⽊部） 

   槮 思㣪反。車轂中空也。（篆隷万象名義 第 4 帖 18 丁表 ⽊部） 

	    

	 篆隷万象名義データベースでは両方を「槮」と翻刻する。宮澤（1977）はそれぞれ「槮」

と「橾」と翻刻し、呂（2007）は両方を「槮」と翻刻する。第二字の判読について、「橾」

は字義に相応しい判読であり、「槮」は原本字形に近似させた判読である。それゆえに、

この組は類形異字と考えられるため、非重出字と判定する。 

 

② 異字の同一符号化 

	 	 （画像では別字で、符号化する際に同じ字で翻刻した項目。55組 110字） 
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（4） 「𥛲」の例  

 

 𥛲 咨肖反。醮也、祭酒酬酢也。（篆隷万象名義 第 1 帖 20 丁裏 示部） 

 𥛲 醮字。（篆隷万象名義 第 6 帖 185 丁表 ⾣部） 

 

篆隷万象名義データベースでは両方を「𥛲」と翻刻した。宮澤（1977）は両方を「𥛲」

と翻刻し、篆隷万象名義データベースと一致する。呂（2007）はそれぞれ「𥛲」と「𥙫」

と翻刻した。後者の判読について、「𥛲」は字義に相応しい判読であり、「𥙫」は字形を近

似させた判読である。ただし、「𥙫」の字義は「醮」と甚だしく異なるため、現段階では

「⿰禾酉」と翻刻すべきである。したがって、この組は異字の同一符号化と考えられ、非

重出字と判定する。 

 

（5） 「𠈇」の例  

 

 𠈇 胥育反。早也。夙字。（篆隷万象名義 第 1 帖 63 丁表 ⼈部） 

 𠈇 古夙字。𠉦、同上。（篆隷万象名義 第 1 帖 63 丁表 ⼈部） 

	 	  

	 篆隷万象名義データベースは両方を「𠈇」と翻刻した。宮澤（1977）はそれぞれ「𠉦」 

と「𠈇」と翻刻した。呂（2007）はそれぞれ「	 」と「𠈇」と翻刻した。第一字の翻刻は

「𠈇」・「𠉦」・「	 」と三者の意見が分かれる。「𠈇」とする場合、二種の原本字体の違い

が失われる。「𠉦」とする場合は、二種の原本字体が違うことを示せるが、原本字形の細

部まで表現できるわけではない。このようにする利点は「𠉦」がすでに符号化可能である

という、情報処理上の理由である。「	 」の場合は、原本字形を忠実に反映できるが、符

号化されていないため、作字や IDSで対応するしかない。いずれにせよ、原本では「夙」

の二種の異体字として字体を区別する意図が見られ、この組は異字の同一符号化の例と

考えられるので、非重出字と判定する。 

	 以上二例で分析したように、このように高山寺本『篆隷万象名義』の画像では別字で、



 

 126 

符号化の際に同じ字で翻刻した項目は全部で 55組 110字である。 

 

③ 篆隷万象名義データベースの入力ミス・符号化できない関係の項目。25組 50字。 

この種のものは 25組 50字である。篆隷万象名義データベース点検・校正上で適宜修正

を行った。 

 

5.3.2.2 重出字と判断した項目（224 組 448 字） 

 重出字と判断した項目は 224組 448字である。『篆隷万象名義』のテキストと翻刻の内容

と比較したところ、二種類の状況に分類できた。①は掲出字原本字形が同じであるため、

字体レベルの重出字に分類する。②は掲出字原本字形が細微な違いがあるが、包摂の範囲

で処理できるため、字種レベルの重出字に分類する。次に例示しながら確認してみよう。 

① 字体レベルの重出字：（141組 282字） 

   同部首：103組 206字	 異部首：38組 76字 

 

（6） 「憕」の例  

 

 憕 除蒸反。平也。（篆隷万象名義 第 2 帖 81 丁裏 ⼼部） 

 憕  除承反。失志皃。（篆隷万象名義 第 3 帖 2 丁表 ⼼部） 

	  

	 「憕」の万象名義での出現項目を確認すると、両者の字形が一致するが、注文はそれぞ

れ異なる字音と字義を示している。宋本『玉篇』と広韻では反切が二つあり、多音注記の

字を分項して、異音異義で立項する可能性があると考えられる。重出字の判定について、

掲出字の原本字形が同じであるため、同部首の字体レベルの重出字 T1に分類する。 

 

（7） 「躳」の例  

 

 躳 居雄反。身也、⼰也、親也。（篆隷万象名義 第 1 帖 68 丁裏 身部） 

 躳 居雄反。身也、親也。（篆隷万象名義 第 2 帖 80 丁表 呂部） 

	 「躳」の『篆隷万象名義』での出現項目を確認すると、両者の字形が一致する。両者の
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注文はほぼ同じであるが、「己也」の単字注は前者にしかない。そして両者はそれぞれ「身

部」と「呂部」と異なる部首に属する。掲出字の原本字形が同じであるため、異部首の字

体レベルの重出字 T1に分類する。 

 

② 字種レベルの重出字 T2：（83組 166字）  

	  同部首：66組 132字 異部首：17組 34字 

 

（8） 「暿」の例  

 

暿 虚疑反。熱也、盛皃。（篆隷万象名義 第 5 帖 126 丁表 日部） 

暿 虚疑反。盛皃。（篆隷万象名義 第 5 帖 126 丁裏 日部） 

 

	 「暿」の『篆隷万象名義』での出現項目を確認すると、両者の字形に細微な違いが観察

できる。字書編纂当初は、異なる字体が示されていた可能性があると考えられる。両者の

注文はほぼ同じであるが、「熱也」の単字注は前者にしかない。重出字の判定について、

掲出字の原本字形が全同ではないが、包摂の範囲で処理できるため、同部首の字種レベル

の重出字 T2に分類する。 

 

（9） 「單」の例  

 

 單 丁安反。⼀也、⼤也、隻也。（篆隷万象名義 第 3 帖 26 丁裏 吅部） 

 單 時闡反。單榮也。（篆隷万象名義 第 6 帖 175 丁表 單部） 

 

	 「單」の万象名義での出現項目を確認すると、両者の字形に細微な違いが観察できる。

字書編纂当初は、異なる字体が示されていた可能性があると考えられる。宋本『玉篇』と

広韻では反切が二つあり、多音注記の字を分項して、異音異義で立項している可能性があ

ると思われる。重出字の判定について、掲出字の原本字形が全同ではないが、包摂の範囲

で処理できるため、異部首の字種レベルの重出字 T2に分類する。 

	 以上、重出字と判断した項目は 224組 448字である。これらを『篆隷万象名義』のテ
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キストと翻刻の本文と対照比較したところ、字体レベルの重出字 T1と字種レベルの重

出字 T2とに分類することができる。内訳は字体レベルの重出字 T1は 141組 282字（同

部首 103組 206字、異部首 38組 76字）であり、字種レベルの重出字 T2は 83組 166字

（同部首 66組 132字、異部首 17組 34字）である。 

 

5.3.3 呂（2003）との比較 

5.3.3.1 呂（2003）における実例の詳細 

	 先に述べたように、呂（2003）では注文を相異にする重出字の 100組（所属部首付き）

を例示し、内容の考証を付している。その成果を踏まえ、篆隷万象名義データベースを利

用し、所在を追記し、データベースにおける翻刻した掲出字との異同を分類して表 5-2に

整理した。表後にこれらの重出字の部首配属（同・異部）、『篆隷万象名義』の帖数の状況

をまとめた。同じ部首に配属する項目の背景をグレーにした。 

表 5-2 呂（2003）にて例示する重出字の詳細 

No. Location1 Radical1 Entry1 Def.1 Location2 Radical2 Entry2 Def.2 Diff 

1 第 1 帖 21 丁表 二部	 恒 
何登反。久也、弦

也、常也。	
第 3 帖 7 丁表 心部	 恒 

何登反。久也、强

也、常也、慨也、太

也。	

D 

2 第 1 帖 21 丁表 玉部	 玩 吾館反。翫也。	 第 1 帖 25 丁裏 玉部	 玩 
五館反。弄也、戲

也。	
S 

3 第 1 帖 21 丁表 珏部	 班 
補姦反。別、次也、

賦也	
第 1 帖 29 丁表 珏部	 班 

补奸反。还也、次

也、赐也、布也。 
S 

4 第 1 帖 51 丁表 人部	 健 渠建反。伉。	 第 1 帖 51 丁表 人部	 健 渠建反。伉也。	 S 

5 第 1 帖 51 丁裏 人部	 佳 古崖反。佳大也。	 第 1 帖 51 丁裏 人部	 佳 革崖反。善。	 S 

6 第 1 帖 60 丁裏 人部	 倅 
会愦反。副也、盈

也。	
第 1 帖 63 丁裏 人部	 倅 

仓愦反。盈也、副

也。 
S 

7 第 1 帖 61 丁表 人部	 傁 苏舌反。老也。 第 1 帖 61 丁裏 人部	 傁 苏后反。老也。 S 

8 第 1 帖 61 丁裏 人部	 偬 子閞反。可求。	 第 1 帖 63 丁表 人部	 偬 子弁反。困也。	 S 

9 第 1 帖 63 丁表 人部	

（作

字）

[𤴞] 

遐嘏反。夏也。	 第 1 帖 62 丁裏 人部	
（作字） 

[𤴞] 
遐嘏反。夏字也。	 S 

10 第 1 帖 63 丁裏 人部	 俸 补孔反。屏棒也。 第 1 帖 64 丁裏 人部	 俸 
补孔反。屏俸也、上

小貌也。 
S 

11 第 1 帖 68 丁表 身部	 体[軆] 耻礼反。形也。	 第 2 帖 61 丁裏 骨部	 体[體] 

他礼反。形也、分

也、生也、亲也、

身、连结也、接纳

也。	

D 

12 第 1 帖 85 丁裏 頁部	 頪 
力外反。疾也，难晓

也。	
第 5 帖 6 丁裏 米部	 頪 力外反。鲜白。	 D 

13 第 1 帖 82 丁裏 頁部	 顗 
鱼牛岂反。静也，乐

也。 
第 5 帖 19 丁表 岂部 顗 鱼豈反。静。 D 
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14 第 1 帖 99 丁表 目部	 睕 一活反。媚。	 第 1 帖 99 丁裏 目部	 睕 一活反。娥媚也。	 S 

15 第 2 帖 4 丁裏 見部	 䚓 尸甚反。深见也。	 第 2 帖 5 丁裏 耳部	 䚓 尸甚反。窃见也。	 D 

16 第 2 帖 4 丁裏 見部	 𧠏 于革反。惊也。	 第 2 帖 5 丁裏 耳部	 𧠏 于革反。视也。	 D 

17 第 2 帖 4 丁裏 見部	 蔑 
亡结反。劳也，目无

光也。	
第 2 帖 5 丁表 苜部	 蔑 亡结反。目劳无精。	 D 

18 第 2 帖 4 丁裏 覞部 覞 昌反召。普见。	 第 2 帖 5 丁裏 耳部	 覞 
入召反。并视也，比

也。	
D 

19 第 2 帖 4 丁裏 覞部 𧢞 楷间反。畏视。	 第 2 帖 5 丁裏 耳部	 𧢞 楷间反。俱视也。	 D 

20 第 2 帖 4 丁裏 覞部 䨳 
欣衣反。见雨而上

息。	
第 2 帖 5 丁裏 耳部	 䨳 火利反。见雨止也。	 D 

21 第 2 帖 5 丁裏 耳部	 𦗳 汝江反。耳中声。	 第 2 帖 5 丁裏 耳部	 𦗳 女江反。耳中聲也。	 S 

22 第 2 帖 5 丁裏 耳部	 联[聯] 

力彼反。聚也、连

也、及也、合、续

也。	

第 2 帖 5 丁裏 耳部	
联  

[聯] 

力然反。聚也、连

也、及也、续也、难

也。	

S 

23 第 2 帖 21 丁裏 口部	 㖃 
居候反。恥辱、詈

也。	
第 2 帖 20 丁裏 口部	 㖃 

呼垢反。恥辱也、厚

怒也。	
S 

24 第 2 帖 11 丁裏 口部	 哉 子来反。间也。	 第 5 帖 40 丁裏 戈部	 哉 子来反。始也。	 D 

25 第 2 帖 42 丁裏 手部	 押 
古狎反。辅也，夹

也，捡也。	
第 2 帖 43 丁裏 手部	 押 

字竽反。辅也、捡

也，夹。	
S 

26 第 2 帖 30 丁裏 手部	 挈 
苦節反。提也、撃

也。	
第 5 帖 48 丁裏 㓞部 挈 连 D 

27 第 2 帖 81 丁裏 心部	 憕 除蒸反。平也。	 第 3 帖 2 丁表 心部	 憕 除承反。失志皃。	 S 

28 第 2 帖 90 丁裏 心部	 忧[憂] 
于牛反。愁也、思

也。	
第 3 帖 52 丁表 夊部	 忧[憂] 

于尤反。优字。愁思

也。	
D 

29 第 3 帖 28 丁裏 欠部	 钦 
去金反。敬也、忧

也。	
第 5 帖 62 丁表 金部	 钦 去音反。慕也。	 D 

30 第 3 帖 29 丁裏 欠部	 歖 
欣疑反。卒憙也、咲

怒也。	
第 3 帖 31 丁裏 欠部	 歖 

虛紀反。喜字。樂

也。	
S 

31 第 3 帖 49 丁裏 彳部	 彴 
巳約反。倚度、橫木

渡水也。	
第 3 帖 50 丁表 彳部	 彴 已約反。猗渡也。	 S 

32 第 3 帖 71 丁表 尸部	 属 

時欲反。合、聚也、

录也、会也、足也、

解也、近也、续也、

連也、系也、著也、

独、適也。	

第 3 帖 72 丁表 尾部	 属 

之時反。联也、会

也、录也、解也、续

也、近也、著也、独

也、適也、定也、连

也。	

D 

33 第 3 帖 83 丁表 歹部	 㱠 

古胡反。辜字。罪

也、干也、𣨱也。枯

字。	

第 3 帖 83 丁表 歹部	 㱠[𣧮] 
苦胡反。㱠也、干
也、𣨱也。枯字。	

S 

34 第 4 帖 39 丁裏 艸部	 𦼫 具居反。菜似蘇也。	 第 4 帖 52 丁表 艸部	 𦼫 
渠与(與)反。⿱艸舌

(苦)蕒也、菜也。	
S 

35 第 4 帖 60 丁裏 竹部	 筤 
力桑反。簋也、车簁

也、盛物也。	
第 4 帖 68 丁表 竹部	 筤 

力桑反。𥫵也、籃

也。	
S 

36 第 4 帖 74 丁裏 耒部	 𦔅 徒兀反。耕禾间也。	 第 4 帖 75 丁表 耒部	 𦔅 大兀反。	 S 
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37 第 4 帖 81 丁裏 禾部	 种 直中反。稚也。	 第 4 帖 82 丁表 禾部	 种 直忠反。稚也。	 S 

38 第 5 帖 9 丁表 亼部	 全 聚縁反。完。	 第 5 帖 10 丁表 入部	 全 
聚沿反。具也、完

也。	
D 

39 第 5 帖 10 丁表 入部	 令 力贞反。使。	
第 6 帖 160 丁

表 
卩部	 令 

力政反。命也、善

也、伶也、告也、使

也。	

D 

40 第 5 帖 19 丁裏 豆部	 豉 时寘反。五味和。 第 5 帖 19 丁裏 豆部	 豉 时寘反。盐也。 S 

41 第 5 帖 22 丁表 皿部	 盝 力读反。竭。	 第 5 帖 22 丁表 皿部	 盝 力读反。𥂖字。	 S 

42 第 5 帖 36 丁表 弓部	 弙 反。滿弓有所向。	 第 5 帖 36 丁表 弓部	 弙 
口孤反。持也、張

也。	
S 

43 第 5 帖 35 丁裏 弓部	 彄 苦侯反。弦所居。	 第 5 帖 37 丁表 弓部	 彄 
菩侯反。弓端弦所

居。	
S 

44 第 5 帖 46 丁表 刀部	 劙 力支反。分也。	 第 5 帖 46 丁表 刀部	 劙[蠫] 力支反。分割。	 S 

45 第 5 帖 52 丁裏 金部	 鍥 口結反。镰。	 第 5 帖 59 丁裏 金部	 鍥 可結反。缺也。	 S 

46 第 5 帖 42 丁裏 殺部	 弑 尸忌反。子煞文也。	 第 5 帖 48 丁表 殺部	 弑 
尸至反。杀。弑，又

杀。	
S 

47 第 5 帖 42 丁表 殺部	 杀[殺] 

所黠反。復古伇死

也、截也、賊也、咸

也、抒也、疾也。	

第 5 帖 48 丁表 殺部	 杀[殺] 所黠反。宰。	 S 

48 第 5 帖 98 丁裏 水部	 𤂳 须苪反。飲歃。 第 5 帖 98 丁裏 水部	 𤂳 须絹反。饮。 S 

49 第 5 帖 109 丁表 谷部	 谿 苦奚反。	
第 5 帖 109 丁

裏 
谷部	 谿 苦号反。	 S 

50 第 5 帖 109 丁表 谷部	 豂 力彫反。空谷。	
第 5 帖 109 丁

裏 
谷部	 豂 力周反。空谷深。	 S 

51 第 5 帖 109 丁裏 谷部	 䜪 渠周反。䜱。 
第 5 帖 110 丁

表 
谷部	 䜪 渠周反。䜱也、亭。 S 

52 第 5 帖 109 丁表 谷部	 谾 呼江反。谷。	
第 5 帖 110 丁

表 
谷部	

⿰(谷空) 

[谾] 
呼江反。谷空。	 S 

53 第 5 帖 109 丁裏 谷部	 䜯 渠陆反。谷。	
第 5 帖 110 丁

表 
谷部	 䜯 渠六反。谷名。	 S 

54 第 5 帖 109 丁裏 谷部	 谼 胡东反。大壑。	
第 5 帖 110 丁

表 
谷部	

⿰（谷

苦）[谼] 
胡东反。大谷。	 S 

55 第 5 帖 110 丁裏 冫部	 凋 丁■(弔)反。半傷。	
第 5 帖 110 丁

裏 
冫部	 凋 

丁聊反。傷也、弊

也。	
S 

56 第 5 帖 110 丁裏 冫部	 𠖷[㓏] 胡炯反。冷。	
第 5 帖 111 丁

表 
冫部	 𠖷[㓏] 胡炯反。冷也。	 S 

57 第 5 帖 110 丁裏 冫部	 𠗝[𠗊] 渠井反。寒。	
第 5 帖 111 丁

裏 
冫部	 𠗝[𠗊] 渠井反。寒貌。	 S 

58 第 5 帖 111 丁表 冫部	 准 之允反。準字。	
第 5 帖 111 丁

裏 
冫部	 准 之允反。均平。	 S 

59 第 5 帖 112 丁裏 雨部	 𩄡 力沾反。久雨。	
第 5 帖 113 丁

表 
雨部	 𩄡 力占反。久雨。	 S 

60 第 5 帖 113 丁表 雨部	 䨣 柯霚反。霑濡。	
第 5 帖 113 丁

裏 
雨部	 䨣 匹各反。霑濡也。	 S 
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61 第 5 帖 114 丁表 雨部	 霓 五奚反。云似龙。	
第 5 帖 114 丁

表 
雨部	 霓 

五奚反、又五結反。

云色似龙。	
S 

62 第 5 帖 114 丁表 雨部	 需 息倶反。凝。	
第 5 帖 114 丁

表 
雨部	 需 思倶反。不进。	 S 

63 第 5 帖 114 丁裏 雨部	 雴 日立反。霫也。	
第 5 帖 114 丁

裏 
雨部	 雴 普立反。	 S 

64 第 5 帖 114 丁裏 雨部	 𩂻 丑渉反。小雨。	
第 5 帖 115 丁

表 
雨部	 𩂻 力渉反。小雨。	 S 

65 第 5 帖 115 丁表 雨部	 𩄁 虚鬼反。震雷貌。	
第 5 帖 115 丁

裏 
雨部	 𩄁 虚鬼反。雷震。	 S 

66 第 5 帖 115 丁裏 雨部	 𩃘 徒桓反。露盛多。	
第 5 帖 115 丁

裏 
雨部	 𩃘 徒桓反。零露。	 S 

67 第 5 帖 114 丁裏 雨部	 𩂹 唯壁反。大雨。	
第 5 帖 115 丁

裏 
雨部	 𩂹 惟辟反。大雨。	 S 

68 第 5 帖 116 丁表 雲部	 靆 徒戴反。	
第 5 帖 116 丁

表 
雲部	 靆 他爱反。不明也。	 S 

69 第 5 帖 117 丁表 風部	
⿰衮風 

[䬇] 
君绢反。小风。	

第 5 帖 118 丁

表 
風部	

⿰衮風 

[䬇] 
尹绢反。小风。	 S 

70 第 5 帖 117 丁表 風部	 颫[𩖬] 附娯反。自上下。	
第 5 帖 118 丁

表 
風部	 颫[𩖬] 附娯反。风上下。	 S 

71 

第 5 帖 117 丁表 

風部	

颼 所留反。風音。	

第 5 帖 118 丁

裏 
風部	 颼 所留反。飂。	 S 第 5 帖 118 丁表 颼 于留反。風音。	

  [䬀]   

72 第 5 帖 117 丁表 風部	 𩘹 思陆反。寒風。	
第 5 帖 118 丁

表 
風部	 𩘹 思六反。寒风。	 S 

73 第 5 帖 117 丁裏 風部	 䬌 匹周反。风吹也。	
第 5 帖 118 丁

表 
風部	 䬌 叵周反。吹貌。	 S 

74 第 5 帖 117 丁裏 風部	 颸 楚饥反。疾风。	
第 5 帖 118 丁

表 
風部	 颸 楚饥反。疾貌。	 S 

75 第 5 帖 117 丁裏 風部	 䫸 丑交反。热风。	
第 5 帖 118 丁

表 
風部	 䫸[𩖙] 丑文反。热风。	 S 

76 第 5 帖 117 丁裏 風部	 𩘅 柯谐反。疾貌。	
第 5 帖 118 丁

裏 
風部	 𩘅 柯谐反。疾也。	 S 

77 第 5 帖 117 丁裏 風部	 飁 似立反。和貌。	
第 5 帖 118 丁

裏 
風部	 飁 似立反。大也。	 S 

78 第 5 帖 120 丁裏 白部	 皬[㿥] 胡告反。鸟白。	
第 5 帖 121 丁

表 
白部	 皬 胡告反。鸟白貌。	 S 

79 第 5 帖 120 丁裏 白部	 𡭴 去千反。际见白也。	
第 5 帖 121 丁

表 
白部	 𡭴 去弓反。际见貌。	 S 

80 第 5 帖 122 丁表 日部	 晵 苦见反。干也。	
第 5 帖 122 丁

表 
日部	 晵 

苦见反。告也、干

也。	
S 

81 第 5 帖 122 丁表 日部	 晹 余亦反。䨱云暫見。	
第 5 帖 122 丁

裏 
日部	 晹 

余亦反。日䨱云暫

見。	
S 

82 第 5 帖 122 丁裏 日部	 𣅦[𣅛] 繙渉反。日趺。	
第 5 帖 123 丁

表 
日部	 𣅦 阻渉反。日趺(跌)。	 S 

83 第 5 帖 123 丁裏 日部	 暀 
禹况反。往也、美

也。	

第 5 帖 124 丁

表 
日部	 暀 禹况反。美光也。	 S 

84 第 5 帖 124 丁表 日部	 曬 所隘反。暴也。	
第 5 帖 124 丁

裏 
日部	 曬 所隘反。日干物。	 S 



 

 132 

85 第 5 帖 124 丁裏 日部	 晞 许机反。暴也。 
第 5 帖 124 丁

裏 
日部	 晞 欣机反。燥。	 S 

86 第 5 帖 124 丁表 日部	 昔 思亦反。往古也。	
第 5 帖 124 丁

裏 
日部	 昔[㫺] 

思亦反。夜也、古

也、昨也。	
S 

87 第 5 帖 125 丁表 日部	 曒 
公鸟反。如也、明

也。	

第 5 帖 125 丁

裏 
日部	 曒 

公鸟反。明也、晈

也。〔暞：上文。〕	
S 

88 第 5 帖 125 丁表 日部	 暮 莫故反。冥。	
第 5 帖 126 丁

表 
日部	 暮 

綿故反。晩也、夕

也。	
S 

89 第 5 帖 126 丁表 日部	 曖 于戴反。似春。	
第 5 帖 126 丁

裏 
日部	 曖 于戴反。暗也。	 S 

90 第 5 帖 127 丁裏 日部	 曃 勅爱反。不明也。	
第 5 帖 127 丁

裏 
日部	 曃 徒爱反。不明也。	 S 

91 第 5 帖 122 丁裏 日部	 晩 无远反。暮后也。	
第 5 帖 122 丁

裏 
日部	 晩 

莫遠反。後也、暮

也。	
S 

92 第 5 帖 129 丁裏 日部	 明 靡京反。光。	
第 5 帖 129 丁

裏 
明部	 明 

靡京反。辨哲也、洁

也、朗也、齐也、照

也、发也、著也、尊

也。	

D 

93 第 5 帖 133 丁表 大部	 奅 普教反。大也。	
第 5 帖 133 丁

裏 
大部	 奅 叵教反。大也。	 S 

94 第 5 帖 133 丁表 大部	 𢧤 雉搮反。大。	
第 5 帖 133 丁

裏 
大部	 𢧤 知栗反。大。	 S 

95 第 5 帖 133 丁裏 大部	 𡗨 丁计反。大。	
第 5 帖 133 丁

裏 
大部	 𡗨 丁计反。大。	 S 

96 第 5 帖 133 丁表 大部	 𡗦 飢薤反。大也。	
第 5 帖 133 丁

裏 
大部	 𡗦 飢薤反。大、不大。	 S 

97 第 5 帖 134 丁裏 大部	 奕 
余石反。容也、盛

也。	

第 5 帖 134 丁

裏 
大部	 奕 余石反。盛貌。	 S 

98 第 5 帖 145 丁表 黑部	 黬[𪒹] 居咸反。黒。	
第 5 帖 147 丁

表 
黑部	 黬 五函反。釜底黒。	 S 

99 第 6 帖 24 丁裏 阜部	 隆 
力弓反。多也、丰大

也。	

第 6 帖 167 丁

表 
生部	 隆 生力反。丰大。	 D 

100 第 6 帖 149 丁裏 巾部	 幨	 昌瞻反。绝。	
第 6 帖 149 丁

裏 
巾部	 幨 昌瞻反。绝起。	 S 

 
5.3.3.2 重出字について本研究の調査結果と呂（2003）との比較 

	 本研究の調査結果と呂（2003）で挙げた 100 組の実例を比較したところ、次の 9 組 18

字については、篆隷万象名義データベースではそれぞれ別字で翻刻していて、掲出字原本

画像も異なる字体を示しているので、本研究では非重出字と判定する。 

1  ⿰⺅⿳⼛旧⺙（第 1帖 61丁裏） 偬（第 1帖 63丁表）（8番） 

2  徇（第 3帖 49丁裏）          彴（第 3帖 50丁表）（31番） 

3  劙（第 5帖 46丁表）          蠫（第 5帖 46丁表）（44番）   
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4  殺（第 5帖 42丁表）          𣪩（第 5帖 42丁裏）（47番） 

5  𩃘（第 5帖 115丁裏）	 	 	 	  ⿱雨亘（第 5帖 115丁裏）（66番） 

6  䫸（第 5帖 117丁裏）	 	 	  	 𩖙（第 5帖 118丁表）（75番） 

7  涆（第 5帖 122丁表）         晵（第 5帖 122丁表）（80番） 

8  𣅛（第 5帖 122丁裏）          𣅦（第 5帖 123丁表）（82番） 

9  昔（第 5帖 124丁表）	 	       㫺（第 5帖 124丁裏）（86番） 

 

5.3.4 埋字に関係する重出字 

前にも述べたように、高山寺『篆隷万象名義』の体裁と内容の実態から判断し、広義の

掲出字は隷書大字の掲出字以外に、埋字と脱字も含むものである。確認された重出字項目

の中、一方が埋字であるか、もしくは両方とも埋字である、つまり埋字と関係するものに

次の 36組 72字がある。 

「班・䃾・柴・𡏮・㿒・𡖇・𨦃・𠆩・𨌥・輠・涵・璯・豁・佳・健・暞・僒・理・ 

	 𣂞・䁅・屔・雱・籤・牆・㢻・禠・禩・𠜓・睕・軎・𠄢・玹・櫾・𡿧・郰・祽」 

 

5.3.5 双隷掲出字に関する重出字 

	 高山寺『篆隷万象名義』の体裁上、隷書掲出字が一字で見出しとなるのが、原則である。

しかし、数は少ないが、隷書掲出字が二字並列する項目が存在する24。このような体裁の

掲出字を双隷掲出字と呼ぶことにする。万象名義で最初に出てくる双隷掲出字を例とし

て説明する。 

 

 

 

 

                                                        
24 次節の 5.1で挙げた原本『玉篇』の例 6「巽」もこのような掲出字二字並列する項目で
ある。 
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	 （10） 𤩨・璪の例  

 

         𤩨璪 作道反。雜⽂⽟也。（篆隷万象名義 第 1 帖 24 丁裏 ⽟部） 

	 旁に「叅」と「喿」を持つ字体をデータベース検索し、原本画像で確認すると、原本の

字体では「叅」と「喿」が通用する例が多数存在することが確認できた。そこから、この

二字は異体字であると考えられるため、字種レベルの重出字と認定した。	

	 	

	 （11） 俜β・俜  

 

        俜β俜 普丁反。辨也、俠也。（篆隷万象名義 第 1 帖 53 丁裏 ⼈部） 

	 旁に「甹」を持つ字体をデータベースで検索し、原本画像で確認すると、原本字体では

「 」と「甹」が通用する例が多数存在することが確認できた。同様にこの二字も異体字

であるといえるため、字種レベルの重出字と認定する。 

	 	 万象名義では、体裁上双隷掲出字となるものは 24項目 48字がある。上記のように異体

字を並列する項目もあるが、字体が全同のものもある。さらに、一方が誤写や衍文で、傍

に見消記号が付される項目もある。先行研究における認定の違いが多くある。双隷掲出字

の解明は、万象名義の注文字体、注文内容による字義の確認、他の古辞書と字体の比較な

どについての精査が必要となってくる。本研究では双隷掲出字と重出字との関係に言及

するにとどめる。 

 

5.4 原本玉篇残巻との比較 

5.4.1 原本玉篇残巻での重出字の確認 

原本『玉篇』残巻では文字コード化した掲出字が同一の項目は 12組 24字ある。表 5-3に

示す。 

 

 

 

 

 

25

54
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表 5-3 原本『玉篇』残巻での重出字の調査（符号化した掲出字が同一の項目） 

No. Volume Radical Pic. Entry Def 

1 
9 言部	

 

𧧒	
七清反。《説文》：數諫也。野王案：

《詩》所謂風諫。亦諫也。《詩》今為刺

字。在刀部。 

9 言部	
 

𧧒	
千吏反。《字書》：謀也。 

2 

9 言部	
 

𧭦	
呼縣反。《説文》：流言也。《蒼頡篇》：

縣書有所求也。野王案：亦与敻字同。在𥄎

部。 

9 言部	
 

𧭦	
呼縣反。《説文》：流言也。《蒼頡篇》：

縣書有所求也。野王案：亦与敻字同。在𥄎

部。 

3 
9 言部	

 

誺 
猪飢丑利二反。《方言》：誺不知也。沅澧

之間凡相問而不知、荅曰誺。郭璞曰：亦如

聲之轉也。 

9 言部	
 

誺 
力代反。《廣雅》：誺誤也。与謬同爲僻誤

之誤也。 

4 

9 言部	
 

謕 
徒埿反。《方言》：南楚或謂支註曰詀謕轉

語也。在口部也。 

9 言部	
 

謕 

息移反。《説文》：數諒也。 

5 

9 欠部	
 

歖	

欣款反。《説文》：平喜也。《廣雅》：咲

怒也。 

9 欠部	
 

歖	

虗紀反。《字書》：古文喜字也。喜樂也。

在喜部。 

6 

18 丌部	
 

巽	

《周易》：巽入也、巽伏也。《尚書》：庸

命巽朕位、孔安國：巽從也。《論語》：巽
与之言、苞咸曰：巽恭也。野王案、訓恭從

亦与愻字、義同、在心部。《説文》：此篆

文顨字也。 

18 丌部	
 

巽	

《周易》：巽入也、巽伏也。《尚書》：庸

命巽朕位、孔安國：巽從也。《論語》：巽
与之言、苞咸曰：巽恭也。野王案、訓恭從

亦与愻字、義同、在心部。《説文》：此篆

文顨字也。 

7 

22 山部	
 

岪	

扶弗反。《説文》：小脅道也。 

22 山部	
 

岪	

扶弗反。《説文》：山脅道。《埤蒼》：欝

山皃也。野王案：《子虚賦》：槃行岪欝是

也。 
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8 

27 糸部	
 

紾	

徒展反。《考工記》：凡相角、老牛之角紾

而錯。鄭衆曰：讀為抮、縛之抮、謂牛桷角

理也。《說文》：紾縛也。 

27 糸部	
 

紾	

居忍反。《聲類》亦緊字也、緊急也、乱

也。在緊部。 

9 

27 糸部	
 

縱	

子用反。《尚書》：欲敗度、縱敗礼。孔安

國曰：放縱情欲、毀敗礼度也。野王案：縱

猶恣也。《礼記》：欲不可縱、志不可滿是

也。《毛詩》：縱送忌。《傳》曰：發矢曰

縱。又曰：縱我不往、子寧不来。野王案：

《廣雅》：縱置也。《左氏傳》：而縱尋斧

焉。杜預曰：縱放也。《礼記》：縱言至於

礼。鄭玄曰：縱言、記說事也。《尓雅》：

縱乱也。郭璞曰：縱放乱法也。《説文》：

縱緩也。 

27 糸部	
 

縱	

《字書》：亦緃字也。 

10 

27 糸部	
 

絝	

口故反。《淮南》：短衣不絝、以便涉游。

野王案：《說文》：脛衣也。相如《上林

賦》：絝白虎。《漢書音義》曰：絝絆絡之

也。 

27 糸部	
 

絝	

《字書》：古文綯字也。 

11 

27 糸部	
 

𥾝	

《字書》：亦緬字也。 

27 糸部	
 

𥾝	

亡結反。《蒼頡篇》：𥾝細也 

12 

27 糸部	
 

絲	

《説文》：古文糸字也。 

27 糸部	
 

絲	

蘇姿反。《尚書》：沇州青州貢絲。《周

礼》：豫州之利絲枲。《説文》：蠶所吐

也。 

	 上記の 12組 24字の項目は、前節 2.3で『篆隷万象名義』の重出字を判別する際の規準

を適用すると、次のように分析できる。 

非重出字：8（1組 2字） 

字体レベルの重出字 T1：3・5・6・7（4組 8字） 

字種レベルの重出字 T2：1・2・4・9・10・11・12（7組 14字） 
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	 ここにおいて重出字として判断した項目は 11 組 22 字である。詳しく注文を比較する

と、少しずつ異なる特徴が見えてくる。6番の「巽」、原本『玉篇』では異なる項目ではな

く、同一の項目の双掲出字である。2番の「𧭦」、掲出字画像が相異を示すが、両項目の注

文は全同である。7 番の「岪」、両項目の注文はいずれも意味注記のみであるが、後者の

意味注記のほうがさらにくわしい。3番の「誺」・4番の「謕」、多音注記の字を分項して、

異音異義で立項すると見える。1番の「𧧒」・5番の「歖」・9番の「縱」・10番の「絝」・

11番の「𥾝」、いずれも中の一項目は『字書』の記述による。また、9番の「縱」・10番の

「縱」・11番の「𥾝」・12番の「絲」、いずれも一方の項目は字体注記を説明する異体掲出

字である。以上の調査を通し、掲出字の原本画像と注文内容を比較することによって、原

本『玉篇』での重出項目は異体字に関係するものが多いことが分かった。 

5.4.2 篆隷万象名義の重出字の原本玉篇残巻での確認 

	 本研究で判定した『篆隷万象名義』の重出字の中、原本『玉篇』残巻に存在する字は次

の 21字がある。「睪・讒・謕・誺・𦎍・云・單・欽・欣・歖・𣧩・輠・輩・灡・涵・𤂳・

碏・隆・䧞・孫・絲」	

	 さらに、「謕・誺・欽」は原本『玉篇』残巻でも重出字と判定した。逆に原本『玉篇』

残巻で重出字と判定した 11組 22字の中、『篆隷万象名義』でも重出字と判定したのは次

の 7組である。「誺・謕・歖・縱・絝・𥾝・絲」 

 

5.5 篆隷万象名義の重出字の分布 

5.5.1 部首における分布 

字体レベル重出字 T1 と字種レベル重出字 T2 を合わせたデータの同異部首の配属状況

は、同部首 164組 328字であり、異部首 54組 108字である。 

同部首の重出字項目は 61部首に分布し、重出字の配属順位によって示すと次の通りで

ある。（重出字項目組数、部首、部首数の順で示す） 

13組：日部・人部（2） 

11組：雨部（1） 

10組：風部（1） 

 8組：谷部・木部（2） 

 7組：大部（1） 

 6組：冫部（1） 

 5組：金部・水部（2） 

 4組：艸部・心部・玉部・竹部（4） 

 3組：車部・弓部・目部・肉部・言部（5） 



 

 138 

 2組：髟部・疒部・刀部・耳部・禾部・玨部・口部・嗇部・黒部・示部・手部・土部（12） 

 1組：二部・白部・虫部・巛部・豆部・多部・巿部・革部・𩫏部・火部・亼部・見部・

巾部・斤部・臼部・耒部・𩰲部・氂部・皿部・欠部・去部・石部・殳部・覞部・

邑部・雲部・止部・豸部・舟部（29）  

	 異部首の重出項目は 47種の部首の組合せに散在し、配属する重出字項目数の順位で示

すと次の通りである。（重出字項目組数、部首の組合せ、部首数の順で示す） 

4組：【見部・耳部】（1） 

2組：【雨部・雲部】【覞部・耳部】【殺部・刀部】（3） 

1組：【隹部・毛部】【云部・雲部】【月部・明部】【邑部・赤部】【頁部・豈部】 

	   【頁部・米部】【言部・誩部】【吅部・單部】【心部・夊部】【系部・子部】 

    【勿部・易部】【尾部・出部】【田部・𠙹部】【黍部・禾部】【手部・㓞部】 

    【収部・㚔部】【尸部・尾部】【身部・呂部】【入部・卩部】【丘部・冂部】 

    【欠部・金部】【欠部・斤部】【乾部・月部】【女部・鬼部】【目部・見部】 

    【木部・示部】【門部・月部】【力部・刀部】【玨部・琴部】【斤部・金部】 

    【見部・𥄕部】【亼部・入部】【夰部・日部】【阜部・生部】【阜部・馬部】 

    【歹部・糸部】【大部・大部】【辵部・廴部】【屮部・十部】【艸部・皿部】 

    【艸部・茍部】【艸部・雈部】【日部・異部】（43） 

	 『篆隷万象名義』と見比べると、原本『玉篇』残巻の方は零巻であるため、重出字の部

首分布も比較的単純である。11組全部が同部首であり、詳細は次の通りである。 

	 	 	 言部 4組・糸部 4組・欠部 1組・丌部 1組・山部 1組 

 

5.5.2 帖における分布 

	 調査の結果、重出字の帖における分布の詳細は次の通りである。 

  第 1帖：40組 80字（対象字は第 1帖 31字、第 2帖 2字、第 3帖 1字、第 5帖 6字） 

	 第 2帖：28組 56字（対象字は第 2帖 22字、第 3帖 4字、第 5帖 2字） 

	 第 3帖：20組 40字（対象字は第 3帖 10字、第 5帖 5字、第 6帖 5字） 

	 第 4帖：24組 50字（対象字は第 4帖 18字、第 5帖 3字、第 6帖 3字） 

	 第 5帖：103組 206字（対象字は第 5条 100字、第 6帖 3字） 

	 第 6帖：10組 20字（対象字は第 6帖 10字） 

	 上記のデータでは、ほかの帖と比べると第 5 帖に相当量の重出字項目が存在すること

が明らかとなった。これは、編纂上の方針の異なりを示すのではないかと考えられ、次節

で検討する。 
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5.6 重出字からみる第 5 帖の特殊性 

	 附表の重出字調査データから分かるように、第 5帖の 91丁から 136丁まで重出字が集

中している。具体的には、91 丁から 136 丁までの 46 丁に、重出字 70 組が存在する。す

なわち平均 1 丁 1.5 組の重出字がある。『篆隷万象名義』全体では、第 1 帖 101 丁、第 2

帖 94丁、第 3帖 91丁、第 4帖 86丁、第 5帖 153丁、第 6帖 190丁の、合わせて 716丁

に 224組の重出字があり、平均して 1丁 0.3組の重出字があるにすぎない。これは第 5帖

の 91丁から 136丁の特定部分に重出字が密集していることが一目瞭然である。実例をみ

てみよう。 

（12） 「曒」の例  

（13） 「暞」の例  

 

 曒 公鳥反。如也、明也。（篆隷万象名義 第 5 帖 125 丁表 日部） 

 暞 激也。（篆隷万象名義 第 5 帖 125 丁表 日部） 

 曒 公鳥反。明也、晈也。〔暞：上文。〕（篆隷万象名義 第 5 帖 125 丁裏 日部）  

 暞：上文。（篆隷万象名義 第 5 帖 125 丁裏 日部） 

	  

	 これらは重出するいずれもが隣り合っているので、合わせて例とする。最初の重出では

上下二段の項目の掲出字である。二度目の重出は一つの項目にあり、「曒」が隷書掲出字

で、「暞」は注文に繰り込まれた埋字である。注文の内容を見比べると、「曒」では字音の

注記が同じで、義注には異同がある。「暞」は「曒」の異体字で、両方の注文を確認する

と、前出が意味注記で後出が字体注記である。 

 

（14） 「暮」の例  

 

 暮 莫故反。冥。（篆隷万象名義 第 5 帖 125 丁表 日部） 

 暮 綿故反。晩也、夕也。（篆隷万象名義 第 5 帖 126 丁表 日部） 
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	 「暮」の例では、字音の反切用字に相違があるほか、義注にも異動がみられる。 

	 これまでの例で、重出する項目の注文はいずれも掲出字に関わるが、字音を説明する

反切用字、義注、異体字の説明など少しずつ異なることが分かった。また、所在も同じ

丁の表裏にあったり、離れても二丁程度であったりするなど、比較的近い位置で出現し

ている。第 5帖は体裁や反切用字などの特殊性について先行研究ですでに論じられてい

るが、重出字においても特徴があるのである。 

 

 

5.7 重出字の類型 

5.7.1 多音字の分項 

（15） 「憕」の例  

 憕 除蒸反。平也。（篆隷万象名義 第 2 帖 81 丁裏 ⼼部） 

 憕  除承反。失志皃。（篆隷万象名義 第 3 帖 2 丁表 ⼼部） 

    憕 直陵切。⼼平也。又直庚切。失志也。（宋本『⽟篇』 上 77 丁表 ⼼部） 

	 	 	 	 cf.	 憕  憕𢘌失志又音懲。直庚切。（宋本広韻 庚韻） 

                失志皃又音澄。宅耕切。（宋本広韻 耕韻） 

	 	 	 	 	 	 	 	 平也又竹萌切。直陵切。（宋本広韻 蒸韻） 

	 「憕」は、掲出字の原本字形が同じであるため、同部首の字体レベル重出字 T1に分

類する。宋本『玉篇』と宋本広韻では多音注記があり、多音字を分項し、異音異義のそ

れぞれで立項したものと見える。このような重出字は 20項目以上が存在する。原本『玉

篇』の一部の多音字を抄出するにあたって、発音によって分項し、異音異義のそれぞれ

で立項するプロセスが存在した可能性がある。 

 

5.7.2 類型同字の分項 

（16） 「鍥」の例  

	 	  鍥 口結反。鐮。（篆隷万象名義 第 5 帖 52 丁裏 金部） 

   鍥 可結反。缺也。〔𨦃：丁果反。缺。〕（篆隷万象名義 第 5 帖 59 丁裏 金部） 

	 後者について、呂（2003）は、「“缺”義未詳」とする。『新撰字鏡』には次のようにあ

53

60
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り、『篆隷万象名義』の後項の「缺也」と一致する。 

  

 鍥β鍥 二形同。古屑反。鐮也、■（錡）缺也。 

  （新撰字鏡 巻第 6・25 丁裏 金部）25 

	 このように『新撰字鏡』では類形同字の項目は、『篆隷万象名義』では別々に立項され、

重出字項目になっているものは「鍥」以外も何個がある。仮説ではあるが、『篆隷万象名

義』ではこのような類形同字をそれぞれ立項したことが、重出字の成因の一つになったの

ではないかと推測する。 

 

5.8 まとめ 

	 本章、篆隷万象名義データベースを利用して『篆隷万象名義』における重出字問題を検

討した。これは、電子化した古辞書の本文データを研究目的に応じていかに利用するかを

めぐる一つの試みにすぎないが、実際の調査を通じ、データの処理や問題点の抽出などに

有効であることが分かった。	

	 結論は、以下の通りである。 

	 ① 『篆隷万象名義』の全体で重出字は 224組 448字である。 

② そのうち、字体レベルの重出字 T1は 141組 282字であり、字種レベルの重出字 T2

は 83組 166字である。 

③ 原本『玉篇』残巻にて確認できた重出字は 11組 22字である。そのうち『篆隷万象

名義』でも重出字と判定したものは次の 7組がある。 

	 	 	 「誺・謕・歖・縱・絝・𥾝・絲」 

④ 『篆隷万象名義』の重出字の同・異部首の配属状況は、同部首 164組 328字であり、 

   異部首 54組 108字である。 

⑤ 『篆隷万象名義』の重出字の帖における分布は、第 1帖 40組 80字、第 2帖 28組 

   56字、第 3帖 20組 40字、第 4帖 24組 50字、第 5帖 103組 206字、第 6帖 10組 

   20字である。 

⑥ 重出字から見ても第 5帖は特殊であり、第 5帖の 91丁から 136丁までの特定部分 

   に重出字が密集することが分かった。 

⑦重出の理由の一つとして、多音字と類形同字を分項したことが考えられる。 

                                                        
25 出典群「切韻 B」（貞苅（1998）参照）。 



 

 142 

	 以上、『篆隷万象名義』における重出字問題を考察してきた。説文解字、原本『玉篇』残

巻での部首内出現順位の視点から、『篆隷万象名義』の重出字と説文解字との関係はどうな

っているか。また、これらの重出字は、どの段階でどのような位置に増補されたのかについ

ては今後の課題にしたい。 
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附表 5 字体レベル重出字 T1 

TBID1 Radical1 Entry1 Def1 TBID2 Radical2 Entry2 Def2 R_diff 

1_019_A63 示 祽 
祽：子内反。月祭

也。 
1_019_B11 示 祽 子内反。月祭也。 S 

1_021_A33 二 恒 

何登反。久也、猛

也、常也。〔𠄨：古

文。〕〔恒 β：同

上。〕〔𠄢：求宣

也。〕 

3_007_A21 心 恒 

何登反。久也、强

也、常也、慨也、太

也。 

D 

1_025_A63 玉 理 
理：力紀反。分也、

事也、治也。 
1_027_A42 玉 理 

理：力紀反。正也、

吏也、分也、性也、

事也、道也、從也、

治也、媒也。 

S 

1_028_B32 玉 珋 力九反。 1_028_B41 玉 珋 力九反 S 

1_028_B53 玉 玹 玹：胡蠲反。 1_029_A22 玨 玹 玹：胡蠲反。 S 

1_028_B62 玉 璯 璯：苦話反。 1_029_A26 玨 璯 璯：苦話反。 S 

1_029_A21 玨 𨌥 

扶福反。〔玹：胡蠲

反。〕〔珝：吁羽

反。〕 

1_029_A34 玨 𨌥 𨌥：扶福反。皮篋。 S 

1_029_A24 玨 班 

補姦反。別次也、賦

也、徧也、位也、列

也、賜也、布也、

還。〔琙：胡■
反。〕〔璯：苦話

反。〕 

1_029_A35 玨 班 
班：補姦反。還也、

次也、賜也、布也。 
S 

1_029_A31 玨 琴 

渠林反。〔䥅(seal)：
古文。〕〔琴

β(seal)：又作。〕 

5_017_A61 琴 琴 渠林反。楚。 D 

1_034_A22 土 塲 
除良反。春夏為囿、

秋冬為塲。 
1_036_B53 土 塲 

如羊反。坁也、鼠壤

也。〔壏：何𪒠

反。〕 

S 

1_036_B32 土 𡏮 扗交反。 1_036_B311 土 𡏮 𡏮：壯交反。 S 

1_038_A51 田 甾 

側飢反。業也。

〔釐：力之反。理

也。〕 

5_032_B64 𠙹 甾 今𠙹。 D 

1_040_B41 丘 屔 
奴鷄反。〔𪏓：胡觥

反。〕 
1_040_B56 冂 屔 屔：奴鷄反。張字。 D 

1_041_A22 𩫏 𩫠 古穴反。缺也。 1_041_A32 𩫏 𩫠 古穴反。缺也。 S 

1_042_A52 邑 郝 舒石反。 5_147_B52 赤 郝 呼各反。人姓。 D 

1_049_A23 邑 郰 
似矩反。〔𨜔：胡光

反。〕 
1_049_A62 邑 郰 郰：知矩反。 S 

1_051_A13 人 健 健：渠建反。伉。 1_051_A21 人 健 渠建反。伉也。 S 

1_051_B11 人 佳 古崖反。佳、大也。 1_051_B13 人 佳 佳：革崖反。善。 S 
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1_054_A21 人 僅 
渠鎮反。財能也、劣

也、少也。 
1_054_A32 人 僅 渠鎮反。少也。 S 

1_060_B22 人 𠆩 扶嚴反。輕也。 1_060_A611 人 𠆩 𠆩：扶嚴反。 S 

1_060_B41 人 偛 楚立反。鬼點。 1_063_B12 人 偛 楚立反。 S 

1_061_A11 人 俯 弗武反。下首也。 1_063_B42 人 俯 
弗武反。俛也、進

也、退也、曲也。 
S 

1_062_A62 人 侱 他井反。侄也、徑。 1_062_B41 人 侱 他反。侄也。 S 

1_063_B21 人 𠌮 之車反。 1_064_B31 人 𠌮 之車反。儸也。 S 

1_063_B22 人 俸 補孔反。屏捧也。 1_064_B32 人 俸 
補孔反。屏俸也、上

小皃也。 
S 

1_066_B12 人 僒 僒：求敏反。㮯 1_066_B31 人 僒 求敏反。㮯 S 

1_068_B11 身 躳 
居雄反。身也、己

也、親也。 
2_080_A11 呂 躳 

居雄反。身也、親

也。 
D 

1_081_A41 女 媿 
居位反。慙也、恥

也。或謉也。 
5_120_A22 鬼 媿 居位反。慙。 D 

1_082_B32 頁 顗 
魚牛豈反。靜也、樂

也。 
5_019_A11 豈 顗 魚豈反。靜。 D 

1_085_B22 頁 頪 
力外反。疾也、難曉

也、疚。 
5_006_B22 米 頪 力外反。鮮白。 D 

1_093_A21 目 睍 下顯反。 2_003_A61 見 睍 丑心反。頭見。 D 

1_099_A52 目 䁅 䁅：亡幸反。 1_099_B11 目 䁅 亡幸反。目有餘視。 S 

1_099_A53 目 睕 睕：一活反。媚。 1_099_B12 目 睕 一活反。娥媚也。 S 

2_004_B21 見 䚓 尸甚反。深見也。 2_005_B12 耳 䚓 尸甚反。竊見也。 D 

2_004_B31 見 𧡺 上尸反。視。 2_005_B32 耳 𧡺 上尸反。視也。 D 

2_004_B41 覞 覞 昌反。召普見。 2_005_B42 耳 覞 
入召反。並視也、比

也。 
D 

2_004_B42 覞 𧢞 楷間反。畏視。 2_005_B51 耳 𧢞 揩間反。俱視也。 S 

2_004_B51 覞 䨳 
欣衣反。見雨而上

息。 
2_005_B52 耳 䨳 火利反。見雨止也。 D 

2_005_B21 耳 𦗳 汝江反。耳中聲。 2_005_B62 耳 𦗳 女江反。耳中聲也。 S 

2_020_B52 口 㖃 
呼垢反。恥辱也、厚

怒也。 
2_021_B21 口 㖃 

居候反。恥辱、詈

也。 
S 

2_030_B41 手 挈 
苦節反。提也、撃

也。 
5_048_B22 㓞 挈 口結反。提。 D 

2_031_B32 手 𢬴 
竹渉反。拈也、提撕

也。 
2_048_B31 手 𢬴 於換反。輒拈也。 S 

2_037_B51 手 扐 力則反。著於間。 2_079_A61 力 扐 
似來反。杖字。力

也、藝也。 
S 

2_066_B32 肉 膊 普各反。曝。 2_067_B52 肉 膊 脯也。 S 

2_067_B11 肉 𢿨 
蘇但反。歡也、雜肉

也。 
2_070_A21 肉 𢿨 

蘇但反。歡也、雜肉

也。 
S 
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2_068_B52 肉 𦝨 口駭反。臞也。 2_073_B51 肉 𦝨 公理反。臞也。  S 

2_081_B11 心 憕 除蒸反。平也。 3_002_A52 心 憕 除承反。失志皃。 S 

2_086_B51 心 㤮 
俱放反。誤也、誑

也、欺也、詐也。 
3_005_B62 心 㤮 

俱況反。誤也、狂

也、欺。 
S 

2_086_B62 心 憿 古堯反。冀求也。 2_091_A31 心 憿 已惕反。惕字。 S 

2_090_B42 心 憂 
於牛反。愁也、思

也。 
3_052_A12 夊 憂 

於尤反。優字。愁思

也。 
D 

3_013_B42 言 讒 仕咸反。譖也。 3_016_B62 言 讒 仕咸反。譖也。 S 

3_015_B61 言 謕 達泥反。呼也、啼。 3_017_A52 言 謕 忍移反。數諒也。 S 

3_020_B61 言 誺 丑利反。不知也。 3_021_B11 言 誺 力伐反。誤也。 S 

3_025_A31 云 云 
胡熏反。施也、支

也、有也、作為也。 
5_116_A31 雲 云 古文。 D 

3_028_B42 欠 欽 
去金反。敬也、憂

也。 
5_062_A61 金 欽 去音反。慕也。 D 

3_029_A52 欠 欣 忻欣反。樂也。 5_038_B61 斤 欣 許斤反。 D 

3_029_B51 欠 歖 
欣疑反。卒憙也、咲

怒也。 
3_031_B62 欠 歖 

虛紀反。喜字。樂

也。 
S 

3_039_B51 夰 昊 
朝老反。旴也、皓

也。 
5_127_A53 日 昊 胡老反。天氣大。 D 

3_047_B51 辵 廷 徒聽反。朝廷也。 3_057_B31 廴 廷 
達聽反。正也、宜

也、真也。 
D 

3_058_B41 止 歴 

力的反。遠也、次

也、逄(逢)也、數

也、近也、相也、行

也、過也、選也。 

3_058_B42 止 歴 古文。 S 

3_067_B22 門 間 

居閑反。開⿰阝尞

(隙)也、愈也、俄

也、須也、伺也、取

也、紂也、伐也、迭

也、譯也、毀也、加

也、隔也、非也、閞

也、塞也、興也。 

5_129_A42 月 間 古。 D 

3_077_B41 疒 瘌 
力達反。痛也、辛

也。 
6_010_B52 广 瘌 力袜反。庵。 S 

4_001_A33 木 櫾 櫾：柚字也。 4_008_A61 木 櫾 
餘招反。其上復生

也、奇者也。 
S 

4_001_B32 木 柰 
那頼反。如何也、

遇、那也。 
4_001_B41 木 柰 柰字。楉也。 S 

4_003_A12 木 棌 
代反。菜音。檞木

也。梣字。 
4_024_A51 木 棌 才羊反。墙颿柱也。 S 

4_003_A41 木 椯 
時穿反。木名也。遄

字。 
4_016_A52 木 椯 

丁果反。棰也、度

也。 
S 

4_010_B51 木 柴 
仕佳反。塞也、小木

也。 
1_017_A631 示 柴 柴：仕佳反。燔。 D 
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4_028_B31 艸 苺 
亡救反。署預也。土

苺也。 
4_044_B41 艸 苺 

莫荄反。美盛也。實

似桑椹可食。 
S 

4_029_B12 艸 雚 胡官反。細葦也。 6_073_B32 雈 雚 
公操反。雚也、水

鳥。 
D 

4_031_B52 艸 茈 
資□(豕)反。名茈䓞

也。染紫也。 
4_042_B61 艸 茈 

員貳反。文草也。椒

木也。 
S 

4_062_B52 竹 籤 
且廉反。驗也、鏟以

鐃貫也。 
4_061_B52 竹 籤 籤字。 S 

4_062_B62 竹 箴 

之深反。戒也、陳

也、捶也、刺、諫

也。 

4_065_B31 竹 箴 
古斬反。竹名、綴衣

竹。 
S 

4_074_B52 耒 𦔅 徒兀反。耕禾間也。 4_075_A42 耒 𦔅 大兀反。 S 

4_077_B21 黍 𪎭 亡皮反。穄也。 5_002_A31 禾 𪎭 靡爲反。糜也。 D 

4_081_A61 禾 秦 似津反。禾名也。 5_002_B11 禾 秦 疾律反。圂(國)也。 S 

4_081_B63 禾 种 直中反。稚。 4_082_A62 禾 种 直忠反。稚也。 S 

5_008_B12 嗇 廧 疾漿反。垣。 5_008_B21 嗇 廧 (上字。) S 

5_009_A12 亼 全 聚縁反。完。 5_010_A41 入 全 
聚㳂反。具也、完

也。 
D 

5_010_A42 入 令 力貞反。使。 6_160_A42 卩 令 

力政反。命也、善

也、伶也、告也、使

也。 

D 

5_014_B62 去 𡕮 力矜反。 5_015_A11 去 𡕮 居力口縄反。去官。 S 

5_022_A52 皿 盝 力讀反。竭。 5_022_B12 皿 盝 力讀反。𥂖字。 S 

5_034_B52 勿 易 余致反。 6_085_B11 易 易 

餘尺反。異也、奪

也、始也、悦也、輕

也、活也。 

D 

5_035_B62 弓 彄 
苦⿰亻雚反。弦所

居。 
5_037_A12 弓 彄 

菩侯反。弓端弦所

居。 
S 

5_036_B42 弓 㢻 女恚反。㢰。 5_036_B53 弓 㢻 女志反。㢰。 S 

5_038_A51 斤 釿 牛𢏄(引)反。劑。 5_061_B11 金 釿 魚斤反。鍔。 D 

5_038_B14 斤 𣂞 力可反。撃也。 5_038_B32 斤 𣂞 力可反。 S 

5_047_A51 刀 剔 

他狄反。〔𠜓：同

上。記歴反。屠、刳

治也。〕 

5_047_A53 刀 剔 

他狄反。〔𠜓：同

上。記歴反。屠、刳

治也。〕 

S 

5_047_A52 刀 𠜓 
𠜓：同上。記歴反。

屠、刳治也。 
5_047_A54 刀 𠜓 

𠜓：同上。記歴反。

屠、刳治也。 
S 

5_050_B41 金 鑪 力胡反。盛火。 5_053_B12 金 鑪 
力鹿反。錯也、摩

也。〔鋁：上文。〕 
S 

5_052_A31 金 鑠 
郡灼反。銷也、美

也、摩也。 
5_062_A42 金 鑠 舒灼反。 S 

5_059_A42 金 𨦃 丁果反。缺。 5_059_B12 金 𨦃 𨦃：丁果反。缺。 S 

5_071_A43 車 輠 輠・巣字。 5_077_A51 車 輠 
胡罪反。⿰扌匹擬支

礙也。 
S 
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5_072_A64 車 軎 軎：同上。 5_077_B11 車 軎 轊字。 S 

5_073_B22 車 輩 
懷概反。部也、類

也。 
5_074_B41 車 輩 

古文。〔⿱非桒：上

文。〕 
S 

5_088_B41 水 灡 同上。漪。 5_097_B23 水 灡 
力且反。潘也、釋

也。 
S 

5_095_A52 水 涵 亦涵。 5_104_A52 水 涵 下啗反。沒。 S 

5_107_B33 巛 𡿧 
𡿧：子來反。害也。

今災。 
5_107_B43 巛 𡿧 𡿧：子來反。害也。 S 

5_109_A22 谷 豁 
呼活反。空也、大

也。 
5_109_B61 谷 豁 

呼活反。空通谷也、

大量。 
S 

5_109_A41 谷 谿 

苦奚反。〔[豁]：呼

活反。同上。空也、

大也。〕 

5_109_B52 谷 谿 苦号(兮)反。 S 

5_109_A51 谷 豂 力彫反。空谷。 5_109_B62 谷 豂 力周反。空谷深。 S 

5_109_B21 谷 䜯 渠陸反。谷。 5_110_A41 谷 䜯 渠六反。谷名。 S 

5_110_B32 冫 㓏 胡𤇆(炯)反。冷。 5_111_A62 冫 㓏 胡𤈍(炯)反。冷也。 S 

5_112_B41 雨 𩃔 所咸反。微雨。 5_113_A11 雨 𩃔 所成(咸)反。微雨。 S 

5_112_B42 雨 𩄡 力沾反。久雨。 5_113_A32 雨 𩄡 刀(力)占反。久雨。 S 

5_113_A52 雨 䨣 柯霚反。霑濡。 5_113_B32 雨 䨣 匹各反。霑濡也。 S 

5_113_B42 雨 霧 霿字。 5_114_A12 雨 霧 同上。 S 

5_114_B31 雨 霫 先立反。大雨。 5_115_A52 雨 霫 先立反。大雨。 S 

5_114_B41 雨 𩂻 丑渉反。小雨。 5_115_A61 雨 𩂻 力渉反。小雨。 S 

5_114_B61 雨 𩂹 喉壁反。大雨。 5_115_B32 雨 𩂹 惟辟反。大雨。 S 

5_115_B42 雨 霒 
於今反。雲蔽日。

侌：古文。 
5_116_A33 雲 霒 

於林反。雲覆日。

〔侌：古文。〕〔⿵

勾土：古文。〕 

D 

5_115_B51 雨 雲 有軍反。 5_116_A21 雲 雲 
從龍。禹軍反。山川

氣也、運也。 
D 

5_117_A41 風 𩘹 思陸反。⿱風蛬風。 5_118_A22 風 𩘹 思六反。寒也。 S 

5_117_A51 風 颼 所留反。風音。 5_118_B31 風 颼 所留反。飂。 S 

5_117_B12 風 颸 楚飢反。疾風。 5_118_A52 風 颸 楚飢反。疾皃。 S 

5_117_B22 風 䫾 補棘反。風也。 5_118_A61 風 䫾 補棘反。 S 

5_117_B42 風 𩘅 柯諧反。疾皃。 5_118_B11 風 𩘅 柯諧反。疾也。 S 

5_117_B52 風 飁 似立反。和皃。 5_118_B12 風 飁 似立反。大也。 S 

5_121_B32 日 昧 莫憒反。爽明也。 5_127_A52 日 昧 武蓋反。不明也。 S 

5_122_A22 日 晹 余亦反。䨱雲暫見。 5_122_B31 日 晹 
余亦反。日䨱雲暫

見。 
S 

5_122_B42 日 晩 无遠反。暮後也。 5_122_B62 日 晩 
莫遠反。後也、暮

也。 
S 
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5_124_A12 日 曬 所隘反。暴也。 5_124_B12 日 曬 所隘反。日乾物。 S 

5_125_A21 日 曒 
公鳥反。如也、明

也。 
5_125_B31 日 曒 

公鳥反。明也、晈

也。〔暞：上文。〕 
S 

5_125_A22 日 暞 激也。 5_125_B32 日 暞 暞：上文。 S 

5_125_A31 日 暮 莫故反。冥。 5_126_A52 日 暮 
綿故反。晩也、夕

也。 
S 

5_126_B21 日 𣅆 
渠基反。會也、當

也。 
5_126_B41 日 𣅆 

渠基反。古期也。

〔𠔸：古基也。〕會

也、當也。 

S 

5_128_B21 乾 朝 

同上。𦩻。〔幹：柯

旦反。強也、貞固

也、安也、本也、事

也、主也、體也、犮

也。〕 

5_129_A61 月 朝 
陟驕反。早也、旦

也。 
D 

5_130_B32 多 𡖇 𡖇：古。 5_130_B42 多 𡖇 𡖇：古多字。 S 

5_133_A52 大 𢧤 雉搮反。大。 5_133_B12 大 𢧤 知栗反。大。 S 

5_133_A61 大 𡗨 丁計反。大也。 5_133_B22 大 𡗨 
丁計反。大。（注文

全文抹消） 
S 

5_133_A62 大 𡗦 飢薤反。大也。 5_133_B32 大 𡗦 飢薤反。大、不大。 S 

5_133_B22 大 𡗨 
丁計反。大。（注文

全文抹消） 
5_133_B31 大 𡗨 丁計反。大。 S 

5_136_A11 火 熇 許酷反。火熾也。 5_139_B21 火 熇 口老反。𤍜。 S 

5_144_B51 黒 𪒹 止林反。黒。 5_145_A32 黒 𪒹 居咸反。黒。 S 

5_146_A62 黒 黰 之忍反。美髪。 5_147_A32 黒 黰 之忍反。美髪。 D 

6_017_A12 石 碏 子石反。補。 6_019_B22 石 碏 士畝反。敬。 S 

6_024_B41 阜 隆 
力弓反。多也、豊大

也。 
6_167_A51 生 隆 生力反。豊大。 D 

6_026_A51 阜 䧞 麻家反。益。 6_034_A12 馬 䧞 
■(扶)九反。益也、

盛也。 D 

6_056_A32 豸 貉 同上。 6_056_B22 豸 貉 
莫格反。北夷也、惡

也。 
S 

6_073_A31 隹 㲝 亡到反。鳥毛盛。 6_113_A52 毛 㲝 而尹反。毛聚。 D 

6_089_A51 虫 蛸 先條反。蜋子也。 6_091_A22 虫 蛸 所交反。 S 

6_124_A11 革 鞧 且流反。馬紂。 6_124_A21 革 鞧 且流反。馬紂。 S 

6_142_B52 系 孫 蘇昆反。 6_181_B52 子 孫 息昆反。孫字。 D 
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附表 6 字種レベル重出字 T2 

TBID1 Radical1 Entry1 Def1 TBID2 Radical2 Entry2 Def2 R_diff 

1_017_A45 示 䃾 䃾：俾利反。 1_017_A51 示 䃾 
俾利反。祭伺

（祠）命名也。 
S 

1_018_A42 示 禠 
禠：思離反。福

也。 
1_018_A43 示 禠 思離反。福也。 S 

1_021_A41 二 𠄢 
思縁反。求宣也。

小全反。謂亘也。 
1_021_A342 二 𠄢 𠄢：求宣也。 S 

1_060_B51 人 倅 
倉憒反。副也、盈

也。 
1_063_B11 人 倅 

倉憒反。盈也、副

也。 
S 

1_061_A31 人 傁 蘇舌反。老也。 1_061_B41 人 傁 蘇后反。老也。 S 

1_062_B62 人 𤴞 遐嘏反。夏字也。 1_063_A52 人 𤴞 
遐嘏反。复（夏）

也。 
S 

2_001_A42 目 䀸 丑世反。目瞖也。 2_001_A51 目 䀸 
丑世反。⿱敕目

也。 
S 

2_004_B11 見 瞢 
亡登反。盲也、火

不明也。 
2_005_A11 𥄕 瞢 亡登反。盲。 D 

2_004_B12 見 蔑 
亡結反。勞也、目

无光也。 
2_005_A12 𥄕 蔑 

亡結反。目勞无

精。 
D 

2_004_B22 見 覵 古辨反。視也。 2_005_B22 耳 覵 古辨反。視也。 D 

2_004_B32 見 𧠏 於革反。驚也。 2_005_B41 耳 𧠏 於革反。視也 D 

2_005_B11 耳 聯 

力彼反。聚也、連

也、及也、合、續

也。 

2_005_B61 耳 聯 

力然反。聚也、連

也、及也、續也、

難也。 

S 

2_013_B22 口 呧 
都礼反。呵也、欺

也、呧也。 
2_020_A61 口 呧 

都礼反。訶也、呰

也。 
S 

2_026_B12 髟 髮 夫幽反。長髪也。 2_026_B21 髟 髮 
府月反。髪根也、

首上毛也。 
S 

2_026_B41 髟 鬈 渠圓反。髪好也。 2_029_B11 髟 鬈 丘權反。好也。 S 

2_049_A12 収 睪 
餘石反。繒也。繹

字。 
3_038_B62 㚔 睪 

餘石反。伺視也、

調也、樂也。 
D 

2_077_B21 力 𠢤 渠月反。勥也。 5_047_B22 刀 𠢤 渠月反。強。 D 

3_001_B11 心 懍 
力甚反。敬也、危

也、懼也。 
3_004_B52 心 懍 

力甚反。悷悲吟

皃。 
S 

3_022_B52 言 𦎍 
是闡反。吉也、工

也、佳也、太也。 
3_023_A111 誩 𦎍 

是闡反。告也、巧

也、大也、佳也。 
D 

3_026_B21 吅 單 
丁安反。一也、大

也、隻也。 
6_175_A31 單 單 時闡反。單榮也。 D 

3_071_A51 尸 屬 

時欲反。合、聚

也、錄也、會也、

足也、解也、近

也、續也、連也、

繫也、著也、獨、

適也。 

3_072_A12 尾 屬 

之時反。聯也、會

也、錄也、解也、

續也、近也、著

也、獨也、適也、

定也、連。 

D 

3_072_A21 尾 屈 
忂物反。治也、收

也、⿰豆寸也。 
6_167_A21 出 屈 

丘勿反。曲也。詘

字。 
D 
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3_074_B63 疒 㿒 字。 3_081_A62 疒 㿒 
丁道反。心病也。

檮字也。 
S 

3_083_B12 歹 𣧩 
之戎反。歿也。終

字。 
6_130_A22 糸 𣧩 上古文。 D 

3_089_A51 屮 屯 
陟倫切。享也、難

也、始生也。 
6_177_B11 十 屯 

從昆反。陳也、㝡

也、村也。 
D 

4_003_A52 木 檍 
於嶷反。杒也。於

力反。梓也。 
4_004_A12 木 檍 

於力反。梓也、大

棺也、小弓也。 
S 

4_005_A11 木 㭩 力胡反。坼㭩也。 4_005_B41 木 㭩 
來⿰木后反。木名

也。 
S 

4_009_A62 木 朵 都果反。嚼也。 4_009_B31 木 朵 如琰反。木垂也。 S 

4_015_A51 木 椑 
薄雉反。圜也、美

酒一椑也。 
4_018_B51 木 椑 蒲歴反。圓榼也。 S 

4_030_A22 艸 芍 
都歷反。蓮中子

也。 
4_030_A42 艸 芍 

時灼反。芍藥香草

五味也。離草。 
S 

4_036_B52 艸 蓋 
胡臈反。䨱也。苦

名也。 
5_022_B21 皿 蓋 

居泰反。掩也、上

也、裂也、辞也。 
D 

4_039_B62 艸 𦼫 
具居反。菜似蘇

也。 
4_052_A11 艸 𦼫 

渠与(與)反。⿱艸舌

(苦)蕒也、菜也。 
S 

4_049_B22 艸 苟 

公后反。誠也、且

也、得也、偷也、

槀菜也。 

6_161_A21 茍 苟 一居力反。急也。 D 

4_059_B11 竹 筴 
楚革反。筴𫂓也、

謀、籌也。 
4_067_A31 竹 筴 

古協反。箸也、謀

也。 
S 

4_060_B42 竹 筤 
力桑反。簋也、車

簁也、盛物也。 
4_068_A11 竹 筤 

力桑反。𥫵也、籃

也。 
S 

4_070_A41 巿 巿 甫味反。木小皃。 6_149_B41 巿 巿 
補物反。釋也。韍

也。 
S 

5_007_B32 臼 臽 陷反。小阱也。 5_007_B32 臼 臽 土高反。小阱也。 S 

5_008_B13 嗇 牆 
同上。廧、■。籀

文。 
5_008_B22 嗇 牆 上字。 S 

5_008_B62 亼 畣 
都合反。荅也、當

也、對也。 
5_009_A22 亼 畣 丁合反。荅字。 S 

5_019_B52 豆 豉 時寘反。五味和。 5_019_B62 豆 豉 時寘反。堛也。 S 

5_028_B61 𩰲 𩱦 徒狡反。熬。 5_029_A11 𩰲 𩱦 
楚⿰彳交反。熬

也。 
S 

5_036_A42 弓 弙 反。滿弓有所向。 5_036_A61 弓 弙 
口孤反。持也、張

也。 
S 

5_041_B62 殳 毅 魚既反。致果。 5_042_A12 殳 毅 魚既反。忍也。 S 

5_042_A62 殺 𢁛 𢁛：上古文。 5_048_A42 刀 𢁛 𢁛𣪩β𢽅：古。 D 

5_042_B21 殺 弑 
尸忘反。子煞文(父)
也。 

5_048_A51 刀 弑 
尸至反。煞。弑又

煞。 
D 

5_049_A12 金 銒 胡經反。似鐘頸長 5_054_B63 金 銒 
胡經反。似鍾頸

長。 
S 

5_052_B12 金 鍥 口結反。鐮。 5_059_B11 金 鍥 

可結反。缺也。

〔𨦃：丁果反。

缺。〕 

S 
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5_079_A12 舟 艦 音檻。 5_079_A41 舟 艦 檻反。屋舩也。 S 

5_091_B41 水 氿 君洧反。 5_091_B42 水 氿 居洧反。泉也。 S 

5_091_B42 水 氿 居洧反。泉也。 5_102_B11 水 氿 姑扰反。人姓。 S 

5_098_B21 水 𤂳 須苪反。飲歃。 5_098_B41 水 𤂳 須絹反。飲。 S 

5_109_A52 谷 谾 呼江反。谷。 5_110_A11 谷 谾 呼江反。谷空。 S 

5_109_B31 谷 谼 胡東反。大壑。 5_110_A31 谷 谼 胡東反。大谷。 S 

5_109_B51 谷 䜪 渠周反。䜱。 5_110_A42 谷 䜪 
渠周反。䜱也、

亭。 
S 

5_110_A22 谷 䜲 力渉反。 5_110_A51 谷 䜲 力渉反。余聚。 S 

5_110_B12 冫 凌 
力水反。水室也、

氷坏。 
5_111_B51 冫 凌 

力承反。水(氷)室
也。𠗲凌字。 

S 

5_110_B21 冫 凋 丁■(弔)反。半傷。 5_110_B31 冫 凋 
丁聊反。傷也、弊

也。 
S 

5_110_B42 冫 𠗨 徒頰反。浹(𠗉)也。 5_111_B21 冫 𠗨 徒頰反。浹(𠗉)也。 S 

5_110_B62 冫 𠗊 渠𦬇(井)反。寒。 5_111_B32 冫 𠗊 渠井反。寒皃。 S 

5_111_A31 冫 准 之允反。準字。 5_111_B41 冫 准 之允反。均平。 S 

5_113_B51 雨 霓 五奚反。雲似龍。 5_114_A22 雨 霓 
五奚反、又五結

反。雲色似龍。 
S 

5_114_B11 雨 霎 山狹反。小雨。 5_115_A42 雨 霎 山狹反。小雨。 S 

5_114_B21 雨 雴 日立反。霫也。 5_114_B22 雨 雴 普立反。 S 

5_115_A62 雨 𩄁 虚鬼反。震雷皃。 5_115_B41 雨 𩄁 虚鬼反。雷震。 S 

5_116_A42 雲 靆 徒載反。 5_116_A51 雲 靆 他愛反。不明也。 S 

5_117_A22 風 𩖬 附娯反。自上下。 5_118_A12 風 𩖬 附娯反。風上下。 S 

5_117_A32 風 䬂 
又呼月反、呼出

反。 
5_118_A31 風 䬂 呼月反。 S 

5_117_A61 風 䬇 君絹反。小風。 5_118_A42 風 䬇 尹絹反。小風。 D 

5_117_B21 風 䬌 匹周反。吹風也。 5_118_A51 風 䬌 叵周反。吹皃。 S 

5_120_B62 白 𡭴 
去千反。際見白

也。 
5_121_A21 白 𡭴 去弓反。際見皃。 S 

5_123_B12 日 暀 
禹况反。往也、美

也。 
5_124_A21 日 暀 禹况反。美光也。 S 

5_124_A11 日 暴 蒲敕反。 6_164_B11 異 暴 
蒲到反。疾也、陵

反、犯也、戴。 
D 

5_124_B21 日 晞 許機反。暴也。 5_124_B22 日 晞 欣機反。𤍜。 S 

5_126_A51 日 曖 於戴反。似春。 5_126_B11 日 曖 於戴反。暗也。 S 

5_126_A62 日 暿 
虚疑反。熱也、盛

皃。 
5_126_B12 日 暿 虚疑反。盛皃。 S 

5_127_B22 日 曃 勅愛反。不明也。 5_127_B32 日 曃 徒愛反。不明也。 S 
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5_129_B11 月 明 靡京反。光。 5_129_B41 明 明 

靡京反。辨哲也、

潔也、朗也、齊

也、照也、發也、

著也、尊也。 

D 

5_133_A22 大 夽 牛呦(吻)反。大。 5_133_B21 大 夽 牛吻反。大。 S 

5_133_A41 大 奅 普教反。大也。 5_133_B11 大 奅 叵教反。大也。 S 

5_134_B22 大 奕 
餘石反。容也、盛

也。 
5_134_B32 大 奕 余石反。盛皃。 S 

5_134_B31 大 𡙷 義緾反。 5_134_B41 大 𡙷 義緾反。大。 S 

6_038_A62 氂 斄 力之反。𣮉字也。 6_038_B11 氂 斄 
力之反。𦋺字。雜

毛牛。 
S 

6_149_B22 巾 幨 昌瞻反。絶。 6_149_B31 巾 幨 昌瞻反。絶起。 S 
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第 6 章 掲出字の文字同定 

 

6.1 高山寺本の原本字形 

	 高山寺本『篆隷万象名義』の研究価値が高いことと誤脱が多いことについて、早くから清

末の学者楊守敬の日本訪書志では指摘があった。高山寺古辞書資料第一に収録された『篆隷

万象名義』の「解説」白藤（1977a）も次のようにこの点について触れている。 

 「万象名義」の写本としての価値は、誤写の多いことで若干割引かれねばならないであ 

 ろう。漢字の字形について、現在の字形意識をそのまま「万象名義」にはてはめる訳に 

 は行かないが、それにしても誤写と考へられるものが多い。しかし、高山寺本は、唯一 

 の写本であり、本書の原となった原本『玉篇』を大部分佚してゐる現在、この「万象名 

 義」は極めて貴重である。ただその利用においては、本文に対して慎重な検討が必要で  

 ある。 

	 以上の指摘から、『篆隷万象名義』を解読する際に、次の二点について配慮しなければな

らない。①漢字の字形について、現在の字形意識をそのまま「万象名義」にはあてはめる訳

には行かない」、一見、誤写かと思われる例の中には、中国南北朝時代以来を残すものもあ

って、誤写か古い字体かを判断するのは容易ではない。②高山寺本『篆隷万象名義』が書写

されるまでに、誤写・誤脱の問題が多く生じ、本来の価値を見出すには、精密な校正が要求

される。 

	 本章は、『篆隷万象名義』の骨組みとなる掲出字の文字同定に注目・考察するものである。

次に、実例によって、『篆隷万象名義』における字形・字体の実態の一端を示す。 

 前述のように、高山寺本『篆隷万象名義』では字体の誤写・誤脱が多く、解読上難しい面

があるのは確かである。一方で、現在の字形意識と異なって、原本『玉篇』（中国南北朝）

に相当する古い字体要素が保存されているという見方もできる。実際に、高山寺本『篆隷万

象名義』にある字形・字体の実態は多彩であると言える。この点に関連して、掲出字の同形

異字である問題が存在する。つまり、掲出字の字形は同じであるが、注文に字音・字義に関

する説明が全く異なるので、解読上それぞれ別の通行字体に文字同定せざるを得ない。下記

の（1）（2）（3）は、字形はいずれも「絡」の形に見えるが、実はそれぞれ別の字である三

字セットの例である。（参考のため、原本『玉篇』残巻・宋本『玉篇』・『新撰字鏡』の対応

部分も示した。）	
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(1) 絡 a 

   綹 力九反。䋖十絲為絡。（篆隷万象名義 第 6 帖 127 丁裏） 

	 	   綹 力九反。『説文』：維十絲為絡。（『玉篇』残巻 巻 27 糸部） 

      綹 力九切。緯十絲曰綹。（宋本『玉篇』 下篇 55 丁裏） 

	 	  綹 力九反。十絲為。（新撰字鏡 巻 4・7 丁裏） 
 

(2) 絡 b 

    絡 力各反。繞也、縳也、繩也、綸也、絮。（篆隷万象名義 第 6 帖 136 丁裏） 

         絡 力各反。『山海經』：九五（丘）以木絡之。郭璞曰：絡繞也。『方言』：自關而 

      東周洛韓魏之間、或謂繞為絡。…或為𦃆字。在索部。（『玉篇』残巻 巻 27 糸

部） 

         絡 力各切。繞也、縛也、所以轉篗絡車也。（宋本『玉篇』 下篇 57 丁裏） 

       絡 力各反。入：絹也、絮也、縛也、一曰天漚也、繞也、緰也、布也。 

       （新撰字鏡 巻 4・2 丁表） 

(3) 絡 c 

						 		綌 祮逆反。麁也。（篆隷万象名義 第 6 帖 137 丁表） 

       綌 祛逆反。『毛詩』：為絺為綌。『傳』曰：精曰絺、麁曰綌。『韓詩』：結曰絺、辟 

        曰絺。『説文』：粗葛也。（『玉篇』残巻 巻 27 糸部） 

        綌 去逆切。粗葛也。（宋本『玉篇』 下篇 58 丁表） 

       綌 三同。去逆反。入：麁葛布。（新撰字鏡 巻 4・4 丁裏） 

 

表 6-1 絡 a・絡 b・絡 c についての諸先行研究の認定 

 白藤（1977b） 宮澤（1977） 池田（1994・2011・2016） 呂（2007） 

絡 a 綹 絡 綹 綹 
絡 b 絡 絡 絡 絡 
絡 c 綌	 綌 綌 綌 

  

 絡 a・絡 b・絡 cの注文の内容を確認すると（表 6-1）、音注も義注も異なるので、「綹」・

「絡」・「綌」と解読すべきであり、諸先行研究の認定もほとんど一致している26。『篆隷万象

名義』、原本『玉篇』、『新撰字鏡』における字形がほぼ同じである27。これは、これらの字書

の誤写と考えるより、むしろ当時このような同形異字が使われており、後の時代に異なる字

                                                        
26 宮澤（1977）は認定ミスや原本字形近似字体のために「絡」に翻刻した。 
27  新撰字鏡では「綌」に関して三つの異体字を挙げた。 
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体に分化されたと考える方が自然であると思う。高山寺本『篆隷万象名義』における字形情

報が多彩かつ複雑で、の掲出字をより正確に解読するため、諸先行研究を照合し、認定に異

同があるものについてさらなる検討をする必要がある。 

 

6.2 先行研究における文字同定 

6.2.1 概観 

	 従来、『篆隷万象名義』の掲出字認定に関する先行研究について、形態・データ形式・掲

出字の翻刻・掲出字画像の提示・注文の翻刻の面から概観して、結果を表 6-2 にまとめた。 

表 6-2 『篆隷万象名義』の掲出字認定に関する先行研究についての概観 

 白藤（1977b） 宮澤（1977） 池田（1994・2011・2016） 呂（2007） 

形 態 索引 一覧表 データベース リスト 
データ形式 手書き 手書き 電子テキスト 活字 
掲出字翻刻 あり あり あり あり 
掲出字画像 なし なし あり なし 
注文翻刻 なし なし あり あり 

	 ただし、各先行研究は『篆隷万象名義』の掲出字を認定する目的が異なるため、それぞれ

の特徴を備え、用いた翻刻字体も異なる方針が見える。次に各先行研究の詳細についてみて

みよう。 

6.2.2 白藤（1977b）(1977c) 

	 白藤（1977b）は高山寺古辞書資料第一に収録された高山寺本『篆隷万象名義』影印テキ

ストの掲出字を検出するための索引である。凡例の最初に、索引の内容・構成について次の

ように記述している。 

一、本索引は、『篆隷万象名義』において注を附された字の検索の便のために、全ての

掲出字（篆体は除く）を、『篆隷万象名義』の 542部首を改めて、康煕字典に倣い、214

部首に分類し、画数順に配列したものである。 

	 そして、索引に用いられる翻刻字体について、凡例では次のような記述がある。 

	 	 	 一、『篆隷万象名義』の字形が、康煕字典以下の字体といちじるしく差のある場合は、	

	 	 通用の字体を［	 ］に囲んで示し、その下に『篆隷万象名義』の字形を掲げた。	

	 	 	一、字体の確認には、「宋本『玉篇』」「広韻」諸橋轍次編「大漢和辞典」などを参看した。	

	 上記の凡例の記述で、索引に用いられる翻刻字体について次の二点が分かる。まず、順序

が前後するが、2 点目に挙げた凡例により、索引を作成した際に、宋本『玉篇』・広韻・大

漢和辞典などの康熙字典体に近い資料を参照したうえ字体確認をしたことが分かった。次

に、1 点目に挙げた凡例により、索引では主に通行字体として康熙字典体を用いているが、
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字体差が著しい場合、原本字形も併用することが分かる。28 

	 上述のように、索引は検字が主目的であるため、通行字体たる康熙字典体を用いながら、

原本字形を重視する特徴がある。さらに、場合によって通行字体・原本字形近似字体を両

方索引に取り込んだ掲出字も存する。これらは、索引の目的に応じての処置であると考え

られる。また、索引の最後「不明」とした掲出字 16字が、判読に問題となる箇所として

示されている。そして、白藤（1977c）は、『玉篇』残巻、玉篇佚文、玉篇佚文補正、大乗

理趣六波羅蜜経釈文などの文献や資料を参照し、掲出字の認定上の問題点を示し、出現順

にまとめた研究成果である。 

 

6.2.3 宮澤（1977） 

	 宮澤（1977）は『篆隷万象名義』の骨組みとなる掲出字を解読したうえ、高山寺本の配列

形式で一覧にした研究成果である。一覧表は『篆隷万象名義』の掲出字を一覧しただけでな

く、万象名義で注文に繰り込まれている掲出字（埋字に相当するもの）なども示される。そ

して、万象名義を説文解字、『玉篇』残巻などの先行文献とも対照し、脱字に相当するもの、

つまり玉篇に本来存した可能性の高い字を一覧表に反映させた。 

「掲出字一覧表」の凡例の最初と最後に、翻刻字体に関して、次のような記述がある： 

一、この表は『篆隷万象名義』の掲出字を、通行字体によって掲げ、宋本『玉篇』との

対照及   

 び原本『玉篇』佚文等の所在を示したものである。 

… 

一、表末に附した索引は、本表に登載した字のうち、〔〕・□で囲んだ字29、及び篆隷万 

 象名義と字体が甚だしく異なる字を検出する為のものである。 

	 上記の凡例の記述で、一覧表に用いられる翻刻字体について次の二点が分かる。まず、『篆

隷万象名義』の掲出字を判読・解釈によって、通行字体に改める作業が行われた。「通行字

体」について明記されていないが、実際照合したところ主に「康熙字典体」であることが分

かった。次に、『篆隷万象名義』と字体が甚だしく異なる字を検出するために、表後に附さ

                                                        
28 実際に索引を読んだところ、凡例に示されない特徴も潜んでいることに気づいた。一例を挙げると、第 5帖 73丁裏 1
行目上段の項目は「鈎 如振反枝輪木」とある。ほかの先行研究により掲出字を「軔」に翻刻したところに対し、索引で
は「鈎」だけで示した。掲出字の検出が索引の目的であるため、原本字形にかたよる傾向も観察される。もう一例を見

てみると、第 3帖 29丁裏上段 1行目の項目は「款 口緩反至也誠也重也叩也愛忽也」とあり、索引では「欠部」の 7画
に「欵」と 8画に「款」とが同一所在を示すうえ、二回出現することを確認した。「欵」は原本字形近似字体であり、「款」
は通行字体である。 
29 宮澤（1977:496）篆隷万象名義で注文に繰り込まれている掲出字、篆隷万象名義で脱落していると認められる
字、宋本『玉篇』に存する字（増補部分を除く）等を、一字分下げて随所に挿入する。各字に附した記号は次の通

りである。○玉篇現存残巻に存する字。△宋本『玉篇』に無い字。〔〕□篆隷万象名義に無く、宋本『玉篇』に存す

る字。（〔	 〕は、新撰字鏡または説文解字にも見られる字で、玉篇に本来存した可能性が高い） 
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れた索引を参照することから、一覧表は忠実に原本字形を反映することより、解釈の面が強

いという性格が窺える。一方で、原本字形と大きくずれがある場合、原本字形に近い形の索

引が参照できる。掲出字を検出する実用的な面と元の字形情報を反映する面とがある。 

 

6.2.4 池田（1994）(2003b)（2011）（2014a）（2016） 

	 池田は、篆隷万象名義データベースに関する一連の論考を発表している。その内容を要約

すれば次のようになる。	

	 池田（1994）では、篆隷万象名義データベースは、『篆隷万象名義』の本文研究を主要な

目的とするものであると述べた。公開された暫定版のデータベースを通して、『篆隷万象名

義』に掲出される 16,000余字の所在、諸橋大漢和辞典番号、玉篇巻数・部首番号、JIS区点

番号等の情報を得ることができる。そして、『篆隷万象名義』第一〜四帖（目録部分を含む）

の範囲の掲出字について、JIS0208で約三割、ISO/IEC 10646-1（基本多言語面）で約七割が

処理できるという調査結果を得た。 

	 池田（2003b）の調査により、『篆隷万象名義』の全掲出字のうち 46字のみが今昔文字鏡

（ver.3単漢字 10万字版）で未登録であり、今昔文字鏡を使えばほとんどの掲出字が処理で

きるようになったのである。しかしながら、データ処理にはかなり制約があった。 

	 池田（2011）では、2011年のコンピュータ環境では、CJK統合漢字 20,902字、拡張 Aの

6,582字、拡張 Bの 42,111字などが使用可能であり、『篆隷万象名義』の掲出字の処理状況

について調査したところ、テキストベースでは、ほぼすべてを扱うことが可能となったので

ある。 

  池田（2014a）、池田他（2016）は平安時代の日本の古辞書の総合データベース(HDIC)を構

築するプロジェクトとして、日本の古辞書から『篆隷万象名義』・『新撰字鏡』・『類聚名義抄』

のデータベース化に取り組んでいる。データベース構築は、各掲出字の一字ごとの画像デー

タベースを作成し、元となった中国側の漢字字書や韻書の電子テキストを利用・作成し、そ

れらの連携（リレーションシップ）をとって行う方法を採用する。『篆隷万象名義』の全文

入力が完了し、点検校正中である。公開に関して、UCS（Universal Coded Character Set; 国際

符号化文字集合）の範囲で掲出字・所在情報などを整理した UCS対応版が完成し、公開済

である 。そして『篆隷万象名義』の本文の一部も試験公開中なので、検索サイトで‘HDIC 

Database’をキーにしての検索と閲覧ができる。 

	 氏の一連の研究では、『篆隷万象名義』の本文研究を主要な目的に、情報処理の手法で篆

隷万象名義データベース構築が行われてきた。情報処理上、データの交換性・汎用性の高い

ことで優れている。そして、掲出字の文字同定は関連する中国側の漢字字書・韻書、日本の

ほかの古辞書との連携をとって行われ、効率性と正確性が高い。 
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6.2.5 呂（2007） 

	 呂（2007）は中華書局写真版のテキストを基礎とし、高山寺古辞書資料第一に収録された

テキストも参考に、先行研究の劉（1995）、白藤（1977b）を参考にし、説文解字、『玉篇』

残巻、宋本『玉篇』、干禄字書、龍龕手鑒、一切経音義、広韻、集韻、全韻玉篇、香字鈔、

薬字鈔などの文献と照合し、校勘を加え万象名義の全文を翻刻したものである。必要となる

場合、校勘内容も注文後に附された。『篆隷万象名義』において脱落と判定された掲出字が

対応する部末に掲げられた。収録項目を検索する便宜のため、漢語大字典の検索法を採用

し、『篆隷万象名義』の元の部首系統を用い、画数順の索引も附した。 

凡例に相当する「説明」の部分に、翻刻字体に関して、次のような記述がある。 

	  『名義』の原貌を保つため、『篆隷万象名義校釈』になるべく元の字形（簡化字、俗体 

  字等）を採用する。 

	 この記述で分かるように、『篆隷万象名義校釈』では主に原本字形近似字体を用いる方針

がうかがえる。ところが、実際には項目によって、高山寺本篆隷万象名義の字形より原本

『玉篇』残巻の字形に近い字体や解釈したうえの宋本『玉篇』の字形に近い字体を用いて翻

刻することがある。 

	 まとめると、次の三つの特徴があるといえよう。①項目ごとに校勘注記が付される。②翻

刻字体はなるべく原本字形に近い字体を採用し、校釈の部分に通行字体に対応すべきもの

を注記する例が多い。 

 

6.3 掲出字同定の総合 

6.3.1 原本字形と翻刻字体との照合 

	 前述のように、先行研究における『篆隷万象名義』掲出字の翻刻は、手書き・活字・電子

テキストなどの形式で表示される。翻刻者によって、違いを認識した部分は手書き・活字に

反映されるが、そうでない部分は翻刻字体に表現できない問題がある。原本字形を表示し

て、先行研究による翻刻字体と照合・比較したうえ、文字同定上の問題を整理する。	

	 篆隷万象名義データベースに入力済みのデータに基づき、原本『玉篇』残巻と対応する部

分のデータをピックアップする。	

	

6.3.2 諸家の認定に関する照合 

	 篆隷万象名義データベースでは、掲出字について原本画像（原本字形）と電子テキスト[池

田他（2016）]（翻刻字体）との両方で示される。これを利用して、諸家の先行研究[白藤（1977b）

宮澤（1977）呂（2007）]における高山寺本『篆隷万象名義』掲出字の解読結果の照合作業

台帳を作成した。例示に作業台帳のサンプルを次の図 6-1に示す。 
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図 6-1 諸先行研究の『篆隷万象名義』掲出字解読結果の照合作業台帳 

	 図 1で示すように、作業台帳に 13個のフィールドがある。 

	 1〜3は、『篆隷万象名義』における通し番号・所在・部首などの情報を示す。 

	 4〜7は、字形参考の為、『篆隷万象名義』・宋本『玉篇』・原本『玉篇』残巻・『新撰字鏡』

の掲出字画像も作業台帳に取り入れてみた30。	

	 8〜11 は、池田他（2016）・宮澤（1977）・白藤（1977b）・呂（2007）の比較対照欄31とな

る。 

	 12は、分類を記入する欄である。 

  13は、入力済みの『篆隷万象名義』の本文内容である。 

	 照合作業をした際、基本は『篆隷万象名義』、原本『玉篇』残巻の画像と諸家の認定と見

比べて、総合して宋本『玉篇』、『新撰字鏡』の画像も参考場合がある。 

	 池田他（2016）は篆隷万象名義データベースの掲出字翻刻結果そのものであり、出現順と

なっている。宮澤（1977）と呂（2007）は『篆隷万象名義』の出現順であるため、照合作業

が比較的に順調にできた。白藤（1997b）は索引であるため、直接照合することは難しい。

そこで、篆隷万象名義データベースにおける大漢和辞典番号の情報をキーにして、並び替え

てから索引に近似する配列を得て、照合作業を行った。 

 

6.4 調査結果 

6.4.1 概観 

	 以上の手順で、諸家の先行研究における高山寺本『篆隷万象名義』の掲出字解読結果を照

合した（原本『玉篇』残巻対応部分 2,087 字）、諸家の認定が一致する掲出字が 1,833 字あ

り、相違のある掲出字が 254字ある。相違のあるものは全体の約１割強を占めている。文字

同定が一致するものが主に次の二種類に分類できる。 

①原本字形と翻刻掲出字とが同じ形のもの 

                                                        
30 辞書表記の略称は次の通り：万→篆隷万象名義、宋→宋本『玉篇』、原→原本『玉篇』、新→『新撰字鏡』。 
31 比較対照欄の表記と先行研究との対応関係は次の通り：Ike.→池田（2014a）、Miya.→宮澤（1977）、Shira.→白
藤（1997b）、Lv.→呂（2007）。 
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（4）  話 朝快反。謂也、調也。〔譮也：話字。〕（篆隷万象名義 第 3 帖 11 丁表） 

②原本字形と翻刻掲出字とが異なる形のもの 

（5）  謙 去嫌反。輕也、敬、虚也。（篆隷万象名義 第 3 帖 11 丁表） 

 

6.4.2 文字同定に相違のある掲出字の特徴 

①包摂できるもの（49例） 

（6）  韻 爲鎮反。音和。（篆隷万象名義 第 3 帖 26 丁表） 

 池田（2014a） 宮澤（1977） 白藤（1977b） 呂（2007） 
韻 韻  韻 韻 

	 「韻」の右上の「口」の部品は、諸家の認定では「口」と「ム」との二通り翻刻があるが、

包摂範囲で処理できるので、代表字を決めて、異なる翻刻字体を代表字の同一グループに入

れて整理することができる。 
 

②異体字関係であるもの（174例） 
（7）  誺 の例 

 

     誺 丑利反。不知也。（篆隷万象名義 第 3 帖 20 丁裏） 

     誺 猪飢丑利二反。『方言』：誺不知也。沅澧之間凡相問而不知、荅曰誺。郭璞曰：

亦 

            如聲之轉也。（『玉篇』残巻 巻 9 言部） 

     誺 同上。又力代切。誤也。（宋本『玉篇』 上篇 84 丁裏） 

    誺 丑知反、又丑利反。去：不知也、誤也、如聲之傳。（新撰字鏡 巻 3・8 丁表） 
 

 池田（2014a） 宮澤（1977） 白藤（1977b） 呂（2007） 
誺	 誺 䜉 誺	 誺	

  

	 康熙字典の記述により、「誺」と「䜉」とは異体字関係であることを確認し、「誺」は原本

字体に近いが、翻刻方針によって、「䜉」も翻刻字体の一種として可能である。このように

異体字関係で認定に相違があるものは、代表字を決めて、異なる翻刻字体を代表字の同一グ

ループに入れて整理することができる。 
 

③別字と衝突するもの（28例） 
 

（8）  訤 の例 
 

     訤 狃牙反。拏字。持也、把。（篆隷万象名義 第 3 帖 20 丁裏） 

     訤 狃牙反。『字書』：或拏字也。拏持也、把也。在手部。（『玉篇』残巻 巻 9 言部） 
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    訤 狃牙反。拏字。持也、把也。（新撰字鏡 巻 3・9 丁裏） 
 

 池田（2014a） 宮澤（1977） 白藤（1977b） 呂（2007） 
訤	 訤 𧦀 𧦀	 訤	

 

 関連する古辞書、漢語大字典の記述により、「訤」は「拏」の異体字であり、「持也、把也」

の意味である。一方で「𧦀」は「䛔」の異体字であり、「語貌不正」の意味となる。白藤（1977b）

と宮澤（1977）とは原本字形に近い「𧦀」に認定し、別字である「𧦀」と衝突することにな

る。文字同定上は間違いとは言えないが、このような別の字と衝突するものは、先行研究を

参照する時に、注意すべきである。 
 

④難読字を別の通行字体（或いは IDS）で翻刻したもの（3例） 
 

（9）	  𢞰 の例	

	

      𢞰 眉隕反。多病也。（篆隷万象名義 第 3 帖 5 丁表） 

    𢞰 眉隕反。『説文』：古文閔字也。閔病也。存門部。（『玉篇』残巻 巻 8 心部） 

      𢞰 眉隕反。多病也。（新撰字鏡 巻 2・23 丁裏） 

 

 池田（2014a） 宮澤（1977） 白藤（1977b） 呂（2007） 
𢞰 𢞰 𢞰 𢡻 𢞰 

  

 原本字形は難読字であるため、諸家の認定は注文の内容にもとづき、別の通行字体に改め

翻刻を行ったと思われる。この種のものは字数少ないのだが、掲出字の元の字形との差が甚

だしいので、さらに、文字同定上に検討の余地がある。	

	

6.5 掲出字翻刻の階層化 

6.5.1 翻刻階層 

	 古写本の古辞書を翻刻する際に、元の字形情報を反映、確認する目的と、古辞書の内容を

解読・理解したうえ、原本テキストを校訂・整理する目的がある。現在の篆隷万象名義デー

タベース掲出字について、原本画像と翻刻した掲出字テキストとの二つの階層に分けてい

るが、難読字や字体の揺れがある掲出字などをより精確に表現するため、次の四つの表現階

層（H1〜H4）に分けて、篆隷万象名義データベースの掲出字を翻刻するモデルを提言する。 

H1	 代表字・字種（代表字の符号化した抽象文字） 

H2	 原本近似字体/解釈字体（原本字形に近い形で翻刻した字体/解釈によった字体） 

H3	 原本再現字形（原形に近い符号化した抽象字形・手書き・作字・IDS） 
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H4	 原本字形（原本画像） 

	 このモデルでは、該当字に対する翻刻表現が H4から H1へ抽象度が上昇するといえる。

H4の原本字形、H1の代表字が必ず存すべき情報である。状況によって、H2と H3が H1と

同じなる場合もあるし、あるいはそれぞれ異なり、必要な情報を記述する場合もある。諸家

の認定に相違が生じたものの場合、H3か H2のレベル、場合によっては H1のレベルの文字

同定に意見が分かれたということになる。 

	 次に、漢字情報の整理・記述に関する情報処理システムである CHISE 文字オントロジー

に採用されている多粒度漢字構造モデルをみてみよう。 

 

6.5.2 CHISE 多粒度漢字構造モデル 

	 守岡（2015a）（2015b）により、CHISE文字オントロジーは Unicodeに収録された文字の

情報の他に、漢字に関しては Unicodeの包摂規準以外に超抽象文字や字体・字形といった複

数の包摂粒度による漢字のグリフに関わる情報を持っている。CHISE で IDS（Ideographic 

Description Sequence）形式に基づく漢字の構造情報データベースが利用できる。部品として

複数の異なる包摂粒度を持つものを用い、複数の部品の組合せで構成される漢字の各部品

の包摂範囲を示すことで、その漢字の包摂範囲を示すことができる。これを多粒度漢字構造

モデルと呼ぶ。 

	 CHISE 文字オントロジーで採用している多粒度漢字構造モデルは本来現在使われている

漢字を整理するためのシステムである。次の 4階層の基本となる包摂粒度がある32。 

抽象文字粒度  ＜字＞	 UCS等の抽象文字に相当する包摂粒度	 => 

抽象字体粒度	 「字」	 字形デザイン差を捨象した字体に相当する包摂粒度  = 

抽象字形粒度	 《字》	 Adobe-Japan1、汎用電子、文字基盤の IVSで指示されるよう 

                      な抽象的な字形に相当する包摂粒度 == 

例示字形粒度	 『字』	 字形を示す包摂粒度  === 

 さらに、守岡（2015b）では、前近代の漢字字形を対象にする場合の適応性を検証するこ

とと、各包摂粒度の包摂範囲を合理的に規定するための字体・字形用例の存在を確認するこ

とを目的に、漢字を対象とした「漢字字体規範データベース HNG」と CHISEとの統合を試

みた。 

 

6.5.3 両者の対応  

	 標準漢字文献を対象とする HNGと性質の異なる漢字字書データベースの場合、どのよう

                                                        
32 守岡（2016） 
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に結び付けられるだろうか。篆隷万象名義データベース掲出字翻刻表現階層と多粒度漢字

構造モデルと比較してみると、それぞれの階層が次の通りに対応させることができるかと

考えている。 

掲出字翻刻階層  多粒度漢字構造モデル 

H1	 代表字・字種 ⇔ 抽象文字粒度 

H2	 原本近似字体/解釈字体 ⇔ 抽象字体粒度 

H3	 原本再現字形 ⇔ 抽象字形粒度 

H4	 原本字形 ⇔ 例示字形粒度 

	 階層的に掲出字を翻刻するのは、より精確的に古字書の掲出字を表現・記述できる一方、

CHISE の多粒度漢字構造モデルと階層的に対応できる設計で、情報処理上、両システムが

連携をとる必要がある場合も、比較的便利になると考えられる。 

 

6.6 まとめ 

	 篆隷万象名義データベースを利用して、諸家の先行研究における高山寺本『篆隷万象名

義』の掲出字解読結果を照合し（原本『玉篇』残巻対応部分 2,087 字）、諸家の認定に相違

がある掲出字が 254字であり、全体の 1割強を占めている。認定に相違がある掲出字 254字

を 4種類に分類してみた：①包摂できるもの; ②異体字関係のもの; ③別字と衝突するもの; 

④難読字を別の通行字体で翻刻したもの；最後に、掲出字を段階的に翻刻表現する必要があ

るため、そこで情報処理上の CHISE システムの多粒度漢字構造モデルに合わせて、データ

ベースにおける掲出字翻刻表現階層の設計を提言してみた。 

	 今後、関連する文献を参考し、まず原本『玉篇』残巻の対応部分の諸家の文字同定に相違

がある掲出字の個々について校釈をしたうえ、掲出字翻刻に対する修正意見をまとめる。次

に、原本『玉篇』残巻の対応しない部分の掲出字について、諸家の文字同定を比較し、校訂・

修正意見をまとめてみる。さらに、掲出字の翻刻内容を、階層化的設計に適応しながら、

CHISEの多粒度漢字構造モデルとの連携の実現などを課題にしたい。 
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第 7 章 大乗理趣六波羅蜜経釈文による本文研究 

 

7.1 日本資料と篆隷万象名義の本文研究 

本章は日本平安初期に撰述した仏典音義『大乗理趣六波羅蜜経釈文』を利用して、

『篆隷万象名義』の本文研究を行うものである。 

『篆隷万象名義』について、従来日本や中国では数多くの研究成果がある。近年、異

体字や本文についての研究成果が注目される。概して、日中両国の研究は、本国の辞書

編纂史に重点を置きがちである。原本『玉篇』と『篆隷万象名義』は日本の辞書編纂史

では重要な位置を占めるが、中国の研究では、日本で撰述した仏典音義・古辞書を取り

上げることは少ない。 

そこで、本章で取り上げる日本平安初期に撰述した『大乗理趣六波羅蜜経釈文』は唐

の貞元四年（788）年に般若の訳した『大乗理趣波羅蜜多経』の音義である。現存するも

のは平安末期の古写本と言われる。その発見、体裁および内容について影印本の首尾に

付される序文［神田（1972）］と解説［上田（1972）］に詳しい（詳細後述）。漢土に亡佚

した書物の多くの引用が見られ、特に、原本『玉篇』による引用は約 400条近く存在す

る。原本『玉篇』、『篆隷万象名義』の本文研究に価値が大きいことは言うまでもない。

しかしながら、その研究価値に相応するほどの注目を集めていない。管見の限り、日本

では神田（1972）、上田（1972）以降は、『大乗理趣六波羅蜜経釈文』に関する研究は見

られず、中国では仏典音義の研究では本書を言及することはない33。 

筆者の所属する北海道大学大学院文学研究科言語情報学講座池田研究室では、『篆隷

万象名義』・『新撰字鏡』・『類聚名義抄』を対象にする日本平安時代漢字字書総合データ

ベース（HDIC）を構築するプロジェクトを進めている34。これらの字書を解読するため

に、同時に中国で撰述した原本『玉篇』と大広益会玉篇のデータベースも独自に作成し

ている。また、玉篇の研究35・「玉篇佚文補正」36に蒐集された『玉篇』逸文や、『大乗理

趣六波羅蜜経釈文』、『令集解』、『新撰字鏡』、図書寮本『類聚名義抄』等に引用された

『玉篇』の逸文を対象にする玉篇逸文データベースも整備している。 

筆者は『篆隷万象名義』の本文研究を行う目的で、『大乗理趣六波羅蜜経釈文』にお

ける逸文のデータ化をし始めた。現在、そのデータ入力はほぼ終了しており、内容の点

                                                        
33 梁（2015）は十部の日本古写本仏経音義を資料として、その成立年代、撰者、体例、内容、研究価値および研
究成果を紹介し、そして漢字研究の方面における考察を行った著作である。『大乗理趣波羅蜜経釈文』について、

「緒論」では概要を触れたが、本文では取り上げていない。 
34 池田（2014a） 
35 岡井（1933） 
36 馬淵（1952） 
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検・校正中である。本章では、日本平安時代漢字字書総合データベース（HDIC）に入力

したテキストデータに基づき、『大乗理趣六波羅蜜経釈文』に存する玉篇逸文の分布・特

徴を考察し、その逸文を利用した『篆隷万象名義』の本文校正の実例を報告する。 

 

7.2 研究資料 

7.2.1 大乗理趣六波羅蜜経釈文 

	 『大乗理趣六波羅蜜経釈文』は平安初期に日本で撰述された『大乗理趣波羅蜜多経』

の音義である。現存するものは平安末期の古写本と言われる。その発見、体裁および内

容について影印本の首尾に付される序文［神田（1972）］と解説［上田（1972）］に詳し

い。次に、その要点をまとめてみる。 

『大乗理趣波羅蜜多経』は唐の貞元四年（788）十一月、北天竺迦畢試国出身の般若三

蔵が徳宗皇帝の命を奉じて長安の西明寺で譯了上進したものである。固より六波羅蜜の

奥旨を説ける般若の重要聖典である。弘法大師空海が永貞元年（805）から長安の西明寺

入り、般若三蔵より『大乗理趣波羅蜜多経』の傳授を承け、自ら謄写して日本に齎し帰ら

れた。今京都仁和寺に秘藏する三十帖策子の第七帖である。真言宗の重要経典の一つであ

り、『大乗理趣波羅蜜多経』はおそらく真言僧徒の撰述であるべき。また、『大乗理趣六波

羅蜜経釈文』と題する舊鈔巻子本は 1953年 3月に、東京の一誠堂書店で偶然に発見され

た。平安末期の古写本であり、体例は慧苑の華厳経音義に近く、『大乗理趣波羅蜜多経』

の中に見えたる難解の文字を標出し、その音義を精しく注したものである。撰者不詳であ

るが、巻中に和訓の記載したことにより、日本人の撰であることが分かった。また、漢土

に亡佚した古書を多く引用したのは本書の特徴であることを神田（1972）では指摘された。 

上田（1972）は本書の引用書を調査した上、精細に解説した研究成果である。数種類

の引用書及びそれぞれの引用回数の集計を次のように示されている。玉篇 400条、字苑

123条、切韻 116条、書中 59条、唐韻 44条、韻詮 17条、類音 8条、花厳経音義 1条、

系 8種 768条である。 

 

7.2.2 経目 

『大乗理趣六波羅蜜経釈文』は序、歸依三寶品、陀羅尼護國品、發菩提心品、不退轉

品、布施波羅蜜多品、凈戒品、安忍波羅蜜多品、精進波羅蜜多品、靜慮波羅蜜多品、靜

慮波羅蜜多品之餘、般若波羅蜜多品、般若波羅蜜多品之餘の計 13部分から構成され、

472項目がある。 
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7.2.3 大乗理趣六波羅蜜経釈文と慧琳音義巻四一 

 	 『大乗理趣波羅蜜多経』の音義は、『大乗理趣六波羅蜜経釈文』以外、『慧琳音義』巻四一

所収の ものと、その後の希麟音義（987成立）巻一所収のものとで、合計三種類ある。上

田（1972）は、『慧琳音義』巻四一の『大乗理趣六波羅蜜多経』と関係あるかと調べ、大乗

理趣六波羅蜜経釈文の方が標出字が多く、その字も出入參差にして、訓義共通することな

く、全く無関係といい得ると指摘された。 

 

7.3 大乗理趣六波羅蜜経釈文における原本玉篇逸文の分布 

上田（1972）『大乗理趣六波羅蜜経釈文』における原本『玉篇』の引用は全巻にわた

って、豊富な逸文が玉篇研究上大価値を有することを指摘し、音韻研究上の価値の一端

を述べ、その逸文によって、『篆隷万象名義』に補い得る反切 51条、その誤脱を正し得

る反切 9条であることを示した。そこで、HDICの玉篇逸文データベース（YQF）に整

備した『大乗理趣六波羅蜜経釈文』における原本『玉篇』逸文データに基づき、その実

態はどうなっているかを考察する。 

調査の結果、『大乗理趣六波羅蜜経釈文』における原本『玉篇』を引用した見出しを

335項目が確認できた。中には 55項目の二字熟語の両方とも原本『玉篇』の内容を引用

し、実際に原本『玉篇』逸文が存する掲出字は 390字（「綸」、「晃」、「耀」、「窘」の四字

が重複する）であり、相違する掲出字は 386字である。これらの 386字の掲出字を『篆

隷万象名義』37と照合し、その逸文が玉篇の全体 30巻にわたって、108個の部首に属す

ることが分かった。『大乗理趣六波羅蜜経釈文』における原本『玉篇』逸文の巻・部首レ

ベルの分布の詳細は表 7-1で示す。『玉篇』残巻にも掲出字が存する部首の背景をグレー

にした。 

表 7-1 大乗理趣六波羅蜜経釈文における原本『玉篇』逸文の巻・部首レベルの分布 

玉篇	 釋文逸文	
部首による字数の内訳	

巻数	 掲出字数	

巻 1	  6字 一部 1	 示部 2	 二部 1	 玉部 2	  	  	  	

巻 2	 10字 土部 7	 田部 1	 邑部 2	  	  	  	  	

巻 3	 21字 人部 14	 予部 1	 身部 1	 女部 5	  	  	  	

巻 4 	  9字 頁部 3	 鼻部 2	 目部 3	 耳部 1	  	  	  	

巻 5	 13字 口部 8	 彡部 1	 髟部 4	  	  	  	  	

巻 6 	 21字 手部 21	  	  	  	  	  	  	

                                                        
37 原本『玉篇』が約八分の一の残巻がしか存しないため、『篆隷万象名義』を原本『玉篇』の代用として調査を
行った。 
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巻 7	 21字 足部 7	 骨部 1	 肉部 9	 筋部 1	 力部 1	 㝱部 2  	

巻 8	 15字 心部 15	  	  	  	  	  	  	

巻 9	 31字 言部 21	 号部 1	 欠部 2	 食部 2	 甘部 1	 辵部 4	  	

巻 10	  4字 彳部 1	 行部 1	 走部 1	 立部 1	  	  	  	

巻 11	 11字 宀部 1	 門部 1	 履部 1	 疒部 2	 𣦻部 1 歹部 2	 穴部 3	

巻 12	  7字 木部 7	  	  	  	  	  	  	

巻 13	 14字 艸部 14	  	  	  	  	  	  	

巻 14	  7字 竹部 6	 箕部 1	  	  	  	  	  	

巻 15	 12字 麥部 1	 禾部 5	 香部 1	 网部 3	 鹵部 1	 臥部 1	  	

巻 16	  2字 鼓部 1	 𩰲部 1  	  	  	  	  	

巻 17	 17字 㫃部 1 矢部 2	 弓部 1	 斤部 3	 矛部 1	 戉部 2	 刀部 7	

巻 18	 18字 金部 17	 攴部 1	  	  	  	  	  	

巻 19	 23字 水部 23	  	  	  	  	  	  	

巻 20	 9字 雨部 1	 雲部 1	 風部 2	 日部 5	  	  	  	

巻 21	 13字 火部 8	 炎部 1	 黒部 1	 赤部 1	 交部 1	 尢部 1	  	

巻 22	 14字 山部 2	 广部 2	 石部 4	 阜部 6	  	  	  	

巻 23	 10字 馬部 3	 羊部 1	 犬部 2	 鹿部 1	 熊部 2	 虍部 1	  	

巻 24	  5字 𠘧部 1 鳥部 4	  	  	  	  	  	

巻 25	 36字 虫部 19	 䖵部 4 蟲部 3	 黽部 2	 貝部 8	  	  	

巻 26	 11字 羽部 2	 毛部 2	 角部 1	 皮部 1	 革部 5	  	  	

巻 27	 13字 糸部 12	 絲部 1	  	  	  	  	  	

巻 28	  4字 巾部 1	 衣部 3	  	  	  	  	  	

巻 29	  5字 臤部 1	 囗部 2	 匸部 2	  	  	  	  	

巻 30	  4字 乙部 1	 丁部 1	 桀部 1	 酉部 1	  	  	  	

	  

	 一方で、大乗理趣六波羅蜜経釈文の各経目ごとの構成部分に原本『玉篇』の引用状況

を調べ、結果は表 7-2で示す。 
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表 7-2 各経目ごとの構成部分に原本『玉篇』の引用状況 

経目 
項目数 

① 

玉篇引用 

項目数② 
②/① 

序 35 25 71.4% 

歸依三寶品 94 55 58.5% 

陀羅尼護國品 44 28 63.6% 

發菩提心品 19 15 78.9% 

不退轉品 144 108 75.0% 

布施波羅蜜多品 26 18 69.2% 

凈或品 20 15 75.0% 

安忍波羅蜜多品 19 14 73.7% 

精進波羅蜜多品 16 15 93.8% 

靜慮波羅蜜多品 28 20 71.4% 

靜慮波羅蜜多品 5 4 80.0% 

般若波羅蜜多品 11 10 90.9% 

般若波羅蜜多品之餘 11 8 72.7% 

小計 472 335 71.0% 

	  

	 表 7-2で分かるように、各構成部分の原本『玉篇』の内容を引用した項目数が平均数

71.0%を下回るのは「歸依三寶品」・「陀羅尼護國品」・「布施波羅蜜多品」の三つである

が、いずれも 50%より高い。そして、表 7-1のデータで示す通り、原本『玉篇』内容の

引用は、原本『玉篇』全 30巻に及んでいる。これらのデータから、大乗理趣六波羅蜜経

釈文が編纂された当時、参考文献として撰者の手元におそらく完本である原本『玉篇』

が存在したと考えられる。また、大乗理趣六波羅蜜経釈文の各構成部分における原本

『玉篇』を引用した項目数の高い割合から、基本的に撰者が原本『玉篇』全巻を主な参

考資料とする編纂方針であったことが窺える。	  

 

7.4 大乗理趣六波羅蜜経釈文における原本玉篇逸文の特徴 

大乗理趣六波羅蜜経釈文の 390字38の逸文掲出字は、『玉篇』残巻と対応するものは 54

字であり、対応しないものは 336字である。『篆隷万象名義』の本文校正においては、残

                                                        
38「綸」、「晃」、「耀」、「窘」の四字重複するが、注文内容が異なるため、ここの分析は逸文の総掲出字数の 390
字に基づく。 
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巻と対応しない 336字が重要だと思われるが、大乗理趣六波羅蜜経釈文の玉篇逸文が特

徴を明らかにするには、対応する 54字を残巻の内容との比較対照は不可欠な作業であ

る。比較の結果、次の三種類に分けられることを明らかにした。 

A	 逸文は玉篇と完全一致するもの（2項目） 

 （1）流液 ⽟夷⽯反。楚辞吸⾶泉微液懷琓琰之華英。説⽂液、津也。 

            （⼤乗理趣六波羅蜜経釈⽂ 序） 

      液 夷⽯反。楚辞吸⾶泉微液懷琓琰之華英。説⽂液、津也。 

            （『⽟篇』残巻 卷 19 ⽔部） 

     液 夷⽯反。津也。（篆隸萬象名義 第 5 帖 98 丁表） 

 （2）嶮峻 上⽟魚檢反。埤蒼嵰嶮也。（⼤乗理趣六波羅蜜経釈⽂ 不退轉品） 

     嶮  魚檢反。埤蒼嵰嶮也。（『⽟篇』残巻 卷 22 ⼭部） 

     嶮 魚檢反。嵰。（篆隸萬象名義 第 6 帖 6 丁表） 

 

B	 逸文は玉篇の一部を引用するもの（50項目） 

 （3） 謝 ⽟似夜反。説⽂辞也、謂相辞謝也。鄭⽞曰謝、猶聽也。王逸曰謝、去 

             也。（⼤乗理趣六波羅蜜経釈⽂ 般若波羅蜜多品） 

        謝 似夜反。左⽒傳使邳鄭如秦謝緩賂，野王案説⽂謝、辭也，謂相辭謝也、 

             國語⼦叔聲伯如晉謝季⽂⼦是也，礼記⼤夫七⼗⽽致仕若不得謝、鄭⽞曰 

             謝、猶聽也、楚辭願歳拜謝与長友、王逸曰謝、去也。 

            （『⽟篇』残巻 卷 9 ⾔部） 

     謝 以夜反。聽也、去也、辞也。（篆隸萬象名義 第 3 帖 11 丁裏 ） 

  （4）綸溺 上⽟⼒旬公頑⼆反。劉曰綸、經理也，⽑詩箋云綸、釣繳也，元宋忠 

             曰綸、絡也。（⼤乗理趣六波羅蜜経釈⽂ 序） 

    紛綸 下⽟⼒旬公頑⼆反。周易彌綸天地之道，劉瓛曰綸、經理也，⽑詩戔云 

       綸、釣繳也, 元宋忠曰、綸絡也。（⼤乗理趣六波羅蜜経釈⽂ 序） 

         綸 ⼒旬公頑⼆反。周易弥綸天地之道。劉瓛曰彌廣也、綸經理也。⽑詩之⼦ 

于釣，⾔論之繩。戔云綸、釣繳也。礼記公⼦曰王⾔如絲，其出其綸。 

鄭⽞曰今有秋盡夫所佩也。續漢書百⽯青納綸⼀采婉轉繆織長⼆尺。説 

⽂糾青絲綬也。范⼦計然布平者綸絮之未、其⽆絲之國、出布不可以布 

平為綸未也。野王案此謂麻絲絮為綸也。尓雅釋草綸、東海有之。郭璞 

曰海有象之、因以為名也。太⽞經鴻綸天。宋忠曰綸、絡也。⽅⾔或謂 

車紂為曲綸。郭璞曰今江東通呼索為綸也。（『⽟篇』残巻 卷 27 糸部） 

     綸 ⼒旬反。絡。（篆隸萬象名義 第 6 帖 133 丁表） 



 

 170 

C	 逸文は玉篇と異なる注文を持つもの（2項目） 

	 （5）漉出 ⽟理屋反。考⼯記清其灰⽽漉之。野王案漉猶瀝也。爾雅漉、竭也⽅⾔曰 

             漉涸也、漉極也。郭璞曰：漉滲極盡也。説⽂淥字也、書亦𥂖字也。 

      （⼤乗理趣六波羅蜜経釈⽂ 不退轉品） 

     漉 理屋反。考⼯記清其灰⽽漉之。野王案：漉猶𤃹也。尓雅漉竭也。郭璞曰 

             月令無漉陂々池是也。⽅⾔漉涸也、漉極也。郭璞曰漉滲極盡也。廣雅澱 

             盡也。（『⽟篇』残巻 卷 19 ⽔部） 

      漉 里屋反。竭也。𥂖同上。（篆隸萬象名義 第 5 帖 97 丁表） 

  （6）甞試  上⽟視楊反。公⽺傳秋祭曰嘗、或云秋穀成⿉。先孰曰庸道嘗新穀也。 

説⽂⼝味之也。左傳杜預曰試也。（⼤乗理趣六波羅蜜経釈⽂ 序） 

甞  視楊反。周礼以（…）先王。公羊傳秋（…）何休曰、嘗先辞也、秋穀 

  成黍（…）也。論語君賜食必正席先嘗之（…）也。礼記宥之飯徧嘗之 

  是也。左氏傳使（…）寇。杜預曰嘗試也。公羊傳君嘗訊臣矣（…）為 

  之也。國有慶未嘗不怡、有憂（…）未嘗不戚、莊子嘗喝而不犯是也 

  （…）。（『⽟篇』残巻 卷 9 旨部）39  

甞 視楊反。試也。（篆隸萬象名義 第 3 帖 38 丁裏） 

比較した結果、A逸文は玉篇内容と完全一致し、項目数が少ないが、玉篇を代用とし

て使えるので、本文研究上有効ではある。C逸文は玉篇と異なる注文を持ち、現存『玉

篇』残巻の系統研究に役立つものである。B逸文は玉篇内容の一部を引用し項目が最も

多く、50項目あり、調査範囲の 92.6%を占める。釋文の逸文は玉篇の内容を簡略化し、

義注の出典を示す記述が残され、出典明記する傾向が見える。出典明記することによっ

て、写本の書写が判然としない場合、出典に遡ることができる。この点を利用し、『篆隷

万象名義』の対応する部分の本文校訂に有効である。 

 

7.5 大乗理趣六波羅蜜経釈文の逸文を利用した本文校正 

7.5.1 「菡」「萏」 

「菡」・「萏」の例を確認してみよう。まず、『篆隷万象名義』から字の形のままでの翻

字は次のようになる。 

  （7）   胡感反。未發菡蘭也。已發芙蓉也。（篆隷万象名義 第 4 帖 29 裏） 

       感反。芙蕖也。華菡𧂄也。（篆隷万象名義 第 4 帖 29 裏） 
そこで掲出字の判読が問題になってくる。大乘理趣波羅蜜經釋文では、二字熟語「菡

                                                        
39 この項目、殘卷では闕損するため、闕損の部份を（…）で示す。 

30

30
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萏」の見出しに、玉篇の内容を引用している。その内容は次の通りである。	  

	 菡萏 上：玉胡感反。毛詩有華菡萏、傳曰荷華也。説文扶渠華未發者為菡萏、已 

        發已者為扶容。字書薗又菡也。下：玉徒感反。爾雅扶渠、其華菡萏。説文 

    作莟。（般若波羅蜜多品之餘 46） 

『大乗理趣六波羅蜜経釈文』の記述で分かるように、『篆隷万象名義』の掲出字はそれ

ぞれ「菡」・「萏」だと判読すべきである。 

 

7.5.2 「翠」 

「翠」について、『篆隷万象名義』と大乗理趣六波羅蜜経釈文の記述の次の通りである。	

（8）  翠 且醉反。羽雀。（篆隷万象名義 第 6 上 12 表） 

含翠 下玉且醉反。說文青羽雀也。字指南方欲取之、因其生子、漸下其巢、 

     須可取之。（釋文） 

関連する説文解字と宋本『玉篇』の記述は次のようである。 

翠 青羽雀也。出鬱林。从羽卒聲。（説文解字 巻 4 羽部） 

翠  七遂切。青羽雀出南方。（宋本『玉篇』 上 49 裏） 

 上記の比較対照で分かるように、『篆隷万象名義』の「翠」の義注には、「青」が脱落

し、「羽雀」になった。『大乗理趣六波羅蜜経釈文』の記述で、「青羽雀」という義注は元

来『説文解字』由来ということが分かり、原典に遡って確認することができた。	

	

7.6 まとめ 

本章は日本平安初期に撰述した仏典音義『大乗理趣六波羅蜜経釈文』を利用して、『篆

隷万象名義』の本文研究を行った。日本平安時代漢字字書総合データベース（HDIC）で

整備したテキストデータに基づき、『大乗理趣六波羅蜜経釈文』に存する玉篇逸文は玉篇

の全 30巻にわたって、108個の部首に属することを明らかにした。逸文の項目と『玉篇』

残巻との比較を通して、最も一般的な引用形式は、玉篇内容の一部を取り、出典明記する

傾向がある。この点を利用し、『篆隷万象名義』の対応する部分の本文校訂に有効である

ことが分かった。最後にその逸文を利用した『篆隷万象名義』の本文校正の実例を報告し

た。本章は『大乗理趣六波羅蜜経釈文』を利用して『篆隷万象名義』の本文研究を行う一

つの試みにすぎない。『大乗理趣六波羅蜜経釈文』にある玉篇逸文を本文研究に有効に利

用するには、各項目を比較対照し、綿密な考察が必要である。 

また、玉篇に存する項目であるが、『大乗理趣六波羅蜜経釈文』の方が玉篇の内容を取

らずに、別の切韻・字苑等の内容を引用した原因の究明は今後の課題にしたい。 
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第 8 章 篆隷万象名義の全文テキストと公開システム 

 

8.1 全文テキスト公開の背景 

	 本章では、『篆隷万象名義』を例にして、古写本の全文テキストの電子化とその公開シ

ステムについて、その現状と課題を報告する。 

	 漢字古文献の研究は Unicodeの普及と定着により大きな進展を見せている。漢籍・仏典

の全文テキストをオンラインで検索するのは、ごく日常的なことであり、難字を多く含む

康煕字典ですら簡単に検索できる。しかし、それらの依拠するテキストは、校訂された活

字テキストあるいは版本であり、所用の漢字字体は康煕字典に準拠するものが用いられ

ている。これは中国学や仏教学において宋版・元版・明版および清版、さらに高麗版や和

刻本など、版本を基礎においた研究がなされてきたことによる。筆者等が研究対象とする

日本古辞書は、中国撰述の『広韻』、『玉篇』、『一切経音義』（玄応）を参照することが多

いが、広韻と一切経音義は中国版本に基づく電子テキストが利用できる。 

	 一方、日本においては奈良時代以来の古写本が数多く伝存し、それらの影印も容易に利

用可能となっている。我々が対象とする日本古辞書は、国語学と中国語学の重要資料であ

るが、ほとんどが写本として伝わったものである。写本の常として誤写が避けられない。

体例（本文の体裁）の不統一、難字、異体字、誤字、脱字、衍字、顛倒、錯簡について、

関連の典籍を参照して校訂して行くことが不可欠である。 

	 『篆隷万象名義』の本文研究の状況は次節で詳しく紹介するが、近時、中国の研究者に

より校訂テキストが初めて出版されるなど、関連研究が続出しているが、日本の研究成果

を参照することは少ない。 

	 このような状況の中、2016 年 9 月 1 日、高山寺本篆隷万象名義データベースの全文テ

キストを公開した。 これは、日本古辞書では初めての全文電子テキスト化とその公開と

なる。 難字の多い古写本を電子テキスト化した点と日中の本文研究成果を総合する点に

特色がある。  

	 本章では、Unicodeによる篆隷万象名義データベースの構築、全文テキストおよび公開

システムを中心に述べる。特に古辞書研究と文字情報処理の上で扱いやすい TSV データ

フォーマットで全文テキストを提供し、利用する際に必要になるデータインフォメーシ

ョンについて解説を行う。 

 

8.2 掲出字認定の成果 

	 これまでの原本『玉篇』、『篆隷万象名義』に関する先行研究は、岡井(1933)から始まる

が、原本『玉篇』の逸文蒐集をさらに進めた研究成果が馬淵(1952)である。音韻研究の成
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果［周(1966)・河野(1979)・上田(1986)］は顕著であるが、訓詁と字体の研究は少ない。  

掲出字の全体を解読した先行研究には白藤(1977)・宮澤(1977)・池田(2014a)・呂(2007)があ

げられる。  

	 白藤(1977)は、高山寺古辞書資料第一に収録された高山寺本『篆隷万象名義』影印テキ

ストの掲出字を検出するための索引である。索引は検字が主目的であるため、通行字体た

る康熙字典体を用いながら、原本字形を重視する特徴がある。 

宮澤(1977)は、『篆隷万象名義』の骨組みとなる掲出字を解読したうえ、高山寺本の配列形

式で一覧にした研究成果である。説文解字、『玉篇』残巻等の先行文献とも対照し、埋字・

脱字に相当するものも一覧表に反映させた。 

	 呂(2007)は、説文解字、原本『玉篇』残巻、宋本『玉篇』等の関連文献と照合し、校勘

を加え、『篆隷万象名義』全文を翻刻したものである。 

解読釈文の公刊である呂(2007)が注目を集めたが、紙媒体故に情報処理的な側面において、

制約があった。それゆえ、全文テキストデータベース化が期待されていた。 

	 池田(2014a)は、『篆隷万象名義』掲出字データベース UCS 対応版（2011 年公開）を踏

まえ、HDICプロジェクトの構想と進捗について詳しく解説したものである。 

	 なお、上田(1986)は、すべての反切に厳密な校訂を加えており、掲出字の同定にも参考

になるところが大きい。 

 

8.3 全文テキスト 

8.3.1 篆隷万象名義の体系と構造 

	 データベース化作業を行う際、古辞書自体の体系と構造が、データベースの設計に大

きな影響を与える。よって、この節では部首分類と配属・配列で同一の体系を持つ原本

『玉篇』と宋本『玉篇』と比較しながら、『篆隷万象名義』の全体の体系と構成を説明す

る。 

 
8.3.1.1 帖・巻から見た部首体系 

高山寺本『篆隷万象名義』は六帖の構成で、各帖はさらに巻に分かれる。各巻は複数の

部首を収める（「艸部」「木部」など、字数の多い部首は複数の巻にまたがる場合もある）。

各半丁を上下二段、左右六列に書写する体例が基本である。 この枠内に篆書と隷書の大

字で掲出字が掲げられ、下には注文が付されている。  

11世紀に簡略した宋本『玉篇』も原本『玉篇』を受け継ぐものとして今に伝わっている

ものである。両書の編纂方針には類似点も多いが、形式面・内容面において相違点も少な

くない。 
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『篆隷万象名義』の構成は前半の原撰部分（空海自撰による）と後半の続撰部分（他の

人による）とに分かれるが、前半の原撰部分は構成において依拠した原本『玉篇』の三十

巻と異なり、百巻に分巻する方針が確認できる。一方で、宋本『玉篇』は宋大宗祥符六年

（1013）に、勅令で陳彭年らによって重修増補されたものである。体系上、『篆隷万象名

義』と違って、原本『玉篇』の三十巻構成は保たれている40。 

原本『玉篇』・『篆隷万象名義』・宋本『玉篇』の全体を見渡すと、次のようになる。 

 

原本玉篇：    巻−部首−掲出字−注文 

篆隷万象名義：帖−巻−部首−掲出字−注文 

宋本玉篇：  篇−巻−部首−掲出字−注文 

 

原本『玉篇』は巻子本であり、『篆隷万象名義』と宋本『玉篇』は冊子本である。『篆

隷万象名義』と宋本『玉篇』は原本『玉篇』の節略本となる。分量が節略された複数の

巻を帖（宋本『玉篇』の場合は篇）になす。三書の対応関係は表 8-1に示す。『篆隷万象

名義』における巻の分け方は前後が異なって、前の原撰部分は細かく分巻する方針が見

られる。一方で、続撰部分は、前半の編纂方針を踏襲せず、原本『玉篇』の構成をその

まま継承している。 

 

表 8-1 『篆隷万象名義』と宋本『玉篇』の帖・巻の対照表41 

篆隷万象名義 宋本『玉篇』 

帖数 対応部首 巻数 巻数 

一 一〜目	 49部 1-12 1-4 

二 (目)〜心	 40部 13-26 (4)-7 

三 (心)〜屮	 70部 27-38 8-11 

四 木〜禾	 38部 39-50 12-15 

五 (禾)〜氐	 148部 15-21 (15)-21 

六 山〜亥	 197部 22-30 22-30 

 

                                                        
40 この特徴から残巻となる原本『玉篇』の体系を考察する際に，代わりに宋本『玉篇』を用いる． 
41 ( )を付したものは該当部首・巻の後半部分を示す． 
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8.3.1.2 部首内の項目の配列構造 

各部首における掲出項目の配列の順序は、①最初に説文解字によるものを説文解字の

出現順に掲出し、②その次に説文解字に見えないものを配列する。宋本『玉篇』では、

①と②の後に、説文解字、原本『玉篇』（＝『篆隷万象名義』）に掲載のないものが増補

されるのが原則のようである。説文解字と玉篇との部首体系は異なるので、事情は簡単

ではない。『篆隷万象名義』の掲出項目の配列の順序が確定しているわけではない。『篆

隷万象名義』の本文研究から言えば、項目の配列順序を検討するためにデータベース化

が必要という研究段階である。 

 
8.3.1.3 項目構造 

	 『篆隷万象名義』の項目構造は比較的単純である。  

 

	 	                                  	 	  

                                       

 

	 	 	 	 	 	 	    	   

	 内容：形 A 掲出字 a 字体注記 

音 B 反切 b 直音注 

義 C 意味注記 

	 掲出字、反切42、意味注記は、それぞれ形、音、義を解釈する役割を担う。 字体注記

は形、直音注は音の説明を補助する。 次の「誑」で解説しよう。 

  A 誑 B 俱放反。C 欺也、誤也。a㤮字。  

  （篆隷万象名義 第 1 帖 20 丁裏） 

掲出字「A 誑」そのものが字体を⽰し、反切「B 俱放反」は字⾳を説明するものであ

る。「C 欺也、誤也。」は単字による義注である。「a㤮字」は異体字の説明である。 

	 関連して、説文解字・原本『玉篇』・宋本『玉篇』では「誑」の項目は次の通りであ

る。 

 誑 欺也。从言狂聲。（説文解字巻 3 言部） 

  誑 俱放反。《國語》：天又誑之。賈逵曰：誑、猶惑也。《左氏傳》：是我誑吾兄。杜 

   預曰：誑欺。《尓雅》：侜張誑。郭璞曰：《書》云無或侜張為眩、〻欺誑人也。 

                                                        
42 二字の組み合わせで音を表す方法である。反切上字の声母と、反切下字の韻母および声調を組み合わせて、そ
の漢字の音を表す。 

項目	

掲出字 A	 注文	

反切 B	 直音注 b	 意味注記 C	 字体注記 a	
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   《聲類》：或為㤮字。在心部。（原本『玉篇』巻 9 言部） 

	 誑 俱放切。惑也、欺也。（宋本『玉篇』上篇 84 丁表） 

		義注の「欺也」は説文解字から、原本『玉篇』・『篆隷万象名義』・宋本『玉篇』まで継

承するものであり、反切「俱放反」は原本『玉篇』から伝わった音注である。「誑」は説

文解字に存し、原本『玉篇』では反切による音注、典拠による例文・意味注記を加え、

『篆隷万象名義』・宋本『玉篇』まで伝わった掲出項目である。 

	 『篆隷万象名義』をデータベース化し、本文を研究することは、大部分が逸文となっ

ている原本『玉篇』の原貌を再構する一助になると考えられる。よって、原本『玉篇』

と宋本『玉篇』との比較した情報もデータベースに加える。	

 
8.3.1.4 掲出字の分類 

	 『篆隷万象名義』は書名の「篆隷」に示されるように、その掲出字は本来篆書と隷書に

より掲げられるべきものである。ただし、現存の高山寺本では篆書掲出字が約 6%しか存

せず、隷書掲出字のみの項目が主となっている。 

	 高山寺本『篆隷万象名義』が書写されるまでに、掲出字の脱落、誤写、重出、さらに掲

出字が注文に繰り込まれるといった問題が生じた。したがって、『篆隷万象名義』の掲出

字を扱う際に、大字で掲げられる掲出字を対象とすることだけではなく、脱落した掲出字

（脱字）も、注文に繰り込まれる掲出字（埋字）もすべて視野に入れるべきである［李

(2015)］。 

	 この点を考慮し、『篆隷万象名義』の掲出字を四つに分類した。 

隷書掲出字（約 88%）・埋字（約 4%）・脱字（約 3%）の三つを基本の分類とする。これ

らに篆書か隷書かの情報を加えて掲出字の下位分類を行った（後述の Group a, b, c）。	  

残りは補足的な分類で、宋本『玉篇』で増補された異体字（約 5%）を加えた（後述の

Group d）。これは玉篇系字書である原本『玉篇』と宋本『玉篇』との関連を考えるための

措置である。 

これらの四分類を次のように説明した。 

Entry_type 

Group a-- Regular headword 

	 	 1 Regular	 (= Regular_clerical) 

	 	 2 Regular_seal 

Group b -- Embedded headword 

	 	 3 Embedded_clerical  

    4 Embedded_omitted  
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    5 Embedded_seal  

Group c -- Omitted headword 

    6 Omitted  

    7 Omitted-regular  

Group d -- Variant of the Songben Yupian 

    8 Songben-Yupian 

	 Group aには、基本的に『篆隷万象名義』では隷書大字で掲げられる掲出字を含めた。

したがって、英語表記は Regular headword とした。篆書掲出字の有無で 2 種類に分類し

た。さらに、字体を付加情報として加えた。 

1 Regular_clericalは隷書掲出字のみのものを指す。 

2 Regular_sealは篆書掲出字も併存するものを指す。 

	 隷書は、本来 clericalとするべきであるが、最も一般的な掲出字タイプであるので、字

体情報を省略して Regularとした。 

	 Group bには、基本的に『篆隷万象名義』では注文に繰り込まれる掲出字（埋字）を含

めた。したがって、英語表記は Embedded headwordにした。さらに、字体を付加情報とし

て加えられ、篆書は seal、隷書は clericalとした。埋字は脱落した場合、omittedで注記し

た。 

	 3 Embedded_clericalは隷書で示す埋字を指す。 

	 4 Embedded_omittedは見出しが脱落した埋字を指す。 

	 5 Embedded_sealは篆書で示す埋字を指す。 

	 Group cには、基本的に『篆隷万象名義』では脱落した掲出字（脱字）を含めた。した

がって、英語表記は Omitted headwordにした。掲出字のみ脱落する場合（注文存）、regular

で注記した。 

	 6 Omitted は諸文献に本文が存し、元来『篆隷万象名義』にもあったと考えられる掲

出字を指す。 

	 ７Omitted_regularは掲出字のみ脱落（注文存）した掲出字を指すのである。 

Group dには宋本『玉篇』で増補された異体字(8 Songben-Yupian)を含めた。 

 

8.3.2 翻刻 

8.3.2.1 手書きによる従来の成果発表 

	 現在のパソコン環境では、Unicodeが実装され、多漢字文献の処理に対応している。

しかし、従来の研究成果公表は手書きであった。『篆隷万象名義』の掲出字についての認

定である白藤(1977)・宮澤(1977)・上田(1986)はいずれも手書きで公刊された。  
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8.3.2.2 KTB における Unicode 対応 

	 2001年の Unicode3.1以降、CJK統合漢字が拡張 Bを追加し約 7万字を扱えるようにな

った。 近年、Unicodeの基本多言語面の CJK 統合漢字・拡張 A〜E により 7 万を超える

漢字が処理可能となった［Lunde(2008)］。 これを背景に、海外では説文解字・広韻等の古

い辞書のオンライン版が続々公開され、呂(2007)が『篆隷万象名義』の活字翻刻として出

版された。 

	 KTBの入力作業も Unicodeで扱える漢字の範囲で進めた。 翻刻方針は、康煕字典体を

基準とした。 一部、とくに原本において字体の差異を問題とする場合、原文の字体を採

用する。 Unicodeで符号化できない文字は IDS（Ideographic Description Sequence、漢字構

成記述文字列）で処理した。 すなわち、IDC（漢字構成記述文字、⿰⿱⿲⿳⿴⿵⿶⿷⿸⿹

⿺⿻、U+2FF0〜U+2FFB）を利用し、漢字部品の合成により漢字を表現したのである。  

	 実際に HDICでは、Unicodeで扱える漢字の全掲出字に占める割合は、『篆隷万象名義』

99.2%・宋本『玉篇』99.8%・『新撰字鏡』89.2%となる。処理できない漢字は『篆隷万象名

義』で 128 字、宋本『玉篇』で 46 字、『新撰字鏡』で 2,592 字となる(表 8-2)。表 8-3 は

Unicode漢字の内訳である。 

表 8-2 篆隷万象名義(KTB)・宋本玉篇(SYP)・新撰字鏡(TSJ)処理状況 

DB Unicode 漢字 IDS その他 合計 

KTB 
15,872 80 48 16,000 

(99.20%) (0.50%) (0.30%) (100%) 

SYP 
22,954 23 23 23,000 

(99.80%) (0.10%) (0.10%) (100%) 

TSJ 
21,408 1,512 1,080 24,000 

(89.20%) (6.30%) (4.50%) (100%) 

表 8-3 表 2 の Unicode 漢字の内訳 

DB 統合漢字 拡張 A 拡張 B 拡張 C 

KTB 
10,160 2,000 3,712 0 

(63.50%) (12.50%) (23.20%) (0.00%) 

SYP 
13,386 3,243 6,325 0 

(58.20%) (14.10%) (27.50%) (0.00%) 

TSJ 
15,048 2,400 3,960 5 

(62.70%) (10.00%) (16.50%) 0.00% 
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8.3.2.3 文字の解読 

	 	 高山寺本『篆隷万象名義』の本文解読上で課題となるのは、上述の難字・僻字の処理だ

けではない。高山寺本の中では誤写・誤脱が多く存在するのである。同時に中国南北朝以

来の字形の古態を残すものもあって、本文内容、関連文献を確認しながらの文字解読が必

須となる。「队」の例で詳細を見てみる。 

	  队 の例 

 

   队 階古諧也。道也、梯也、陛。（篆隷万象名義第 6 帖 24 丁表） 

    

	 	 この項目は、原本画像で確認したところ、形式的に見る限り、『篆隷万象名義』ではご

く普通な項目である。だが、注文内容を読んでみると、不自然な点があることに気づいて

くる。この点について、内容・字順・字形の三方面からみることにする。 

内容：原本『玉篇』・宋本『玉篇』の内容と見比べ、注文は「階」に相応しい説明であ 

	 	 	 り、注文の 1字目「階」は掲出字に相当する。「古諧也」は反切の誤写である。 

	 	 	 従って、原本に掲出字の位置にある「队」の字は異常とみられる。 

字順：この箇所について、原本『玉篇』残巻、宋本『玉篇』、『篆隷万象名義』自身の前	 	  

	 	 	 後の掲出字の配列順を比較すると、 

	 	 	 	 	 原：…阽・除・階・阼… 

	 	 	 	 	 宋：…阽・除・階・阼… 

	 	 	 	 	 万：…阽・除・队（階）・阼… 

        ここでは、三書における字順は一致しているように見える。 

字形：「队」は現在「隊」の簡体字として使われており、字形が「队」としていつ頃	  

	 	 	 から使われていたのかは不明である。この字は説文解字・原本『玉篇』残巻・宋 

	 	 	 本玉篇・『新撰字鏡』等の古い時代の文献では出現していない。 

	 よって、この位置に「队」という掲出字が書かれた原因を考えてみると、その前後の掲

出字「除」か・「阼」かの旁の部分が、最初の筆画においていずれも「人」との類似によ

り、誤写で「队」になり、掲出字を修正するより（紙面の清潔さを考慮したか）、注文の

1字目に書き添えた可能性は否定できない。すると「队」は衍字となる。したがって、こ

の項目本来の掲出字は「階」と認定すべきである。 
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8.4 公開システム 

8.4.1 公開の準備と方法 

8.4.1.1 所蔵者の許諾 

	 篆隷万象名義データベースの公開は、高山寺典籍文書綜合調査団（代表者：石塚晴通

北海道大学名誉教授）の配慮・指導の下に高山寺当局から許諾を得た。さらに、漢字字

体規範データベース(HNG)との連携の許諾も得た。、 

①全文翻刻テキスト 

②掲出字画像 

③HNGとの連携 

	 今度の公開は①に関するものである。②は、掲出字画像を公開し、IDS検索を可能と

するシステムを念頭においている。③は HNG のデータは、CHISEでも検索可能となって

おり、どのように連携をはかればよいか、検討中である。	

	

8.4.1.2 公開計画 

	 篆隷万象名義データベース（KTB）は平安時代漢字字書総合データベース（HDIC）の

一環となすものである。HDICプロジェクトの全体のホームページは http://hdic.jpであ

る。主に次の情報を示す。 

・進捗・イベント等の最新情報 

・プロジェクト全体の紹介 

・編纂委員会の構成 

・関連する論文、学会発表等の情報 

・関連の漢籍・仏典のソース、ツール等へのリンク 

	 『篆隷万象名義』のテキストを公開する形式は次の三種類がある。 

（1）テキストを一覧するウェブサイト 

	 http://hdic3.let.hokudai.ac.jp/ktb/ 

（2）部品による掲出字画像の検索システム 

	 http://hdic2.let.hokudai.ac.jp/ktb/ 

（3）最新版の全文テキスト 

	 https://github.com/shikeda/HDIC 

（1）は TSV形式のファイルを HTML化して部首ごとに掲出字と注文を通覧できるよ

うにしたものである。（担当者李媛） 

（2）は IDSによる部品検索と掲出字画像の表示を可能としたシステムである。（担当

者劉冠偉） 
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（3）は TSV形式のファイルを掲載し、順次構成をすすめているものである。最初に掲

載したファイルは、原文に比較的忠実に翻刻する方針のもとに作成されているが、これ

に校訂を加え、明らかな誤字、脱字、衍字等を修正したものに作り変えている。（担当者

池田） 

 
8.4.1.3 ライセンス 

	 Github はソフトウェア開発プロジェクトのための共有ウェブサービスである。オープンソ

ースのライセンスが要求される。HDICのデータ公開は改善の共有に配慮する公開である。そ

のため概ね、公開されているデータを自由に複製・配布することが可能であり、メールで報告

された意見・問題点等は修繕される。今後は、次のように GPLv2の明記を考えている。 

	 This data is distributed under GPLv2. Send bug reports and feature requests via email. 

 

8.4.2 データフォーマット 

8.4.2.1 TSV 

データフォーマットについては、TSVデータフォーマットを採用した。  

TSV（Tab-Separated Values）とは、複数の項目で構成されるデータを複数件列挙して表

現することができる汎用的なデータ形式の一つで、項目間の区切り文字にタブ文字を用

いるものである。  

データを文字の連なりとして表現するテキストデータおよびテキストファイルの形式

であり、複数の項目をタブ文字で区切って一件のレコードを構成し、複数件のレコードを

改行文字で区切ってデータ全体を構成する。 

TSVを採用したのは次の三点の理由である。  

  （1）『篆隷万象名義』は単字字書であり、比較的単純な項目構造をもつこと。  

	 （2）古辞書研究および文字情報処理上では汎用性の高いデータフォーマットであ 

  	  ること。  

  （3）古写本の古辞書の本文解読はマークアップ可能な精度に到達していないこと。 

TSV はテキストファイルとして扱うことができるため、テキストエディタなどで手軽

に編集することができ、大容量のファイルも比較的開きやすいといった利点がある。TSV

は、すなわち、古辞書研究と文字情報処理の上で扱いやすいデータフォーマットと言える。 

古辞書を研究資料とする人文系研究者は、エクセルで処理することが多く、本文解読の

内容に関する意見を得やすいと考えたからである。 
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8.4.2.2 TSV インフォメーション 

	 より多くの国・地域の研究者の参考に供するため、公開データの先頭には次のように、

TSV Format Informationを付した。 01〜10の番号は、説明の便宜ため付けた。以下解説を

行う。01 から 10 までの公開情報は、その内容によって次の三つのタイプに分けられる。 

Ⅰ. 基本情報：所在及び構成体系の情報[01～03]、『篆隷万象名義』の掲出字と注文を翻

刻したテキスト[04・07]。 

Ⅱ. 関連情報：玉篇系字書（原本『玉篇』と宋本『玉篇』）の対応所在情報。[08・09] 

Ⅲ. 校勘情報：作成者による掲出字の分類、諸家による掲出字同定の相違、校勘意見。

[05・06・10] 

Ⅰは『篆隷万象名義』に関する本文情報である。 

Ⅱは関連字書の対応する対照情報である。 

Ⅲは先行研究、諸関連文献の内容を総合した上での作成者の校勘意見である。 

  

TSV Format information: 

 01	 TBID (v_www_xyz) : Book(v)，leaf(www)，recto-verso(x)，line(y) and number(z) 

 02	 TB_vol_radical (xx#yyy) : Volume(xx) and radical number(yyy) 

 03	 TB_radical : Radical of Chinese character  

 04	 Entry: Headword 

 05	 Entry_type: For details，refer to the following section 

 06	 Entry_diff: Differences of transliteration with other scholars 

 07	 TB_def: Definition of pronunciation，meaning and variant(s) 

 08	 SYID (vwwwxyyyzz): Book(v)，leaf(www)，recto-verso(x)，line(yy) and number(z) 

 09	 YYID (Ywwxxxyy-z): Volume(ww)，leaf(xxx)，line(yy) and number(z) 

 10	 TB_remarks: Editor's notes 

解説： 

01 TBID は該当掲出字 ID を⽰す。『篆隷万象名義』における所在の帖数 v・丁数 www・

表裏 x・列数 y・字順 z を v_www_xyz の形式で⽰す。TB は『篆隷万象名義』の略称。 

02 TB_vol_radical は『篆隷万象名義』における該当掲出字の巻数 xx と部⾸番号 yyy を

xx#yyy の形式で⽰す。 

03	 TB_radicalは該当掲出字の『篆隷万象名義』に所属する部首の部首代表字である。 

04	 Entryは該当掲出字の翻刻された字体を示す。データベース作成者の判断が含まれ 

    る。本文は Unicodeで扱える漢字の範囲で入力した。符号化されてない漢字は IDS 

	 	 方式で表現する。 
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05	 Entry_typeは該当掲出字の分類である。詳細は 3.1.4を参照。 

06	 Entry_diffは該当掲出字の判読について、諸家の認定意見と分かれるときに示すも 

	 	 のである。主に白藤(1977b)・宮(1977)・上田(1986)・呂(2007)を参照した。 

07	 TB_defは該当掲出字の注文内容を翻刻したものである。注文内容の音注・義注・字 

    体注の解読を示すために、句読点を付し、書名に括弧を付す。 

08	 SYID は該当掲出字が宋本『玉篇』データベースに対応するものの ID を示す。宋本

玉 

	 	 篇(SY)における所在を篇数 v・丁数 www・表裏 x・列数 yy・字順 zの順に示す。 

09	 YYID は該当掲出字が原本『玉篇』データベースに対応するものの ID を示す。原本

玉 

	 	 篇残巻(YY)におけるの巻数 ww・頁数 xxx・列数 yy・字順 zの順に示す。 

10	 TB_remarksはデータベース作成者による総合的な校勘意見である。 

 
8.4.2.3 データサンプル 

	 例えば、掲出字「哥」（表 8-4）と「舩」（表 8-5）の TSVデータの詳細を示す。 

表 8-4「哥」の TSV データの詳細 

01 TBID 3_024_A31 
02 TB_vol_radical v9#96 
03 TB_radical 可 
04 Entry 哥 
05 Entry_type Regular 
06 Entry_diff  
07 TB_def 古何反。詠言也。 
08 SYID a088a031 
09 YYID Y09a-21-12-2 
10 TB_remarks 詠言：據尚書本文「詩

言志，歌詠言」。詠字，

尚書作永。 

01  第 3帖 24丁表 3列の 1字目（所在）	  

02  巻 9・部首 96番目（巻数・部首番号） 

03  可部（部首） 

04  哥（掲出字） 

05  隷書掲出字（掲出字タイプ） 

06  諸家認定に異同なし（先行研究との照合） 

07  古何反。詠言也。（注文内容） 

08  対応する宋本『玉篇』の所在は上篇 88丁表 3 

    列 1字目（関連字書所在） 
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09  対応する原本『玉篇』の所在は巻 9の 21紙 12 

    列 2字目（関連字書所在） 

10  詠言：據尚書本文「詩言志，歌詠言」。詠字， 

	 	 尚書作永。（校勘意見） 

	 表 8-5「舩」の TSV データの詳細 

01 TBID 5_077_B32 
02 TB_vol_radical v18#283 
03 TB_radical 舟 
04 Entry 舩 
05 Entry_type Regular 
06 Entry_diff 宮 
07 TB_def 時專反。舟。 
08 SYID b069b072 
09 YYID Y18a-17-09-1 
10 TB_remarks  

01  第 5帖 77丁裏 3列の 2字目（所在）	  

02  巻 18・部首 283番目（巻数・部首番号） 

03  舟部（部首） 

04  舩（掲出字） 

05  隷書掲出字（掲出字タイプ） 
06  宮澤(1977)の認定字「船」と異なるこ 
	 	 とを示す。（先行研究との照合） 
07  時專反。舟。（注文内容） 

08  対応する宋本『玉篇』の所在は中篇 69丁裏 7 

    列 2字目（関連字書所在） 

09  対応する原本『玉篇』の所在は巻 18の 17紙 9 

    列 1字目（関連字書所在） 

10  なし（校勘意見） 

 

8.5 まとめ 

	 古写本の古辞書の文字情報処理は、その前提として正確な翻刻本文が必要不可欠であ

る。日本の古辞書研究では、その土台となった中国字書、とくに玉篇系字書である原本『玉

篇』残巻、『篆隷万象名義』、宋本『玉篇』との対照作業が不可欠となっている。 これま

での古辞書データベース化では、玉篇系字書のデータベース化を疎かにしていた。  

	 HDIC は古辞書翻刻・入力作業の効率化をはかるため、まず古版本である宋本『玉篇』

をデータ化し、これを土台に高山寺本『篆隷万象名義』の入力作業も完成した。 本年 4

月に宋本『玉篇』、9 月に『篆隷万象名義』の全文テキストデータを順次に公開した。ま
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た、研究の国際対応を考慮し、これまで国際学会での発表を行い［Li(2015)・池田(2015b)・

池田(2016b)］、公開データには英文凡例と中文校記を付け加えている。 公開したデータ、

古辞書研究上の活用と文字情報処理での応用を期待する。  

また、公開したテキストデータに基づき，IDS部品検索による字体研究・マークアップ

言語の XMLによる本文の構造化・国会図書館（NDL）デジタルコレクションの画像デー

タとの連携などは今後の課題にしたい。 
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おわりに 

 

	 本研究では、文字学と情報処理学との研究方法を融合し、日本平安初期に成立した字

書である『篆隷万象名義』について、文字学と情報処理学との二つの観点から本文解読

にアプローチした。以下、各章における議論の要旨を記す。 

	 第１章は、文字学と情報処理学との二つの観点から、本研究の研究対象とする玉篇系

字書（原本『玉篇』・『篆隷万象名義』・宋本『玉篇』）に関する主な研究成果、本文研

究、音韻、文字、電子化などの視点からでまとめた。 

	 第 2章は、まず筆者が所属する研究室では目下推進中である平安時代漢字字書総合デ

ータベース（HDIC）について概要を記し、本研究で扱った篆隷万象名義データベースは

その一環に位置付けられることをした。次に、『篆隷万象名義』と原本『玉篇』残巻との

対応部首を指摘した上で、そこを中心に、篆隷万象名義データベース構築上の Unicode

対応、包摂問題、翻刻方針の詳細を検討した。最後に、研究目的に応じたテキストデー

タの活用方法について、つまり情報処理学的な研究方法を述べた。具体的には、単漢字

レベルの検索に関する例としては、「『篆隷万象名義』と原本『玉篇』の漢字字体史研究

へのアプローチ」と漢字部品レベルの検索に関する例としては、「IDSデータによる古辞

書の漢字字体研究」をそれぞれ取り上げた。 

	 第 3章は、高山寺本『篆隷万象名義』の原本調査と近世写本の調査に基づき、書誌情報

や本文内容について検討した。まず、高山寺本六帖における押界について調査結果を報告

した。次に、高山寺本と近世写本との比較対照によって、「第一帖・巻第十一・頁部」に

おける錯簡の問題を指摘した。さらに実例を挙げながら、近世写本を利用した本文研究の

結果を述べた。最後には、近世写本の研究資料としての価値の高さに言及した。 

	 第 4章は、主に『篆隷万象名義』の項目の記述構造に着目し、埋字と脱字を整理する

ことによって、隷書掲出字以外に、注文レベルにかつて存在した可能性のある掲出字と

脱落したと考えられる掲出字を考察した。本来『篆隷万象名義』の掲出字数を想定でき

る範囲は 16,523字から 16,999字であることを指摘した。 

	 第 5章では、掲出字の相関関係を考えるため、篆隷万象名義データベースを利用して

字体と字種との区別から『篆隷万象名義』における重出字を考察した。電子化した古辞

書の本文データを研究目的に応じていかに利用するかその一つの試みとして、実際に調

査行い、本章が採る方法論がデータの処理や問題点の抽出などにおいて有効であること

を示した。結果、『篆隷万象名義』の全体で重出字は 224組 448字であることを明らかに

した。さらに、第五帖は体裁や反切用字などの先行研究において指摘された点において

特殊であるだけではなく、重出字から見ても特殊であることを指摘した。そして最後
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は、重出字の成因が、多音字と類形同字の分項にあることを突き止めた。 

	 第 6章では、篆隷万象名義データベースを利用して、諸家の先行研究における高山寺本

『篆隷万象名義』の掲出字解読結果を照合し（原本『玉篇』残巻対応部分 2,087 字）、諸

家の認定に相違がある掲出字を考察した。相違のあるものは 254字で、全体の 1割強であ

った。筆者はこの 254字を次の 4種類に分類した：①包摂できるもの ②異体字関係のも

の ③別字と衝突するもの ④難読字を別の通行字体で翻刻したものの 4 種である。最後

に、これらの掲出字を段階的に翻刻表現するに、情報処理上の CHISE システムの多粒度

漢字構造モデルに合わせた、データベースにおける掲出字翻刻表現階層の設計を提言し

た。 

	 第 7章は、日本平安初期に撰述した仏典音義『大乗理趣六波羅蜜経釈文』を利用して、

『篆隷万象名義』の本文研究を行った。平安時代漢字字書総合データベース（HDIC）で

整備したテキストデータに基づき、『大乗理趣六波羅蜜経釈文』に存する『玉篇』逸文は、

『玉篇』の全 30巻にわたって 108個の部首に属することを明らかにした。逸文の項目と

『玉篇』残巻との比較を通して、最も一般的な引用形式は、『玉篇』内容の一部を取り、

出典を明記するものであることを明らかにした。最後には、この逸文の利用が『篆隷万象

名義』の対応す部分の本文校訂において有効であることを実例で示した。 

	 第 8章おいては、Unicodeによる篆隷万象名義データベースの構築、全文テキストおよ

び公開システムについて論じた。特に古辞書研究と文字情報処理の上で扱いやすい TSV

データフォーマットで全文テキストを提供し、利用する際に必要になるデータインフォ

メーションについて解説した。 

	 以上、文字学的な研究方法を用い、『篆隷万象名義』の研究に関連する資料を蒐集し、書誌

調査によって、基本情報の確認・記述を行った。本文校勘により、本文研究へアプローチした。

情報処理学的な研究方法を用い、総合文献のデータベースの設計、包摂問題、翻刻方針、デー

タ分析、プレーンテキストの工夫等を検討した。本研究において文字学的な研究方法と情報学

的研究方法を採用した。これら二種の研究方法は互いに相反するものではない。むしろ両者の

融合は大きな実りをもたらすことを本研究によって示せた。 

	 本稿の研究成果は、最近公開した『篆隷万象名義』全文テキストに反映されている。公開デ

ータ内の【関連情報】・【基本情報】・【校勘情報】は、本文解読・研究する上で整合する必要と

なる資料・情報：【A 関連資料】、【B 構造・部首体系・内容】、【C 先行研究の成果との照合】

の三つに対応している。（現段階で描く研究推進状況の全体像を次の図に示す）。 
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篆隷万象名義の研究 

文字学的な研究方法 

            資料蒐集・書誌調査・本文校勘 

情報処理学的な研究方法 

総合文献の Database 設計・包摂問題・翻刻方針	
データ分析・プレーンテキストを研究目的に応じた適合 

 
 

篆隷万象名義のデータベースの構築 

及び全⽂テキスト公開 

      ↓ 

HDICにより複数の字書等を自在

に参照［関連情報］ 

KTBに取り込む所在、部首体系、

掲出字、注文内容［基本情報］ 

 

諸家による掲出字同定の相違の記

述、及び校勘意見［校勘情報］  

  

解読・本⽂研究を⾏うには 

整合する必要がある資料・情報 

      ↓ 

A関連資料の参照	 	 	 	 	 	 	 	  

 

B『篆隷万象名義』自体の構造	 	 	   

	 部首体系・内容 

 

	 C先行研究の成果との照合   

⽂字情報処理学の融合的な古辞書研究 
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	 また、『篆隷万象名義』は後の時代における辞書編纂に多大な影響を与えた古辞書であ

り、更なる研究の余地が残されている。次に、文献学、情報処理学、国語学の三分野に

わたって、今後の課題に触れておく。 

 

文字学 

・未調査の五種の『篆隷万象名義』の近世写本についての調査	

・高山寺本原本調査による本文研究	

	

情報処理学 

・入力済みのプレーンテキストを研究目的に応じた適合 

	 	 IDSデータによる『篆隷万象名義』の部品レベルの字体研究 

	 	 XMLタグ付けで本文構造化による文字列検索の実現 

・国会図書館（NDL）デジタルコレクションの画像データとの連携 

 

国語学 

	 『篆隷万象名義』における意味注記（特に単字注）は、和訓の成立に密接の関係がある

と想定される。このテーマについて、Li（et.al）（2015）では「言部」の実例を取り込んで、

漢字字書の義注の視点から、義注の和訓化について検討した。調査の結果は、和訓化は漢

字の中国語における意味用法を示すため増補されるのではないかとの結論に至った。今

後はさらに幅広いデータを対象とし、和訓を収める古辞書である『類聚名義抄』における

対応和訓の配列順位や『色葉字類抄』にける対応同訓異字との総合的な分析を行う必要が

ある。 
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附 録 

 

台北故宮博物院文献館所蔵近世写本八冊本 
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北京中国国家図書館古籍館所蔵近世写本二冊本 
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附 記 

 

	 本稿をなすにあたり、次の諸機関の蔵書を利用した。 

	 高山寺（京都）、宮内庁書陵部図書寮（東京）、京都大学附属図書館（京都）、国立故宮

博物院文献館（台北）、国家図書館善本書室（台北）、中国国家図書館古籍館（北京）。記

して感謝申し上げる。 

	 上記諸機関への文献調査を行った際には、2015 年度富士ゼロックス株式会社小林節太

郎記念基金外国人留学生研究助成プログラムの支援を受けた。 

	 また、『篆隷万象名義』の原本調査を行うことが出来たのは、高山寺典籍文書綜合調査

団ならびに高山寺当局の御高配の賜物である 。 

 

	 本稿各節の初出は以下の通りである。いずれも必要な加筆・修正を加えた。再録をお許

しいただいた諸学会、出版社に感謝申し上げる。 

	 第 2章（2.2〜2.4、2.5.1）『国語国文研究』146、2015 

第 2章（2.5.2）『情報処理学会研究報告. 人文科学とコンピュータ研究会報告』、2016-	 	  

  CH-110、2016 

	 第 3章（3.2・3.4）富士ゼロックス株式会社小林節太郎記念基金 2015年度研究助成論   

    文、2016 

	 第 4章	 『訓点語と訓点資料』135、2015 

第 5章	 第 114回訓点語学会研究発表会（2016年、京都大学）での発表に基づく 

第 7章	 『第三屆佛經音義研討會論文集』、2016 

第 8章	 『じんもんこん 2016論文集』、2016（池田証壽先生との共著） 

	 諸論文・発表に対する諸先生および諸氏のご指導に感謝申し上げる。 

	 本稿をなすにあたっては、前述のほかにもさまざまな支援を受けた。 

 

	 指導教官である池田証壽先生、北海道大学での小野芳彦先生・佐藤知巳先生・近藤浩之

先生・松江崇先生・石塚晴通先生・宮澤俊雅先生をはじめとする先生方、富山大学の小助

川貞次先生・国立国語研究所の高田智和先生をはじめとする先生方のご指導をいただき、

その学恩に深く感謝する。また、諸先輩や同輩・後輩たちにも多くのご指摘と友情を受け

た。さらに、これまで、自分の思う道を進むことに対し、温かく見守りそして辛抱強く支

援してくれた家族に対しては深い感謝の意を表して謝辞とする。名前を挙げなかった方

も含め、すべての方々のご厚誼に深く感謝申し上げる。	
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	 学部卒業後、しばらく民間企業で働いた。北海道大学文学部研究生として入学してから、

本稿が一応のかたちをなすまで六年の月日が流れた。四季折々に豊かな表情を見せる北

大のキャンパスで、学問と師友と過ごせた六年間は一瞬であった。 

	 平安初期に弘法大師空海が唐土から、多くの経典を日本に将来した。中国では早く散逸

した南北朝の顧野王の原本『玉篇』は、その中にあった。空海はこれに依拠し、830年以

降『篆隷万象名義』の編纂にとりかかった。日本に伝わる原本『玉篇』残巻と『篆隷万象

名義』は、駐日公使の随員として東京に渡った清末の学者である楊守敬によって、その存

在と文献の価値が中国に知らしめられた。このように、『玉篇』を中心に、漢字に関わる

日中の辞書の交流は絶えずに継続し、その歴史は千年に及ぶ。機縁に恵まれ、玉篇系字書

の研究に携わる一員になれたことへの感謝、ならびにこの先も古辞書の研究に邁進して

ゆく決意をもって、本稿を終えたい。 

 


